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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　本当は、心の片隅では分かってたんだ。ずっと。

　命にすら関かかわるほど危険で、やりたくない──

『何か』が迫っている事を。




　中学時代、俺おれはその『何か』を避けるため、程ほど々ほどの俺であり続けた。

　その『何か』に巻き込まないために、交友範囲もあまり広げなかった。

　特に、女は入念に遠ざけたつもりだった。なんとなく、そうした方がいい気がしたしな。

　おかげで当時は、草食系なんて言われたっけ。




　──なのに！　入った高校が悪かった。

　俺はとうとうその『何か』と対たい峙じし、戦うハメになる。

　見つかっちまったんだよ。

　その『何か』と関わる、よりによって、女に。

　そう、やがて魔ま剱けんのアリスベルと呼ばれるようになる──あの同級生に。
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　まず言っておきます。

　私が静せい刃じ君と行動を共にするのは、命を救われた恩返しと、彼の異能を見込んでのこと。

　断じて、れ、恋愛感情を持ったとかそういう理由ではないのです。モーレツに違うのです。




　私は、戦わなければなりません。そのためにあの高校にも入った。

　万能の力を求め、私と鳳凰フエニケの欠片カラツトを奪い合う敵は多様です。私は、私と同じ魔女とも、魔法少女とも、巫み女こ、超ス能テ力ル者ス、武Ｄ偵Ａ、吸血鬼や自衛官とも対峙してきました。ＰパＡツＤドと呼ばれる先端科学の鎧よろいで武装したあの少女も難敵となるでしょう。

　それら異能の内、どれが最も強いのか？

　その問いに現在、明確な答えはまだありません。

　ですから私も、この鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨを生き延びられる保証は無いのです。




　なので私は世の軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな女子のように、恋愛にうつつを抜かしている暇ひまはないのです。

　モーレツに繰り返しますが、恋なんてしてません。

　……してないんですからね！
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　あの頃の私は、とにかく腹が減っていたよ。

　空腹とは、何より恐ろしいもの。誰だれかに裏切られたとか、試験に落ちたとか、財産を失ったとか、そういった世の不幸が全すべてお笑いぐさに思えるほど、辛つらいものだった。

　なにしろ私は──67年間、食べていなかったのだからな！

　うら若き乙女の姿をし、華やかな装よそおいをしてはいたが……

　心の中は『食べたい、食べたい、恋が食べたい』──さもしいかな、そればかりだったよ。




　我が名は、貘ばく。

　恋心を喰くらい、殺あやめの武具を産む、妖あやかしの官かん女じよよ。

　それが今は契約に縛しばられ、あのアリスベルを起点とする恋心しか食べられない。

　だから、あの頃の私は……

　まずアリスベルが誰かに恋しないと、餓うえ死にしてしまう定めだった。

　そう。

　当時の私には、死の危機感があったのだ。
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　──中学の頃は、まるでスタンプを押すように同じ日々を繰り返した。

　毎朝、同じ時刻に起きる。同じバスに乗って学校へ行く。授業で半日潰つぶす。帰ってゲームをやり、ネットを見て、寝る。たまにチャリで夜道を走るのが、趣味といえば趣味。

　それ以外、俺おれは、特別な事は何もしない。

　勉強も遊びも、程ほど々ほどでいい。やる気が出なければ、物事は先送りでいい。彼女なんかは将来いずれでいい。お金なんかはちょっとでいい。

　それが俺、原はら田だ静せい刃じの本音だ。

　明日は高校の入学式だが──

（高校でも、同じように過ごすさ。ただスタンプの字が『中学』から『高校』に変わるだけだ。それがいずれは『大学』、『会社』に……）

　などと考えつつ、俺は夜の国道をチャリで走っていた。

　俺の人生を象徴するように、無人の道には街灯がずっと先まで等間隔に並んでる。

（この居鳳いのうに引っ越してきて……もう２週間か）

　神か奈な川がわ県横よこ須す賀か市、居鳳いのう町ちよう。

　住宅地、学校、公園、コンビニ、ショッピングセンター──何でも一通り揃そろっているからか、どこか閉鎖的な町だ。あまり好きになれない。

（でも、この道は嫌いじゃないな）

　海が見えるし、道路脇わきの森の上に満月が浮かぶ光景も、悪くない。

　と、俺おれが潮の香りのする夜風を深呼吸した時──

　……フッ、フフッ、フフフフッ……

　俺を追い越すように、車道の灯あかりが次々と消えた。

（……停電か？）

　珍しいな。

　じゃあ急いで帰るか、と思った時……

　──バッ、ババババッ──！

　今度は、妙な音が聞こえた。

　一いつ瞬しゆんずつ、断続的に何かを噴射させたような音だ。

　音がした岩場の方に振り向いた俺は、

「……!?」

　岩場の奥、崖がけの上に目を見張った。

　──人の後ろ姿がある。

　銀髪をツインテールに結い、白いスクール水着を着た……小柄な少女だ。

（水着……ってことは、泳ぐつもりか？）

　あの崖から海面までは20ｍ近くある。海中も岩だらけだ。飛び込んだら、即死だぞ？

　眉まゆを寄せた俺が『高圧電流・危険』と書かれた鉄塔近くでチャリを止めると、

「ＰパＡツＤド・シャノン──アロケーション」

　少女の抑よく揚ようのない声が、風に乗って聞こえてきた。

　そして、たっ……たったったったった──その小さな体が、崖っぷちの方へ走り──ぱっ！

　両手両足を広げて、空中に飛び出した！

「──！」

　驚おどろきの光景は、それだけでは終わらなかった。

　ババババッ！　というさっきの音と共に、崖下から機械が飛び上がってきたのだ。いくつも。

　金属音を上げて、その白い機械群は少女の肩に、手足に、次々装着されていく。

　腰回りでスカート状に広がった可か変へん翼よくが、噴ノ射ズ口ルらしき部分を赤く輝かせ──

「ＰパＡツＤド・『シャノン』──ショータイム」

　そう言った少女を、優美に……空へと、舞い上がらせていく……！

（……なッ、何だよ……あれは！）

　俺おれは幻覚とか映画の撮影とか、チャチな理由付けで自分を納得させようとするが──

　それが、できない。この光景があまりに鮮明で、リアルだから。

　空中で振り返って鉄塔を仰あおいだ彼女は……まさに、メカと一体化した少女。

　その身体からださえマシンの一部のように思える、機械的なムードを漂わせている。

　大きな紅あかい瞳ひとみには表情というものが無く、肌は人形みたいに白く、顔はＣＧのように無機質な美しさをたたえていた。満天の星を背にしたその姿は、どこか幻想的ですらある。

　そして──少女の腕と連動しているらしい機械の片腕が携えるのは、

（……ガ、ガトリングガン……!?）

　軍用ヘリに搭載されるような、武器だ。

　もし本物なら、銃刀法違反ってレベルじゃない。

　──啞あ然ぜんとする俺の耳に、

「キリコぉ！　とうとう今夜、決まるわね！」

　今度は頭上から、高い女の声が聞こえてきた。

　見上げれば、なんと鉄塔の上に制服姿の女の子が立っている。

　メカ少女の方を向いて、両脚を肩幅以上に広げて。

（……っ……！）

　ここから見上げてると、彼女のチェックスカートの中が見えてしまいそうだ。

　だが俺が息を吞のんだのはそのせいじゃない。

「今夜、答えが出るわ！　ビビとキリコ──魔法少女マツキーナと先端科学ノイエ・エンジエ、どっちが強いか！」

　仁王立ちする彼女の両足が、碍がい子しを跨またいでいるのだ。

　碍子とは絶縁のために電線に付けられた陶器。跨いだら、電位差で黒くろ焦こげになる。

　だが、こちらもツインテールの──だが、金髪の──少女は、両手を腰にあて、胸を張り、ふんぞり返っていたのだ。平然と。

　その全身は、スポットライトでも浴びてるかのように光り輝いている。

（あれは……意図的に、電気を体に流そうとしてるのか……!?　そんなバカな……！）

　白地で縁取りだけチェック柄の、セーラーブラウス。

　それをグイッと押し上げる胸は、大きい。身長は中学生ぐらいなのに。

　メカ少女をキリコと呼んだ、そのツリ目の少女──ビビという名前らしい──は、

「Come un baleno rapido,稲妻のように素早く、 La sorte mia cangio私の運命は変わる……!」

　何かを唱えつつ、スカートの中から西洋刀を抜いた。

　その刀身は、華やかな彫金のされた銃と一体化している。

　あれは……フリントロック・サーベル。

　中世ヨーロッパで剣が銃に取って代わられる過渡期に使われていた、武器だ。

（武器と、武器……ってことは、戦うのか!?）

　ビビはサーベルの柄つかを手品のように延伸し、グレイブ──日本でいう薙刀なぎなたのようにする。

　そして、くるくるっ。それをバトンのように回し、踊るようなステップを踏み始めた。

　すると……

　その刃やいばから、オーロラのような光が空中に放たれる。光の残像……ではない。質量を持った光る帯が新体操のリボンみたいに舞い、彼女の体に纏まとい付いていくのだ。

　次の瞬しゆん間かん、ビビは──

　元々着ていた制服を華やかにしたような、派手な衣装に着替えていた。

　もう、ついていけない……！　あまりにも、非現実的な光景だ……！

「──スクラップにしてやるわ！　アニメっぽいのは、あたし１人で十分よ！」

　そう。この２人は──

　今ビビが叫んだように、まるでアニメから抜け出てきたような少女たち。

　だが、作品のタイプが違う。片方はロボットもの。もう片方は魔法少女もの。共演するものじゃない。戦うなんて以もつての外ほかだ。

　立ちつくす俺おれの頭上で、ビビは鉄塔を蹴けって空中に飛び出す。

　そして、光る粒子の尾を引きながら滑かつ空くうしていく。洋上に滞空ホバリングする、キリコの方へ……！

　対し──カカカカカカッ──

　メカ少女・キリコの肩けん部ぶに多連装状に並ぶ小型ハッチが10枚以上、次々と開いた。

　そこから、コンマ１秒ずつの間隔で噴射音が連なる。

（お、おいッ！　マジかよ！）

　う、撃った……！　小型のミサイルを、何発も！

　ミサイルはそれぞれ夜空に白い煙の尾を引いて、魔法少女・ビビへ殺到していく。

「Ｍ１３４ミニガンの次は、01式軽対戦車誘導弾軽ＭＡＴ？　金かけた挨あい拶さつねぇー！」

　ビビは叫んで、手にしたフリントロック・グレイブを突き出した。

　──パッ！──

　ビビの銃口から放たれたのは──光の弾のように見える、何か。

　その光弾は空中で散開し、横倒しにされた柳やなぎ花はな火びのように広がっていく。

　そして、それぞれカーブを描えがいて……ミサイルに衝しよう突とつし、空中で次々に迎撃していった。

　まるでゲームのような光景だ。

　だが、夜空をオレンジ色に灼やく爆炎が──これは現実だと最後通告するように、輻ふく射しや熱ねつを俺に叩たたき付けてくる。

（──やばい……やばいぞ！）

　あれはコスプレとか新手のサバゲーじゃない。あいつらは、その理由も分からないが、とにかく恐ろしい力をもって殺し合いをやってるんだ！

（見つかったら、口封じに殺されるかもしれない……！）

　立ちすくむ俺おれの視界で──ビビはフリルだらけの衣装をひらつかせ、一旦急降下ロー・ヨー・ヨーして空中の炎をくぐった。そして地上の岩を蹴けり、キリコめがけて急上昇していく。

「って──キ、キリコあんた！　機動技マニユーバで脚開くんならスパッツぐらいはきなさいよ！」

　キリコを真下から見るビビが赤くなって叫ぶと、

「ナンセンス。パーソナル・Ｐアーセナル・ＡドレスＤの下に着用するのは水着だから恥ずかしくはない。ビビこそ、下着が何度も見えた」

　キリコは平淡な声で返し、カラになったミサイル格納器ランチヤーを肩けん部ぶから切り離しパージした。

　それで自重を減らしつつ、ビビの視界を塞ふさぎ──沖の方向へ離れようとしている。

「こっ、これは由緒正しいコスよッ！　ぜったいパンツじゃないし！」

　それを、空中でランチャーを蹴って方向を変えたビビが追う。

　おそらく、両者は自分に有利な射程距離のポジション争いをしているのだろう。

　だが、その機動力は互角らしい。キリコは可か変へん翼よくと共に大おお股またを広げ、インメルマンターンを見せて──洋上から、飛んでくる──こっちへ！

（もう……見つかる見つからないの問題じゃない……！）

　近くであんな戦いをやられたら、巻き添えを喰くらうぞ。

　とにかく逃げようと、チャリのペダルを踏もうとした俺は──その時。

「──ッ……！」

　第三の少女を、見つけた。

　国道の少し先、ガードレールの脇わきに女の子が立っている。

　この子もツインテールだ。黒髪で、細いテールが頭の左右から流れている。

　彼女は軍用のものと思われる双眼鏡で、この空中戦を観測していた。
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　季節外れの蛍ほたるが数匹、その体を彩いろどるように周囲を舞っている。

（危ない……！　何やってんだ！）

　そう思った次の瞬しゆん間かん、お互い蛇行ローリングシザーズしつつ撃ち合うビビとキリコの流れ弾が──

　──ドドドドッ──

　近くの岩場に、何発も着弾した。

　道が地震のように揺れ、アスファルトにヒビが入る。

　周囲に、金色の薬やつ莢きようや剝はく離りした岩の破片がバラバラ降ってくる。

　だが、黒髪ツインテールの少女は爆風に翻ひるがえるスカートを押さえただけだ。

　戦いを見るのを、やめない。

　その姿に、俺は自分が見つかってしまう事も忘れて──

「──おい！　逃げろ！」

　つい、叫んでしまっていた。

　その声に、彼女は双眼鏡から目を外して振り向く。

「……？　どうして『絶ぜつ界かい』に人が……!?」

　驚おどろきに見開かれたその目と、俺おれの目が──合う。

　──キレイだ。

　こんな時なのに、それだけがハッキリと分かった。

　月光が、気品のある顔を白しら百ゆ合りのように浮かび上がらせている。

　やや目め尻じりのツリ上がった黒い瞳ひとみは、意思の強そうな、どこか知的な光を秘めている。

　鼻筋もまっすぐで少し高く、プライドが高そうに見える子だが──

　背は低く、顔の輪りん郭かくは少し丸みを帯びていて、全体的には幼く可か憐れんな印象がした。

（──？　この子……昔、どこかで……）

　一いつ瞬しゆんよぎったそんな思いも、俺はすぐに中断せざるを得ない。

　空中で取っ組み合いになったビビとキリコが、俺たちの方へと墜つい落らくしてきたのだ。

「あらアリスベル！　来てたのねサムライガール！　クーデレ貘ばくと一緒じゃないのー!?」

　ビビが、地上の黒髪ツインテール少女に叫ぶ。

　その隙すきに──キリコが、また水着の股こ間かんを丸見せにするような側転を空中で切った。

　そして、がしっ。機械の腕マニピユレーターでビビの片足を摑つかみ──ぶぅん！

　スカートが内側のパニエまで全すべてひっくり返るぐらい、大きく振り回す。

　ビビは自分を捕らえた鋼鉄の腕にしがみつき、

「ほらアリスベル！　あんたにも、お裾すそ分わけッ！　お返しは欠片カラツトでいいわよ！」

　格闘技でいう鍵固めキーロツクのような形に極きめてから──バキッ！

　箒ほうき型がたをしたペンダントを胸元で跳はね上げつつ、機械の腕をもぎ取って放り投げる。

　その巨大な腕が、黒いツインテール少女の方へ……落ちてくる！

（──ぶつかるぞ！　あのままじゃ！）

　衝しよう動どう的に、俺おれの足は駆けていた。

　アリスベル、そう呼ばれた少女めがけて。

　走れ、走れ！　本気で走れば、間に合うッ……！

「危ないだろッ！」

　俺はアリスベルに飛びかかるようにして、突き飛ばす。

　ふわっ、と──彼女からシャンプーの香りが漂い。

　こっちを見た気丈そうな目が、また大きく見開かれ。

　そして。

　俺の背に。

「────！」

　機械の腕が、激突した。

　最悪な事に、ギザギザと刃物のような金属片の飛び出た……腕の切断面の方から……！

　ボキバキッ、という枯れ木の束を踏み折ったような音が、俺の体内から聞こえる。

　何本もの骨が一気に折られ、あるいは切断された音だ。

　激痛は知覚のメーターを振り切って、早くも、もう、何も感じない。

　……倒れた？　倒れたのか。俺は。

　何か生温かい液体の上に転がって、仰あお向むけに倒れている。俺は、今。

　血だ。これは、血。俺は俺の血だまりの上に、倒れてるんだ。

　誰だれかが駆け寄ってきた。誰だ。もう、目が……うっすらとしか、見えない。

　ああ、これは、あの３人のうち……アリスベル、か……？

　俺が……話してる。何かを。彼女と。

　何を話しているんだろう。それすらもう、分からない。

　唐とう突とつな、もんだな。死ぬって、事は。心の準備も何も、あったもんじゃない。死ぬ前には、もっと、いろんな事を……考える、時間が、ある……もんだと、思って、た、よ……

　………………

　…………

　……







【　Episode 01　その名はアリスベル　】




　……

　…………

　……チュン、チュンチュン……

　……す、雀すずめ……？

「……ってオイ！」

　第一声でツッコんじまった。

（──夢かよ！）

　俺おれはベッドの上で上半身を起こし、今のが夢オチだった事を悟る。

　いや、でもまあ。

　それはそうだ。

　あんな光景、夢でなくて何だ。

　メカ少女だの、魔法少女だの、俺が死ぬだのって。

「……」

　一応、背中をゴソゴソ触ってみるが、もちろん傷なんてない。

　あんな夢を見るなんて……ゲームのやりすぎかな。

　などと溜ため息いきをつきながら、新しい制服に着替えた俺は──

　ムダに広い我が家の中を、２階の自室から１階のダイニングへと歩いていく。




　──２週間前から住み始めたこの我が家は、中途半はん端ぱに現代的な洋館だ。

　昔は海外から来た貿易業の貴き賓ひん客を泊める、隠れ家的なホテルとして使われていたらしい。

　なので裏には小さな教会、の、廃はい墟きよもある。

　プールなんかもあるから、最初は凄すごいと思ったが……実際暮らしてみると、広くて疲れるし、使わない部屋がムダなだけでちっとも凄くない。

（祈いのりは偉いよな。この家をいつもキレイに掃除してるんだから）

　などと思いつつ、ダイニングを覗のぞくと──

　ふー　ふー　ふぅー

　生っちろい足で立ち、ロングの黒髪ごと上半身をテーブルに伏せた……その祈の背が見えた。

　セーラー服のスカートをこっちに突き出して、フーフーと何かを吹いている。

「……っ……」

　その……突き上げられた下半身の肌が、ここからだとほぼ丸見えだ。

　しっとりと柔らかそうな曲線を描えがいて張り出した太ももは、付け根ギリギリまで露ろ出しゆつしてる。

　俺おれが頭を少しでも下げたら、確実に下着が見えちまうだろう。

　しかも、むっちりした臀でん部ぶに載った短いスカートには谷間ができている。桃みたいな中身の形が丸わかりだ。

　祈いのり……中学生にしてその肉感はいかがなものか。すごい安産型だ。ていうか早熟すぎるだろ。

　って、義理の義理とはいえ妹相手に何慌あわててんだよ。俺は。

「な、何してんだ。祈」

「ひぁぁ！」

　急に声をかけられた祈が、ぴょん！　と飛び上がって驚おどろいた。

　そしてテーブルに上半身、というかハンドボールほどもある両胸をバウンドさせて二度ほど上下動してる。

　背を伸ばしても俺より頭１個ぶん小さい祈は、よたよた、よたた。

「お、おにいちゃん。おはよう」

　すっかり抜けたらしい腰を、運動神経が微み塵じんも感じられないＸ脚に乗せて振り返る。

「あのね、これはね。朝ごはん、今作ったばっかりだったから。熱すぎるとお兄ちゃんが食べにくいかなって思ったから……ふーふー、してたの……」

　おっとりした口調で話す祈は、俺に出くわしただけで頰ほおをどんどん赤らめていく。

　そしてそのタレ目ぎみの瞳ひとみを、あわわ、と恥ずかしそうに俺から逸そらした。

「……そんな事しなくていいって。熱かったら自分で吹く」

　いい子なんだが、ちょっと変わってるんだよな。祈は。天然っていうのかな。こういう子。

「義理の義理とはいえ兄妹きようだいなんだから、そんなに気を遣つかうなよ」

　セーラー服に重ねられた祈のエプロン、その胸の部分が破けそうなほどぱっつんぱっつんになってる事に気がついて──俺も、祈から目を逸らす。




　俺と祈は、先々週、この居鳳いのう町ちように引っ越してきた時に出会った。

　俺は幼い頃に母を、その後、父を亡なくしているのだが……ここに越してくる直前、なんと、父が亡くなる数時間前に再婚していたという話を聞かされたのだ。

　それも、会ったこともない女性と。

　まあ、遺産相続がどうのとか、そういう大人の事情が絡からんでの事だろう。詳細は知りたくもないし、彼女とは会うつもりもない。

　で、その女性──俺の義理の母親には、さらに義理の娘がいたらしい。それが祈だ。

　歳としは14歳だが、なぜか自己紹介の時に聞かされたスタイルは90─56─89と大人顔負け。

　顔つきはちょっと甘ったるくて、あどけない童顔だが……とんでもなく可愛かわいい。

　こんな未来のグラビアクィーンみたいな子と、二次性徴まっただ中同士で２人暮らしなんて……俺が言うのも何だが、青少年の教育上よろしくないよ。

「はいお兄ちゃん、どうぞ」

　テーブルについた俺おれに、その祈いのりが朝食のプレートを寄せてきた。

「あの、熱かったら言ってね？　祈、ふーふーするから」

「さっき俺が言ったこと聞いてなかったのかよ、お前」

　ていうか……朝からハンバーグって。

　いやまあ食べるよ。食べるけど。

「ん？　なんか、妙な凹へこみがあるな。このハンバーグ……矢印……いや、ハート形、か？」

　俺がそう言うと、祈はデザートを運んだお盆で自分の顔の鼻から下を隠した。

　そしてなぜかキラキラと瞳ひとみを潤うるませて、こくり。うなずいてる。

（女の子だよなぁ。こういうとこ）

　祈は……多分……好きなんだろうな。

　ハート形が。

　と、俺はやたら大盛りにされたゴハンと共に、チーズ入りだったハンバーグを食べていく。

「お前は食べないのか？」

「い、祈、食べるの遅いから……お兄ちゃんに迷惑かけないように、あとで食べるよ」

「それで間に合うのか、学校」

　と聞くと、こくこく。祈はお盆の向こうでまたうなずいて、まっすぐに腰まで流れる黒髪を水面のように揺らした。

「市いちヶが谷や女子中、だったか？　初日からいきなり合宿とか、ヘンな学校だよな」

　祈は、普通の学校には通ってない。

　詳しくは聞いてないが、健康上の理由らしい。

　義務教育はオンラインで受けていて、そのカメラに向かうから家でも制服を着てる。たまに合宿もあるらしいが……まあとにかく特別な学校に通っており、そこでの成績はトップらしい。

　つまり祈は、しっかり勉強をした上で──

　料理・掃除・洗濯と、かいがいしく俺の身の回りの世話を焼いてくれているのだ。

　その一生懸命な姿からは、書類上とはいえ、家族の女子として家庭的なキャラを演じようとしてるのがよく伝わってくる。

　だから俺もそこに水を差すような事はせず、このママゴトに付き合ってる。

　ヘンな経緯いきさつで兄妹きようだいなったからって、わざと避けるほど俺もガキじゃないって事だ。




「じゃあ行ってくる」

　玄関でしゃがみ、新しい学校指定靴ぐつのヒモを整えていると──

　ぱたぱたぱた、とスリッパを鳴らして祈がやってきた。

　そして、きゅっ。俺の目の前でしゃがむ。

「お兄ちゃん、こ、これ……お弁当。祈いのりが作ったの。た、食べてくださいっ」

　と、ランチボックスを手渡してくるが……お、お前……なんで屈かがんでる男の目の前で、正面切って両ヒザ立ててしゃがめるんだよっ。幼稚園児じゃあるまいし。

（自分がスカートはいてるって自覚、無いのかよ……！）

　などと目のやり場に困った俺おれが慌あわてていると、

「あっ、ネ、ネクタイ。ゆるんじゃってるよ」

　などと、祈は白い指で俺のネクタイを整え始めた。

　ふわ、と、その身体からだから……練乳みたいな、甘ったるいニオイがしてくる。

（──ゆ、ゆるんでるのは、お前の方だろ……！）

　祈のエプロンの内側、セーラー服の胸元は……スカーフの締め方が甘いせいで、両胸の深い谷間が上から丸見え。しかも今その先の方で、ツンと尖とがったものが見えた気がするぞ。

　もう中２にもなるんだから、胸に下着ぐらいつけてくれよッ。

「い、いいって別に。俺は自分の見た目とか興味ないから。俺は何事も、大体でいいんだ」

　少し慌てつつ、俺は祈の手を振り払う。

　これじゃあ万一ものの弾はずみで兄妹きようだい間に何か間違いが起きても、そんな反則的な体を無防備に見せつけてた祈の方に非があるってことになると思うぞ。俺は。

「……も、もったいないよ。お兄ちゃん。お兄ちゃんは、普段もかっこいいけど……ちゃんとすれば、すっごく、もっと、かっこいいんだよ」

「はぁ……？」

「祈、知ってるよ。お兄ちゃんは、ほんとは、何でも優秀な人なんだよ」

　祈は、なぜか俺のことを妙に尊敬してるんだが……

　こういう買いかぶりは、気持ち悪いよな。

　ここはちょっと、きちんと否定しておかないといけないだろう。本気で言ってるっぽいし。

「──祈。俺は優等生のお前と違って、何の能もない人間なんだ。俺が優秀じゃないって事は、とっくに成績表が教えてくれてる」

「……ちがうもん。本気を出せば、お兄ちゃんは、すごい事ができる人なんだもん」

　その言葉に、脳裏を──

　昨晩の悪夢が、よぎった。

　俺は立ち上がって、祈に背を向ける。

「本気なんて……出さないし、出したくはない」

　俺は、あらゆる物事において──

　必要最低限のこと以上は、何もしないのが一番賢かしこいと思ってる。

　凡人が本気を出して頑張ったところで、大した見返りはない。それが今の日本だ。

　だから、自制しなきゃいけない。

　それがとっさの判断でも、ちょっとの事でも、衝しよう動どう的に本気で動いたら損するぞ。

　そう。昨夜ゆうべの夢で、俺おれが巻き添えを食って死んだようにな。

（……夢……夢の、あの子……）

　夢の中で、なぜか、本気で走ってしまったあの瞬しゆん間かん。

　それを思い出した俺は、あの黒髪ツインテールの少女を思い浮かべていた。

　──アリスベル。

　夢に登場していた時間は短かったが、印象には一番強く残ったな。

　彼女が一番美人というか……その、なんというか……好みの外見、だったせいかもしれない。

　その時。

「──『魔ま剱けん』──？」

　不意に祈いのりが、いつものおっとりした祈とは思えないシリアスな声を出した。

「マケン？　何だ？」

　玄関を出ようとしていた俺は、振り返る。

　すると、立ち上がった祈は眉まゆを吊つり上げ──まるで別人のような鋭い目で俺の頭を見ていた。

「あ」

　だが俺と目が合うとすぐ、祈は表情を普段のものに戻す。

　そして何かをごまかすように、ぱたぱた、ぱたたたた。手を振ってる。

「な、なんでもない。なんでもないよ。でも、あの……お兄ちゃん。今日の入学式、やっぱりその……祈も、行っていい……？　かな？　なんて……」

　立ち上がった祈は、左右の指をエア綾あや取とりさせつつモジモジ聞いてきた。

　長めの前髪の間から、上うわ目め遣づかいで甘えるように俺を見ている。

「入学式？　それは先週から言ってるだろ。来るなよ」

「でも……やっぱり。ねえ、お兄ちゃん。一緒にいたい。いじわる言わないで……？」

　祈のやつ。１人になりたくないんだな。こうやってギリギリまで俺につきまとってるし。

　最初はおっかなびっくり俺に接してたくせに、すっかり甘えん坊になったもんだよ。

「意地悪で言ってるんじゃない。親ならともかく、妹が来るなんて変だろ。それにお前も学校、ていうか合宿あるんだろ。いきなりサボるのは──いかがなものかと思うぜ」

　先週きっちり２人で話した事を土ど壇たん場ばで蒸し返す祈に少し怒って、俺は家を出る。




　私立・居鳳いのう高。

　俺がこの高校に入ったのは、高校受験に失敗したからだ。

　中学での成績は普通だったし、高校入試もちゃんと受けた。

　なのに、俺は本命・対抗・滑り止め、計３つの高校全すべてに落ちてしまったのだ。

　で、中学浪人チユーロウが確定しかけた俺に……担任教師が推すい薦せん入学の話を持ってきた。俺の中学では俺おれみたいなケースに備えて、後から推すい薦せん入学の形で入れる提携高校があるのだという。

　その中から、俺にはこの居鳳いのう高が声を掛けてくれたという話だった。

　先生から渡された資料を見たところ、居鳳高は地方都市・居鳳のさらに外れにある私立学園。初等部から高等部まであり、今まで女子校だったのを今年から共学にしたとあった。

　なんだか古いギャルゲーみたいな話で気乗りしなかったし、実際、居鳳高に進学を希望する男子はほとんどいないようだったが──他に、選択肢は無かったのだ。

　そんなワケで、今……

　俺は、居鳳高の入学式に臨んでいる。

　引っ越しでバタバタしてたから下見はしてなかったが、学園の環境は良さそうだったな。

　白塗りの新校舎はキレイだったし、敷地内には緑も多い。

　裏山の桜は満開、広場に噴水まであったのには驚おどろいたよ。

（でも……ヘンだな……）

　と、俺は広い教会みたいな講堂で──

　前の方で方陣状に着席している、セーラーブラウスとチェックスカートの女子たちを見渡す。

　見えるのは女子。女子。女子。女子だけだ。

（新入生名めい簿ぼによると……新入生にはあと２人、俺の他に男子がいるハズなんだが……）

　──見あたらないな。どこにも。

　さっき先生に『男子はここに座ってね』と言われたこの最後列の長イスには……俺の他に、座る場所を間違えたらしい双子の美少女が座ってるだけだ。

　ふんわりウェーブした髪をツインテールに結った双子は、砂糖菓子みたいに愛らしい。

　こんな可愛かわいい子たちが、男子のワケがないだろう。

　などと見てたら、双子も俺を見て……それから２人で顔を見合わせ、くすくす。笑ってる。

　なんだよ。人の顔を見て笑うのは、いかがなものかと思うぞ。

　ていうかこの双子もそうだが、なぜかツインテールの子が多いな。居鳳高には。

（そんなに流は行やってたか？　ツインテールって……）

　と思って、前に向き直ると──

「───！　うッ……！」

　ノドの奥から、声が出てしまった。

　前方に、目鼻立ちのクッキリした横顔の、姿勢正しく座った──

　長い、黒髪ツインテールの、少女がいる。

　いや。彼女自身は、ごく普通の女子高生に見える。

　だが。

　だが……！

（……アイツは……！）

　夢で見た少女に、ソックリだ。

　俺おれが身代わりに背中を刺されて死んだ、あの──

　──『アリスベル』と呼ばれていた少女。

　それが新入生の女子、その１人として座っているのだ。今。そこに。

「……！」

　俺は再び、目を見開いてしまう。

　──くるっ──

　と、彼女が振り返り、俺を見たのだ。

　俺の存在になんか、とっくに気づいていたかのような仕草で。

　少しツリ目の、ツンツンしたまつ毛に縁取られた黒曜石オニキスのような瞳ひとみが、俺を見み据すえる。

　そして、彼女は……

　その頰ほおを──かぁ──と、赤くした。

　そして、ぷいっ。視線を前に戻す。

　まるで一度どこかで俺と既すでに会っていて、そこで俺たちの間に何かあったかのように。




　いや、そんなハズはない。偶然だ。ただ似てるだけだ。そうに違いない。

　ツインテールとは、アイドルなどのマネとして流行している髪型の１つ。

　そして日本人はたいてい黒髪。だから、夢と偶然の一致が起きる確率は低くない。

（──さっさと忘れるんだ。あんなバカげた夢のことは）

　入学式の後、俺はウォータークーラーの水を飲み、慣れないブレザーの襟えりを正す。

　そして現実に戻るように、さっき渡されたクラス分けのプリントを取り出した。

　羅ら列れつされた苗みよう字じから、自分が１年何組なのか探すが……Ⅰ組ヤバンセ、Ⅱ組シヤマン、Ⅲ組エスピカ……なんだこれ。

　どの学年にも、クラスにニックネームみたいなのがついてるぞ。

　ここは元々女子校だったらしいが、女子校ってのはそういう事をするのか？

（……あれ……？）

　Ⅳ組マツキ、Ⅴ組マツキーナ……まで全クラス見たが、俺の名前がない。困ったな。

　と思ったら、次のページにあった。

『原はら田だ』──Ⅹ組エツクス。

　Ⅴ５からいきなり飛んで、Ⅹ１０組なんてのがある。

　俺を入れて５人しか生徒がいない、妙なクラスだ。ここだけ学年も書いてない。

（……何かの間違いか？）

　さらによく見ると、今け朝さ見た立派な新校舎は各学年のⅠ～Ⅴ組が使うもので、Ⅹ組の教室は旧校舎にあるようだった。ただでさえあれこれヘンな学校だが、これはヘンすぎるな。




　旧校舎は木造・一部が煉れん瓦が造りの、古い建物だった。

　真しん鍮ちゆうでできた階段の手すりとか、これ、50年は使わないと出ない味が出ちまってるぞ。

　そのレトロな雰囲気の中、Ｘ組というプレートのついた教室のドアを開けると……

　机・イス・黒板は有るが、生徒がいない。Ｘ組には他に４人いるハズなのに。

　これは……

　Ⅹ組に生徒名が書かれていたこと自体、学校側のミスだろう。生徒の名前を振り分けた際、５人の生徒を原げん簿ぼに残したままにしてしまった。そんなとこか？

　だとしたら早く、本来入るべきだったクラスを教えてもらわないとな。

　と、ダッシュで新校舎へ行こうとした俺おれは──

「！」

　──ゴツッ。ドサッ。

　廊下の角でちっちゃいヤツとぶつかって押し倒し、転んでしまった。

　だ、誰だれかいたらしい。全く、何の気配もしなかったのに……

「……！」

　し──信じたくない。

　２つのことを、信じたくない。

　１つは、俺が、この子の事をハッキリ覚えていること。

（コイツは……夢で見た、あのメカ少女……！）

　そのメカ抜きの本体のみ、だ。

　今は制服姿だが、夢ではアニメみたいなメカを身に纏まとい──ガトリングやらミサイルやらをブッ放していた銀髪ツインテールの少女。確か、キリコ、って子だ。

　そしてもう１つ、信じたくないことに──

「……」

　押し倒されてるのに無表情なキリコの視線が……チラ、と下がる。

　俺の手が、キリコの胸を鷲わし摑づかみにしていたのだ。

　しかもなぜか両手で。両胸を。

「ご………っ、ゴメン！　俺はその、別に何かするつもりじゃ……！」

　故意ではない、故意ではないが……！

　これは入学早々、停学ぐらいは覚悟した方がいいかもしれない。

　と、俺が起き上がりつつ手を離すと……ゆたん。

　押し上げられていた大きめの胸が、自然な位置に戻った。新鮮な生卵みたいに。

「……」

　一方、キリコは黙ってこっちを見ているだけだ。

「えーっと……俺、行ってもいいか……？」

　と言うと、こくり。うなずいた。倒れたまま。

　ので、後ずさると……

「──！」

　俺おれの視界に、とんでもない事になっていたキリコの下半身の光景が飛び込んでくる。

　チェック柄をした居鳳いのう高のスカートが、まるで花開いたように──

　大きくめくれ上がり、中身が丸見えになっていたのだ。

　一いつ瞬しゆん、白い下着に見えたそれは……白い、スクール水着。それをなぜか制服の下に着ていたキリコは、スカートを手では戻さず、重力で戻るのに任せて立ち上がった。

　そして、とこ、とこ。

　歩き、Ｘ組の教室のドアに手を掛けている。

「お前、もしかしてＸ組なのか……？」

　問いかけると、くるり、こくり。振り返って、またうなずいた。

　キリコがそのまま教室に入っていったので、俺も後に続き──

　ドアの辺りから、彼女の様子を窺うかがう。

（今のを怒ったり騒ぎ立てる様子は無いようだが……無口な子だな）

　しかも表情がない。席についた姿は、まるで等身大のフィギュアみたいだ。

　体質なのか肌の色は薄く、髪は銀髪。紅あかい瞳ひとみは虚うつろで、どこを見ているのか分からない。

　そんな彼女に得え体たいの知れないものを感じつつ、俺は……

　やはりＸ組が実在した事を認めざるを得ない。

「あらあら、ごめんなさいね。遅くなっちゃって」

　廊下の角から、ズルズルと台車を引きつつ、先生らしき女性がやってきたのだ。




　台車には包帯でグルグル巻きにされた棒のようなものが載っており、それはかなりの重量物だったみたいだ。先生が遅れたのもそのせいらしい。

　キリコが教室の真ん中辺りに座っているので……俺は、窓まど際ぎわに座る。

「うふふ。はい、はじめまして。私がＸ組担任の森もりセアラです。でも、森という苗みよう字じの先生は居鳳高に２人いますので──私は『セアラさん』、と呼ばれているんですよー」

　にこやかに語る森先生、いきなり改めセアラさんは……

　名前から分かる通り、ハーフかクォーター丸出しの外見をしていた。

　ゆったりとウェーブした長い髪は、プラチナブロンドに輝いてる。長いまつ毛の目は宝石のように碧あおい。肌は北欧人を思わせる白さで、そこに紅い唇くちびるが薔ば薇らの花びらみたいに煌きらめいてる。それでいて、穏やかで親しみの持てる日本人らしさも兼ね備えた顔つきだ。

（す、すごい美人だな。女優みたいだぞ）

　背もスラリと高いし……さすが洋モノと言うべきか、胸の大きさも規格外だ。

　薄い純白のブラウスが、小玉スイカぐらいある中身のせいで破けそうになってる。

　というかボタンとボタンの間が左右に広がってて、割れ目から白いレースの布らしきものがチラチラ見えてるんだが、それは教師としていかがなものか。

　だがそれより何より、セアラさんは……若い。俺おれより２つか３つ年上なだけに見える。

　いや、そんな歳としで教員免許が取れるワケは無いと思うんだが……

「それでは出席を取りまーす。京きよう菱びしキリコさーん」

　セアラさんは小学校教諭みたいな感じで、出しゆつ席せき簿ぼを読み上げ始めた。

「はい」

　あ。ようやく喋しやべった。銀髪ツインテールが。

　かわいい声だな。不気味な雰囲気とは裏腹に。なんというか、アニメっぽい声。

　……ていうかやっぱり、キリコって名前だったか。違ってて欲しかったぜ。

　だが俺の中では──昨夜ゆうべのあれは、まだ夢だ。そう自分に主張できる仮説もある。

「えーっと……返事をしてくれる際は、先生の方を見てくれると嬉うれしいかなーなんて……はい、それでは次──高等部２年の桃もも井い矢や子こさんは、今日は欠席ということで」

　いきなり欠席かよ。

　それとやっぱり、学年は関係ないんだな。Ｘ組は。ここだけ過か疎そ校みたいなシステムだ。

「あっそうだ。もうどこかから聞いているかもしれませんが、Ｘ組には欠席制限がありません。いくらお休みしても進級できますからね」

　──な、何？　どういう事だよ。

　居鳳いのう高・Ｘ組は既すでにあれこれおかしいが、これはおかしすぎだろ。

「はい、次は男子です。うふふ。先生、今までの人生ずっと女子校だったから……男子の方が多いクラスなんて、ドキドキしちゃいます。でも山やま之の内うちナオくん・ユウくんの双子さんは早退してしまったので、１人だけですね」

　双子……双子……ねえ……

　なんかイヤな予感がしてきたな。

「はい。それでは本日の紅一点ならぬ白一点、原はら田だセイバー……？　あ、セイジンくん？」

　セアラさん、思いっきり読み間違えてくれちゃってるぜ。俺の名前を。

　いっぺん読み直したつもりらしいが、２つともマチガイだ。

「はい。でも、俺の名前の読み方は、セイジ、です。よく色々間違えられるんですが……」

「あ、これ。静かな刃やいばって書いて、セイジ、って読むんですね。ごめんなさいね」

　と、セアラさんは写真に収めておきたいほど愛らしい苦笑いをした。

「静せい刃じくん静刃くん。よし、覚えました。名は体を表すですね。剣道を嗜たしなまれてるし」

「け……剣道？　やったことないですよ。そんなの」

「えっ、だってこれ、さっきご親族の方が届けにいらしたんですが」

　と、セアラさんは台車に乗った棒のようなものを白い手で示す。

「親族……？」

　まさか、祈いのりが来てたのか？　来るなって言ったのに。

「ええ。とってもカッコよくて、背の高い女性です。Ｘ組の原はら田だ静せい刃じくんに、って」

　なんだ？　祈とは特徴が違いすぎる。ていうかそんな親族、いないぞ。

　不思議に思って教きよう壇だんの方へ行き、台車の上の棒を持ち上げると──

　あれ？　軽いぞ。なんで台車が必要だったんだよ。こんな物に。

「まあ！　力持ちですね！」

　セアラさんが、瞳どう孔こうのハッキリ見える碧あおい目をまんまるにした。

　１kgもないだろ。この棒。と、俺おれがその怪しい棒から厚手の包帯を解ほどいていくと……

（お……おいおい……）

　中から出てきたのは──黒くろ鞘ざやの、真新しい──刀。

　──日本刀、だったのだ。

「せ、先生。これは俺の物じゃありません。人違いです」

「えっ。でも、ほら。お名前がありますよ」

　言われて見ると、刀からは『原田静刃』と彫られた小さな金属の札がブラ下がっている。

「いや……でも。ていうかそもそもこれ、真剣なんじゃないですか？」

「えっ、剣道って真剣でやるんですか」

「死人が出ますよそんなの。竹刀しないでしょう普通。とにかく、いりません。違法な物だろうし」

「でもこれ、先生の物でもないですし……」

　セアラさんはちょっと身を引き、うるっ、と大きなふたえの目を潤うるませた。

　そして、ぐすん。

　俺にちょっとキツく言われただけで、涙ぐんでるよ。大人なのに。

「……じゃあ……分かりました。俺が捨ててきます」

　そう言って、俺は刀を改めて包帯でグルグル巻きにする。

　──捨てるさ。こんなもの。

　そもそも銃刀法違反だろうし、差出人不明で不気味だし、何より──

　何か、嫌な事を思い出しそうになるんだ。これを手にしていると。

　頭の奥底にある、ひび割れた蓋ふたの下に収められたような、凶まが々まがしい……何かを。

「ナンセンス」

　急に背後からかけられた声に、振り向く。

　京きよう菱びしキリコが、俺に話しかけてきたのだ。虚こ空くうを見つめたまま。

「特別な人間は、凡人として生きようとしても世界がそれを許さない。静刃もその１人」

　なんだ。

　何の話だ。

「……京きよう菱びしキリコ。何か言いたい事があるなら、せめてこっちを向いて言え」

　なんだか聞きたくない事を言われたような気がして、俺おれは少し敵対的な態度で返す。

　だがキリコはさっきと同じ姿勢で、ネジの切れたゼンマイ人形のように静止してるだけだ。

　……気味の悪い女だ。見た目は可愛かわいいが、動作が非人間的だぜ。

「あわわわ、教室でケンカはダメですよ、ダメですからねー？」

　セアラさんが教卓の中に隠れ、タイトスカートとストッキングに包まれた下半身をプルプルさせて出てこなくなってしまったので……

　この欠席者・早退者だらけのＨＲは、グダグダなまま流れで終了してしまうのだった。

　俺の手元に──この不気味な刀を残して。




　──ボチャン。

　意外なほど大きな音を上げて、刀が沈んだ。まるで重量以上の重さがあるかのように。

　学園の裏庭に池があったから、俺はさっき押しつけられた刀をそこに捨てる事にしたのだ。

　池の水面は藻もや蓮はすがカバーしてる。これならたぶん誰だれにも、ずっと見つからないだろう。

　と、池に背を向けると……周囲の桜から花びらが舞う中、

「……？」

　風に乗って、楽しげな音楽が聞こえた。

　見れば桜の林、その少し奥に人がいる。女子だ。赤いリボンでまとめた金髪ツインテールを跳はねさせて、ダンスの練習をしているらしい。

　普段ならスルーするところだが、

（見られたか……？）

　と、俺はその女子の様子を確認せざるを得ない。

　そして桜の幹に身体からだを半分隠すようにして、様子を窺うかがい……つい、目を見張ってしまった。

　う……上う手まい。どこかで見たアイドルのダンスだが、素人しろうとのレベルじゃないぞ。

　その華麗な踊りに見入ってしまっていた俺は──

「……ッ……！」

　悔しさに、顔をゆがめた。

　これで３人目か。これはもう無視できない問題だ。

　問題とは、彼女の制服のスカートが短い事でも、その上、アンダースコートすら着用せずに踊っている事でもない。

　夢に出てた黒髪・銀髪・金髪のツインテール３人娘が、揃そろった事だ。

（あいつは、ビビ……！）

　フリントロック・グレイブを手に飛び回っていた、あの攻撃的な魔法少女。

　たんっ、と前宙を切って着地し、背に似合わず大きな胸を躍動させたビビは……

　ぱっちりした二ふた重えの目を細めて、にっこり笑ってきた。こっちに。

　──気づいてたんだな。俺おれが見てる事に。

　しかし……可愛かわいいな。この子も。

　だが、どことなくイタズラっぽい感じもする。小悪魔系ってやつか。

　ツインテールがよく似合ってるが、この子の場合は確信犯って感じだ。自分が小柄で童顔な事を長所ととらえ、敢あえてそれを引き立てるためにやってるっぽい。

　その時、ぴきぴきろりろりっ。

　さっきまで音楽を流していた携帯から、アニメのＢＧＭっぽい着信音が上がり──

　彼女が、桜の枝にブラ下げていた携帯を取って電話に出た。

「はい、[image: ]まゆずみよ。あっ、それがね。急用できちゃったの。たった今。今日も出れないわ」

　[image: ]……？

　そうだ。思い出した。どこかで見覚えがあると思った。

　[image: ]美び々び。

　ＡＫＢじゃないが、そこから派生したグループの１人だぞ。

　学業優先だとかでメディア露ろ出しゆつは少ないが、たまにイベントやテレビに出てはコアな人気をさらっていく、アイドルだ。居鳳いのう高の生徒だったのか。

「──え？　ん？　じゃあ全部キャンセルしといて！　プロモよりこっちの方が重要なの！」

　と言うとビビは、ぶち。携帯を切り、どうやら電源まで切ってしまったらしい。

　……良かったのか？　何か、仕事の電話っぽかったんだが。

　などと心配する俺の方に、ビビが振り向く。

「あたしのこと知ってる、って顔してるね」

「……知ってる」

「見たことある？」

「ある。テレビと──」

　──夢でな。

「あは。うれしいな」

　ビビは大きな目をまた細め、嬉うれしそうに笑った。

　その口元に、八重歯気味の犬歯が覗のぞく。

[image: ]

　ネコっぽいな。ネットで『ビビニャン』と呼ばれてたが、このせいか。

　そう思うと、ツインテールを留めるリボンもネコの耳みたいに見えてきた。

「にゃんにゃんにゃん……にゃーん……♪」

　ビビは俺の思考を読んだかのように、手を招きネコみたいにしながら歩いてきた。

　彼女の足あし下もとにある水たまりが、鏡のようになって空や木の枝を映している。

　その上を堂々とまたぐから……短いスカートの内側が、映って見えそうになったぞ。

　俺おれは顔を逸そらしつつ、今はそれどころじゃない事を思い出す。

（昨日の、夢の件……話してみるか？　だが、どうやって……？）

　こっちが考えてる内に近くまで来たビビは、

「ねえ、ちょっと来て」

　ネコっぽい手つきのまま、俺の胸をくすぐるように撫なでてきた。

　彼女から漂う柑かん橘きつ系の香りが、俺の鼻び腔こうをくすぐってくる。

「な、何だよ急に」

　後ずさるのも失礼だから近寄らせるままにしていたのだが、ビビは俺と靴くつの先をくっつけるぐらいの位置に立っている。会ったばかりの男女の距離じゃない。馴なれ馴れしすぎる。

「あたし、１年Ⅴご組。[image: ]まゆずみ美び々び。これ芸名と同じだけど、本名よ」

　俺の顎あごの下から笑顔で自己紹介してきたビビは、アイドルだけあってとびきり可愛かわいいが……

「……？」

　なんで名乗ったんだ？

「お・な・ま・え。女子にだけ名乗らせる気？」

「あ、ああ。Ｘじゆつ組の……原はら田だ静せい刃じだ」

「はいこれであたしたちは知り合い。だから、ちょっと来て」

　ぎゅ。

　ビビが唐とう突とつに、手を繫つないできた。指と指を絡からめるような、いわゆる恋人繫ぎで。

　俺おれはいきなり女子、それも本物のアイドルに手を握られたので、ちょっと慌あわててしまう。

　強引なヤツだな。芸能人ってのはみんな、こういう軽いノリの人種なのか？

　だが……なんだろう。

　コイツには今──逆らえない気がしてきた。

　気がつくと俺は、ビビに手を引かれ……桜のアーチをくぐり……ここは、どこだ……？

　ひときわ大きな、桜の木のそばへと連れ込まれていた。

　そこから俺を置いて大木まで走っていったビビは──くるり。

　ツインテールとミニスカートを広げるように翻ひるがえらせ、笑顔で振り返る。

「何で……こんな所に連れてきたんだ」

「だって、みんな原はら田だ君を狙ねらってるから」

「狙ってる……？　何の話だ、[image: ]まゆずみ」

「ビビでいいわ。あたしも静せい刃じって呼ぶね」

　ふわり。

　俺を連れ込んだビビは、何だか嬉うれしそうに、ふざけるように──

　ちょうど腰の辺りの高さにあった太い枝に腰掛けて、脚を組んだ。またスカートがヒラッと持ち上がり、柔らかそうな太ももが見える。ひょっとして、わざとやってんのか？

（……何となく、危なっかしい雰囲気になってきたぞ）

　できればすぐ退散したいが、なんだか今のビビには逆らえないような気がするし……昨日の夢の事もある。あれが夢だった事は、何かしらの証言を取って確認しておきたい所だ。

（……夢……）

　そう。俺の中では、まだ昨日のあれは夢だ。

　３人は３人とも居鳳いのう高に通ってる。つまり近所に住んでるんだろう。俺は既すでに町のどこかでアリスベル・キリコ・ビビの３人とすれ違っていて、姿を、そして彼女らの会話から名前を、無意識の内に覚えていた。それが夢に出た。そして偶然、今日まとめて出会った。

　──確率は小さいが、真相はこんなところだろう。

　そうさ。

　あんな現実が有ってたまるか。

　それを確かめるんだ。

　俺は高校初日からヘンな女子とヘンな流れにならないため、早々に話を切り上げようと心に誓いつつ──大木の方へと、歩み寄った。

「じゃあ……ビビ。少し質問してもいいか？」

　だが、さて、どう確かめよう？

　そうだな。京きよう菱びしキリコだ。アイツの話をしてみよう。

　夢の中では殺し合ってた２人だ。あれが現実だったんなら、キリコの特徴や名前を出されて平然としてる事はないだろうしな。

　……少し、回り込むように聞くか。髪型の話なんかをしつつ。

「カレシはいないわ。いたためしが無いの。高たか嶺ねの花って孤独でね」

「──まだ何も聞いてないだろ」

「えっじゃあ他に何の話があり得るの」

「本気で意外そうな顔をするなよ。俺おれが聞きたいのは、その髪型の事だ。流は行やってるのか？」

「ツインテのこと？　……好きなの？」

「別に好きでも嫌いでもない。でも、この学校には妙に多いからな。うちのクラスにもいる。京菱キリコって生徒だ」

　言いながら、俺はビビの表情を盗み見た。

　だが、ビビは……にやぁー。

　ネコっぽい犬歯を見せて、笑顔になっただけだ。判断に迷うな。

　そして、ビビは──健康的な太ももを、その付け根を見せつけるようにゆっくり組み替えた。

　これでよく分かった。わざとだぞ。こいつ。

「これはね、バランサーなの」

　ビビは、もふ。

　自分の両手で、ふさふさしたツインテールを持ち上げる。

「バランサー？」

「魔女マツキとか魔法少女マツキーナはね──」

　マッキ……マッキーナ？

「体の重さが左右対称な方が、魔力が安定するのよ。だから、髪型で微調整してるの。自分に魔力があるって自覚してない子も、本能的にこの髪型が好きになるわ。だからツインテの子は、たいてい魔力のある子。でもキリコのあれは趣味だと思う。あの子、オタクだから」

　──知ってるのか。キリコの事を。

　いや、それはあの夢が現実だったという証拠にはならないが──

　今の、発言。魔力がどうのとか言った。

　オカルト的で意味不明だが、今の俺はそれを笑い飛ばせない。

　ビビの、魔術としか思えない技の数々を夢で見てるからだ。

　夢と現実が……繫つながり始めている。

　あれが夢でなかった場合──

　俺は昨夜ゆうべ、ビビ、キリコ、アリスベルと会っている。

　そしてあの戦いの中で、殺されている……！

（……ど、どうする……）

　自分が動揺しているのが分かる。心拍数が上がり、額に汗が滲にじんできた。

　何にせよ、ビビと２人でいるのは危険な気がしてきた。さっきとは違う意味で。

　──逃げよう。そう思ったが──

　な……なぜだ。後ろを向けない。

「逃げようとしてもムダよ。もうあんたはあたしの『魅了チヤーム』にかかかってる。驚おどろくほど抵抗力が無かった。シロート同然だわ」

　ビビが、にやぁー、と……片かた頰ほおを上げて凶悪な笑みを作った。

　そして、バッ！　両手を広げる。

　それを合図にしたかのように、その場に強風が吹き荒れ──

　俺おれとビビの髪や服が暴れ、落ちていた桜の花びらが舞い上がる。

（……うッ……！）

　花びらが目に飛び込んできそうで、俺はとっさに腕を上げて顔を守ってしまう。

　そしてその腕をどけて、閉じた目を開いた時──

「……!?……」

　状況を理解するのに、何秒もかかった。

　いや、理解、できなかった。

（な、なんだ……これ……!?）

　俺は、いつの間にか異様な空間にいたのだ。ビビと２人で。

　体育館のように広い、白い箱。その中に閉じこめられたような光景だ。

　周囲を見回すと、遠い壁かべには大きな水玉模様ドツトが描えがかれている。

　お、俺は……気でも、狂ったのか!?

「静せい刃じ、つっかまえたぁー。ようこそ、あたしの『絶ぜつ界かい』へ！」

　白い空間に、ビビの声がこだまする。

「見せてよ。これなんでしょ？　静刃の異能」

　そう言って、ビビが背後から出してきたのは──さっき俺が池に捨てた、黒くろ鞘ざやの日本刀。

　放り投げられたそれが、ずしん、と俺の足あし下もとに落ちる。

「な、何の話だ……ッ……！」

「だんまりを通すつもり？　この学校でそれは通らないわよ。言ったでしょ。みんなあんたを狙ってる、って」

「こ、この学校？　これは何だ、居鳳いのう高には──こ、こういう空間芸術か何かをやるクラスがあるのか？　俺は関係無いぞ。出してくれッ！　──出せッ！」

「なに言ってんのよ。昨日、あたしの絶界に侵入してたくせに」

「──いいから出せ！　俺を出せ、ここから！」

「ん……？　昨日は無意識に混入してたってこと？　うーん……入った事あると混入しやすい体質になるっていうけど……そもそも絶ぜつ界かいを知らないっぽいし……でもあの後は貘ばくがなんとかしたんだろうし……あれ……？」

　俺おれとビビは、お互い意思の疎そ通つうができないという表情で眉まゆを寄せ合った。

「あんた、なんで居鳳いのう高に入ったのよ」

　と、ビビが聞いてきたので──

「お、俺の意思じゃない。あちこち入試に落ちて、ここには推すい薦せんで入ったんだ」

　俺は額に脂あぶら汗あせを浮かべつつ、事実をありのまま答える。

　するとビビはポカーンと口を開けてから──

「ああー。知らずに入らされたパターンね？」

　ぱちん、と指を鳴らす。

　そして、俺を思いっきり哀あわれむような顔をした。

「入らされた……？　誰だれにだよ……！」

「国によ。大人って、汚いわよねえ」

「……く、国……？」

「あーあ。無知って哀れね。入試であちこち落ちた？　その辺でおかしいと思わなかったの？　誰かが文もん科か省に手を回したとは考えなかったの？」

「お、思うわけないだろう。そんな妄もう想そうじみた事……！」

「じゃああたしが事実を教えてあげるから、ありがたく聞きなさい」

　眉を吊つり上げたビビは、ばっ！

　と、勢いよく手を腰にあてて胸を張った。

　その動きでスカートが跳はね、両胸がゴム鞠まりみたいに揺れる。

　そして、ビビは──

　今度こそ本当に気が遠くなるような事を、甲高い声で宣言するのだった。

「──居鳳高は、異能高！　異能を持つ少年少女を集めた、国策校よッ！」
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「──日本は昔から、日本固有の先天的Ⅲ種超ス能テ力ル者ス……魔法少女マツキーナがいっぱい発生するホットスポットだったのよ。だから居鳳高は、元々そういう子たちを隔離する学校だったの」

　旧校舎の地下にある小さな入浴施設、その脱衣場で──

　私、一からレクチャーしてあげなきゃいけないわ。居鳳高ここのこと。

「ふーん。去年まで女子校やったんは、それでですかァ」

　うーん。Ｘ組の副担任として派遣してもらったけど……八や九く藻もちゃんったら……

　初日から遅刻してくるし、学校のことなんにも知らないんだから。セアラ困っちゃう。

「で、なんで着くなりフロなんですか……？　うわ、でかッ！　いま、ボンッて出ましたよ。しかもえらい下着ですねー。上半分、ほとんど丸出しやないですか」

　んもー。ブラウスのボタンを外すと飛び出しちゃうのは、しょうがないのよー。

　女子大時代にも『ロケット』とアダ名されてたぐらいですからね。胸これ。

「これは遮蔽泉クリーム。少しぬるぬるするけど……この成分で保湿してる間は、異能を隠せるわ」

「なんで隠すんですか？」

「私もあなたも、子供たちとは格が違うからよ。それを感じ取れる子がビックリしちゃったら、かわいそうでしょ？」

「ああ、そりゃアカンですね。ブルって不登校になられても困りますわ」

　八や九く藻もちゃんは、すぱん！　自分も元気よく、ぴちぴちのタンクトップを捲まくり上げたわね。

　ぶるん、と躍動したその胸──むっ、Ｅ90と見ました。

　でも、Ｇ95の私の敵ではありませんね。ふふ。

「居鳳いのう高ではね……魔法少女の教育が軌道に乗ってからは、いろんな異能の少女を受け入れるようになって──クラスも分かれていったのよ」

　私は白、八九藻ちゃんは赤の下着を脱ぎ……まずは軽く、シャワーを浴びていく。

「Ⅰ組ヤバンセは日本土着の異能のタマゴ──巫み女ことか、化け生しようの血を引く子たちのクラス。

　Ⅱ組シヤマンは、自然から超常の力を引き出す──精霊術の才能のある子たちのクラス。

　Ⅲ組エスピカ・Ⅳ組マツキは、Ⅲ種超能力者をそれぞれ近代的・歴史的手法で育成していくクラス。

　そしてⅤ組マツキーナが、魔法少女の才能がある子たちのクラス。居鳳高うちの花形よ」

「……んと。ウチらの、Ｘ組ってのは？」

　八九藻ちゃんが頭を少し振って、ミディアムシャギーの髪から水気を飛ばしてこっちを見る。

　うーん。女の子なのに男前な、キリッとしたお目々ね。ドキッとしちゃいそう。

「Ｘ組エツクスは、異能のＸ──新型の異能、未知の異能を入れるクラスよ」

「未知って……育てようないやないですか。そんなん」

「ふふ。実はそうなの。陰じゃＸエツクスじゃなくて、育成不能の×バツテン組とか言われてるわ。だから、他のクラスの有能な子を編入していって……触れ合わせて、勝手に育つのを待つのよ」

「──もう、触れ合ってるみたいですよ。ケンカや。それは、ええんですか？」

　あらあら。さすがは居鳳高の先生になるだけありますね。感じ取ってましたか。

　八九藻ちゃんは──この子は、あれね。人間じゃないわね。

　美女に化けてるけど、バチカンで言うところの獣人ライカン。日本では……妖あやかし、とか言うんだっけ。

「いいのよ。異能同士は運命力学上、自然に引かれ合う。それが日本各地でヘタに戦うよりは、一か所でやらせた方がいいでしょ？　お国の治安上」

「でも、死人とか出るんやないですか？　放ほっといたら。このケンカもヤバそうや。片っぽはやたら派手な力で、もう片っぽは……感じ取れへん。死にますよきっと」

　八や九く藻もちゃん、壁かべ越しに裏庭の方を眺ながめてるわね。

　うん。正解。私が感じたのと同じ方角だわ。

　たゆたゆん、と、胸を浮力でちょっと持ち上がらせつつ……

　私と八九藻ちゃんは向かい合って、温かい遮蔽泉クリームに浸つかる。

「それもいいのよ。ケンカは禁じないの。うちは、そういう学校だから。異能同士が戦ったらどうなるか、身を以もつて覚えさせなきゃ。ちなみに居鳳いのう高では、法律より校則が優先されます。異能の子たちには法が適用されないの。治外法権みたいなものよ」

「へぇー、すげー……」

　これは私も未いまだに凄すごいと思ってるのよね。いくら法務省も学校の後ろにいるとはいえ。

「現実問題──社会の裏では、異能同士は局地的な戦いを繰り広げてるわ。管理が遅れたから、異能の男の子はけっこうアウトローになっちゃうし。うちの優秀な卒業生は警察庁・防衛省・宮く内ない庁なんかに入って、そういうアウトローの取ハ締ンりトとか、もっとハードな任務をしてたりもするのよ。つまり居鳳高で死んじゃうような子は、外でもすぐ死んじゃうってこと」

「はぁ……まァ……自然淘とう汰たも教育のうちって事で納得しときますわ」

　うふふ。八九藻ちゃん。

　ちょっとラフだけど、物わかりのいい子で良かったわ。

「一般的な高等教育もするけど、異能に覚かく醒せい済みの子たちにはいずれ、社会からのハイデイ隠れ方ングとかも指導していくわ。みだりに一般人の前で能力を使わないように、とかね」

　さて。喋しやべりながら一通りチェックさせてもらったけど……要注意ね。八九藻ちゃんには。

　引き締まった健康的な身体からだをしてるし、性格も取っつきやすそう。

　こういう女教師は、少年ウケがいいかもしれないわ。

　せっかく入ってきた待望の男子生徒、横取りされないようにしなきゃ。

　そうよ。あの子は私がもらっちゃう。

　この自慢の胸に思いっきり甘えさせて、私無しでは生きられないようにしちゃう。

「……そしてそのままうまく同どう棲せいして、夢の、こ、寿ことぶき……！」

「な、何ですのん？　急に」

「はっ、あ！　い、いいえ。なんでもないわ。なんでもないないです。アハアハアハ」

　いけないいけない。つい口に出てました。これは私の良くないクセです。

　気をつけなきゃ。原はら田だ君に大人の魅み力りよくで迫って、モノにするためにも……！
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「い、居鳳高が、異能の……？　そんなバカげた言葉遊び……誰だれが信じるかよッ」

　白い空間の中で、ぽたり。

　俺おれの額から冷や汗が落ちる。

「類るい感かん魔術も知らないの？　日本でも言こと霊だまとか名付けで昔から使われてきたでしょ。同じ音を持つ言葉は、同じ性質を持とうとする。ここに異能高が建てられたのは、地名が理由よ」

　そんな俺おれをバカにするように、ビビは両手の平を上に向けた。

　この空間に入ってから、彼女は活いき活きとしてる。

　まるで自分が主役のミュージカルでも演じているかのように。

「お前、おかしいぜ……！　異能力だって？　じゃあお前も……」

「見りゃ分かるでしょ。あたしはマッキーナ──魔法少女よ。言わせないでよ恥ずかしい」

「……ま、魔法……少女？　アニメの話だろそれは……！」

「逆よ。あれは現実に存在するあたしたちを元にして描えがかれた話。でも、あたしは魔法少女で無法者だから──『魔少女』。魔少女・ビビよ！」

　高らかに宣言したビビは、シャンッ！

　スカートから、銃にサーベルが付いたフリントロック・カトラスを取り出した。

　さっきチラッと見えたコイツのスカートの中には……あんな物、入ってなかったのに……！

「Come un baleno rapido稲妻のように素早く──」

　手品みたいに柄つかを伸ばしてグレイブに変えたその武器を、ビビはマーチングダンスのようにクルクル振り回す。

　その動きに伴って、あのオーロラのような光の帯がビビを包み始めた。

「──La sorte mia cangio私の運命は変わる!」

　そう唱えたビビは光の帯に包まれ、裸のボディーラインを一いつ瞬しゆん、輝かせる。

　もう……

　もう、疑う余地は無い。無くなった。

（あれは……昨日のあれは、夢じゃなかったんだ……！）

　昨日と同じ──

　まさにアニメのキャラみたいな服装に変わったビビは、

「さあ、静せい刃じ。あんたの異能を見せなさい。抜いてよ、その刀を。遊んであげるから」

　──ひら。ひら。

　歩くだけで大きく空気を孕はらむスカートを揺らし、俺の眼前へモデルのように歩み寄ってきた。

　ぎらりと光る、抜き身のフリントロック・グレイブを持ったまま。

「……ふ、ふざけるなッ。俺はこんな刀なんか、知らねえ……！」

　そう言うのが精一杯の俺に、ビビは足あし下もとから日本刀を持ち上げ──

　ぐいっ。こっちの胸に、押しつけてきた。

「──！」

　同時にグレイブの柄で踵かかとを払われ、俺は──どさっ。刀ごと、仰あお向むけに倒れてしまう。

　ガシャ、と、刀が俺の胸の上で軽い音を立てる。

「じゃあいいわよ。もう知らない。居鳳高がつこうからも、出ていけば？　あーあ、もったいないわ。国が手を回すほどの才能があるのにねえ」

　溜ため息いきをつきながら、ビビは……倒れたままの俺おれの右腕を、ぐいっ。捻ひねりながら摑つかみ上げる。

（うッ……！）

　その一いつ瞬しゆんで、関節技のように腕を極きめられた。

　ヘ、ヘタに藻も搔がいたら、肩が外れちまいそうだぞ……！

「でも、その刀はもらってくから。それは明らかに異能の鍛か冶じによる業わざ物もの。魔術の精密機械よ。原子運動に指向性を持たせて、重力方向により落ちるよう動いてるし」

「原子……重力……？」

「錠前ロツクよ、要するに。静せい刃じ以外に使われないよう、自律的に邪じや魔ましてるの。だから、あんたの体……そうねぇ、刀を扱うのは腕だから、腕。１本もらってくわ」

　う、腕を？　いま捻り上げている、この右腕を……

　もらう……!?

「な、なに言ってやがる……！　どうかしてるぜ、お前……！」

「この期ごに及んで戦う意思がないあんたも、どうかと思うわよ？」

　そう言ったビビは俺の右腕を極めたまま、ぐじッ。

　小ぶりなその足で俺の胸を踏み、体を床に固定させた。

「んー、どっから切ろっか。やっぱり根っこからがいいわね。じゃあまず肩の関節、外すわよ。暴れるとアレだから、骨外すと同時に切るからね。はいオペ開始ぃー」

　淡々と言いつつ、ビビが俺の右肩の関節を──ぎり、ぎり……と、捻る……！

「～～～～！」

　声も出ないほどの激痛が、俺の肩に走る。

（コイツ……ほ、本気だ……！）

　本気で、俺の腕をもぎ取るつもりだぞ！　昨日、キリコの腕部パーツマニピユレーターをやったみたいに！

　ビビは俺の腕を極めたまま、くるりと下へ向けたフリントロック・グレイブの刃を……

「出血多量で死んじゃったら、ご愁しゆう傷しよう様ぁー」

　……俺の肩へ、裁断機の刃のように載せた……！

　関節を外した後に、切断するためだ！

　その時。

　──ガッシャアアアアアンッ──！

　周囲全体から、ガラスが割れるような音が響ひびいた。

　白い天井と床が、水玉模様をした壁かべが、砕け散っていく。

　悪夢がさめるように桜の林へと戻った視界の中を──シャッ──

　小さな太陽のようなものが、掠かすめ飛ぶ。

　そして──ドウッ！

　砲弾が落ちたような音と共に、土が巻き上がった。

「きゃあっ!?」

　ビビはスカートどころか体ごと、足あし下もとからめくり上げられたように吹っ飛ぶ。俺おれともども。

　そして揉もみくちゃになって地面に転がった俺たちの真横に、ガスッ！

　光に続いて上空から落ちてきた『何か』が、突き立った。

　周囲は土煙と──舞い上がった桜の花びらで、もうメチャクチャだ。

（……う、腕は……ッ！）

　俺の腕は──だ、大丈夫だ。骨を外される寸前までいったから痛みはあるが、繫つながってる。

　がば、と、何か柔らかいものの上に手をついて顔を上げれば──

「ひぁぁあ……！」

　下から聞こえた、情けなく慌あわてるような──ゾクッとしたような、ビビの声。

　それで気づいたが、俺は、うつぶせになったビビの下半身の上に倒れていたらしい。

　そしてそのスカートのパニエ──カーネーションみたいに広がるアンダースカートの内側に、思いっきり手を突いてしまっている。俺の手はスベスベしたシルクの下着と、それに包まれたつきたてのモチみたいに柔らかくて生温かい臀でん部ぶを摑つかんでいた。

　俺の下から這はうように逃げたビビは、あわあわあわわ。口をあわあわさせて、

「──バッバカぁ！　ななななんてことしてくれてんのよ！　このエロガッパ！」

　今の謎なぞの攻撃より、俺に体を触られた事に思いっきりテンパっていた。

　ビビは頰ほおを真まっ赤かに染めて、下着の位置を直そうとしているのか、今触られた所を拭ぬぐう事で取り消そうとしているのか、自分のオシリを自分でまさぐっている。

（……さっきまで俺の腕をブッちぎろうとしてた分際で、なに言ってやがる……！）

　と、上体を上げた俺の目が──チカッ、という光にくすぐられる。

　さっき落下してきた、『何か』が光ったのだ。

　振り向くと、そこには……

（──輪……？）

　直径が人の背丈ほどある、土星の輪みたいなものが、地面に突き立って煌きらめいていた。

　どこかの美術館にアートとして飾られていそうな、金属製の、穴あき円盤だ。

　こんな物は見た事がないが、直感で分かる。

　──これは、武器。

　真しん円えんを描えがくドーナツ形の金属は外周が鋭い刃やいばになっていて、見るからに危険なムードがある。

　これを円環状の刀剣として見ると、刃渡りは円周の全すべて。刃の幅──外径～内径は15cmほど。剣身には、俺には読めない文字がグルリと彫金されている。

　その文字が、まるで電光掲示板のようにそれぞれ輝いている事も驚おどろきだったが……

　俺おれは更さらに、輪っかの上に目を見張る。

「……！」

　直立した輪の上には、桜の花びらを周囲に舞わせながら──

　さらに、女の子が直立していたのだ。サーカス芸のように。

　それは居鳳いのう高の制服を着た、黒髪ツインテールの──

（──アリスベル……！）

　入学式で俺と視線を交こう錯さくさせた、あの少女だ。

「それが噂うわさの……魔法陣環剱サークルエツジ、環かん剱けんね。ようやく見れたわ、サムライガール。魔女狩りマツギハンター・魔女マツギの、アリスベル」

　まだ赤い顔のままで立ち上がったビビが、憎々しげに言う。

　黒いストラップシューズの踵かかとを揃そろえ、ほっそりとした美脚で円盤上に立つアリスベルは……チェック柄の短いスカートを、花びら混じりの風に揺らしている。

「確かに、過去──道を外れた魔女マツキや魔法少女マツキーナを狩かるのは、魔ま女じよとしての私の生業なりわいでした」

　ま、魔女……？

　魔法少女に続いて、魔女のご登場かよ。違いはよく分からないが。

　だが……アリスベルの醸かもし出す雰囲気はミステリアスな魔女というより、ビビがそう呼んだように女侍サムライに近い。チョンマゲは二本、ツインテールとなって左右に垂れているが。

　驚おどろきのメーターが振り切れてしまった俺が、そんな事を考えていると……

　アリスベルは俺に、一いつ瞬しゆん目配せした。『逃げなさい』と言うように。

　そして、ぐい、とビビにビビより大きな胸を張り、

「ですが、魔少女ビビ。今日はあなたを狩りに来たわけではありません。私の狙ねらいはただ１つ──持ってるのでしょう？　『欠片カラツト』を。出しなさい」

　女子アナみたいにキレイな声で言って、制服の胸元からペンダントを出す。

（なんだ……あの石は……？）

　そのペンダントトップは、ウズラの卵みたいな形をした宝石だった。

　オパールのようだが、普通は緑や青であるべきその色が赤や橙だいだい色いろをしている。

　何かの本で読んだが、そういう宝石はファイヤー・オパールと称される。チラチラと揺れる遊色が炎のように見えるからだ。だがそれはあくまで比ひ喩ゆ。実際には、ただの分光・乱反射でそう見えるだけ。

　だが……あの宝石は、明らかにそれとは違う光り方をしている。

　まるで本当に炎を閉じこめたように──輝きが、ひとりでに蠢うごめいているのだ。

「あたしはあんたほど不用心じゃないわ。体内に隠してる」

　と答えたビビに、

「………どこ」

　何を考えたのか、アリスベルは少し頰ほおを赤らめて問いかけている。

「どこだっていいでしょ。欲しけりゃハダカにひんむいて探してみなさいよ」

「ホントにやりますよ。私、やるときはモーレツにやる性格ですから」

「やれるもんならやってみれば？　──こいつを喰くらってからね！」

　会話で相手を油断させたビビは、突とつ如じよ──

　すでに銃口の奥を赤く光らせていたフリントロック・グレイブを、突き出した！

「あたしの電離弾プラズマは、10式戦車の装甲だってブチ抜くわよ！」

　──パッ！

　真しん紅くの光弾が放たれた瞬しゆん間かん、アリスベルは既すでに輪形の剣つるぎ──

　環かん剱けん、と呼ばれたそれから後ろへ飛び降りていた。

　その輪の中に、ホログラムみたいな像が現れる。

　ビビの光弾は、時計の文字盤みたいに文字が並んだその金色の像を通過し──クンッ──と軌道を変え、あらぬ方に飛んでいき散逸してしまう。

「くッ……重力レンズの魔法陣とか……！」

　ビビが、歯ぎしりする。

　対するアリスベルは、クイッ。像の消えた環剱を両手で引き倒しつつ、その穴に自分の体を入れた。まるで、浮き輪かフラフープのように。

　そして、ぴょん。

　淑しとやかに揃そろえて曲げた両脚で、ウサギみたいに俺おれを飛び越え──

　着地と同時に、ちゃきっ。

　居い合あい道どうのようなポーズで、自分をグルリと囲む環剱を傾けて構えた。

　今、その円形の刀身の上を──

　小さな流れ星のように、砂粒サイズの光が滑っている。

　純金色の光の粒は、ぐるりっ、ぐるり、ぐる、ぐる──る、る、るるる──

　環剱をレールにするように周回し、次第に加速しながら大きくなっていく。

「──荷電粒子砲メビウス──」

　呪じゆ文もんのように呟つぶやいたアリスベルが、じゃりっ……と、後ろに引いた足を固定するように踏む。

　光の粒はビー玉のような大きさになり、輝きは──眩まばゆいほどになった。

　それはさっきビビを上空から襲い、爆発したのと似た……しかしもっと強い、光……！

「あ……くッ……いきなりそれとか……つまんない女だわあんたっ！」

　額に汗を滲にじませて数歩退ひいたビビの、フリントロック・グレイブが……サッ。

（うっ……！）

　俺の方に、向けられた。

　アリスベルは──チラッ、と、俺の方を見て、

「あら誰だれでしょう。私の知らない人ですね。撃ちたければ撃ちなさい。関係ありませんので」

　かなりわざとらしい口調で、そんな事を言った。

「棒読みぼうにも程ほどがあるわよ、アリスベル。コイツを助けて、目配せして、無関係だなんて話は通らないわ。──ほらッ!?　ホントにいいのね!?　静せい刃じをコゲ肉にしてもッ！」

「……このッ……卑ひ怯きよう者もの……！」

　ビビの恫どう喝かつを受けて、悔しそうに歯ぎしりしたアリスベルの──

　丸い剣の上の光が、フッ……と消えた。まるで電源をオフにしたように。

「あはっ。荷電粒子砲それさえ無けりゃ──あんたなんか、ザコいし！」

　ばっ！

　ビビが両手を下から上へ、見えない誰かにスカートめくりをするように動かすと──

　どばっ！　と、アリスベルの足あし下もと、地面から何かが溢あふれ出してきた！

「──きゃっ！」

　瞬またたく間に、地中から出てきた深海生物みたいなものがアリスベルを担かつぎ上げる。

（……何だ、あの生き物……！）

　イソギンチャクのような形だが、大きさは軽トラックぐらいある。アリスベルを胴上げしてウネウネ蠢うごめく何十本もの触手は、向こう側が透けて見えるクリアブルー。

　み、見たことも聞いたこともないぞ。あんな生物。

「厄ゲ水ルの式しきを使えるあたしと池の近くで戦ったのは大きなミスだったわねぇ、アリスベル」

　その触手で胴や手首・足首を捕ほ縛ばくされたアリスベルの胸元に──

　ぬちゅんっ、と、水っぽい触手みたいな器官が滑り込んだ。

「──ひゃうっ！」

　顔を赤くして首をすくめたアリスベルは、さっきのペンダントを触手に奪われてしまう。

「というわけで、欠片カラツトを取られたのはアリスベルちゃん自身でした。ほら。もっと悔しそうな顔しなさいよ。あたしをヒヤッとさせた罰よ」

　ぷら、ぷら、と触手がペンダントをアリスベルの目の前で揺らして見せつけている。

　それで分かったが、どうやらあの生物はビビが操っているものらしい。

「ついでに荷電粒子砲メビウスの式を教えなさい、アリスベル。そしたら放してあげるわ」

「あれは……あなたのような乱暴者が覚えていいものではありませんっ！」

　と拒絶するアリスベルだが、地に足がつかない状態では何もできないらしい。

　浮き輪のような環かん剱けんも、見た目以上に怪力らしい触手に奪われ──

　──シュンッ、とフリスビーのようにビビへとパスされてしまっている。

「厄そ水れって、遊びすぎて廃人になっちゃった魔法少女マツキーナもいるのよねぇ」

　内径に入れた人差し指１本で環剱を受け取ったビビが、唐とう突とつにそんな事を言う。

「知ってた？　秘密を喋しやべらせるのに一番ラクなのは、壊れるまで快感させてから、禁断症状で堕おとす方法なの」

　がす、と桜の幹に環かん剱けんを食い込ませて置き、ビビはキバのような犬歯を見せて笑う。

「さーて、何回失神した辺りで折れるかしら。アリスベルは。20回？　30回ぐらいかしら？」

　クリアブルーの触手が鎌かま首くびをもたげて、アリスベルの顔や体の至近距離を蠢うごめく。

　眉まゆを吊つり上げ、かぁ……！　と、耳まで赤くなったアリスベルは──

「そ……そんな卑劣な手に、私が屈するものですかッ！」

　ニヤニヤ笑うビビを睨にらんで叫ぶが、額に滲にじむ汗は隠せずにいる。

「そうこなくちゃね。世が世ならお姫様のアリスベルだからこそ、アヘ顔ダブルピースのさせがいもあるってもんよ。ほら。ギャラリーの男子もいるし、まずは脚でも開いてみよっか」

　何やらワクワクした笑みを浮かべたビビが、左右の人差し指をゆっくり広げると……

　触手が、アリスベルの両足首をそれぞれ左右に引っ張って……

「あ……いやッ……！　あっ、くっ……んっ……！」

　アリスベルはプルプルと震える両りよう膝ひざを意地でも開くまいとくっつけ、身を縮こまらせたり、歯を食いしばったり、頭を左右に振ったりしている。

　だが、その気の強そうな目に、とうとう涙を浮かべて──

「あああッ……！」

　ぷつん、と何かが切れるように──

　甲高い声で、呼んだ。

「見ないで──静せい刃じ君……っ！」

　まだ名乗ってもいない、俺おれの、名前を。

　その時。

　パンッ──と、何かが弾はじけるように、俺の脳裏に記憶が甦よみがえった。

　そう。俺は忘れていた。忘れさせられていた。ある特定の時間の記憶だけを。多分、誰だれかに催眠術のようなものを掛けられて。

　──それを、思い出したのだ。

『アリスベルが俺を知っている』という事実を鍵かぎにして、脳が雪崩なだれのように思い出す。

　あの悪夢のようだった昨夜の、その後の事を。




　魔法少女ビビがもぎ取った、メカ少女キリコの腕部パーツ──それが背中を直撃し、自分の血だまりの上に倒れた俺に──アリスベルが、駆け寄ってきたのだ。あの夜。

　そもそも気が強いのか、それとも血を見慣れているのか……

　月明かりを背にしたアリスベルは、冷静に俺の容態を診た。

　そして、ひとつ長いマバタキをした。

　分かってたさ。そんな顔をされなくても。もう助からないんだろ。俺は。

「あなたは……何者ですか。どうして見ず知らずの私を助けたのですか。何もしないでいれば、危険な目に遭あうこともなかったのに……」

　そう呟つぶやいたアリスベルに、

「……何もしない……か……」

　俺おれは朦もう朧ろうと、うわごとのように喋しやべっていた。

「そうだ……俺は、何もしないように……してきた……ずっと……」

　俺は目立つような事、特別な事は何もしないできた。

　勉強。スポーツ。恋愛。いずれは仕事。

　そういう何かに本気を出すのは面倒だし、どうせ報むくわれない。報われるのは、生まれつきの才能──頭脳・体力・外見にアドバンテージのある、一部の人間だけだ。

　そして、何かに挑んで……負ければ、傷つく。

　実際、そんな事があったような記憶もある。詳しくは思い出せないが……それは酷ひどく、辛つらく、恐ろしい体験だった気がする。だから──

　俺は特別な事は何もしないで、気楽に、安全に、普通に生きようとしてきた。

　それは悪い事じゃない。誰だれにも迷惑をかけない、器うつわに合った、理性的な生き方ってやつだよ。

　多かれ少なかれ、みんなそうだろ？

　──でも。

「……でも……」

　──でも。

　血だまりに倒れた俺の目から、なんだか分からない水が溢あふれ出る。熱い、水が。

「……男が、女を……見殺しにできるわけ、ないだろ……！」

　そのせいで死んじまうなんて、バカの極みだけど。

　さっきの、あの瞬しゆん間かんだけは。

　できなかったんだ。

　危機に陥おちいった女の子を目の前にして、何もしないなんて、できなかったんだ……！

　きっと男なら、誰でもこうしたと思う。

　どんなに理性的な男でも。少年でも。大人でも。根拠は無いが、きっと。いや、絶対……！

「あっ……ば、貘ばくっ。な……なんとかならないのですか？」

　俺を見下ろしていたアリスベルが、誰かに話しかけている。

　見ればその頰ほおは、いきなり風か邪ぜでもひいたかのように真まっ赤かになっていた。

　そのアリスベルが話しかけた先には……誰だ？　いつの間にか、もう１人……

　藍玉色アクアマリンの瞳ひとみで、俺を覗のぞき込んでいるヤツがいる。

（う……）

　銀細工のような、プラチナ色の長い髪。それが月光を反射して煌きらめいている。

　なんて……なんて、キレイな顔だ。美形ってのはこういう顔のことを言うんだな。

「……？　アリスベル、お前──」

　くる、と、その美形はアリスベルの方へ向き直った。

　その大きな目を驚おどろきに見開き、半開きにした唇くちびるを震わせている。

　そして──孔く雀じやくの羽根でできた美しい扇を広げ、口元を隠した。

　俺おれたちに見えないように、胸元から出した何かを、口に入れている……？

「おお……！　美う味まい……美味い……！　……ははは。ははははは……！」

　そして今度はいきなり、狂ったように笑い出した。

　分からない。全く。この美形が、どうして笑い出したのか。

　これにはアリスベルも眉まゆを寄せている。

　はははは。ははははははは。はははははははは……！

　その、笑い声の中で──

　俺の意識が、薄れていく。

　ああ……結局、死ぬのか。俺は。

　唐とう突とつなものだな。死ぬって事は。心の準備も何もあったもんじゃない。

「──おっと。快かい癒ゆ式しきに微睡まどろむ前に、名を名乗れ。少年」

　……いや……違う。

　意識はこのまま途切れそうだが、肉体は……蕩とろけるように心地好よい。何だ、これは……？

「……は……だ……静せい、刃じ……」

　呂ろ律れつが回らず、苗みよう字じはきちんと声に出来なかったが……俺は、聞かれたままに名乗った。

「──静刃君。この借りは必ず返します。私は立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル──」

「静刃よ。私もお前に褒ほう美びを授けよう。67年振りの食事に礼をしたいからな」

　何だこれは。何なんだ。分からない、何もかも。どういう……こと……なんだ……？




　──ハッ──

　と、我に返る。

　俺は、落ちていた日本刀を──

　摑つかんでいた。全く無意識の内に。

　昨夜ゆうべのあの時と同じ、本能のままに。

　──アリスベル。

　俺の目の前で、女が壊されかけている。

　それを見殺しにはできない。

　でも……イヤだ。

　戦う事がイヤなんじゃない。

　この刀が、イヤなんだ。

　戦いたくない。この刀では。

　──不意に、

『……aCtiVatinG起動中……』

　頭の中に直接、声が聞こえてきた。

　この刀の、声が。

　壊れたオーディオから鳴るような──なぜか懐なつかしい声が波紋となって、俺おれの頭の中にある何かを少しずつ割っていく。

　思い、出す。この武器のことを。

（俺は……知っている……いや、知ってたんだ。この刀の事を……）

　なぜなのかは分からない。だが、俺は知っている。

　──この刀は、２つの事を為なす。

　１つには、目め醒ざめさせる。

　普段は眠っている、俺の中の俺を。説明のつかない、超常の力で。

　それが覚かく醒せいした状態の俺は──ビビの言葉を借りれば、『異能』の者と呼んで差し支つかえないだろう。それを今から、嫌いやでも思い出さなければならない。

　そして、もう１つ。

（刀を鞘さやに収めた状態だと……あまり視みえないのか）

　などと考える俺の右目には、もう、浮かんで視え始めている。

　いくつかの、『表示ガイド』が。

　まるで３Ｄ映像のように、この現実の世界のあちこちに。

　２人の女子の頭上には『Alicebellアリスベル』『Bibiビビ』という名前が、その下にはこの刀が感知したのであろう体力を示す横棒クロスバーグラフが表示されている。

　視界の右下には、装飾的な数字で『６％』と示された何らかの値あたいが視える。

　それらは、俺が今までやってきたゲームの画面表示を切り貼ばりしたような光景だ。

　モンハン、ＦＦ、エーコン、ＡＣ、ＤＯＡ……ＦＰＳとかのネトゲも入ってるな。

　つまりこの表示は、この刀が把は握あくした周囲の状況を──俺に分かりやすいように、翻訳したものなんだろう。俺の記憶を勝手に読み取り、そこにあったゲームの画面を真ま似ねて。

　こういった現象がなぜ起きるのか、俺には全く分からない。

　だが、起きる事だけは確かなんだ。現に起きているのだから。

「………」

　俺は、アリスベルを緊きん縛ばくするアメーバ状の生物を見み据すえる。

　表示は俺が意識を向けたものには詳細に、そうでないものは簡易にされるらしく──

（──視える）

　赤いターゲット・リングで示された、生物の弱点。

　そこをどう斬きればいいか、正しい刀の軌跡も平たい三次元のラインで表示されている。

　実に簡単なことだ、あれを斃たおすのは。目には見えないが、中に透明な核コアがあるのだ。それを壊されると機能を失うらしい。そしてその核は、スイカほどの耐久力しかない。

（それなら……抜刀しなくても、割れるハズだ）

　この刀を、抜きたくない。

　抜けば刀は本気を出す。それもなぜか知っている。それは避けたい。

　俺おれがそう考えると、表示されていた刀の推すい奨しよう攻撃コースが修正された。

　刀を収めたまま、鞘さやの先端で突くようなコースだ。

「アリスベル」

　筋肉が膨ふくれあがるような外見上の変化は無いが、刀を握る腕、さらに背中や両足の筋きん繊せん維いに──ばき、ばき、と、異常な力が籠こもっていくのが分かる。

　頭も冴さえていく。普段は心の奥底に潜ひそんでいる獰どう猛もうな自分が、普段の自分と混ざり……気も強くなっていくような感じだ。

　これで動いたらどうなるか、俺自身にも分からないぞ。その辺は思い出せてないからな。

「──ちゃんと自分で立てよ」

「？」

　俺の警告に、アリスベルが振り向いてきた瞬しゆん間かん。

　軽く駆け出したつもりが──ドンッ！　大地を蹴けった俺の足あし下もとが爆音を上げ、全身を砲弾のようにいきなりトップスピードで駆けさせた。前方めがけて。

（──少しの動きでも、危険だ……！）

　そんな事を考えつつ、棒術のように──

　俺は構えた刀を鞘ごと、クリアブルーの生物に突き刺していた。

　まさにスイカを突き割ったような感触が手に伝わってきて……ざあっ……

　イソギンチャク野郎は、ただの水に戻って地面に散る。

「──きゃあ！」

　そして、胴上げ状態だったアリスベルが……

　意外と肉付きのいい尻しりから、落下してくる。

　処理落ちしたゲームみたいに、ゆっくりと。

　そう見せているのだ。俺の感覚を、この刀が操作して。

　俺は──しょうがない。

　ふぁさっ、と……刀の鞘を左手に持ったまま、両りよう肘ひじの内側でアリスベルの足と背を抱えてキャッチしてやる。

　右手で摑つかんで支えた肩は、これも意外なほど華きや奢しやで小さかった。ただの女の子の肩のように。

「……自分で立てって言ったろ」

　そう言った俺おれを、キョトン、と見開いたツリ目で見上げたアリスベルの頭上に──

　きらんっ。

　ハートマークが飛んだ。さらに彗すい星せいのようなピンクの光も、胸からキラキラ飛び出してる。

　おい。刀。冗談のつもりか？

　俺は確かに、ギャルゲーもやったさ。ラブプラスとかな。

　だからってなんで、アリスベルの頭上に好感度グラフなんか出しやがるんだ。

　しかも今、ちょっと伸びたぞ。そんなん表示すんな。

「……チッ」

　俺は舌打ちして、ぽい、とアリスベルを捨てる。

　すると今伸びた好感度グラフが、ちょっと縮んだ。

　めでたしめでたしだ。

『──Nice to meet you, my MASTER──』

　初めましてNice to meet youだと？　トボケるな。

　刀よ。

　俺はお前と会った事がある。詳しくは思い出せないが、それは確かなんだ。

　お前の名前も知っている。それが証拠だろう。

　──妖よう刕とう。

　一般名詞のようだが、それがお前の固有名だ。

「ああ、そうか……逆だったのね。静せい刃じが刀の『鍵かぎ』じゃない。刀が静刃の『鍵』……っ！」

「やはりあなたも、異能だったのですね……！」

　背後からビビが、足あし下もとからアリスベルが、それぞれ同じような事を言ってくる。

　俺は刀の鞘さやを左手に持ったまま、アリスベルを目だけで見下ろした。

「どうしてさっき、俺を助けたんだ」

　人魚姫みたいな座り方で上体を起こした、アリスベルは──

「わ、私は──昨晩あなたに助けられたから、助け返そうと思った……」

　なんだか、生き真ま面じ目めな理由を言ってきた。

「何もしなければ、危険な目に遭あう事もなかっただろ」

「さ、昨夜の私の発言をマネしないでください」

「したか？」

　自覚が無かったので訊きくと、アリスベルは顔を赤くし、胸の前で両こぶしをシェイクさせた。

　どうやら、怒りの仕草らしい。

「──しました！　モーレツにしました！」

　猛烈に？　なんかズレた使い方だな、その形容動詞。

　ざしゅ、と立ち上がったアリスベルは、

「で、では静せい刃じ君。もうこれで私とあなたは貸し借り無しです。あなたが何者であれ手出しはご無用。ビビから奪った物の分配で揉もめるのはゴメンですから」

　眉まゆをキリッと吊つり上げ、ビビの方を睨にらんでいるが……

　その手にさっきの剣──環かん剱けんは無い。ビビに奪われてしまっている。

「ムリするな。丸腰じゃまた捕まるぞ」

「ご心配なく。私は素手でも戦えますから」

「武器があってもやられたのに、素手で勝てるなんて理屈はないだろ」

「うるさいですよ。あなたは逃げてください。その右みぎ眼めがあれば、逃げ切れるハズです」

「右目？」

「──それは『バーミリオンの瞳ひとみ』。あなたの瞳は黒いから分かりにくいですが、右眼が緋ひ色いろがかっています。高位情報式しきを使っている証拠です」

　俺おれの瞳が……緋色？　自分の事だから分からないな。

「いいからお前こそ逃げろ。俺も逃げる。ビビから奪いたい物があるんなら、あとで不意打ちでもして盗めよ」

「なッ……モーレツに無礼です、静刃君は！　私がそんな卑ひ怯きような事をする女に見えますか!?」

　ツヤツヤしたツインテールを振り乱して、アリスベルが俺を睨んでくる。

　お前さっき、光の弾で不意打ちしてたろ。ビビの背後から。

　だがそう言うともっと怒りそうだな。

　どうすればいいんだ。

　一刻も早くここから立ち去りたい俺の目に──『WARNING』の赤い文字が視みえてくる。

「──話がまとまらないみたいね、お二人さん」

　目標方ターゲツト向指示ロケーターの先では、ビビがグレイブをこっちへ向けて──

「やっぱりその刀、面白そうね。腕と一緒に、もらっとくわ。あとアリスベル。荷電粒子砲メビウスはあんたの固有式よね？　ってことは、あんたが死ねば当面危険は無い。式を聞き出したかったけど……もういいわ。だってあんた、性格がめんどくさいんだもん」

　その銃口を、赤く光らせている。

「２人まとめて『電離プラズマ霰弾キヤニスター』よ。これを喰くらうと体中に穴が開くわ。傷口は焼けちゃうから血があんまり出なくて、すぐには死ねないのよね。お二人さん、しばらくゾンビみたいにのたうち回る覚悟決めときなさい」

　ぺろ、とラズベリー色のベロで舌なめずりしたビビに──

　──ザッ──

　瞬しゆん時じに、居合いの構えを取った。俺が。

　居合いなんて、もちろんやった事はない。

　だが、刀が教えてくれたのだ。今、この一いつ瞬しゆんで。この俺おれの、強化された理解力を利用して。

　俺の完かん璧ぺきな構えにビックリするアリスベルを無視しつつ──

　俺は、また全身の筋肉にバキバキと力が籠こもっていくのを感じている。

　自分の目つきが、猛もう獣じゆうのように鋭くなっていくのも分かる。

（──調節は……弱める事は……）

　ダメだ。出来ない。

　視界の右下にある数字が、上がる。上がっていく。８％……いや、今、９％になった。

　これはおそらく、俺の強さのようなものを示す数字だ。

　そしてこれを弱める事が、自分の意思では、できない。

「お、やる気？」

　バカにするように笑うビビは、分かってない。

　あのフリントロック・グレイブの柄つかにある引き金。それを１ミリでも引く動きがあれば──引ききるより先に、今の俺はビビに飛びかかれるのだ。

「もうやめてくれ。俺はこの刀を知っている。抜きたくないんだ」

　俺の親指が、鞘さやの付け根と鍔つばの間──鯉こい口ぐちを切る。

　鞘の中から、ほんの少し白はく刃じんが覗のぞく。

　その瞬間──

（………！）

　俺は、眉まゆを寄せた。

　やっぱりだ。

　さっきまでの『表示ガイド』は、あくまで通常モード。

　この刀を抜く事で、それが戦闘モードに切り替わった。

　バァッ──と……表示が、戦闘機のシミュレーターのように視界一杯に広がっていく。

「抜きたくない？　戦いもせず死にたいの？」

「違う。この刀を抜くと──」

　帯のように空中に示された、推すい奨しようされる刀の軌跡コースは７つ。

　その７つは全すべて、ビビの首を通過している。

　推奨コースを外して刀を振るえば、仕留め損ねるだろう。

　仕留め損ねれば、ビビの反撃があるだろう。

　そうなれば俺が殺される。

　その選択肢は、選択できない。

「──難しいんだ。相手を殺さないようにすることが」







【　Episode 02　荷電粒子砲メビウス　】
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　その記憶はいつも、血のにおいと共によみがえる。

　数年前。あの時の私は、ほんの子供だった。

　あの古い神社に立て籠こもったのは──私と、絶ぜつ界かいに巻き込まれた少年、そして──

　私たち子供をあの妖あやかしから守り、酷ひどく負傷した、『左さ全ぜん』と名乗る黒ずくめの男性だった。

（すごい）

　と、幼心にも思った。左全さんの超人的な戦闘能力もだったけど、彼の持つ刀を。

　あれはまさに、妖よう刀とう・魔剣の類たぐい。彼と一心同体になっている。

「アイツめ、ここに勘かん付づいたか」

　と言って顔を上げた左全さんは、私の隣、体育座りで震える少年のそばに歩み寄った。

「……ご、ごめんなさい……僕が、余計なことをしなければ……何もしなければ……こんなことには、ならなかったのに……」

　怯おびえる少年のその言葉を全く無視して、左全さんは──

「静せい刃じ。ゲームは好きか」

　まだ聞いていないはずの少年の名を呼び、床に血を滴したたらせながら問いかける。

　ポケットから携帯ゲーム機をのぞかせていた少年が、震えながら頷うなずく。

「よし、よし。いい子だ。これから、どんどんやれ。パズルとかじゃなくて、戦うやつをやれ。殴なぐるやつ、斬きるやつ、撃つやつをやれ。それがいずれ、お前の命を守る。それともう１つ──これからの人生、女に、近づくな」

　不可解な事を言った彼に、少年は困惑しきったその顔を上げた。

「近づいたら、どうなるの」

　問いかけた少年の前で、左全さんは自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべる。

　そして黒いコートを脱ぎ──私の裂けたスカートに、優しく被かぶせてくれた。

　その時、分かった。左全さんには右腕の肩から先が無い。

　それだけじゃない。眼帯の下から、彼は義眼を取り出した。右の眼球も、無いのだ。

「──俺おれみたいになる」

　そう告げた隻せき腕わん隻せき眼がんの彼に、少年は目を見開いている。

「祈いのり」

　私の名前もなぜか知っていた左全さんが、振り向いてくる。

　たんっ、と、その動きでまた彼の血が床に落ちた。

「最後の手段だ。このボウズを使う。お前は後で、コイツの長期記憶ＬＴＭを封印シールしろ」

　その言葉に、私も目をまん丸に見開いた。

　こ……この人は、ただ強いだけじゃない。知っている。いろんなことを。

「む、難しいんだよ。そういう催眠術ヒプノテイズムは。既視感デジヤヴも残るし、逆に人格に強い影えい響きようが出ちゃうことも多いの。記憶に、ひび割れた蓋ふたをするようなことなの」

「なら、ひび割れが完全には割れねえように一生見張れ。おい静せい刃じ、これを持て」

　私たちに有無を言わさないムードの左さ全ぜんさんが、刀を少年に突き出す。

　刀を押しつけられた少年は、震える手で黒くろ鞘ざやと柄つかを握り、彼を見上げた。

「なんで……僕が、こんな物を持つの？　これは何？」

「こいつは、お前に本気を出させる刀だ」

「本気……？」

「男には、本気で、死んでも戦わなきゃならねえ時が１つだけある──女を守る時だ。だから女は危ねえのさ」

　その言葉に、少年は私の方を見た。

「静刃。今が、その時だ。戦える仲間も全滅した。俺おれもこの出血だ、もうじき死ぬ。やっぱり片腕・一刀だけじゃ……お前らを守ってここから逃げ切る事は、できなかった。すまねえ」

　男が、少年に、武器を託す──

　それが何か神聖な継承儀式のように思えた、その時──パッ──

　この神社の拝殿に紅あかい閃せん光こうが飛び込んできた。ま、眩まぶしい。なんなのこれは……！

「──！　伏せろッ！」

　がらがらがららららっ……！

　私たちを押し倒すようにして守った左全さんの背に、崩れた拝殿の天井が降りそそぐ。

　い、今のは──北きた富ふ士じ演習場で陸上自衛隊の実験を見た事がある。

　指向性エネルギー兵器。メーザー砲。それに似た、攻撃だ……！

（き、来た……！　あの、妖あやかしが……！）

　瓦が礫れきの中から上体を起こすと、見えた。

　夕焼けとは異なる、朱色の空。そこに輝く紅い月。どこまでも続く鳥とり居いの道。そう、ここは左全さんが『絶ぜつ界かい』と呼んでいた、この世ではない、どこかなのだ。精神科学ＳＩ開発センターＩＣで習った幻錯覚ハルシンや光視操作ＯＣとは全く別の原理による……置換された空間のような、異世界……！

　そして、ああ……いる！

　ここから50ｍほど離れた、一番手前の鳥居の上に──いるッ……！

　人間の女のようにも見えるが、あれは人ではない。

　ピンク色に上気した白肌。妖よう艶えんな下着のような形状に生えた、臙えん脂じ色いろの体毛。怒りに逆立つ赤毛に覆おおわれた、猫科の猛もう獣じゆうのような耳と尾。そして紅い月光を弾はじく、刃物のような牙きば。

　こちらを見み据すえるルビーのような瞳ひとみが、その光を赤く赤く赤く強め──

「──ッ！」

　キラッ、という真しん紅くの閃せん光こうが見えた次の瞬しゆん間かん、どさっ！

　見えない手に突き飛ばされたように、左さ全ぜんさんが真後ろに倒れた。

　胸を撃ち抜かれている。さっきと同じ、光線で……！

　飛び散った鮮血に絶句する私の横から、

「……ああ……視える、視えるよ……！」

　少年が、呟つぶやきながら立ち上がっていく。その瞳を右みぎ眼めだけ、緋ひ色いろに光らせつつ。

「あ、あいつを……僕が、殺すの？　殺せる……殺し方が、分かっちゃうよ……！」

　妖あやかしを見据える少年には、何かが見えているようだ。

　その見えているものに驚きよう愕がくし、怯おびえているようにも感じられる。

「……こ、殺せッ。殺せる。殺さない方が、難しいッ……」

　と言う左全さんの血まみれの口は……

　笑って、いた。まるで勝利を確信したかのように。

　そしてすかさず、左全さんはさっき外した義眼を妖の方に投げる。

　──カッ──！　それが、超新星のように光った。

（あの義眼は……閃光フラツシユ手榴弾グレネードだったんだ……！）

　それはクジラだって萎い縮しゆくさせる、アルミとマグネシウムを瞬間燃焼させて閃光を放つ兵器。

　私は身を伏せてしまったが、最後の瞬間に見た。あの妖も、光を直視したのを。

「……いやだっ。あいつは、人の形をしてる……！　それを殺すなんて……！」

　少年の声。声の位置は高い。彼はこの閃光の中でも立てているのだ。

「こッ、このクソガキっ……！　やれ！　殺せッ！　もう時間が無い！」

　さっきより焦あせった、左全さんの声。

「いやだ！」

　光が収まり、チカチカする私の目に、刀の鞘さやを握る少年の姿が再び見えてくる。

　鳥とり居いの上の妖は、科学の閃光に身を丸めていたが……すぐに、立ち直る。

　そして、元々女らしく膨ふくらんでいたその胸を……さらに、バルーンのように膨らませていく。薄気味悪いほどの大きさまで。あれは……なに……？

　次の瞬間、

「びょおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオオーーーーーーっ！」

　人ならぬ妖の咆ほう吼こうが、こだました。

　怖い……怖い！　どんな人間でも怖おそれずにはいられなさそうな、不快な吼ほえ声だ！

　それを──打ち払うように、

「う……うおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオーーーーーーッ！」

　少年が、抜刀しながら叫んだ。

　その体から、バキ、バキバキ、と、筋きん繊せん維いが圧縮されていくような音が聞こえてくる。

　少年は髪を逆立て、瓦が礫れきを踏み越え、達人のように美しく──白はく刃じんを、脇わき構えに引いた。

　その姿は、虎とらのように駆けてくる妖と私の直線上に立ちはだかっている。

「……へっ、へへ……ざ、ざまあみろ……お、俺おれたちの、勝ちだ……ぜ……！」

　血まみれの左さ全ぜんさんが、倒れたまま笑い──

　少年が──飛びかかる敵に、周囲の空気を歪ゆがめるほどの勢いで刀を薙なぎ払う──！

（……っ……）

　そのとき、私は生まれて初めて、私のどこかから鳴るその音を聞いた。

　少女マンガやドラマにある、浮うわついた計算尽くのラブストーリーとは違う──

　本能が鳴らす、音を。

　生死を賭かけ、私を救おうと戦った少年に──私が、恋に落ちる、音を。
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　妖よう刕とうと、フリントロック・グレイブ。

　東西の武器を手に対たい峙じする俺とビビの間に、ひら……

　蝶ちようが……大きなルリタテハが、舞った。

　ひら……ひら……ひらひら……

　その数が、不自然に増えていく。あっという間に。何だこれは？

「……絶ぜつ界かい……？」

　アリスベルが呟つぶやき、周囲の風景が切り替わっていく。映像がオーバーラップするように。

　そしていつの間にか、俺、ビビ、アリスベルの３人は……

　今度は深い、森の中にいた。

　所狭しと巨木が生え、足あし下もとは苔こけむしている。昔テレビで見た、屋や久く島しまみたいな光景だ。

　妖刕は俺の視界端にマップ画面を表示したが、図上には『UNKNOWN不明』とある。分からんなら出すな。

「異能の子らよ。その辺りで水入りにするのだな」

　頭上から、声が聞こえてくる。

　しっとりと落ち着いた、大人の女の声だ。

「……？」

　ビビがフリントロック・グレイブを俺から逸そらし、肩に担かつぐ。

　彼女の視線の先、木の枝には──紺こん一色のドレスを着た美女が、腰掛けていた。

　凜り々りしいその顔に、見覚えがある。昨夜ゆうべ、俺が気を失う直前に見た美形だ。

　たしか、名前は……

「──貘ばく！」

　その名を、アリスベルが呼ぶ。

「驚おどろいたぞ、静せい刃じよ。初めて手にした妖よう刕とうと、そこまで呼吸が合うとはな」

　じゃら、と、サファイアで飾られたブレスレットを鳴らし──

　貘とかいうヘンな名前の女は、女王のように気取った手つきで、孔く雀じやくの羽の扇を俺おれに向けた。

（正体は不明だが……アリスベルの態度から見て、敵じゃなさそうだな）

　見れば、貘を見たビビからは攻撃的なムードが失うせている。銃口の光も消えた。

「……初めてじゃない」

　と、俺は……どうやら、ビビとの衝しよう突とつは避けられたらしい……ので、居合いの構えを解く。

「妖刕を手にしたのが、初めてではない？　ふむ。ジョークのセンスは無いようだな」

　ふわっ。貘は長いポニーテールを靡なびかせつつ枝から下りてきた。

「さて、魔少女ビビ。お前の式力ちからは電気由来とか。昨夜ゆうべ、充電していたが……キリコ、アリスベルと連日連戦したなら、それも減っているだろう。どれ、電池の残量を試してやろうか？」

　笑顔で語る貘の、長いポニーテールが……

　広がりながら、逆立っていく。少しずつ。
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　対するビビは……一歩、後ずさった。

　──怯ひるんでいるのだ。表情でも分かる。

「だが……ビビよ。私と戦えばお前は死ぬだろうが、私も式し力きを消しよう耗もうする。私は今、他にもやりたい事があってな。それを望まないのだ。そこでどうだ。交渉しないか」

　という話に「交渉？」と眉まゆを寄せたビビはもちろん、アリスベルも貘ばくの方を向いた。

　その仕草で分かったが、どうやらアリスベルと貘の力関係は貘の方が上のようだ。

　アリスベルにとって、貘は保護者のような存在なのかもしれない。そんな顔をしている。

「原状回復だ。アリスベルの欠片カラツトを置いて、去れ。これはお前の安全のためにも良い事だろう。アリスベルの６と、お前の４を合わせて──魔力の足りないその状態で10欠片カラツトも持っていれば、他の異能に狙ねらわれるぞ。質量の大きい欠片かけらは、探知されやすくなるからな」

「まあ……それもそうね。じゃあ、日曜にでも再戦しましょ。それまでにはフル充電にしとくから」

　ビビは、ぐい。腰に両手をあて、小柄な体に不ふ釣つり合いな大きい胸を張った。

　そして、きら、きらら。光のイリュージョンのようなものを、身の回りに発生させていく。

　目の……錯さつ覚かくのような、光景だ。これも。

　空中でクルクルと飛び交うそれらは──パステルカラーのピクトグラム。飛行機やタクシー、鞄かばんを持った人間などを表す記号。

　空港のマークらしいその記号の合間へと、ビビが消えていく。マジシャンのように。

「ほら。フェニックスの欠片。あんたの分よ。サムライガール」

　去り際ぎわに、ぴんっ。

　ビビはさっきのアリスベルのペンダントトップを、指で弾はじいて……それが、すぽっ。

　アリスベルのセーラー服の胸元に上う手まく入って、胸の谷間に挟まった。

　なぜか俺おれを横目で見て赤くなるアリスベルの背後で──ビビの出したポップアートのような記号が消え、さらに鬱うつ蒼そうと茂っていた森も消えていく。

　そして、たった数秒で──

　まるで悪夢が醒さめたように、周囲の光景は高校の裏庭、桜の林にまた戻っていた。

　ビビの姿は無くなっていたが、さっき彼女が腰掛けていた大きな桜の木の幹には……

　環かん剱けんが、ナナメに突き立ったままになっている。

（……悪夢なら、いっぺんに全部醒めてほしいもんだぜ）

　と、俺は自分の持つ妖よう刕とうを見下ろした。もちろんこれは消えてない。

　だが……なんだろう？

　鍔つばで、リリッ、リリッ、という音が断続的に上がっていて……模様が、赤く光っている。

（……？）

　ん？　どうした？

　今度は世界が、ナナメになっていく。

　いや、違う。俺だ。俺がフラついてるんだ。

　お、おい俺おれ。ちゃんと立て。立てって。さっきの超人っぷりはどうしたんだ。

　だ、ダメだ。目がかすんで……気が、遠のく。声すら出ない。

　そして誰だれかに抱き留められたような感覚を最後に──

　俺は、気を失った。らしい。どうやら。




　……

　………

　……ちゃぷん……

（──？）

　目を開くと、そこは自宅の風呂場だった。

　かつてホテルだっただけあって、我が家の湯船は──小さな銭湯ぐらいの広さがある。

　５、６人なら余裕で浸つかれる大きさだ。

「……って！　なんだお前ッ！」

　その浴よく槽そうに、ハダカで声を上げた俺と、もう１人……ハダカが居いる！

　それも、お、女。

　ハダカの女の実物なんか、物心ついてから初めて見た。

　女は女にしては長身で、極めてスタイルがいい。良すぎるぐらいだ。

　大きな半球形をした左右の胸は完かん璧ぺきな造形をしていて、腰はハチのようにくびれ、下半身の肌は優美な曲線を描えがいている。

　女性用下着のモデルになったら、引っ張りだこだろう。それも一流の、高級ブランドから。

「ほう──もう目覚めるとは。若いだけあって、早いな」

　湯水に濡ぬれてキラキラと輝く、長い銀髪の美女は──貘ばく。

「……ば、貘……！　あっち向け！」

　とっさに浴槽から飛び出た俺は、がくッ。

　洗い場のマットに膝ひざを突き、そのまま前のめりに倒れてしまう。

　な、なんだ。体全体が……ずっと正座してた後みたいに痛んで、動けない……！

「人体は通常時、神経も筋肉も、全力の２％ほどしか力を出さないようにしている。それ以上出すと、体を痛めてしまうからな。今のお前のように」

　ざあ。

　背後で、貘が湯船から出た音がする。

「妖よう刕とうは、その残りの98％を部分的に覚かく醒せいさせる。潜在能力開放オープンアクトという機能だ。何らかの図か数字が、表示ガイドで見えただろう。たぶん、常人の何倍もの力を使わせたハズだ」

　ひた、ひた……ば、貘が歩いてくる……こっちに！

「今回はこの湯治で私が癒いやしてやったが、お前が倒れたのは詮せん無なきことだぞ。あのまま戦っていれば、勝てても後遺症で死んでいたかもしれん。昨晩死にかけた時といい、短期間で２度もお前を癒いやしたら──腹が減ったよ」

「ま、前に来るな！　いま俺おれは……ま、瞼まぶたも痺しびれて……め、目がきちんと閉じれないんだ！」

「静せい刃じ。覚えておけ。妖よう刕とうにはリミッターとタイマーがある。リミッターとはすなわち、鞘さや。納刀して握れば、準潜在能力開放セミオープンアクト──10％弱までしか、能力を覚かく醒せいさせない。表示ガイドは最低限となるが、時間制限は無い」

　俺の声をスルーして、ペラペラと妖刕について解説しつつ──

　貘ばくは白くて長い足で、目の前までやってきた。

「タイマー機能は、鍔つばにある。妖刕は少しでも刃を出せば10％以上の潜在能力を覚醒させるが、その状態でお前が戦えるのは３分だけだ。それ以上戦えば、命を落としかねない。残り１分を切ると鍔から『断絶警報インデイケーター』が鳴るから、気をつけろ」

「──だ、だから！　目の前でしゃがむなって！」

　恥じらいのかけらもない貘にテンパる俺だが、向こうはお構いなしだ。

「慌あわてる事はない。私は人間ではない。女の形かたちを真ま似ねているだけだ」

「せめてヒザを閉じろ！」

　人間じゃない？　これでか？　し、し、信じられんっ……！

「そう邪じや険けんにするな。私は、お前の頼もしい味方なのだぞ」

「……み、味方？」

　俺はギリギリと痛む体を引きずり、貘の正面から這はって逃れる。

「そうだ。お前も対立していたあの魔少女・ビビとは、私たちも争っている。敵の敵は味方というだろう？」

「そもそも何で戦ってるんだ、お前らとビビは。それすら話さずに敵だの味方だの勝手に話を進めるなッ……」

　俺は浴室のスライド扉に手を突いて、なんとか上体を起こしていく。

「ふむ。それは教えてやろう。我々とビビは、『鳳おおとりの欠片かけら』を奪い合っているのだ」

「おおとり……？」

「この私こと貘を始め、狐きつね、鵺ぬゑ、鴉からす──この世には様々な妖あやかし、俗に言う化け生しよう、妖よう怪かい変へん化げがいる。もちろん知っているだろう？」

「もちろん初耳だ」

「その王が、鳳なのだ。鳳が死ぬと、その身は64の欠片となって東西に散らばる。それを再び集めると鳳は甦よみがえり、甦らせた者の願いを──いかなる願いでも、８つまで叶かなえて下さるのだ。そして未来永えい劫ごう、その死と再生は繰り返される」

「そんな……眉まゆ唾つばモンの話、誰だれが信じるか。俺を巻き込むなッ」

　なんとか立ち上がれた俺は、貘に背を向けてそう吐き捨てる。

　そんな俺おれに、貘ばくが溜ため息いきをつく。

「……何にせよ、少し長なが居いさせてもらうからな。アリスベルにもよく言い聞かせてある」

　長居……？　アリスベルにも……？

「な、何を言い聞かせたんだよ」

「ここで生活することをだ。暮らしやすそうだしな」

「く、暮らす!?　ここは俺の家だぞ！　……っ！」

　つい振り返ってしまってから、俺は慌あわてて扉に向き直る。み、見ちまった。モロに。

「──いい屋敷だ。部屋が沢たく山さんあるし。私は裏の離れにある教会をもらうぞ」

　俺の抗議をまたスルーした貘が、こっちに歩いてくる音がしたので──

「こ、この……ッ」

　俺はミシミシ痛む腕でドアを開き、ヨロヨロと脱衣所に避難していく。

　足あし下もとの脱衣カゴからは、ぞろっとした貘のドレスが溢あふれていた。

　その上には職人が何ヶ月もかけて縫ほう製せいしたような、精せい緻ちなレースの下着が置いてある。

　ば、貘のヤツ。自称・妖よう怪かいのくせに。こんなもんつけてんのか。

　い、いや、それはともかく、こっちの腰だけでも隠さないと。

　と、俺はバスタオルを棚から取り、腰に巻き……ん……？

　なんだ、これは。

　バスタオルの間に挟むようにして、小さく折りたたまれた布が隠されてあった。

　取り出すと、白地にイチゴのイラストがぽちぽちとプリントされた木も綿めんの布だ。

　このファンシーな柄……祈いのりのハンカチか？　いや、何だかあったかい。

　と、何気なく広げたその小さな布は──

「！」

　パ、パ、パンツじゃねえか！　女モノの！

　イ……イチゴ柄って。こんな下着が実在したのか。

（ていうか、こ、これは……誰だれのだ……!?）

　貘の下着は足下のカゴにある。さっき、目視で確認済みだ。だから貘のじゃないんだろう。

　なお目の前の棚には、この下着の主が置いたと思われる円えん弧こ形がたの金属がたくさんある。

　これを組み合わせると多分、直径が人の背丈ぐらいの……

　土星の輪みたいな、まあるい輪っかになるんだろうな。

　……なるんだろうな、じゃねえだろ！

　これ！　ア、アリ、アリアリアリスベルの……っ!?　なんで脱いでんだよアイツまで！

「貘、どこですか」

　ばくんっ！　と俺の心臓が体内で大ジャンプした。

　今は使われていないサウナ室の方から、アリスベルの声がしたのだ。

「ここは浴室ではなかったようです。それと帰ってから静せい刃じ君の姿が無いのですが……どこの部屋に寝かせたのですか？」

　痺しびれのせいもあり、逃げるに逃げられなかった俺おれの目の前で──

　がちゃ。

　手にしたタオルで胸をなおざりに隠しただけのアリスベルが、サウナから出てきて。

「……」

　目と目が、合った。俺とアリスベルの。

　お互い、タオルで体の一部を隠しただけという姿で。

　彼女の黒い瞳ひとみの中で、瞳どう孔こうが、しゅっ、と収縮する。

「あ、いや、これはその、違うぞ……俺は」

「──せ、せ、せいじ、くん、はっ……！」

　アリスベルは、わなわな、とイチゴ色の唇くちびるを震わせ……

　頰ほおを起点に、その美少女顔全体をイチゴ色に赤らめていき……

「　モ　ー　レ　ツ　っ　っ　っ　！　！　！　」

　──どんっ！

　俺を、突き飛ばした！　指一本触れず、何だか分からん叫び声だけで。

　まるで音の大砲だ。黒髪のツインテールも、音波でびびんと逆立っている。

「こらこら、アリスベル。『音紋ソニツク』の式しきを屋内で使うな。ガラス戸が割れるぞ」

　などと言いつつ浴室から出てきた、ハダカの貘ばくを見たアリスベルは……キッ！

　元々ツリ気味の目を、妖よう刕とうの先端もかくやというぐらいにツリ上げた。俺に向けて。

「静刃君はモーレツにッ!!　フケツですッッ!!　断りもなく私の裸を見たどころか──いくら貘が美人だからって、もうそんなことを！　手が早いにも程ほどがありますーーー!!」

　どんっ！　どどんっ！

　声の張り手で俺を棚まで後退させたアリスベルは、怒り心頭といった感じだ。

　それでも一応、自分の体は部分的にタオルと手で隠しちゃいるけどな。

「こッ、断りもなく家に侵は入いってきたのは、そっちだろ！」

　俺がアリスベルを制止しようと、痛む腕を伸ばすと──

　慌あわてるあまりすっかり忘れてたが、俺の手にはイチゴ柄の小さな布が握られたままで。

　それを見たアリスベルは、びびびびびびび。

　あまりの驚おどろきにか、静電気発生装置に触れたみたいにツインテールを放射状に広げた。

「ぎゃー!!」

　そんでマジビビリの声を上げてるよ。どうしよう。

「ドロボー！　チカン！　ヘンタイ！」

　アリスベルは乏しめのボキャブラリーで俺に怒鳴りつつ、ハンガーに掛けて観葉植物の陰に隠してあった居鳳いのう高のセーラー服を──ばばばばっ。素早く着ていく。

「い、いや、これはこのバスタオルの中に挟まってて……！」

　という俺おれの言い訳が終わらないうちに、

「返しなさいッ！　モーレツに返しなさいッ！」

　アリスベルが、だだだっ。

　俺に駆け寄り、自分のイチゴ柄下着をもぎ取りにかかってきた。

　もちろん俺も返してやりたかったのだが、手の自由が利きかず──

　俺の小指が、下着の一部に引っかかってしまう。

　すると、２人に引っぱられる形になって、びょいーん。

　──の、伸びたッ！

　なんて伸縮性をしてるんだ、女子の下着ってやつは……！

　それを見たアリスベルは、俺が下着を離さないつもりなのだと勘かん違ちがいしたらしく──

　ぶわあああああ！

　色白な肌を、耳や首まで真まっ赤かに染めていった。

「なななななんで欲しがるのですか！　そ、そ、そんな物を！　かかか返しなさいッ！」

「ちっ、違ちげえよ！　お前が引っ張るから手が引っかかって……うおっ！」

　──どたっ！

　足の痺しびれのせいで、俺は下着を離すと同時に尻しりもちをついてしまう。

　イチゴ柄の下着をキャッチしたアリスベルは、その場で、たんっ！　床体操のように抱え膝ひざバック宙を切りつつ、目にも留とまらぬ速さでそいつをはいた。空中で。なんでそうはく。

　そして、だんっ！

　22センチちょいと思われる小さな足で、俺の顔面に着地してきた！

「──痛いてッ！」

　こ、これは……！　こっちの視界を防ぎつつ、攻撃もするという一石二鳥のキック……！

　優れたバランス感覚で俺の顔面に立ったアリスベルは、

「エッチ！　スケッチ!!　ワンタッチ[image: かんたんふ３]　ですッ！！！！」

　えらく古風な罵ば倒とう語と共に、右足・左足・右足・左足！

　足踏みみたいな殺人キックを落としてきて──最後にジャンプし、

「──モーレツっっっ！！！！！」

　トドメの両足ストンピングで、俺の意識を改めて闇やみへと突き落とすのであった。




　な……なんて女だ。アリスベル。

　６発も踏みやがったよ。人の顔を。

　正直、フロに入る前よりダメージでかいぞ。

（……クソッ……）

　俺おれは夜のダイニングルームで、カップ麵めんをすする。

　今日は今テーブルの対面トイメンにいる２人のせいで、メシの買い出しにも行けなかったしな。

「……」

　アリスベルは背筋正しくイスに座り、両りよう膝ひざもピッタリ閉じている。

　座り方一つ見ても分かるが、なんというか、育ちはいい子って感じだ。お嬢様然としてる。

　とはいえ脱衣所の件で未いまだに不機嫌であり、ツンツンしたムードで終始無言。

　俺は居いづらいことこの上ない。自分の家なのに。

「……あむ。あむ。あむ……」

　それと……この女、見た目はいいものの……やっぱりヘンだ。

　何も食べない貘ばくの隣で、和菓子店から取り寄せたと思われるイチゴ大だい福ふくを……

「……あむ。あむ。あむ……」

　さっきから次々と、かれこれ20個は食べてるぞ。胃袋の容積より絶対多い量だ。

　いろいろ異能とやらは見させられたわけだが、これこそ異能だろ。

　などと驚おどろいて目を見張る俺にアリスベルは、

「なんですか。ジロジロと……」

　と眉まゆを寄せ、セーラー服の襟えりを引き上げて白い胸元を隠すようにした。

　さっきの件以降、どうやら俺はひどい誤解を受けてるようだな。

「違う。お前を見てたんじゃない。そのイチゴ大福……」

「あげませんよ」

「いや……」

「私は──静せい刃じ君にも分かるように言うならば、アデノＡシンＴ三リンＰ酸を力の源とする魔女なのです。ですから、式しきを使用した後には糖分が必要になるなのです。あむ」

　分からん。分かるようにと言われても。




「──つまり居鳳いのう高とは、異能を持つ少年少女を恣し意い的に社会から隔離した学園なのだ」

　その後30分かけて貘が説明してくれた、居鳳高の話に……

　俺は机に肘ひじをつき、頭を抱えている。

　なんてことだ。

　なんて学校に入れられちまったんだ。

　居鳳高の話も、俺にその学校に入れられるような能力があるなんて話も……信じたくない。

　だが、事実、俺はやっちまっている。妖よう刕とうで、異能とやらの発現を。

「時として、運命は事実を人に突きつける」

　貘が、アリスベルが（うちの戸棚から出して勝手に）淹いれた紅茶を上品に飲みつつ話す。

「その事実を認めさえすれば、人は運命と戦う事もできる。平時の今こん日にちとて、人はその多くが財産、地位、異性などを懸けて戦っているのだ。ただ、それらは敗れても取り返しがつくかもしれない。人生は長いからな。しかし──」

　そしてその藍玉色アクアマリンの瞳ひとみで、正面から俺おれを見み据すえた。

　ここが運命の分かれ道だぞ、とでも言うように。

「居鳳いのう高に入れられ、あの凶暴なビビに狙ねらわれたお前にとって、いま懸かっているものは命だ。事実を認め、運命と戦わなければ、お前の命が危うい。それだけは言っておくぞ」

　見ればアリスベルも、俺のリアクションを待つかのようにこっちを見てる。

「……まあ……分かった。この世には異能というものがある。そこまでは認める」

　この目で見て、この身でやっちまった事を信じないでいたら、気が狂うだろうからな。

「だが貘ばく、お前の話には言葉のレトリックがある。事実を認めた後の行動は一つじゃない」

「はて、どういう意味だ？」

「戦うだけが道じゃないって事だ。俺は居鳳高、いや、居鳳町から出ていく」

　事実を認めつつ、逃げる。戦わない。

　それだって、道だろう。

　しかし──

「やめておけ。１人になったとたん、ビビに討ち取られるぞ。私たちと離れない方が安全だ。それに故ゆえあって、お前は私にとっても大事な存在。逃げるというなら、引き留める。つまり、まずお前は私と戦う事になるだろう」

「……っ……」

「それと静せい刃じ。居鳳高を辞めるなどと、ゆめゆめ公言するな。消されるぞ」

　貘は畳たたみかけるように、指を立てて俺に警告してきた。

「消される……？　だ、誰だれにだよ」

「国に、だ。お前は国に選ばれて、居鳳高に入れられた。何らかの理由で異能を失ったのならともかく、自ら下げ野やすれば治安維持のために狩かられる可能性が高い。日本の国家公安委員会に所属する異能には、世界屈指の超人がゴロゴロいるぞ。妖よう刕とうを以もつても太た刀ち打ちできるまい」

「脅おどしには乗らないぞ。俺は──」

「つまり道は２つだ。私たちと盟友になりビビを倒し、居鳳高で異能としての生き方を学ぶか──お前１人で、私、ビビ、さらに公安の異能を全滅させるまで戦うかだ」

　……貘のやつ。今度は『不自由な二択』か。

　その話、二択のように見えて、選べる道は１つしかないじゃねえか。

「……」

　俺は、何も答えない。

　答えず、戦う素そ振ぶりも見せないことで──回答に、代えた。

「──幸い、今日は金曜日。明日・明後日あさつては休日だ」

「何がどう幸いなんだよ」

「休日の間にビビを何とかすれば、お前の異能は学校で見られずに済む。居鳳いのう高では今後も、生徒同士が争う可能性があるだろう。『見られた』方が不利になるのが、異能の戦いだ」

　貘ばくはワンクッション置いてから、もう俺おれが自分たちと一緒にビビと戦う前提で話してくる。

　上う手まいな、コイツは。人を煙に巻くのが。詐さ欺ぎ師しの才能があるよ。

　だが、俺もタダじゃ引き下がらないぞ。

　特に、そこのアリスベルには踏まれた恨うらみもある。

「分かった、分かった。土日で何とかしよう。俺は、あの刀とセットでビビに腕を狙ねらわれてるしな。協力する。ここにも住みたきゃ住め。だが、それもビビを撃退するまでだぞ」

　俺はそう言って、すっかり伸びてしまったカップ麵めんをすすった。

　カップの脇わきから、アリスベルが嬉うれしそうな表情をしたのがチラッと見える。

「ようやく状況を理解したようだな。いや、これでも早い方かもしれぬ。若者は柔軟だ」

「ただし、条件がある」

　そう切り出した俺に、貘は『それも想定内だ』という顔をし──アリスベルは少し眉まゆを寄せ、セーラー服の襟えりをまたちょっと引き上げた。

　なんだよそれ？　ちょっと俺を疑いすぎだろ。お前。

「……さっき言ってた、鳳おおとり。あの話は本当なのか？」

「本当だ。由緒正しい歴史的書物、『酉ゆう陽よう雑ざつ俎そ』にも記載がある」

　ウソくせえな。

　だがまあ、もし本当だったら──ぐらいのつもりで、俺は、

「鳳が叶かなえる８つの願いの内、１つをよこせ。それで俺の願いを叶えさせろ」

　そう伝えた。

「──ふむ。構わないぞ。往々にして、鳳の願いは切り売りされるものだからな」

　貘は『予想通り』という余裕綽しやく々しやくの表情で快かい諾だくし──

　一方アリスベルは、ばしん。テーブルに手をついて、俺を睨にらみ付けた。

「何を願うつもりですか。それ次第です。違法なことや悪事には荷担しませんよ」

　お前、どの口で言うんだよ。明らかに銃刀法違反の刃物を持ち歩いてるくせに。

　まあ、今や俺も持ってるから人の事は言えないが。

「……俺から、この忌いま々いましい異能を消す。それが俺の願いだ」

　という俺の発言は意外だったらしく、アリスベル、そして貘もキョトンとした。

　そしてお互いの顔を見合わせ、またこっちを向く。

「異能じゃなくなれば、俺が居鳳高にいる意味も、国が俺を狙う意味も無くなるだろ」

　俺が自分の考えを補足説明してやると、貘は腕組みして……

「まあ……それは、そうだろうな。かつて異能を有していても、それを失った者は放任されている実情もある。しかし勿もつ体たいないぞ、妖よう刕とうの静せい刃じ。その類たぐい希まれな異能を消すとは」

「今は戦国時代じゃないんだ。こんな能力、何の役にも立たない」

　俺おれがそう言うと、貘ばくは少し考えてから──

　なんだか艶つやっぽいムードの流し目をしてきて、小さく頷うなずいてみせた。

「いいだろう。鳳おおとりが甦よみがえった暁あかつきには、その願いを叶かなえていただくとしよう。これで、少なくともしばらくお前とアリスベルは一緒。その間に、やがて──」

　と言いかけて、貘は言葉を途中で切った。ちょっと、口を滑らせたような感じだ。

「やがて？」

　アリスベルが首を傾かしげて聞くものの、

「ん、なんでもない」

　おすまし顔で貘がそう返すので、アリスベルは諦あきらめて……ぐい。

　指導教諭のようなムードで俺に振り向き、スリムな脚を組んだ。

「静刃君。そんな事に願いを使うのは愚おろかだとは思いますが、貘が構わないというのなら──私も構いませんよ」

　偉そうに。この女はなんでこんなに上から目線なんだ。

「でも本当にいいのですか？　願いは莫ばく大だいな富や、不老不死の肉体ではないのですか？　鳳はそれすらも叶えるのですよ？」

「金なんか少しでいい。長生きはしたいが、それは自分ですることだろ」

　思った通りを言った俺に、アリスベルは……変に感心したような顔をする。なんだよそれ。

　こんな事で俺を尊敬したようなアリスベルと、それに戸惑う俺の間に、妙な空気が流れた時──ぱっ。ぱっ。と、貘が俺とアリスベルの右手を取った。

　そして、くい。

　小指と小指を絡からませて、指切りのポーズを作らせる。

「よし。では契約だ。人間と人間は、こうするのだろう？」

「！」

　俺と指がくっついただけで、アリスベルは……びくぅっ！　姿勢を正す。明らかに箱入りのお嬢様というか、男性に免めん疫えきの無い仕草で。

　俺も……ちょっと驚おどろいたな。これには。

　風呂上がりなせいか、アリスベルの指はしっとりしてて、柔らかくて、あったかい。

　昼間はあの環かん剱けんを扱っていた手が──こんなに女の子らしい、たおやかな手だなんて……

　意外だな。これじゃただの、普通の女の子の手じゃないか……

「アリスベルは鳳の叶える願いを１つ静刃に分与する。静刃はビビを倒すまで、アリスベルに味方する。指切りげんまん、噓うそついたら針千本──貘が、飲ーまーす」

　気がつくと無言の俺おれとアリスベルはお互い赤くなっていて、目が合ってお互いそれに気づき……同時に「ふんっ」と視線を逸そらした。こんな敵対的な指切り、あっていいのかね？

「……さて。ここの裏には古い教会があったな。我らがめでたく盟友となったところで、私はあそこに移らせてもらおう」

　と、笑顔で席を立つ貘ばくに、

「え」

　アリスベルは俺と指を絡からめたまま、やたらビックリした顔をした。

「後は若い２人で仲良く、というやつだ。邪じや魔ま者ものは退散する」

「は、はぁ？」

　お見合いみたいな事を言い出した貘に、俺も振り向いてしまう。

「お前たちはこれから一つ屋根の下に住むのだからな。仲なか睦むつまじくするがよい」

「──イヤです！」

　かあぁああぁあぁっとまたイチゴみたいに顔を赤らめ、アリスベルが──びっ！

　指切りを振り払った。ほんとに俺の指が切れそうな勢いで。

「こんな下着ドロボーと２人だなんて、モーレツにイヤです！」

「聞き分けろ、アリスベル。今まで一度でも、私の助言が間違っていた事があったか？」

　そう言って廊下へ出ていく貘を、アリスベルは追いすがるように追う。

　そして貘、俺、貘、俺と、２人を交互にあわあわ見回してる。

「い、いえ。貘がそう言うなら……で、でも……」

「まずは静せい刃じと共に暮らすだけでも良い。鳥も雄雌つがいで飼うと、自然に子を生なすものだからな」

「こっこっこっこっ子って──私はトリじゃありませんよッ！」

　本当にニワトリになったような声を上げたアリスベルは、わたたたたた。手話で早口言葉をやるみたいに、空中を無意味にあちこち摑つかんでる。慌あわてすぎだろ。貘のしょうもない冗談に。

　そして本当に貘が出て行き……しばらくしてから……ぐるり！

　なんでかまた赤面したアリスベルが、俺を睨にらんできた。

「──この際だからハッキリ言っておきますけど！」

「お前いつもハッキリ言ってるだろ」

「うるさい！」

　うわぁーすげえ金切り声。頭に響ひびく。黙って聞き流そうっと。

「静刃君は私にとって、ビビ撃退までの──道具ですからね！　盟友とはいえ、対等とは思わないことっ！　いいですね！」

　びしっ！　と俺を指して叫んだアリスベルに──

　また音波攻撃をやられたら困るので、俺はカップ麵めんを片手に黙って頷うなずくしかないのだった。




　貘ばくが出ていってしまうと……

　アリスベルは家の中をウロウロ、ウロウロ。

　俺おれが食器を洗っている間、所在なさげに歩き回っていた。なんでか、ずっと半ギレで。

　そしてテレビでも見ようと思ってリビングに行った俺と偶然ハチ合わせして、ジャンプしてビックリし、ずかずかずか。今度は廊下に出て……ばたん。

　玄関から、出ていってしまった。夜なのに、外へ。制服のままで。

　よっぽど俺のことが嫌いらしいな。

（……貘の所に行ったのか？　まぁ、出ていってくれるのは構わないんだが。あんな凶暴女）

　それでようやく落ち着けた俺は、どっかりとソファーに掛ける。

　テレビをつけると、どのチャンネルも番組と番組の合間ぐらいの中途半はん端ぱな時間だった。

　なので番組表を見ると……お、もうすぐ金曜ロードショーが始まるな。

　ジブリ映画か。なら見よう。現実逃避のために。

（じゃあ、何か買ってきて食べながら見るか。カップ麵めん１個じゃ食い足りないしな）

　と……俺は自分も制服のまま、外に出る事にした。

　玄関では、アリスベルが風呂上がりにつけたらしいボディースプレーか何かの残り香がする。

　イチゴみたいな、甘い香りだ。イチゴが好きなのかな。あいつは。




　１人になるとビビが出るぞ、などと貘は俺を脅おどかしていたが──

　別に誰だれに会うこともなく、ＪＲ居鳳いのう駅の前まで普通に来れた。

　家から近いコンビニはここのセブンか、国道の方にあるファミマだ。

（……げ……）

　ファミマの方にすればよかったぜ。

　というのは、出くわしてしまったからだ。

　ビビにではない。もう１人の困った女、アリスベルに、だ。

　まだ俺に気づいてないアリスベルは、セブンの前で思案顔。顎あごに手をあててウロウロしてる。

「おいアリスベル」

　と、声をかけると──またジャンプして驚おどろいたアリスベルは、

「せっ静せい刃じ君！　あ、後を尾つけてきたのですか。もしかして、私に好意を持っているのですか。ストーカーなのですか」

　振り返り、後ずさってる。

「自意識過か剰じようっていうんだぞ、そういうの。俺はたまたま、ここへ買い物に来ただけだ」

「……武器も持たずに、無警戒なっ」

「お前も持ってないだろ」

「持ってますもん」

　ぷい。アリスベルは腕組みし、ツインテールを揺らしてそっぽを向いた。

　どこにも武器は見えないが……まあ、体＝武器って事かな。それなら納得できる。

「……で、お前は何やってんだよ。ウロウロして」

　俺おれも腕組みして訊きくと、

「私は、その……こ、このような店てん舗ぽに入った事がないので、作法が分からないのです」

「このような店舗って、コンビニにか？」

「そうです。静せい刃じ君。案内しなさい。尾つけてきた罰です」

　尾けてないのに……

　だが、そう言うとまたワケの分からん超アリスベル理論で怒られかねない。

　仕方ないので、俺は「じゃあついてこいよ」とだけ言って中に入った。

　ついてきたアリスベルは、キョロキョロ。興味津しん々しんの目で、店内を見回してる。

　う……店内にいた女子高生が、クスクス笑ってるぞ。挙動不審なアリスベルを見て。

　ここは他人のフリをしよう。

「静刃君！　これはすごいことです！」

　３秒で、他人のフリ作戦に失敗した。

　アリスベルが、折り目のピッシリついた白いハンカチにイチゴ大だい福ふくを載せて持ってきたのだ。

「何がだよ……」

「お大福です、イチゴの入ったお大福が、こんな深夜なのに売ってるなんて！」

「コンビニなんだから当たり前だろ。ていうかなんでハンカチ越しに持つんだよ」

　俺がアリスベルにツッコむと、女子高生たちの笑う声が少し大きくなった。

　自分が笑われてる事に気づいてないアリスベルは、

「だって、商品に触れて傷をつけてはいけませんから」

「いいんだよ別に。宝石店じゃないんだし」

　うう。雑誌を立ち読みしてた革ジャンのお姉さんも、くひっ、と笑った。早く帰りたい。

「ここは何時まで開いているのですか、静刃君」

「24時間営業だよ。いつでも開いてる。普通そうだろ」

「い、いつでも……？　つまり、いつでもこれを食べられると……！」

　よっぽど好物なのか、アリスベルはイチゴ大福を手に……キラキラ……

　瞳ひとみを煌きらめかせて、ぐるり。

　ほっぺたをプルプルさせて笑いを堪こらえていたレジのお姉さんに振り返った。

「──店主。これを買います」

　そしてエルメスのカード入れをスカートのポケットから出し、アメリカン・エクスプレスのゴールドカードを出してる。

「すみません、ぷっ……お客様。現在そのクレジットカードは当店では、くすっ……ご利用になれないんです。カードリーダーが故障してまして。申し訳ございません」

「……そうですか……」

　アリスベルは、しゅーん……ガッカリしてうなだれてから、くる。

　素すに戻って、俺おれの方に振り返った。

『道具』がいた事を思い出したらしい。

　そして、ぐい。

「静せい刃じ君。このお大だい福ふくを私にプレゼントすることを許します」

　ツンと突き出た胸をエラソウに張って、言ってきた。

　それが人に物を頼む態度か、という言葉がノドまで出かかった俺だが……

　コンビニの明るい照明と居鳳いのう高の薄い白ブラウスのせいで、胸を張ったアリスベルの下着の柄が透けて見えてる事に気づき──ちょっと慌あわててしまい、

「じゃ、じゃあこのカゴにいれろ」

　目を逸そらしつつ、つい店のカゴを取って差し出してしまうのだった。

　イ……イチゴ柄だった。上も。下と同じで。




　その後、アリスベルはイチゴ大福をあるだけカゴにぶち込んできた。

　あとで代金は請求するぞと言いたい俺だが、大福のパッケージに貼はられたイチゴのシールを見るたび──さっき結果的に盗み見てしまった下着の柄が想起され、ちょっと強く出られない。

　なお、さっき気づいてしまったのは下着の柄だけじゃない。胸のサイズもだ。

（細めの体型だから、気づくのが遅れたな……）

　いや、大きいとは思っていたが……あれは巨乳にカテゴライズすべきものだった。

　そのサブリミナル効果があったのか、肉まんが食べたくなってきたな。

（……？）

　イチゴ大福だらけのカゴを提さげた道具くんが振り返ると、アリスベルは店の奥にいた。

　今度は女児みたいにしゃがんで、ガラスの壁かべ際ぎわに置かれたガチャガチャの台を覗のぞきこんでる。

　俺はそっちに歩いていき、

「おいアリスベル。他に欲しいものがなきゃ、会計して、かっ、帰る……ぞ」

　最後、セリフを嚙かんでしまったのは……

　しゃがむアリスベルの正面、ガラス壁が鏡の役割をして──映っていたのを、見てしまったからだ。アリスベルのスカートの中、柔らかそうな太ももの付け根……その中間。

　そこを覆おおう、イチゴ柄のプリント布を。

　ぶっちゃけ、丸見えだ。本人は気づいてないが。

　だがそれを指摘できないのは──

　スカートの内側に、例の環かん剱けんを構成する弧こ形がたの刃物がズラリと付いていたのも見えたからだ。

　なるほど。武器はそこに隠し持っていたわけか。

　これはヘンに下着の事を指摘して、逆ギレされたりしたら危険だろう。

「静せい刃じ君。これは何ですか」

　と、筐きよう体たいを食い入るように見つめるアリスベルが聞いてくるので、

「ガチャガチャぐらい知っとけよ……これはオモチャの自販機みたいなもんだ。でも、女の子用のはこっちだぞ」

　俺おれは平静を装よそおいつつ、上段にあった女子向けのガチャガチャを示す。

「……」

　するとアリスベルは中腰になって、横目で俺を見てきた。

　そして、かぁ……と、赤くなっていく。また、耳まで。

　何だよ。俺の発言の何がアリスベルを赤面させたんだ。誰だれか翻ほん訳やく機きを作ってくれ。

「静刃君は……変わってますね」

　お前にだけは言われたくない。

「何がだよ」

「だって、私を女扱いしてくれるんですもん」

「女の子だろ。どっから見ても」

　さっき見た胸元の光景を思い出しつつの俺が言うと、アリスベルはモジモジと顔を伏せた。

「わ、私は男勝まさりで、サムライガールなんて呼ばれて……魔女の間でも怖がられてるのに……せ、静刃君は、あの夜も……」

「あの夜？」

「い、いえ。そ、それよりこれ。このガチャガチャとかいう物、カードはどこに通すのですか」

　またアメックス・ゴールドカードを出すし……

「カードでは買えない。しょうがねえなあ」

　やむなく俺はサイフを出し、百円玉を入れてやる。金のかかる女だ。

「ほら、回せ」

　と言うとアリスベルは筐体そのものを回そうとするので、

「これだよ、このハンドルを回すんだっ」

　ここまで説明せねばならんのかい。

「横向きに、３６０度回すんだぞ」

「はい！」

　素直にお返事したアリスベルは、ハンドルに白い指を添え、緊張した面持ちで……

　がちゃがちゃ……ぽん！

「！」

　……上体を引くほど驚おどろく事か？

「ほら。この中身が商品だ」

　俺おれに渡されたカプセルの上下を、アリスベルは「？」という顔でねじねじと回し始めた。

　惜しいな。それはねじって開けるんじゃない。

　お前の得意分野であるところの、力ずくで開ける物なんだよ。

「貸せよ」

　俺がカプセルを取ろうとすると少し指同士が触れ、ぴき。なぜかアリスベルが硬直したので、簡単に奪えた。

　カプセルを開けると、中には……ん？　なんだこれ。

　羊みたいな、ヘンな生き物のヌイグルミが入っていた。

　今さらながらガチャガチャの筐きよう体たいを見ると、『オスかな？　メスかな？　アルパカ君ちゃん大集合　全４種』とある。

　君ちゃんとか、４種で大集合とか……よく分からんが、まあいいや。アルパカは可愛かわいいから。

　頭の両りよう脇わきに垂れてる耳が、ツインテールみたいになってるし。

　俺がストラップのヒモを摑つかみ、「ほら」とその小さなヌイグルミを差し出してやると──

「か……かわいいです……モーレツに！」

　ぱぁ、アリスベルは顔を明るくさせた。今の今まで硬直していたのに。

「かわいいよな。ていうか、なんかお前に似てないか？　ここがツインテールみたいだし」

　と、耳をつまんで見せると……あれ。

　また硬直した。アリスベルが。

　それも今度はさっき以上に赤熱化して、頭から湯気まで出してるぞ。

「……？」

　何かブツブツ言ってるので、耳を傾けると……

「……か……か、かわいい……これは私に似てて、それを、静せい刃じ君、かわいい……と……」

　……あー……

　このヌイグルミは確かにかわいいが、それをアリスベルに似てる、と言った事で……

　いま俺は間接的に、アリスベルをかわいいと言ってしまったって事になるのかもしれない。

　少なくともアリスベルはそういう超解釈をしたように見える。

　とはいえ、それを否定して機嫌を損ねると環かん剱けんが出かねない。

　家での様子を思い出すに、コイツは俺の事が心の底から嫌いらしいからな。

　なので俺は、

「いや……その……」

　肯定も否定もできず、言葉に詰まってしまう。

　するとアリスベルは赤い顔を伏せたまま、アルパカを取り……くる。

　ガラスの壁かべの方を向いて、こっちに背を向けた。

　マズい、怒らせたか？　と俺おれは身構えたが、ガラスに映るアリスベルの表情はすごい笑顔だ。

　アルパカも両手で持ち、胸の前でつぶれそうなぐらいぎゅーっと握りしめてる。

　セリフを付けるなら、『やった！』って感じだ。何をやったんだろう。




　コンビニ袋を提さげて、夜道を自宅へ歩く。

　街灯で照らされた道すがら、することも無いので──

　横を歩くアリスベルの事を、少し、考える。

　コンビニでの体ていたらくはさておき、こうしてただ歩いてる分には……歩き方というか、身のこなしに品がある。いわゆる上流階級の育ちなんだろう。

　──だが、日本の、じゃないな。多分。

　いくら世間知らずのお嬢様だとしても、アリスベルは物を知らなさすぎる。どこかの外国で育ったと考えるのが妥だ当とうだが……魔女だけに魔界から来た、とかだったらどうしよう。

　万一ホントにそうだったら怖いから、聞かないが。

「……」

　ちら、と、身長差があるので横ナナメ下を見ると──

　街灯に照らされたアリスベルの顔が、とても綺き麗れいに見える。細い赤リボンで結った艶つやのある黒髪ツインテール、きめ細やかで少し色白な肌が、微かすかに輝いてるような気さえする。

　顎あごはシャープに引き締まっているが、顔の輪りん郭かくは丸みを帯びていて……愛らしい。

　睫まつ毛げのツンツンした目の中では、黒い瞳ひとみが意思の強そうな光を宿している。

（……何度見ても、美少女、だよな……）

　それも美少女偏差値75以上の、美少女のトップエリートだ。残念な人格はともかく。

　そんな子とこうして、並んで歩いてると……

　なんか、分不相応なデートをしてるようでギクシャクするな。

　ていうかこんなにギクシャクするものなのか。男女で歩くのって。とにかく話す事がないし。

　慣れない場の空気に俺の胃が痛み始めた頃、

「静せい刃じ君は……怖いと思ったりは……しないのですか？」

　アリスベルが、話しかけてきた。

「何が」

「私がです。ビビとの戦いも見せてしまったし……異能の女──魔女なんか、怖いですよね」

　歩きながら、アリスベルは少しビクビクした感じの上うわ目め遣づかいで訊きいてくる。

　──怖いさ。

　でもそう言うと怒られそうなので、

「俺も同じ穴の狢むじななんだろ。未いまだに狐きつねにつままれた気分だけどな。妖よう刕とうのこととか」

　違う答え方をすると、アリスベルは実にホッとしたような笑顔になった。
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「あなたも大した人ですね。あれだけ高度な魔具を使いこなして、まだ半信半疑だなんて」

「あれは……なんで使えるのか分からないままに、使っただけだ。俺おれの力じゃない」

「使いこなせたのは、力ですよ。それに──何で使えるのか分からないままに実用化されてる技術なんて、世の中にいくらでもあるじゃないですか」

「……あるか？」

「経けい穴けつ治療。ジャイロ効果。音楽が心理に及ぼす影えい響きよう。ショットキーダイオードの整流作用。黄金比。航空力学だって、実は未解明な部分が色々あるのに航空機を飛ばしているのです」

　指を折り折り語るアリスベルは「まあ、貘ばくの受け売りですけど」と、小さく舌を出す。

「──魔術も、そういった『使える』という事だけが判明している技術の一つに過ぎません。ただしその危険性ゆえ、歴史的に秘密主義のもとで管理・研けん鑽さんされてきたのです。居鳳いのう高も、その日本版・現代版の１つなのですよ」

　アリスベルは……

　バカじゃ、ないんだな。

　というか地じ頭あたまはいいんだろう。今の、単語を羅ら列れつした記憶力や、理路整然とした話し方からそれが伝わってきた。

「魔術による個々の技は、各国・各人がそれぞれ発展させてきたので……呼び方も多様です。ただ、最近はそれらをまとめて『式しき』というのが一般的です。かつては典礼儀式トリガーとして呪ス文ペをル唱キえヤるス事トが用いられていたのですが、現代では多くの術が秘数カバラや省略記号ノタリコンを数式のように並べ、組み合わせて記憶し、それを想起する事で発現させられるためで──」

　そして、先生気取りで嬉き々きとして喋しやべり続けるところを見るに……

　ちょっと、オタクっぽい子だな。魔術オタクってとこか。リアルに魔女でありながらの。




　アリスベルと家に着くと、門の内側から──歌が聞こえてきた。

　貘ばくの声だ。エディット・ピアフの愛の賛歌Hymne à l'amour……の、ようだが……

（な、なんだ……これは……！）

　ヘ、ヘタだ……オンチすぎる！　聞いてると不安感を覚えるほどに……！

　人は（人じゃないが）歌というものをここまでヘタに歌えるものなのか。逆に凄すごいなこれは。

　と、俺おれがヘンな汗を額に滲にじませていると──

　ドルドルドル……という、低いエンジン音も聞こえてきた。

「おお、静せい刃じ。アリスベル。おかえり」

　見れば貘は象ぞう牙げ色いろのオープンカーに乗っており、空カラだった我が家のガレージにバックで車庫入れしているところだった。

「……お前の車か？　これ」

　人の家のガレージを勝手に使う無遠慮さに呆あきれつつも、俺は近づいて訊たずねる。

「そうだ。先日買った」

　って……これ、２０００ＧＴじゃねえか。改イ造ジってはあるけど。

　型は古いが、日本車で唯一ボンドカーになった名車。３０００万円は下らない高級車だぞ。

　直列６気筒エンジンを止めた貘は車を降り、驚おどろく俺に……

「こら静刃。これを忘れていったぞ。常に肌身離さず持ち歩け」

　常に肌身離しておきたい妖よう刕とうを、渡してきた。

　眉まゆを寄せてそれを受け取った俺は……貘の口元から漂う、甘い香りに気づく。

　何か食べてたらしい。俺たちの前では何も食べなかったくせに。

　見れば、その手には赤と金で彩色された綺き麗れいな箱を持ってるな。弁当箱ぐらいのサイズの。

「貘。なんだその箱。俺たちに隠れて、何かうまい菓子でも１人で食べてたな？」

　俺が指摘すると、貘は否定せず、

「ついさっきまで満杯だったが、今はもう食べきってしまってな。もう少しいただこう」

　妙な事を言うので……アリスベルの方を向くと、アリスベルも「？」という顔をしている。

「ところでアリスベル。私は今夜、あの教会で寝るぞ」

　貘が唐とう突とつにそう言い、なぜかアリスベルが「あわっ」と慌あわて、頰ほおを赤らめた時──

　──表示ガイド、が、出た。

　いま俺が手にしている、妖刕の力だ。鞘さやに収めた状態なので、簡易な表示だが……

　何やら……アリスベルの胸からピンクゴールドの光の粒が飛ぶようなエフェクトだ。

　いったん俺おれの方に飛びかけたその光が、貘ばくの持っていた箱に吸い込まれていく。

「……？」

　よく分からない表示だったな。

　だが、戦闘に関係するものじゃないらしい。なんかギャルゲーっぽい表示だった。無視してよさそうだ。妖よう刕とうはあれこれ余計な表示もするからな。表示できもしない地図を出したりとか。

　その時、貘が急に目の色を変えて箱を開け──

「おお」

　などと嬉うれしそうに、中から大きなチョコレートを取り出した。

　豪華なピンクゴールドの包装がされた、ハート型のチョコだ。

「何だよ。まだあるじゃんか。独り占めはいかがなものかと思うぜ。少し分けろよ居い候そうろう」

　と、俺が手を伸ばすと、貘は貘らしくない激しい動きでチョコレートと箱を引いた。

　そして、

「やらんぞ。絶対やらんっ。これは、私のだ！」

　半ギレで首を横に振るもんだから、銀髪のポニーテールが大きく振り乱される。

　メロンぐらいありそうな胸も、ぶるんぶるん左右に暴れてる。

　な、なんだこの貘。急にテンション上げやがって。貘ってこんなヤツだったっけ？

「……わ、分かった。分かったよ。俺は俺でオッパ……肉まんを買ってきたし、アリスベルも山ほどイチゴ大だい福ふくを買ってきたところなんだ。くれなくていいから」

　俺が手を振って宥なだめると、こっちを睨にらんでいた貘は、

「……私は今から教会で布を織る。決して、絶対、中を覗のぞいてはならないぞ」

　また唐とう突とつにワケの分からん事を言い出した。ひょっとして、酒でも飲んだのかな？

「布を織る、って……『鶴つるの恩返し』かよ、貘」

「あれも私だからな。昔の事だが。とにかく、見るな。見たら気がふれる者もいるからな」

　などと言って教会へ向かう貘の話は、徹頭徹尾ワケが分からなかったが……

　──そんな貘の背を、アリスベルはシリアスな面持ちで見ていた。

　不審がる俺と目が合ったアリスベルは、

「同じです……今の貘の奇妙な様子を、前に見たことがあるんです。私は」

　そう呟つぶやいて──

　こう、続けた。

「──あなたの、妖刕。貘があれを造った夜も、同じでした」
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　教会の扉を閉ざす。

　灯あかりは、使わない。

　私は夜目が利きく。ステンドグラスから漏もれ入る月明かりだけでも、十分見えるからな。

「食べられるぞ……！　これからは毎日でも、食べられる……！」

　私は自分のトランクをひっくり返し、ドル、円、ユーロ、人じん民みん元げんといった札束、それと小説本やマンガ、ポータブルＢＤプレイヤーを床にぶちまける。

　喜き悦えつと共に、ばさっ。

　ははっ。スカートの中から、シッポが出てしまったな。

「もう、いらないぞ！　こんな模造品など！」

　ラブコメを描えがいた少女マンガ、惚ほれた腫はれたの恋愛映画──

　先日まで空腹を紛らわすために眺ながめていたそれらを、蹴けっ飛ばしてやる。

　その勢いで、びょん。髪の中から、尖とがった獣けものの耳も出てしまった。

　よし、人間の服など脱いでしまおう。誰だれも見ていないし、内側で毛がチクチクしてきたしな。

　さっき落としてスイッチが入ったらしいＢＤプレイヤーから、音楽が流れてきた。

　音楽に合わせて服を一枚ずつ脱ぎながら、体も自然と踊ってしまうよ。

　私は喜悦のステップを踏みながら、赤と金の彩色をした急ごしらえの『恋レン函カン』から……

　触れるだけで感動的な、甘い、甘い、ごちそうを取り出す。

　それはこの函はこにかけた式しきにより──チョコレートという菓子に偽ぎ装そうされた、恋心。

「おお……おおお……」

　う、うまそうだ。うまそうすぎる。これは反則だろう。

　ガマンできない。する必要もない。いこう。食べてしまおう。

「！」

　がぶり。

　あっ……あンまぁ……い……！

　風味はまだセミスイートだが、その初うい々ういしさが素晴らしい。

「なんて美う味まい……若い乙女の、恋心……！　それも初恋となれば、なおさらだ！」

　私は生まれながらの姿──獣の耳と尻尾しつぽを有し、乳房と股こ間かんにのみ毛皮をたくわえた、人に似た人ならざる姿──で、チョコレートを余さず食べていく。

「アリスベル、初めて女扱いされたのがそんなに嬉うれしかったか。若い。若いな」

　貘は『夢』を喰くう、と人は言うが、それは誤りだ。

　貘は『恋』を喰う妖あやかしなのだ。

　お互いを好みそうな男女の間に寄生し、その恋を横取りして、食べる。このようにな。

　しかし、故ゆえあって『立たち花ばな家の長女に係かかわる恋心しか食べられない』という契約を結ばされてしまった今──アリスベルが恋と縁遠い日々を送っていたせいで、私は餓うえていた。

　その餓えから、ついに救われる時がきたぞ。あの、静せい刃じのおかげで。

「ははっ、静せい刃じ。お前には悪いが、鈍感になってもらおう」

　私がこうして横取りしている間は、アリスベルの恋心は静刃に届かない。

　そうすれば静刃は、アリスベルに好かれている事に気づかない。

　するとアリスベルの片思いが続き、私の腹も満たされ続ける……という寸法だ。

（とはいえ、気をつけねばならんな）

　アリスベルからのアプローチが多くなりすぎれば、取りこぼしが増え、静刃も彼女の恋心に気づくかもしれない。そうなってしまえば恋は成じよう就じゆして、終わってしまいかねない。

　だから静刃とアリスベルには『お互いがちょっと気になる、ケンカ友達』という男女関係を保たせねばならない。そうすることが、恋心の収しゆう穫かく量りようを最も上げる。

（それと、逆のパターンも警戒せねばなるまい）

　２人が諍いさかい、別れるような事態も避けねばならないぞ。

　男女の離別が生み出す感情は、愛いとおしいがゆえの激情。

　恋心と見分けがつかず、恋レン函カンもこのチョコレートを発生させてしまう。

　だがそれは、せっかく私が食べた恋心を消し去る反物質のようなもの。いわば猛毒なのだ。

　２人が本気でケンカしてるようだったら、うまく仲裁に入るとしよう。

　そうして、『つかず離れずの関係』を保たせる。

　これも大事なことなのだ。この甘美な恋心を喰くらい続けるにはな。

「ああ……うまかった……」

　さっきの恋心を食べきった私は、札束をベッドにして仰あお向むけに寝そべった。

　今夜は、この満腹感の中で安らかに眠れそうだ。

　そして──

　明日の朝には、産めていそうだな。

「せっかく食べたのに、産み出してしまうのは勿もつ体たいないが……」

　そこは、割り切っている。

　静刃に死なれては、アリスベルからの恋心も食えなくなる。それは困るからな。

　はじめの頃は、せっせと産んでやろう──静刃のための、武具を。

　そう。

　これは人には知られていない事だが、貘ばくは、

　生の象徴──恋心を喰らい、

　死の象徴──殺あやめの武具を産む。

　そういう、妖あやかしなのだ。
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　バスタブは、嫌いなの。

　使いたくないわ。

　思い出してしまうから。

「……ルリ……」

　自宅でシャワーを浴びながら、あたしはその名を呟つぶやいてしまう。

　この胸がまだ、女の輪りん郭かくを浮かび上がらせたばかりの頃。

　あたし、[image: ]まゆずみビビは、宝ほう城じようルリに出会った。




　──その日、あたしは児童養護施設に寄付された、色あせた古着を着ていた。

　児童指導員の先生に言われるまま、鋼鉄の門を出ると……

　そこには黒塗りの大型セダン、ベントレー・アルナージが停とまっていた。

「どうして乗るの？」

「いいから乗りなさい」

　問いかけたあたしへの先生の答えは、簡潔だった。

　革張りのシートの上で、２人のお姉さんたちがあたしの古着を剝はぎ取り──

　頭上にハテナマークをいっぱい浮かべたあたしに、高そうな子供服を着せてくれた。まるで人形に着せるかのように、事務的に。

　六ろつ本ぽん木ぎヒルズ・レジデンスに着いて、タワーマンションの高層階へ上がり、扉の前で……

　ようやく、お姉さんたちはあたしに説明をしてくれた。

「いいですかビビちゃん。ここが今日からの、あなたの新しいおうちです」

「ここにはルリちゃんというお嬢様が住んでいます。でもお嬢様は、心のお病気を患わずらってます。家から出ず、学校にも通われないのです」

「お医者様は、お嬢様に、お友達が必要と診断されました」

「ビビちゃんはルリちゃんのお友達──お話し相手になって、これから一緒に仲良く暮らしてくださいね」

　がちゃ、と、大きなドアが開けられて……

　あたしは中に入れられた。１人で。

「……？」

　おずおずと玄関に上がり、綺き麗れいな室内に入っていくと……

　中には広い部屋がいっぱいあって、芝しば生ふの生えた広いバルコニーもあって、まるでアニメで見た、お姫様の住むお城──その、現代版みたいだった。

「……あなたが、ビビちゃん？」

　声をかけられて、リビングルームで振り返ると──

　とびっきり可愛かわいい黒髪の女の子が、フカフカした白い毛皮張りのソファーに座っていた。

「うん」

　頷うなずきながら、あたしは……子供なのにちゃんとお化粧したルリと、そのヒラヒラした深しん紅くのドレスに目が釘くぎ付づけになってた。

　触り心地の良さそうな布がいっぱい使われてて、まるでバラの花を纏まとった妖よう精せいみたいで……

　そう、それはあたしが施設のテレビで見て、あんな服が着たいなって夢見てた──

「──魔法少女、みたい」

　つい、口に出したあたしに……ルリは、にこっ、と笑った。

「ビビちゃん、アニメ好きなの？」

「うん。大好き」

「じゃあ来て！」

　ソファーから下りてＡＶルームに入っていったルリを、追っかけていくと──

　そこには見上げるほど大きなテレビがあって、フロアには女の子向けアニメのフィギュアやグッズが散乱していた。

　それはあたしにしてみれば、夢のような光景だった。

　１つでも欲しいと願ってたものが、１００、２００とあるんだから。

　細長くてボタンが沢たく山さんあるリモコンを持ったルリが、

「一緒にアニメ見よ！」

　と言って、それから何時間も、何日も──

　あたしとルリは、魔法少女のアニメを見て過ごした。

　すごくすごく、面白かった。ルリとあたしでゴッコ遊びをしてると、本当にアニメの主人公たちになったような気がして、とっても幸せだった。ルリも幸せそうだった。

　料理や掃除は、あのお姉さんたちがコソコソ入ってきては、完かん璧ぺきにやっていった。

　あたしたちは一緒に食事して、一緒におフロに入って、一緒のベッドで寝て──ただ、ただ、楽しい時を過ごした。何年も。もう一生離れ離れにならないと誓い合った夜もあった。

　子供だったし男女でもなかったけど、あたしたちはまるで恋人同士みたいだった。

　勉強も、あたしは……ルリのオマケとして、キレイな家庭教師のお姉さんに教えてもらえた。

　今思えば──あの時が、あたしの人生で最も幸せな時間だったのかもしれない。

　どこか確実に、歪ゆがんではいたけれど。




　12歳になった頃、ルリの趣味はアニメから実写──美少女アイドルへと移っていった。

　どっちにせよルリは引きこもってテレビやネットに没頭してたけど、

「ねえビビ。私、アイドルになりたい」

「ルリならなれるよ。すっごくかわいいから！」

　そんな話をしてるうちに、ルリは芸能スクールでレッスンを受けると言い出した。

　つまり、ルリが外に出たがっている──という話を聞いたお姉さんたちは、あたしをすごく褒ほめた。ルリが家の外に出たがるということは、彼女たち、そしてどこかにいるルリの両親の悲願だったらしい。

　ルリは美少女だったし、父親が経けい団だん連れんの参さん与よ──財界の要人だったから、書類選考も面接も無しでスクールに入れてもらえたが……「ビビと一緒じゃないとイヤ」と言うので、あたしも一緒に通うことになった。

　──それが、あたしの人生最大の過あやまちだったのよ。今にして思えば。




　１年、２年と、ルリのおまけとしてスクールに通っているうち……

　あたしたちには、分かってきてしまった。あたしたちの違いが。

　それは14歳の時に受けた、芸能プロプロダクシヨンを招致してのオーディションで明確になった。

　あたしが歌い踊り、即興演技エチユードをすると……選考のプロデューサーだけじゃなく、スタッフや他の女の子たちも楽しそうにする。あたしの声や仕草には生まれつき、他人が親しみを覚える雰囲気があったらしい。年齢より子供っぽいあたしの容姿も、妙に喜ばれた。

　でも、ルリが舞台に上がると──男たちが、色めき立った。

　ルリは可か憐れんな童顔をしながらも、身体からだの成長は早く……大人っぽい色気を持っていたのだ。最高級の美容法で磨みがかれた真っ白な肌、柔らかそうな胸や脚に、男たちの視線が釘くぎ付づけになるのが……傍はた目めにも、分かった。

「……ビビ、すごく上じよう手ずだったね。みんな楽しそうだった。私の時は、みんな静かだったよ」

「ルリも……きっと合格するよ！　だって、えっと……歌詞１文字も間違えなかったでしょ」

　などと話しながら通りがかったスタジオの廊下、喫煙室のドアの中から──

　テレビの音に混じって、声が聞こえてきた。

　日本一有名なアイドルグループのプロデューサーと、うちのスクールの校長先生の声だった。

「──ビビは金になる。特に歌唱力。抜群。すぐプロジェクトで使える人タ材マだぜ。もう内定でいいだろ、うちに所属させろよこせ。ビビを」

「ルリはどうしますかね。ビビじゃなくて、あっちの方が……宝城家のお嬢なんですよ」

「騙だまし騙しグラビアでいいんじゃね？　あの歳としであんな男受けするカラダ、そうそう無ねえし。そこから代議士の愛人コース。いわゆる政財界のパイプ役ってヤツよ」

　男たちの下品な笑い声が響ひびき、ルリは──

　吐き気を抑えるかのように口を手で押さえ、その場から逃げ出した。




　ルリは追いかけるあたしを振り切って家の車に飛び乗り、１人で帰ってしまったので……

　あたしは、スタジオのある赤あか坂さか見み附つけから六ろつ本ぽん木ぎまで電車で帰った。

　ヒルズ・レジデンスの部屋に入るが──ルリは、いない。

　仕方ないので、ただ、ルリを待った。帰ってきたらどんな言葉をかけよう、そんな事を考えながら。でも、帰ってこない。いつまで経たっても。

（ルリ……）

　芝しば生ふのバルコニーから見える東京が、夕暮れから夜景へと移り変わっていく。

　夕食の時間になったけど、メイドのお姉さんたちも来ない。

　あたしは仕方なしに、入浴を先に済ますことにして……

　ここへ来てからほとんど初めて、たった１人でバスタブに浸つかった。

　マーブルの大理石で出来た浴よく槽そうに浸かり、バスフォームを選んでいる時……がちゃ。

　唐とう突とつに、バスルームのドアが開く音がした。

「ルリ？」

　浴槽に足を入れたまま立ち上がると、シャワーカーテンの向こう側には３人の人影があった。

　それが無言で近づいてきて、しゃあっ。カーテンを開く。

　ルリと、メイドのお姉さん２人だ。だが、服を着ている。

　みんな、手には黒のゴム手袋をしていて──

　ほとんど表情の無いルリの手には、見たことのない黒い道具が握られていた。

「……？」

　裸のあたしが立ちつくすバスタブに、ルリは黙ってその道具の先端を突っ込む。

　そして──バチイッ！

「～～～～！」

　体の外からも中からも、何かが一いつ斉せいに嚙かみついてきたような衝しよう撃げきが走り──

　筋肉が弛し緩かんし、意識が飛びかけ、あたしはお尻しりからバスタブに崩れ落ちた。

　ルリが持つスタンガンが発生させた、高圧電流の衝撃で。

　さらにルリは、あたしの頭を摑つかんで浴槽に沈めようとしてくる。一言も喋しやべらない。

「やっ、やめてッ……あぐっ……！」

　さっきの痺しびれと口に入る湯水のせいで、あたしは声を出すのも精いっぱいだ。

　なのに、藻も搔がくあたしの手足を、あの優しかったメイドのお姉さんたちがお湯に沈めてくる。

「──や、やめてっ、ルリ！」

「──お嬢様って呼べよ！」

　今までのルリからは考えられない、鋭い怒声に──あたしは、半分水に浸かった目を見張る。

　まるでアニメの悪役のように眦まなじりを吊つり上げた、ルリの恐ろしい表情にも。

「このッ……汚い血の流れた、不義の子のくせにッ！　お前こそ、愛人の子のくせにッ！」

　あたしを沈め、更さらに──バチバチバチイイイッ！

　さっきより長く、高圧電流が湯船を灼やく。中のあたしごと。

「あぐうっ……！」

「ビビ。私よりお前の方が華はながあるのは当然よ。お前はねぇ──お父様がご結婚前、既すでに名のある海外の女優との間に作った、認知できなかった子だったのよ。それで、捨てられたの」

　かっ、関係ない。

　どうでもいい。あたしがどうして生まれたかなんて。

　どうせロクでもない生まれなんだって事は、施設にいたころから勘かん付づいてたし。

　でも、あたしとルリの友情と、それとは、関係ないことのはずだっ！

「お前なんか元々、いらない子だったんだわ。それを私がもらってやったんだから──本来、こういう使い方をするのが正しかったのよねッ」

　ああ、ルリはきっと──

　ずっと、あたしを下に見ていたんだ。心の奥底、無意識のどこかで。

　──バチイイイッ！

　そして初めて胸に抱いた自分の夢が、あんな形で断たれて……あたしがそれを手にする事が、耐えられなかったんだ。その事実に、どう対処していいのか分からなかったんだ。

　──バチイイイッ！

　繰り返し襲い来る電気の鞭むちに、あたしは次第に抵抗する力を失っていく。

　浴よく槽そうに頭が沈んでしまって、飲んでしまう水の量が増えていく。

　誰だれかに引き上げてもらわないと。自力では、もう、立てない。

「た……たすけ、て……」

　ルリは時々あたしが死んでないか、気絶してないかと、髪を摑つかんで顔を浴槽から出させる。

「『助けて』ですって？　まだ分からないの？　お前は１人。生まれてから、ずっと、１人。これからもずっと、１人。お前の味方なんか、未来永えい劫ごうだーれもいないのよ」

　ルリはあたしの目の前にスタンガンを持ち上げ、先端でバチバチと行き来する黄色い電光を見せつけてくる。

「……お……おねがいッ……も、もうやめてぇ……」

　泣いて懇こん願がんするあたしに、ルリはその時──ぞくっ、と、身震いした。

　そんなふうに、見えた。




　それからルリは、テレビもインターネットもほとんど見なくなった。

　ＡＶルームを埋め尽くしていたアイドルグッズは処分して、学校にも通うようになり、家庭教師は解雇された。そして──

「お前は私のペットよ、ビビ。一生ここから出さないから」

　あたしの生活が、一変してしまった。

　親友だったハズのあたしは、今や革の首輪をつけられ、鎖で繫つながれている。

　メイドたちにあたしのことを『犬』と呼ぶようルリが命じていたが、まさに室内犬の扱いだ。

「ルリ……せめて、ベッドで寝させて。あたし、体中が痛い……」

「人間の言葉を喋しやべるんじゃないわよ。犬のくせにッ！」

　──バチッ！　という感電の衝しよう撃げきに、あたしは白い下着姿で尻しりもちをつき、倒れてしまう。

　日に日にルリの行為は異常性を増し、エスカレートしている。

　今のも最初の頃にあたしをいたぶっていたスタンガンではなく、もっと強力な電気警棒だ。

「ほら、ワンワンって鳴きなさいよ！　──ほほほほほほっ！　おほほほほほほっ！」

　彼女はそもそも、加か虐ぎやく嗜し好こうの持ち主だったのかもしれない。潜在的に。

　それが思春期を迎えた今、一気に目覚めたのだ。あたしという対象を見つけて。

「あー……楽しいわ。私、完全にハマっちゃったのよね、お前をイジメるのに。でも、いいわよね？　そもそもお前は、私がもらったオモチャなんだから」

　編入した私立女子校の白い制服を脱ぎながら──ルリが、鼻歌交じりに語る。

　あたしはあの日以降、学校どころか教育を受けさせてもらえてない。

「……何、私の制服なんか見てるのよ。学校に通いたいの？　だぁーめ」

　黒い下着姿になったルリは、どこからか手に入れた黒いエナメルの服に着替えていく。

「私が学校なんてくだらない所に通えるのも、お前がここにいるからなんだもの。つまらない授業中も、お前をどうやってイジメようかって考えてるだけでずっと楽しかったわ。でも最近、ビビったら──電気に慣れてきたわよね」

　ぴゅん、と電気警棒を振り下ろしつつ振り返ったルリが、冷たい目であたしを見下ろす。

「もっと電圧高いヤツ、来週アメリカから届くから。楽しみにしてるといいわよ」

　怯おびえきって壁かべ際ぎわまで後ずさるあたしを見て──

　ルリは「あは……」と顔を赤らめて笑い、ぶるっ、とその蠱こ惑わく的な体を震わせた。

　興奮してるのだ。恐怖するあたしを見て。

「──お楽しみのところ、失礼いたします」

　キッチンでは、お姉さんたちがルリの間食と夕食を持ってきていた。

　あたしの分は無い。残飯をもらえる日と、ない日がある。

「……」

　２人に助けを求めてもムダな事は、もう分かってる。

　震えるあたしに、メイドたちは汚いものを見るような視線を向けるだけ。

　そう。あの日、ルリが言ってた通り。

　──誰だれも、あたしを助けてはくれない。

　あたしは１人。

　１人ぼっちなんだ。

　初めっから。今だって。これからも、ずっと。




　……もう５日も、何も、口にさせてもらえていない。

　メイドたちに体を洗われる時に、ソープの混じった水道水をコッソリ飲んだのが最後だ。

　生まれつき電気に耐性があったのか……最近、あたしはスタンガンの耐え方が分かるようになった。それに気づいたルリは、こういう別の方法であたしを虐いじめる頻ひん度どが増えている。

「食べたいでしょう。わざと飢うえさせたのよ」

　カチャ、カチャ。

　テーブルの上で、一つ一つが一般人の年収ぐらいする食器を鳴らし──

　ドレスの趣味も一層派手派手しいものに変わったルリが、あたしの目の前で食事をする。

　ヒレ肉のステーキだ。血の滴したたるようなレアの。ああ、あの肉汁の１滴でも欲しい。

「ほら犬。エサよ。拾いなさい」

　……べちゃ。

　ルリは──ほんの少ししかない、スジ肉の部分を切り取って捨てた。こっち側の床に。

　あたしは無我夢中でそっちへ走ったけど、ぐいっ。

「あぐっ……！」

　首輪に繫つながる鎖が、伸びきる。あと少しで手が届く、ギリギリのところで。

　ルリがその姿に、手の甲を口に寄せて高笑いしてる。

　反対の手には、グラスに入った赤黒いワインがあった。未成年にもかかわらず、ルリは飲酒するようにもなったのだ。その方が、こういう行為に陶とう酔すいできるらしい。

「……ッ……！」

　床を引っ搔かくようにして、あたしは……腕が外れそうなぐらいに、手を、伸ばして……！

　その肉片を、なんとか、かき寄せた。

　不衛生だなんて言ってられない。早く食べないと。

　ルリはあたしから食べ物を取り上げるのが大好きなのだから。

　ガツガツと慌あわててそれを食べるあたしの耳に、ルリの嬌きよう声せいが聞こえてきた。

　おほほほっ！　この子、ゴミ食べてるわよ！　ほんとに犬ね！




　冬が来ると、あたしはバルコニーへと出された。下着姿のままで。

　ここは高層マンションだし、角度的にも他の建物からバルコニーが見えない。

　有名人が住むために、そういう設計になっているのだ。

　だから、外の人に助けは求められない。求める元気もない。

　あたしは広いバルコニーの隅で、体を起こす事ももうできず……夜の寒さに、耐えていた。

「ゴホッ……ゴホッ、ゴホ……」

　咳せきが、止まらない。病気に罹かかったらしい。高熱もある。頭がグラグラする。

　でも、もちろん医者になんかかかれない。

（……あたし……このまま……死んじゃうの……かな……？）

　ボンヤリと、そんな事を考えていると──バルコニーのガラス扉が開く音と、

「まあ、雪だわ！　きれい！　お前たちもご覧なさい！」

　ルリの声が、離れたところ……リビングの方から、聞こえてきた。

　ほんとだ。熱でボーっとしてたから気がつかなかった。

　雪が、降ってる。それももう、あたしの上にうっすら積もってるや。寒いわけだ。

「まあ、犬がかわいそう」

　半笑いのルリの声がして……さく、さく、と、雪を踏んでこっちへ来る足音が続いた。

　そして、ぽと。あたしの目の前に、マッチ箱が落とされた。

　ルリは最近、喫煙もするようになったから──それで持っていたのだろう。

「ほら、それであったまりなさいよ」

　ルリはバルコニー用のミュールで、倒れたまま動けないあたしの頭を小突く。

　ごめんね、ルリ。あたしもう、何の反応もできなくなっちゃったんだ。

　あんたの期待してる、怯おびえる顔すらも──できないんだよ。顔に力、入んなくて。

　そんなあたしは、やっぱりつまらなかったらしく……

「そこに発動機のガソリンがあるから。なんなら自分で燃えて死んじゃえば？」

　ルリはそんな捨て台詞ぜりふと共に、去っていった。

　ガラス扉が閉まり、リビングの灯あかりが消え、雪の日特有の静寂が訪れる。

　朦もう朧ろうとして、体温を失いながら、あたしは──

　──おそらく、最さい期ごの眠りに入ろうとしていた。

　雪の下で浅い眠りが訪れ、幼い頃からの記憶が甦よみがえる。それも、楽しかったことだけ。

　施設に入る前。顔は覚えてないけど、たしかいた、あたしの育ての親。施設のクリスマス会。昔のルリとの、幸せな日々。あの頃いっぱい見た、魔法少女のアニメ──

（……あたしが……もし、魔法少女だったら……）

　そもそも、こんな事にはならなかったのにね。

　どうして、こうなっちゃったかな。

　それは分かってる。

　12歳の、あの時。

　あたしは１個だけ、人生のボタンを掛け間違えた。

　ルリと一緒に、芸能スクールに行った事。あの時、行かなければよかったんだ。そうすればルリも行かなかった。そしたら……

　あたしたちはあのまま、仲良く過ごせたハズなんだ。

　ルリがああなったのは、あたしのせい。あたしが悪かった。

　スクールでも、あたしは……レッスンでいろんな事を習うのが楽しくて、調子に乗ってた。

　あたしだけが褒ほめられてる時、ルリがどんな気持ちだったのか、一度も考えなかった。

　そして──ルリが元々心を病んでいた事を、すっかり忘れてた。

（……やりなおしたい……）

　でも、そんな事はできない。人生は一度きり。

　過去には絶対、戻れない。だから、もう希望はない。

　あたしの手元には……ルリが使う香水のニオイがするマッチが、ある。夢うつつの視界には横倒しの発動機が目の前にあって、ガソリンを抜くキャップは簡単に開きそうなものだった。

　もし、このまま苦しみが続くのなら。

　この雪で死ねなくて、明日、目がさめてしまうくらいなら。

　あたしは最後の力を振り絞って、キャップに手をかけ──きゅっ、と、開く。刺激臭がする。どうやらガソリンが垂れ出てきたらしい。

　よくは分からないが、あたしの体の下にも浸ひたってるみたいだ。

　そしてあたしは、胸の上に──ルリがくれたマッチを、のせて──

（……バイバイ、ルリ……）

　震える手で、火を付けた。

　その瞬しゆん間かん──

　世界が、アニメになった。

　そうとしか表現できない空間が、火から広がったのだ。ものの１秒で。

　色とりどりの星。いくつもの三日月。光り輝く蝶ちよう々ちようの群れ。七色のシャボン玉。

　カラフルな世界が、火から広がっていく。ガソリンには燃え移らずに。

　視界の横では、

「──？」

　ベッドルームの窓から、青紫色をした光の奔ほん流りゆうが夜空へと飛び出している。

　それを、

「びょびょびょー！　もらったじょ！」

　叫び声と共に、カバーを開けたピンクのランドセルを振りかざした……

（魔法少女……？）

　そう、魔法少女としか言いようのない姿の、幼い少女が空中で捕らえた。

　スカートを思いっきり広げて、あたしのそばに着地してきたその女の子は──

　さっき光を捕らえたランドセルから、手品のようにフルーツパフェを取り出した。

　そして、ぐるり。

　パフェグラスを逆さまにして、思いっきり開けた口に中身を一気に流し込む。

「──パフェは喉のどごし！」

　声優みたいな、かわいくて甲高い声。

　……ああ、これは、夢ね。

　だってほら、あたし、体が元通りに動く。

　どこも痛くないし、熱も下がってる。

「んー！　おいちいおいちい！　ギリギリのギリギリまで熟成させた甲か斐いがあったじょ！」

　少女はプニプニしたほっぺたを押さえて叫び、愛らしいステップを踏んで踊り出した。

　整形アイドルみたいに大きな目の中では、紅ル玉ビ色ーの瞳ひとみにお星様がキラキラしてる。

　でもそれは右目だけで、左目は縁にフリルのついたハート形の眼帯で隠されていた。

（……かわいい、子だなぁ……すみずみまで……）

　ピンクの口紅。お菓子柄のネイルアート。広がったスカートの裾すそからはズロースが丸見えで、オーバーニーのしましまタイツとの間──太ももに、ハートのタトゥーがある。

　なんだか、ちょっとエッチな印象もある子だ。身長１２５cmぐらいの、チビっこなのにね。

　と思ったら、やたら厚底のブーツを履はいてた。身長は１２０ぐらいに訂正。

　この子は、この周囲に飛び交う星やら月やらのアニメっぽい記号によく似合ってる。

　アニメの世界から出てきた、アニメの精霊かも。

　だって、クセっ毛のツインテール……髪が、ピンク色だもん。すごく、アニメっぽい。

「おーおー。ビビ。さっきのはいいレイプ目だったじょ」

「あは。ヘンな夢」

　立ち上がったあたしはそんな会話をしながら、踊りを終えたその少女に……

　やっと、違和感を覚えた。

　魔法少女らしい装よそおいだけど、よく見るとちょっと違う。

　ネコミミが生えてるよ、この子。ネコみたいなシッポも。

　どっちかというと女の子向けじゃなくて、大きなお友達オオトモ向けの魔法少女っぽい。

　いや……それともちょっと違う。

　なにか、凶まが々まがしいものが垣かい間ま見える。

　まず影の形がおかしい。人じゃなくて、なんかいろんな動物が混ざったような異様な影を体から落としてる。それと首。まるで一度切断されたのを繫つなげたような、ヘンな縫ぬい跡がある。ハートのタトゥーを細かく入れて、ごまかしてるけど。

　にたぁ……と笑った少女の、幼い顔が──

「ビビ。魔法少女になりたいって、願ったじょ？」

　周囲を飛ぶ色とりどりのシャボン玉に歪ゆがんで映りまくってる。

「……うん」

　なんとなくこれが夢じゃない事を理解し始めつつ、あたしは様子見のつもりでそう答えた。

　すると少女は──

「あちしは鵺ぬゑ。憎ぞう悪おを喰くらい、夢と希望を世に広める魔法少女を産み出す、妖あやかしの官かん女じよだじょ」

　ハート形の眼帯を、上げる。

　その下にあった左目の色が、右目と違う。サファイアみたいな色だ。

「ほら、ごらん。ごらん。よーくごらん。びょおびょおびょお……」

　その目の中の、虹こう彩さいが──チッ、チカチカッ、と一いつ瞬しゆん、複雑な光り方をして──

「ほい！　これで新キャラ誕生！　だじょ！　うびょびょ」

　──という声に続けて、あたしの体がほんの少し浮かび上がった。

　その体感のリアルさで、逆に気づいた。これはやっぱり夢じゃない。あまりにも非現実的なことが、現実に起きてるんだ。あたしは何か、人ならざるものにコンタクトされた。

　小さいころアニメ漬づけだったお陰で、その理解は早かった。

　あたしの下着が消え、代わりに金色の光の帯のようなものがシュルシュルと現れる。これは……わざとアニメのような演出であたしに分かりやすくしてある、何らかの超常現象。

「──！」

　予想通り、あたしは一瞬で──

　──いま鵺ぬゑと名乗ったこの子と似たような、ヒラヒラの衣装に着替えていた。

　なんとなくこんなカンジの魔法少女になりたいな、と小さい頃に思ってた通りの姿に。

「ビビ。お前はまだビギナーで、力も技も少ないんだじょ。だから、目標を与えてやるじょ。お前、何かやりたい事はあるんだじょ？」

　身をすり寄せて聞いてくる鵺に、あたしは──

　何だか、逆らえない気がしてきた。

　それで聞かれたまま、さっき願った通りのことを語る。

「……昔に、戻りたい。無かったことにしたいの。ある日の、ある選択を……」

「──びょびょびょ！　過去の改かい竄ざんかや！」

　おっきな目を一層おっきくしつつ、鵺はピンクのツインテールを広げてビックリした。

「そいつは超高度だじょ！　鵺にも出来んじょ。出来るのはフェニックスぐらいだじょ！」

「……フェニックス……？」

「あらゆる願いを叶かなえる、妖あやかしの王。何でもできる、王様なんだじょ」

「どこにいるの、その王様は」

「死んだじょ。とっくの昔に」

「じゃあ出来ないじゃない」

「ふっふっふ。フェニックスは鳳おおとり。鳳は不死鳥。死を超越してるんだじょ。これを──」

　と、鵺は小指を立てる。

　その先端にされたネイルアートだけ、お菓子じゃなくてヒヨコ柄になっていて……

　ヒヨコの目には、燃えるようなオレンジ色の小さな宝石がつけられている。

　鵺はそれを外して、ちっちゃな手であたしに渡してきた。

「──くれてやるじょ。戦って同じ欠片かけらをあと63個集めれば、フェニックスが甦よみがえるじょ」

「戦う……？　あたしが？」

「何を疑問に思うんだじょ。魔法少女は歴代、夢を叶えるために戦ってきた存在だじょ！」

　ばっ、と両手を広げて星やら月やらを撒まき散らした鵺ぬゑは──

「魔法少女ビビ！　お前のルリからの恨うらまれっぷりは凄すごかったじょ。ってか、いま食べたのはほんと、ハイカロすぎたぐらいだじょ」

「何を……食べたのよ。パフェじゃなかったの？」

「あれは──恨み。妬ねたみ。憎しみ。そういった醜みにくい感情だじょ。鵺はそれを食べる。見た目は人が見てもビックリしないように、お菓子に偽ぎ装そうされるもんなんだじょ。この怨オン函カンで」

　と、鵺はランドセルをフリフリする。

「ビビ、芸能界に行け。あそこならたっぷり、他人に恨まれたり妬まれたりするじょ。それを食べさせろだじょ。そしたら鵺は時々ビビに会いに行って、便利な式しきを教えてやるじょ」

　どうも……この子は、タダであたしを助けたワケじゃないらしい。

　でも、敵でもなさそうだ。持ちつ持たれつの関係を作ろうと言ってるように聞こえる。

　……しばらく言うことを聞きつつ、情報源にしよう。この、新しい世界の。

「もう少し──一緒に居いられないの？　あたし、まだあれこれ分からないわ」

「鵺は他の乙女の憎ぞう悪おも食べて回りたいじょ。だから、誰だれとも組まないんだじょ。人は１人が一番！　自由気ままに飛び回れるんだじょー」

　ぱたぱた、と手を翼つばさのように振った鵺は──

　──ぴっ。

　両手をチョキにして、オデコに据すえた。

　すると黒いビームみたいなものがマンションの室内に飛んでいき……

　──ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──

　聞くに堪たえない……悲鳴が聞こえてきた。

　ルリの声だ。

「──ビビもこれで１人だじょ」

「な、何をしたの」

「ビビが自由に動けるよう、ルリや家の人間たちの記憶を消したんだじょ。もう、ビビの事は覚えてないじょー」

　確かめるまでもないだろう。今のは明らかに魔法だった。それも、高度な。

　もう──魔法少女になったあたしには、感覚で分かるんだ。そういうことが。

「魔法少女は正義の味方。ルリには月に代わっておしおきしといたじょ。ルリが今までビビに与えた苦痛と同じ苦痛が、これから何年も悪夢になって返るんだじょ」

「……！」

「そんな顔をするなやー。ビビが恨んでようが恨んでいるまいが、これはルリが受けなければならない道義罰なんだじょ。正義の質量保存の法則ってやつだじょ。それに──」

　にぃ、と、鵺ぬゑが笑う。魔的なムードで。

「これでビビ、過去を改かい竄ざんするモチが上がったじょ？　この時間軸は、ビビからすりゃ誤った歴史。それを書き換えれば、罪も罰もみんな無かった事になるんだじょ。お前たちは元どおり、仲良し百ゆ合りップルに戻れるんだじょー」

　鵺。この子……わざとだ。わざとルリの記憶を消し、心を壊した。

　そうすればあたしが過去を変えざるを得なくなる、後に退ひけなくなると分かってて。

　多分フェニックスの復活は、鵺にも有益なのだろう。あたしに、協力させるつもりなんだ。

（でも……今は、何も言えない）

　今のあたしには分かる。鵺とあたしとは、格が違う。

　太た刀ち打ちできない。もし争ったら、１秒で殺される。

　今は──彼女が何をしようと、黙って従おう。それしかないわ。

「ほれ、どこへなりと消えろだじょ。鵺も行くじょ。食べたら遊びたくなってきたじょ」

　そう言って、ぽん。

　鵺はスカートを翻ひるがえし、バルコニーのフェンスにジャンプして上がる。

「……」

　あたしも──あたしの首にまだ掛かってた、革の首輪を蒸発させた。

　電気で作った、プラズマ。あたしの最初の魔法。それで消し飛ばしたのだ。

　ああ。魔法とは、こういうものだったのね。

　声を出したり喋しやべるのに似てる。知っている言葉を言えるのと同じで、やろうと思えばやれる。

「……」

　フェンスの上、鵺の隣まで、ふわり。

　あたしもスカートをひらめかせ、飛び上がった。一足で。

　──夜の六ろつ本ぽん木ぎ──

　そのネオンや信号の灯あかりが、輝いてる。アニメのように。

「見ろビビ。強欲と虚栄の光だじょ。びょびょびょ」

「キレイね」

　あたしは、魔法少女。

　魔に、足を突っ込んだ。魔と、関かかわった。もう引き返せない。

　フェニックスの欠片かけらを手に入れるため──戦う。おそらく、似たような境遇の子たちと。

　そこで勝つためには、傷害、強盗、殺人……いろんな違法行為を、しなきゃならないはず。

　つまり、あたしは無法者になる。

　魔法少女から、法を引いて──『魔少女』ビビ。

　それがこの、新しいあたしだ。

「ビビ。飛び方、分かるかやー？」

「分かるわ。今あたしには、アニメで見た通りのものが見えてる」

　あたしはもう一度だけ、振り返った。

　もうこの先の時間軸では二度と戻ることのできないであろう、あの部屋を。

　そこで魘うなされているであろう、もうあたしのことを忘れてしまったルリの方を。

　ごめんね、ルリ。

　でも、あたし、この世界の時間を巻き戻すから。何もかも、無かったことにするから。

　そしたら──

（あたしたち、きっと元通りに……友達に、戻れるから……！）

　たん、と、虚こ空くうへ踏み出したあたしは──

　アニメで見たイメージの通り、光の粒を纏まとって宙を舞い始めた。声を出し続けるように──

　そう、あたしの得意な歌を、歌うように。




　──シャワーを止め、追憶を振り切るように……あたしは、髪を一絞りする。

　鵺ぬゑとは１年ほど前に会ってから、遭そう遇ぐうしてない。

　だけど、あたしはもう１人でもやれる。フェニックスの欠片かけらだって、鵺に貰もらった分を入れて４つまで集めた。その争奪戦では──巫み女こ、ヤクザ、中国から来た武ぶ俠きようとだって戦ってきた。

　フェニックス復活に必要な欠片カラツトの数は、あと60個。まだまだあるけど……

　集めきるところまで、戦うのよ。ビビ。ルリとの、失われた友情のために。

　そして──アリスベル。あいつの願いが何だろうと構わない。奪い取ってやる。欠片カラツトを。
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　白亜の新校舎、夜の屋上──

　日曜なので入るのに難儀しましたが、私は屋上に上がりました。

　左右のテールが春の夜風に靡なびき……向こうに立つビビの短いテールも、まるで鏡像のように靡くのが見えます。

「待ちくたびれたわ」

　と言うビビは、私が屋上に現れた直後から……

　もう、間合いを計っていますね。視線で分かります。

「一応フル充電にしてきたけど──おとなしく欠片をよこすなら、殺さないであげる」

「ビビ。あなたは回答の分かりきった取引を持ちかけるほど、愚おろかなのですか？」

　私の物言いに、カチンときたような顔をしたビビは……

「じゃ、今夜決めましょ。魔法少女マツキーナと魔女マツキ──どっちが強いか」

　……携えていたフリントロック・グレイブを、くる、くるる、とバトンのように回して踊り始めました。敵ながら、華麗な舞いです。さすがは、ダンスを学んだ経験者ですね。

　グレイブから空中に広がる光の帯が、ビビの体を覆おおっていき──

　──ヒラヒラした、ビビ特有の戦いくさ装束が構成されました。

　あれは位相幾何展開マテリアライズの式しき。かなり、アニメの影えい響きようを受けた視覚化ですが……ワームホールを利用して、ここに存在しない空間から質量物を出し入れする術です。

「あんたも準備しなさい。魔少女の誇りに懸けて、変身シーンでは攻撃しないであげるから」

　別に、変身はしないのですが……私は、

「──魔法陣環剱サークルエツジ──」

　スカート内のロックを外し、幼少の頃に習ったフィギュアスケートの応用で──勢い付けのキャメルスピン、抜剣のアップライトスピンのコンビネーションで全身を回します。

　二重螺ら旋せんのようにツインテールが踊り、遠心力で浮き上がったスカートの中から──

　弧こ形がたの刃やいばが次々と飛び出していって、空中で繫つながっていく軽快な金属音が連なります。

　その数、20枚。角度にして18度ずつ。

　手を広げて、内側から支えれば……合わせて３６０度の円を描えがく、環かん剱けんの抜剣完了です。

「……アリスベル」

「なんですかビビ。顔を赤くして」

「思いっきり……見えたわ。イチパン」

「イチパン？」

「イチゴパンツ。あんた、子供？」

「っ……これは、その、必要悪でしょうこの場合！」

　もう。ビビは性悪ですね。

　女同士なんだし、指摘することないでしょう。

「──あ、あなただってさっき変身してる時、チラチラ見えましたよ！」

「こっ──これは由緒正しいコスよッ！　ぜったいパンツじゃないし！」

　どかん！　と怒ったビビは──

　フリントロック・グレイブの先端を、まっすぐ私へ向けました。

「５分で斃たおしてやるわ。直線は円を貫つらぬく」

「私もそのつもりです。円は直線を包む」

「絶ぜつ界かいは、あたしが張る。いいわね？」

「どうぞ。絶界を張る分、あなたが力を使って不利になるだけです」

「力なんて有り余ってんのよ。さっき、送電線からタップリいただいたから」

「……電気代を払いなさい」

　私は絶界の展開に備え、少し姿勢を低くして環剱を構え直します。

「そういえばお友達が来てないわね、アリスベル。いないって事は……静せい刃じは戦闘訓練が間に合わなかった。貘ばくもフル充電のあたしには勝てないから外した──そんなとこかしら？」

「……さあ、どうでしょうね」

「でもアリスベル、それでいいのよ。人は１人がベスト。人ひと質じちを取られるリスク、期待通りの動きをしないリスク……そんなリスクを背負って命懸けで戦うなんて、ありえないわ」

　その時、私は──ビビの胸元で光る、箒ほうき形がたのペンダントを発見しました。

　私の視線に気づいたらしいビビが、ネコみたいな犬歯を剝むいて笑っています。

「……アリスベルって、陸戦型よね。喩たとえるなら荷電粒子砲メビウスっていう主砲を持った、戦車」

「それがどうかしましたか」

「答えが分かってる質問するぐらいバカなのね、あんた」

　ビビが、タンッ！　踏み鳴らした足あし下もとから、屋上の床に、水の波紋のように青空が広がっていきます。空は前後左右だけではなく上下にも広がっていき──

　私の立つ足下も、青空となりました。

「──ニガテなんでしょ、空で戦やるの！」

　全身の周囲に浮遊魔術の粒子を行き渡らせたビビが、絶ぜつ界かいで上空に離れていきます。

　私が、落下しているから。

「これで負けたら赤っ恥ですよ、ビビ」

　一応、自分が不利な事を認めつつ──別に誰だれに見られているわけでもないのですが……私は、スカートがひっくり返らないように押さえます。やむなく、前面だけ。

　ぼんっ、と、白い雲に背中から落ちた私は──

　スカートから出した鎖を、環かん剱けんの内側に……直径を示す線のように張り、

「──角揚力推進デイーンライド──」

　あまり使わない、飛空の式しきを使いました。

「んっ」

　そして雲の下に隠れたまま、鉄棒の足掛け回りの要領で鎖に上がって立ちます。

　これで、空中戦はできなくはない。

　でも──

「──！」

　雲を貫つらぬいて襲い来た電離プラズマ霰弾キヤニスターを、私はサーフィンの方向転換のように回避します。

　しかし幾つか躱かわしきれず、自分の周囲に小型の重力レンズを張って身を守らざるを得ません。

　その高コストな魔法陣を張るのに、余計な力を使ってしまった。懸け念ねん通りです。

　追い立てられるように、私は別の雲へと逃げ込みます。

「あはっ、そうやって飛ぶのね！　超ぎこちないじゃない！」

　上空から叫ぶビビの読み通り、私は慣れていないのです。空中戦に。

　速度も遅く、機動力も低い。

　私は複葉機で、ジェット機のビビに挑むようなものでしょう。

　とはいえ──

　私には問答無用の一撃、どんな異能も倒してきた必殺の固有式しきがあります。

（ビビの動きを止め、時間さえ稼げれば……きっと、撃ち込める！）

　──荷電粒子砲メビウス。

　魔法陣環剱サークルエツジを加速器サイクロトロンとして放つ、私が編み出した最新最強の攻撃式。

　ビビの技が機銃だとしたら、私の技はそれこそ戦車の主砲のようなものなのです。
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　完全に、巻き込まれた形になったな。

　ＪＲ居鳳いのう駅の北口側、オフィスビルの多い区画で──

　俺おれと貘ばくはその中でも飛びぬけて高い、センターバンクビルの上で夜風に吹かれている。

　町で一番高い所に行くぞ、と貘が言ってきかないから……

　結局、不法侵入しちまったよ。27階のさらに上、ここ、屋上まで。

　この屋上は使用されてないらしく、フェンスが無い。

　代わりに、低くワイヤーが張ってあるだけだ。ゾッとしないな。

（……しかも何なんだよ、この服は……）

　俺はさっき貘に……足首まで丈のある、真っ黒なロングコートを強制的に着させられている。

　このコートが、俺に似合わない。

　ツヤ無しマツトのレザー製で、エポーレット、フラップポケット、ベルトがゴテゴテ付いている。金具は全すべて燻ふすべ銀ぎん。まるでゲームに出てくる敵の軍服みたいだ。ナチス・ドイツの将校とかもこんなのを着てなかったか。イメージ悪いな。

「似合うぞ静せい刃じ。『黒套コクド』がこんなに似合う男は初めてだ。連れて歩きたい色男になった」

　などと服屋の店員みたいに俺をおだてる貘に、黒いブーツと鋲びようつきのオープン・フィンガー・グローブまでつけさせられたんだが……

「お前、センスおかしいぞ。なんで黒ずくめなんだよ。何かの悪役みたいじゃねえか」

　唯一ありがたいのは、フェイスガードみたいな襟えりで顔が下半分隠せる事だな。忍者みたいに。

　包帯で巻いて隠してるとはいえ、日本刀なんか持って歩かされてるんだから。

「私のセンスに文句を言うのか。私は大正時代、巴パ里リにいた事もあるのだぞ。究極のお洒落しやれは白か黒だ。デザインだって意識してコンテンポラリーにしつつ織ったのだぞ」

　黒套コクドとかいうこの服に文句を付けられるのはカンに障さわる事なのか、貘は珍しくむくれる。

　そして、そのやたらでかい胸の下で腕を組んだ。

「お前は近距離攻撃型ゼロレンジの個体ユニツト。零ゼロ距離での攻撃力は極めて高いが、それだけだ。それでは生き残れない。防御力が要いるのだ。黒套コクドなら実弾でも光学兵器でも、ビビの電離弾プラズマだって防げる」

「そうは思えん」

　とボヤいた俺おれの脚に──バスッ！

　大きな音と共に、誰だれかに張り手をされたような衝しよう撃げきが走る。

「……!?」

　ちょっとよろけた俺の前で、貘ばくが拳けん銃じゆう──それも大口径弾.45ACPを使うグロック36を持っていた。

　う、撃ったんだ！　こいつが、今。俺の脚を、銃で。

　俺は目を丸くして、自分の太ももを覆おおう黒套コクドの裾すそを見るが……そこには傷１つ無い。

　どや顔で銃口の煙をフッと吹く貘を、俺はジト目で見上げ──落ちてた弾丸を蹴けり、

「銃刀法違反だぞ」

　自分の妖よう刕とうは棚に上げつつ、一応言っておく。

　まあ、この服に超常的な防御力があるのは分かったが……銃弾は、ビンタ程度には痛かった。

　ミサイルを迎撃できるようなビビの攻撃を防げるかは、疑わしいぞ。まだ。

　……などと考えてたら……

　居鳳いのう高でビビと戦う、と言って家を出ていったアリスベルが心配になってきたな。

「貘。アリスベルとビビは居鳳高にいるんだろ。なんでこんな所で待ち伏せするんだよ」

「お前はまだ異能同士の戦いが分かってないな。まあ、分かったらイヤがるかもしれないが」

　分かってないけどイヤだぜ。

　だが、ビビは撃退しなければならない相手だし──

　鳳おおとりとやらに頼んでこの異能を消し去ってもらわないと、居鳳町からすら出られないんだろ？

　だから、やむを得ず──だ。

　今はやむを得ず、生きるため、自由になるため、戦うしかないんだ。俺は。

「貘、お前は戦わないのか。お前はアリスベルより、もちろん俺より強いんだろ」

「それは用兵誤りだぞ、静せい刃じ。私には『武具を生産できる』という固有式しきがあるのだ。仲間の戦力を伸ばせる個体ユニツトに万が一の事があれば、全体が共倒れになる」

「……」

「それと、私は確かに──強い。だが、それは腹が満たされていればの話だ。『腹が減っては戦いくさができぬ』というだろう。今は、空腹でダメだ。その黒套コクドを織ってしまったからな」

「じゃあ何か食べればいいだろ」

「言ったろう。私は人のふりをしているだけだと。お前たちと同じ物を食べても、それは私のニセの腹を満たすだけなのだ。本物の腹は、あるものでしか膨ふくれない」

「ある物って何だ」

　と聞く俺に──貘は、フフッ、と、大人っぽく笑った。

　そしてニヤける口元を孔く雀じやくの扇で隠し、

「がんばれ静刃」

　などと、意味深長な流し目で俺おれを見るのだった。
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　絶ぜつ界かいの雲間を飛びながらの、空中戦は──私の防戦一方、という展開です。

「──荷電粒子砲メビウスッ！」

　雲の陰から、その雲を輪形に吹き飛ばしつつ放った私の攻撃は……ひらり。

　余裕をもって、ビビに躱かわされてしまいます。

　機動力に差がありすぎる。ビビの手数が多く、十分な粒子加速リボルビングの時間を取れない。不安定な空中で、狙ねらいが定まらない。命中させるための条件が、揃そろわないのです。

「あははっ、またムダ弾撃ったわねアリスベル！　あと何発撃てるのかしらー？」

　バッ──！

　傘かさを広げるように拡散した電離弾プラズマが、前後左右から私に襲いかかります。

「──重力レンズっ……！」

　私は魔法陣の力場を発生させ、躱しきれない弾子を幾つか逸そらしました。

（今ので……もう、力が……）

　いよいよ追い詰められてきたようです。式力ちからが、残り少ない。

　──荷電粒子砲は、あと１発が限界でしょう。

　それを外したら、もう後がありません。

「……？」

　これは──歌？　歌が、聞こえてきました。

　ビビが、歌っている……

（……くやしい……！）

　私をバカにしているのです。ビビは。もうここからは、弄もてあそぶつもりなのでしょう。




　　　　[image: ]




　バサバサッ──

　ビルの屋上にいたカラスたちが、闇やみに溶けるように飛び立っていく。

「静せい刃じ。アリスベルとビビの戦いが、終盤に入りつつあるようだ」

　闇を見渡していた貘ばくが、俺に言ってくる。

「何ッ……？　居鳳いのう高の方には何も見えないぞ。どこでやってるんだ」

「２人は絶界で戦っている」

「ゼッカイ……？」

「ビビや私の作った絶界には、お前も入ったことがあるだろう。ここであり、ここではない、虚数方向にある空間だ。異能は自らの能力を隠し、戦いの痕こん跡せきを残さぬために──現実空間に任意の空間を上うわ貼ばりして、そこで戦う事が多い。二次元に喩たとえると、地図にシールを重ね貼りするような行為だ。透明なシールを貼るように、現実空間そっくりの絶ぜつ界かいを使うことも多い。キリコ戦の時にビビが張っていた絶界は、そのタイプだ」

「よく分からないぞ。分かりやすく説明しろよ」

「２人は異次元空間で戦っているのだ」

　急に分かりやすくなったな。

　メカ少女、魔法少女、異能高、妖よう刕とう、魔女、妖よう怪かい変へん化げときて──異次元空間か。

　フン、もう驚おどろかねえよ。こうなりゃヤケだ。なんでもこい。

「静せい刃じ。お前には飛ひ翔しよう能力が無い」

　──くるり、と銀色のポニーテールを揺らし、貘ばくは月光を背にこっちへ振り向いた。

「あってたまるか」

「なので今から私が、絶界に亀き裂れつを入れる。お前はそこから絶界に入り、30秒だけ移動しろ。距離は１５００ｍだ。出た後で少し衝しよう撃げきがあるかもしれないが、そのブーツでなんとかなる」

「30秒で、１５００ｍ……？　そんなスピードじゃ走れないぞ」

　という俺おれの発言を、貘はなぜかスルーして──

「まずは距離による個体ユニツトの強弱を覚えろ、静刃。アリスベルもビビも、異能。どんな距離でもただの人間よりは遥はるかに強いが、各おの々おの、得意な距離があるのだ。アリスベルは遠ロ距ン離グ攻レ撃ン型ジで、その固有式しき・荷電粒子砲メビウスは異能の中でも最強クラス。だが他には一流の異能に通じる攻撃術を持っておらず……距離の取り方も上う手まくない。一方、ビビは中ミ距ド離ル攻レ撃ン型ジ。電離プラズマ弾の射撃式に秀ひいでるが、その有効射程距離はせいぜい50ｍだ。近接戦も、お前よりハッキリ劣る」

「……？」

「その２人は今、お互いに有利な距離を取ろうとし、三次元的に曲線運動を繰り返している。ビビが優勢だが、その目は曲線の動きに慣れていよう。そこでお前が絶界に割り込み、ビビに高速で肉薄するのだ。直線的に、死角からな」

「……要するに、不意打ちか。気づかれたらどうする」

「気づいても、ビビの対応は間に合わないだろう。このやり方なら、確実にビビを殺せる」

「お……おい。貘。俺は殺されるのはイヤだが、人を殺すのもゴメンだぞ」

　口答えした俺に、貘は少し睨にらむような目を向けてくる。

「殺さずに決着しようとすれば、難易度が上がるぞ。私の計算では１割しか成功せず、２割は手違いで殺し、７割は──お前が殺される」

「それなら作戦を変えろ」

「ダメだ。もうその作戦で動いているのだ、私たちは。静刃、ビビを殺せ」

「ダメだ。殺さない」

「殺せ」

「殺さない。これは絶対だ」

　押し問答になった俺おれから、貘ばくは……とこ、とこ……茶色い編み上げブーツを鳴らし、離れた。

「なら、妖よう刕とうに訊きけ」

　と、振り返った貘は──ダッ──！

　いきなり、俺の方に全力疾走してきた。

（──!?　こんなタイミングで……仲間割れかよ！）

　俺は妖刕に手を掛けるが、間に合わない。貘の方が速いッ……！
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　宙返りするように飛びつつ、飛来したビビの電離弾プラズマを環かん剱けんの内径に通し──重力レンズで、軌跡を曲げます。

　α字のような軌跡を描えがいた電離弾は、ビビめがけて飛んでいく。

　ほとんど力を残していない私は……

　もう、こうして相手の攻撃を利用した反撃ぐらいしか出来ない状況です。

「あはっ！」

　自分めがけて返ってきた電離弾プラズマを見たビビが、笑うと──

　私の前方にあった千切れ雲から、大きな鏡が飛び出しました。

（……反射鏡ラケツト……！）

　それは電離弾など、非実弾系の攻撃を跳はね返す事ができる鏡。

　ビビは雲の中にそれを滞空させて、隠してたのです。

　気づいた瞬しゆん間かん、テニスのラリーのように跳ね返ってきた電離弾が──ビリリッ──咄とつ嗟さに回避運動に入った私の体を掠かすめ、制服を少し引き裂いていきました。

　なんとか肉体の表面は冑膚スケイルの式しきで守れましたが、これでもう他には何もできない。

　荷電粒子砲メビウス１発分は温存するにしても、飛ひ翔しようすら、あと１分ももちません。

「──バイバイ、アリスベル！」

　水平方向に逃げる私の上を平行して飛ぶビビが、グレイブを私に向けています。

　ビビを荷電粒子砲の照準に捉とらえるチャンスが──無かった。結局。

　どうしたら……どうしたらいいの……！
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「アリスベルに──いいところを見せてこい！」

　駆けながら叫んだ貘が、抜刀しかけた俺の目の前で跳躍し──どんっ！

　打点の高い華麗なドロップキックを、打ち込んできた。

「──うッ！」

　真後ろに倒れかけた、俺おれは……

　ワイヤーのフェンスに膝ひざ裏うらを引っかけてしまい、上半身のバランスを大きく後ろに崩した。

　その勢いで妖よう刕とうを抜いてしまいながら、尻しりもちを……つけない。

　体の下に、床が無かったから。

（……！）

　──落ちている。

　27階建てビルの、屋上から。

　頭が真っ白になり……そこで急に、時間の流れが遅くなった。ような、感じがしてきた。

　視界に『SLOW LV3』の表示ガイドが出ている。どうやら、妖刕が俺の感覚を操作しているらしい。

　その妖刕の刃やいばに映る俺の右目は、緋ひ色いろに光る『バーミリオンの瞳ひとみ』とやらになっている。

　頭を下にして転落する俺は──

（貘ばくのヤツ……！　そういう事かよ！）

　視みえてきた更さらなる『表示』に舌打ちする。

　いま俺が転落していく直下の空間に、亀裂がある。

　さっき貘が言っていた異次元空間──絶ぜつ界かいとやらへの、入口だ。そう表示されてるしな。

「クソったれ……！」

　俺はロングコートを翻ひるがえしながら、藻も搔がくように姿勢を変えた。

　そして黒いブーツを履はいた足を、下に向ける。

　貘め。策士のようだが、ひどいヤツだ。先に戦うアリスベルは、囮おとりで……

（……本命は、俺かよ！）

　ガッシャアアアアアアンンンンンン!!

　落下する俺の両脚が、空間に出来ていた亀き裂れつを蹴け破やぶる。ガラスのように。

　そして俺は夜から昼へ、ビル街から青空へと──侵入していた。

　急に明るくなったので、目がチカチカする。

　スローモーションの世界にいても、落下する実速度がグングン速くなっていくのが分かる。

　視界には空戦ゲーム、それと格闘ゲームみたいな表示がごちゃ混ぜになって現れる。

　そして、目標方ターゲツト向指示ロケーターが指し示す眼下に──魔法少女の服を着たビビの背が、小さく見えた。

　かなり離れている。細かい光の粒子を散らしながら飛ぶビビの体の影が、雲に落ちている。

（飛んでるぜアイツ。また……！）

　ビビは、まだ俺に気づいていない。

　その予想飛行コースと俺の落下コースは、交わる。そう表示されている。

「……！」

　雲の切れ目から、見えた。ビビのさらに下には、アリスベルがいる。

　ビビを見上げていたアリスベルは、視界に入った上空の俺に気づいた。

　潜在能力開放オープンアクトで視力が上がって、見えたが……あわわ、と口を開けて──白馬の王子様でも現れたかのように、お目々を見開いてる。黒ずくめの俺おれを見て。

　アリスベルの表情から何かを察したのだろう。ビビは周囲を見回し──

「──静せい刃じッ！」

　振り返って、俺に叫ぶ。

　そして背面飛行したまま、フリントロック・グレイブを振り上げた。

　パッ！　その銃口が光り──その直後、ばすばすばす！

　自由落下する俺の胸・腹・肩に、電離プラズマ霰弾キヤニスターの弾子が──命中した。

　だが……それらはコートを貫通しない。

　冷たさと誤解してしまうほどの熱さはあったが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　防いだのだ。黒套コクドが。ビビの電離弾プラズマを。

　ビビが俺の方を向いた直後、アリスベルの環かん剱けんの上で──ぐる、ぐる、ぐるる。

　小さい太陽みたいな、純金色の光が回転し始める。

「──ッ……！」

　ビビと接近していく、俺の視界に──とうとう──

　表示された。帯のような推すい奨しよう斬ざん撃げきコースが、複数。全すべて、明らかにビビを殺す軌跡で。

　さらに今回は、敵がどう死ぬかの表示まで出た。俺が冷静に検討できるようにか、ディフォルメ化された３Ｄキャラのビビが、バラバラと切断される図が。

「……ふざけんなッ！　殺人ガイドなんか出すな、他の方法で無力化するガイドを出せ！」

　絶叫すると、パッ、と推奨コースの表示が消えた。

　だが１秒後、視界には真まっ赤かな横文字が表示される。

　──『No, irrational非合理的であります』──

（この……ッ……！）

　何も知らないビビは、俺の方へグレイブを構えて飛んでくる。

　俺はただ猛スピードで落下していくだけだ。

　激突まで、10秒も無い……もう、時間が無い！

「いいから俺の言う通りの表示を出せこのナマクラ！　へし折るぞッ！」

　やむなく妖よう刕とうを振りかぶりながら叫ぶと──妖刕は殺さない軌道が苦手なのか──時間ギリギリで、新しい推奨コースを表示した。

「……!?」

　２つ、コースがある。だが片方は、やりたくないものだった。

　もう片方は、やたら難しいコースだ。ビビの上半身ばかり狙ねらって、７回も斬きる必要がある。

　だが潜在能力開放オープンアクトの強度を見れば──21％。今の俺は、普段の10倍超の能力を発揮できる俺。

　やってやれない事は、きっと無い……！

（ていうか、なッ……なんでそんな所を斬きれってんだよッ……！）

　俺おれはビビと交こう錯さくする、コンマ１秒の瞬しゆん間かんに──

　──バッ！　ババッ──

　細かいことを考える暇ひまも無く、７回、その体を撫なで斬るようにして刀を振るった。

「……えっ!?」

　目を見開いたビビの上半身、そのヒラヒラした衣装が……ばらっ！

　胸の周りだけ、オレンジの皮を剝むいたように引き裂かれる。

　妖よう刕とうのガイド通り斬ったから、そうなったのだ。

　チェック柄の下着が露あらわになり、胸の谷間から──キラッ……と、何かの金属片が滑り出た。

　それは俺が７連撃の最後に斬った、箒形のペンダント。

「……あっ……！」

　その瞬間、ビビは急にバランスを崩し──

　さっきまでの運動エネルギーを残したまま、放物線を描えがいて……墜つい落らく、し始めた。

　俺は既すでにビビと擦すれ違って、もっと下に落ちているが──表示によると、ビビが飛ひ翔しよう術を使うには『箒ほうき形がたの何か』を身につけている必要があったらしい。

　それを奪われたから、ビビはもう──

「くっ……！」

　短いツインテールを風にバタつかせながら、ビビが落下している。飛べていない。

　ギッ、と周囲を見回したその目が、ナナメ下にいたアリスベルを捉とらえ──

　悔しげに、眇すがめられた。

「……モーレツですよ」

　そう言ったアリスベルの環かん剱けんから──

　十分に加速し、バレーボールほどにまで巨大化していた光の砲弾が──

「荷電粒子砲メビウス！」

　発射された──！

　正しい見越し角をつけて、流星のように尾を引いて飛び出した光が……──バッッ[image: かんたんふ３]

　ビビに、命中する。

「──ああああああぁーッ！」

　次の瞬間、ビビの内側から外側へ円形の虹にじが幾つも拡散した。爆発するように。

　その虹に裂かれるようにして、ビビのヒラヒラの服が引きちぎられて飛び散っていく。

（あれが……荷電粒子砲メビウス……！）

　ビビの肌に傷は無く、下着も残っているところを見るに──荷電粒子砲メビウスとは敵の体から１cmほどまでは破壊せず、その外側を徹底的に破壊する武装解除技らしい。

　さらに、表示によれば──魔力・体力を問わず、あらゆる力を脱力させる効果もあるそうだ。

（なんてド派手で、器用な技だ……！）

　などと、アリスベルの大技に驚おどろいているヒマも無く……

　周囲が、急に暗くなってきた。昼が、夜に変わっていく。

「……!?」

　ビビが力を失い、絶ぜつ界かいを保てなくなったのだ。

　俺おれは滞空している。あのセンターバンクビルの脇わきに。ビビもだ。しかし、まだ異次元空間と現実世界がダブっているような状態で、空を落下する状態も続いている。

　下着姿のビビは、脱力しきり……全すべてを諦あきらめたかのように、小さく唇くちびるを動かすだけだ。

　妖よう刕とうがその唇を読み、視界に彼女のセリフを表示する。

『　ルリ　ごめん　』

　現実世界では、ここは高度50ｍはある虚こ空くうだ。空間が戻りきったら転落死するぞ！

　アリスベルはっ……ダメだ、遠いし、空が暗くなってきて……見えないッ……！

『　どうせ誰だれも　助けてくれない　これでおわり　』

　俺が、ビビを助けないとッ……！

『　あたしは　ずっと１人　１人だったよ　』

　俺のコート──黒套コクドの背が、バサッ……！

　紙飛行機のように広がって、俺の方向を変えようとする。

　だが、たいした軌道修正は出来ないぞ……これじゃあ……！

「……！」

　俺は妖刕を口に咥くわえ──肩が外れそうなぐらい腕を伸ばして……

　なんとか、ビビの脚と背を両手で抱きかかえるように引き寄せた。

　次の瞬しゆん間かん、絶界は完全に消え去り──

　俺は、さっきの落下速度のままで墜つい落らくしていく。センターバンクビルの、中なか程ほどから。

「～～～ッ！」

　グングン迫ってくる地面、煉れん瓦がブロックの歩道に──

　──がすんっ！

　俺は左右の黒いブーツで思いっきり２つの穴を開けて、着地、した。

「………」

　自分でやった事に、溜ため息いきが出る。

　潜在能力開放オープンアクト、それとこのブーツの力もあるんだろうが……

　結果、ビルから飛び降りて……着地、したわけかよ。足で。

　更さらにビビにダメージがないよう、着地の瞬間、腕を逆ベクトルに動かして衝しよう撃げきを和らげた。

　この芸の細かさ、余裕にも程があるな。21％の俺は。

　腕の中のビビを、見下ろすと──

「……っ……！」

　そ、そういえばコイツは下着いっちょだった。

　下着は赤と白のチェック柄で、上も下も縁にはヒラヒラしたフリルがついてる。

　その少女趣味な布を見てしまった俺おれは──背を伸ばしつつ、赤くなって顔を背そむける。

「……殺しなさいよ……なんで、お姫様抱っこなのよ……！」

　悔しげな涙声が、腕の中から聞こえてくる。

　この抱え方が気にくわないらしいので、俺はガラ、ガラ、と、何枚も割ってしまった煉れん瓦がを踏みならし……歩道脇わきにあったベンチに、ビビを座らせた。

　そして下着姿じゃかわいそうだから、黒套コクドを脱いで肩からかけてやる。

　俺が道に落ちていた妖よう刕とうの鞘さやを拾って、戻ってくると──

「……あたしは……あたしはあんたを殺そうとした敵なのよ!?　それをなんで助けたのよ！　あたしは、あたしはどうせ１人なのよ！　誰だれかがあたしを助けるなんて、ありえないのに……わかんないよ……あんたは……！　ひっく……えぐっ……ふぇ……」

　ビビは泣いていた。泣きじゃくっていた。ほんの、少女みたいに。

　いや、実際そうなんだろう。だってコイツは──

　自分で言ってた通り、魔法少女、なんだからな。

「もう強がるな。アリスベルの荷電粒子砲メビウスをくらった時点で、お前は負けたんだ。勝負がついたら、もう敵も味方もないだろ。だから助けた。俺は間違ったことをしたつもりはないぞ」

　そう俺が言うと、ビビは涙目で俺を見上げ……

　……ん？　なんだ。頭上に、妙なメーターが表示されたぞ。ハートマークつきの。

　そのメーターが、きゅん、と上がった。

　こらナマクラ。鬱うつ陶とうしいガイドを出すな、現実はギャルゲーじゃないんだぞ。

　などと妖刕を睨にらみ付けてたら、その鍔つばから……リリッ・リリッ・リリッ……という音が鳴り始めた。音に合わせて、鍔に彫られたツタ植物みたいな模様も赤く明滅している。

（イ、『断絶警報インデイケーター』……かよッ）

　これは抜刀状態にしてていい残り時間が１分を切った、アラームだ。

　そのままにしてたら命にかかわるとか貘ばくが言ってたので、刀を鞘に収めると──

　よかった。音と光が、止やんだよ。

「……なにもかも、分からない事だらけよ……あたしは……有利な絶ぜつ界かいまで張って、全力の、万全な状態で戦ったのに……どうして負けたの。それも分からない……っ……」

　黒套コクドを羽織り、自分を抱きしめるようにしてうなだれるビビに……俺は、振り向く。

「ビビ。戦っても分からなかったのか？　なんでお前が負けたのか」

「……？」

「じゃあ、いい事を学んだな。１人より、仲間がいた方がいいってことだろ。これは」

　俺おれがそう言うと、ビビはまたその大きな目で俺を見上げてきた。

　そしてしばらく俺を見つめ続け……頰ほおをピンクに染めて、さっ。

　俺の黒套コクドで体を覆おおったまま、ベンチから立ち上がった。

　こっちに背を向けたビビは──

　……？　なんだ。動かない。

　呪じゆ文もんでも唱えてたら厄やつ介かいだぞ。さっき妖よう刕とうが表示してたが、荷電粒子砲メビウスで失われた魔力も、休憩すると少しずつ自然回復するらしいんだからな。

「おい」

　俺が後ろから肩を叩たたこうとした、その時。

　くるっ、と、ビビは振り返り──背伸びして、

「──っ──」

　そのピンクの唇くちびるを、押しつけてきた。
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　俺の、口に。ほんの１秒。

（……!?）

　短いキスが終わっても、俺は……口を閉じたまま、何も言えない。

　俺から後ずさって離れたビビは、真まっ赤かになってその二ふた重えの大きな目を瞬またたかせ、

「バイバイ、静せい刃じ」

　と、言い残し──ピクトグラムをほんの少し、自分の周囲に飛ばして──素早く消えた。

　その場には、へなへな、と……中身を失った黒套コクドが残されて、つぶれていく。

「………」

　俺おれは舌の上から、いまビビに口移しで渡された物を取り出す。

　それは炎のような赤色と黄色に彩いろどられた──宝石。

　ファイヤー・オパールのような外観だが……中が本当に燃えているように蠢うごめく、この遊色に見覚えがある。アリスベルが同じ宝石を持っていた。

　……これが、『欠片カラツト』だろう。鳳おおとりの。

　ビビはかつてアリスベルに「欠片は体内に隠してる」とか言ってたが、割とシンプルな隠し場所だったな。口の中だったのか。

　俺が黒套コクドを拾って着直していると……たったった……

「──静せい刃じ君！　大丈夫でしたか！　飛べもしないのに……！」

　少し離れた場所に着地してたらしいアリスベルが、ビルを回り込んで走ってきた。

　環かん剱けんはもうスカートに格納したらしく、手ぶらの両手で俺の胸や腕をベタベタ触ってくる。

　ケガがないか確かめてるらしい。

「こ、こら。触んな。何ともないって。あと大声で飛ぶとか言うなよ。人通りは無いが、もし聞かれたらヘンに思われるだろ。俺こんなカッコなんだし」

「よかった……！　よかった……！　絶ぜつ界かいからそのまま落下していったから、私……せ、静刃君が……死んじゃったかと……ふぇ……ふぇえ……」

　お、おい。何で泣くんだよ。ビビといい、お前といい。女は泣き虫だな。

「ほら、顔を上げろよアリスベル。これなんだろ、俺たちの目的は」

　と、オープン・フィンガー・グローブの手でつまんだ欠片を見せると──

　アリスベルは欠片と俺の顔を、交互に見た。

　まるで奇跡と、それを起こした人物を見るような目で。

「そうです……これは間違いなく、欠片です……！　静刃君……ありがとう……」

　──きらっ……

　俺の胸に顔を突いて……嬉うれし泣きしてるらしいアリスベルの胸から、ピンクゴールドの光が飛ぶ。例の、なんだか分からないが無視していい現象だ。

　光は……彗すい星せいのように尾を引き、俺とアリスベルの間から東の空へと翔かけていった。

　まるでこの世の裏で行われた戦いの勝利を祝う、ささやかな花火のように。




　顔が隠せる以外の、黒套コクドの長所を見つけた。

　妖よう刕とうで戦った後の疲労が、軽くなるのだ。おかげで今回は倒れずに済んだ。

　とはいえ、疲れはひどい。アリスベル風に言えばモーレツな痛みも、ビビに撃たれた胸や腹にはある。ビルから飛び降りて着地した足にもな。

「ビビの件が片付いたら出てくとか言ってなかったか？　お前ら」

　自宅のソファーに掛けて休憩する俺おれは──

　さも当然のようについてきたアリスベルに、そうボヤく。

　黒套コクドは脱いでいない。着ていた方が回復も早いような気がするからだ。しかも俺は戦国武将みたいに妖よう刕とうを杖つえがわりにして、体の前に突いて座ってるから……物々しいな。我ながら。

「だって取り逃がしたでしょう、静せい刃じ君」

　などと言いつつ、アリスベルは俺に麦茶を入れたコップを渡してくる。

　やたらノドが渇かわいていた俺が一息に飲み干すと、すぐおかわりをお酌しやくしてくれた。

「……欠片かけらを手に入れたんだから、もういいだろ。出てけよ」

　あの後、アリスベルは自分の胸元から欠片のペンダントを引っ張り出し、ビビの欠片と触れ合わせ──魔術で融合させている。だからアリスベルのペンダントは一回り大きくなった。

「でも凄すごかったですね。見えましたよ、妖刕での７連撃」

　あ、話を逸そらしやがったな。

「……目がいいな、お前」

「でもあの角度からだったら、髪の方が隙すきがありそうでしたけど？」

　まあ、それは確かにそうだった。

　妖刕が表示した斬ざん撃げきの推すい奨しようコース、俺が選択しなかったもう片方は……ツインテールを片方、切り落とすコースだった。それなら、１振りで済んだ。

　ビビが自分で言ってたが、髪は魔力のバランサーみたいなものらしいからな。

　テールを切れば、それはそれで機動力を奪えたのかもしれない……が、

「髪は女の命なんだろ。傷つけちゃダメだ」

　と、俺はいま杖にしてる妖刕にも教えるように言った。

　するとアリスベルが、俺を見直したような目で見てくる。胸からピンクゴールドの光も出た。

「……お前の荷電粒子砲メビウスも大した技だな、アリスベル。敵の武装を強制解除する、必殺技──いや、殺すわけじゃないから……必勝技ってとこか」

「ビビは、そうではなさそうでしたが──自分の死をトリガーに自爆する異能もいますからね。その対策も計算に入れて作った式しきなのです」

　できれば、もっと倫理的な理由の非殺技であってほしかったが……まあいいか。

　今はその辺を議論する気になれん。疲れてて。

　などと溜ため息いきをついていると、さっきピンクゴールドの光が飛んでいった廊下の方から、

「静刃、お前は本当に逸材だ。あのビビを殺さずに倒すとは、大したものだ」

　などと言いつつの貘ばくが笑顔で現れた。

　こいつめ。結果オーライって感じで、ケロッとしてやがるよ。屋上での事は噯気おくびにも出さず。

「ええ。本当に。私も今夜の件で、静せい刃じ君が少しは使えることが分かりました。でも、異能としてはまだまだですよ」

　一方、お澄まし顔で人差し指を立てたアリスベルは「！」と何かいい事を思いついたような顔をする。妖よう刕とうも、黒髪ツインテールの頭上に豆電球の表示をした。

　なんだ？　イヤな予感がするな。

「そうです静刃君。明日から、私が異能の基礎知識を教える家庭教師をしてあげましょう」

「してくれなくていい」

「敵に見られないよう、２人っきりでしますからね」

「してくれなくていい」

「都合のいい時間になったら、電話するように」

「お前の頭の横についてるそれは耳じゃないのか？」

　俺おれの拒絶をオールスルーするアリスベルに頭かぶりを振り、助けを求めるように貘ばくの方を向くが、

「名案だなアリスベル。居鳳いのう高でも、まだしばらく異能にまつわる授業はしないだろうしな」

　貘も推すい奨しようしてる。詰んだなこりゃ。

「……俺はお前のケー番を知らん」

　俺が最後の抵抗をすると、アリスベルはポケットからパールホワイトの携帯を出してきた。

　あ、こないだガチャで出したアルパカのストラップを付けてる。

「……」

　雉きじも鳴かずば打たれまいだったか。と、やむなく俺も携帯を充電器から外すと……

　アリスベルは自分の携帯をでかい胸の前で両手持ちして、緊張の面持ちでこっちを見てくる。

「なんだよ」

「い、いえ。その、私、男性に電話番号を教えるなんて、初めてですから……」

　それがなぜ緊張に繫つながるんだ。分からん。

　俺はアリスベルに「赤外線」と言って、携帯をＩＲ受信モードにする。

　アリスベルは、わたわた、あせあせ、と携帯を操作し、ぎゅーっと目を閉じて『えい！』という表情で俺にプロフィールを送信してきた。

「じゃあ俺のも送るぞ」

「はっ──はい！」

　声でけえよ。何テンパってんだ。貘も横で吹いてるぞ。

　アドレス交換が終わったので電話帳を一応確認すると……あー……

　今さら、俺も分かった。アリスベルが緊張してた意味が。

　アリスベルのフルネームは『立花・氷焰・アリスベルTachibana=Vienyan=Alicebell』。どこの出身なのか全く分からないものの、別にそこは緊張感のポイントではない。メールアドレスもstrawberryとかmoonlightとかオトメ丸出しの文字列が入っているが、それもどうでもいい。

「……」

「……」

　つい、俺おれとアリスベルは黙って視線を交わしてしまう。

　やってから分かったが、気恥ずかしいものなのだ。異性のアドレスが携帯に入ってるということは。

　お互いが気を許した証拠みたいで、一気に親密になってしまったような感じさえする。

　実際いつでもメールや電話で連絡が取れてしまうし、それを許したって意味だろう。これは。

　他人に電話帳を見られたら、関係を疑われるだろうし。

（女のアドレスなんて、他には祈いのりのぐらいしか入れたこと無かったからなあ……）

　などと心の中で呟つぶやきつつ、携帯を見てると──

　ん……？　戦ってる間に、その祈からメールが来てた。

「……」

　祈のメールはいつもやたら長文で、しかもたいてい要領を得てない。あいつは文章がド下へ手たなのだ。だから、最近は読んでないメールが溜たまってる。

　今回もちょっと見ただけでウッとなるぐらい文字ビッシリのメールだったので、読まず……通話で済ませようと思ったが、それもちょっとマズそうだと思い至る。

　もう、時刻は夜の10時。

　祈は宵よいっ張りだから起きてるだろうが……通話中にアリスベルや貘ばく、つまり若い女が後ろで喋しやべったりしてみろ。心配されるだろう。

　だが心配されても、説明はできない。異能がどうのなんて話したら、発狂したと思われるし。

　なので祈が帰ってくる予定の明日の昼までに、貘とアリスベルを我が家から撤てつ去きよしなければならないのだ。やっぱり。

「おいアリスベル、貘。明日、ここに帰ってくる……」

　家族、と言いそうになって、俺は口ごもった。

　祈は家族じゃない。戸こ籍せき全部事項証明書とかいう紙キレの上では、そうなってるけどな。

「……住人が、いる。そいつには、お前たちの事を説明できない。今夜中に出ていってくれ」

　俺が言うと、アリスベルは貘と顔を見合わせる。

　そして、笑顔でこっちを見てきた。

「想定内です。その場合、静せい刃じ君は大家さんになったということにして、私たちの事は店たな子こと説明すればいいのです」

　じゃあ家賃払えよ。

「この家は広い。かつては旅館だったような形跡もある。つまり誰だれかが新たに住んでいても、不思議はないだろう？」

「そうかもしれんが、不思議きわまりないヤツらが住みついた場合はその例外だ」

　俺おれが妖よう刕とうの柄つかを握って、武力に訴える素振りを見せると──

「貘ばく、おフロにしましょう」

「そうしよう」

　ち、ちくしょう。笑顔で逃げていくぞ。２人して。俺が入れない安全地帯へ。




（弱ったな……どうやって追い出せばいいんだよ……）

　喋しやべってる間に体が回復していた俺は、２階の自室に入り──妖刕をベッド下に隠し、脱いだ黒套コクドもクローゼットに突っ込む。下に着ていた制服も、ジャケットは脱いだ。

　そして１階の旧１０２号客室にノートＰＣを運び入れ、『居い候そうろう　追い出し方』などをググる。この洋室は空き部屋でアンティークのベッドとテーブルぐらいしか無いのだが、無線ＬＡＮの入りがいいからな。

　誓って狙ねらったワケじゃないが、この部屋は浴室の隣。ドアは建て付けが悪くて開けっ放しにしてあるので、アリスベルと貘の談笑する声が聞こえてくる。腹立たしい事この上ない。

（うちのフロはでかいから、水道代だって高いんだぞ。そこんとこ分かってんのか）

　などと口をへの字にして、グーグル先生に相談を続けていると──ぐらっ。

　お、揺れたな。地震だ。

（震度……３ぐらいか？）

　念のため席を立って、すずらん形の小さなシャンデリアを見上げていると……

　きゃー！　という声が、フロから聞こえ……

「せ、せせせ、静せい刃じ君！　地震！　地震です！　モーレツに一大事ですッ！」

　とたとたとたたた！

　ドアの前を、アリスベルが走っていった。

　──ハダカで。

（っておい！）

　それに目玉が飛び出そうになった俺の耳に、きゅきゅっ！

　廊下で急ブレーキをかける音が聞こえて、たたたっ！

「静刃君！　ままままだ揺れて、じ、じじ地震っ！　ひ、避難しないと！」

「おおおおいッ！」

　ツインテールを解ほどいて黒髪ロングになった素っ裸のアリスベルが、Ｕターンして戻ってきた。

　そしてパニック状態の涙目で、俺に飛びついてくる。

　むぎゅ！　としがみついてくるから……おッ、俺の体にッ、マシュマロみたいに柔らかくて、同時にハリのある夢のような球体が押しつけられてるぞ！　左右２つとも……！

「……こ、こわい……！　ゆ、揺れ、揺れ……！」

「ア……アリスベル……！　落ち着けって……！」

　ていうか、なんでこの程度の地震でそんなにテンパるんだよ。

　普段はサムライみたいに凜り々りしいくせに、こんな地震で怯おびえやがって。

　やはり前に少し思った通り、どこか地震の少ない海外で育ったのかもしれないな。

「だ、大丈夫だって。こんなのよくある事だ。どこにも避難しなくていい」

「そ、そんな。こんな、こ、こわい……ふぇ……ふえぇ……」

　とうとうアリスベルが俺おれの胸で泣き出してしまった、その時──

　──がちゃ。

　玄関で、ドアの鍵かぎが開く音がした。

「……た、ただいまぁ、お兄ちゃん」

　いッ──

　──祈いのり!?

　ぱ、と玄関の電気がつき、ぱた、ぱた、ぱた。

　い、祈がスリッパを鳴らし、明かりのついてる旧１０２号客室に歩いてくるッ……！

「あのね、あのね。メールで書いたけどね、祈、向こうに泊まらないで、終電で帰ってきたの。東京のおみやげ、いっぱい買ってきたよ」

　メール……ちゃんと読んどきゃ良かった……！　電話するのも忘れてたし！

　だが後悔しても、後の祭り……！

　ぱた、ぱた、ぱた。スリッパの足音が、ち、近づいて……来るっ……！

「い、祈ね……が、合宿中……ずっとずっと、お兄ちゃんのこと考えちゃってたの……」

　真まっ青さおになって裸のアリスベルを見下ろすと、アリスベルも真っ青になって俺を見上げてる。

　地震のショックからは立ち直ったようだが、この新たなピンチをどう切り抜ければいいのかアイデアが無いらしい。

「離れたとたん、恥ずかしいぐらい、頭の中、お兄ちゃんでいっぱいいっぱいだったよ……」

　ど、どうしよう。

　よく懐なついてる妹の留守中に、素っ裸の女子を……

　こんなベッドしかない部屋で、腕の中に抱いてるなんて。

　誰だれがどう見ても、言い訳無用。とんでもない誤解を受けるに違いないぞ、これは！

　俺とアリスベルは硬直したまま、揃そろってドアの方を向く。

　ぱた、ぱた……ぱた……

　なぜかウットリした微笑ほほえみをたたえていた祈が、俺たちを見た瞬しゆん間かん──

　──フッ──

　その笑みだけでなく、全すべての表情が消えた。祈の顔から。

　どさっ。三みつ越こしの紙袋、手から落っことしちゃってるよ。祈。

「い、祈。聞いてくれ。これはだな、ち、違うんだ」

「そう、そうなのです。違うんですよ、えっと、祈いのり……さん？」

　こういう時だけは息が合うらしい俺おれとアリスベルは揃そろって顔色を真まっ青さおから真まっ赤かに変え、しどろもどろの弁解を始めようとした。

　だが──祈は……

　あまりのショックに、瞳どう孔こうのカッ開いた目でこっちを見てるだけだ。

　１ミリも動かず、ぢんわぁ……と、その目に涙を浮かべていく。

　そして、愕がく然ぜんと開けた口をほとんど動かさず、ノドの奥から──

「……おにいちゃん……その人ォ……誰だれェ……？」

　な、なんだこの声ッ……！

　祈の声が、低く冷たい、冷たすぎるッ……！　こ、こええ！

　その時、アリスベルがハッと何かに気づき──

　キッ、と、元々ツリ目気味の目をツリ上げた。

「──静せい刃じ君、逃げてくださいッ！　その女は異能ですッ！」







【　Episode 03　異能のＸエツクス　】




　──アリスベルが動いた。

　バッ、とベッドからシーツを摑つかみ取り、体前面を隠した状態で──

　シュンッ！　と、電光石火のスピードで廊下に出る。

　そしてそのままほとんど無音で、風呂場の方へ消えていく。

「お、兄、ちゃん！　あれは、誰!?」

　あ、あのおとなしかった祈が……ずか、ずか、ずかっ！

　足を踏みならし、中学生離れしたデカい胸を上下に躍動させながら──俺に詰め寄ってきた。

　そして、ぐいっ！　俺の腕を胸の合間に抱き寄せる。

　そのまま祈が振り返ると、ばっ！　その視線の先、扉の前にアリスベルが再登場した。

「静刃君！　何者ですかその女は！　お、お兄ちゃんとか言ってますが、顔が似てませんよ！　ふしだらなカラダつきをしてますし！」

　は、早っ！　もう制服着てる！　髪もツインテールに結い直してるし。

　ていうかアリスベル、お前さっき、妙な事を言わなかったか!?

　──『その女は異能です』とか……！

「さ、さっきその子、モーレツに科しなを作った、誘惑するような！　ハレンチな！　猫なで声を出してましたし！　きちんと説明してください！　……ぎゃー！」

　セリフの最後あたりで、俺おれの腕を祈いのりが胸で挟んでるのを発見したアリスベルは──

「いいいい今すぐ静せい刃じ君からその手と、ちちちち乳ちちを離しなさいこの痴ち女じよ！」

　さっきまで痴女のように裸で走り回ってたくせに、ツインテールを逆立てて激げつ昂こうしてる。

「お、お、おうちに女が……！　しかも、あ、あんな美人……！　お兄ちゃん……どうして!?　学校は始業式だけだったのに、もうカノジョが出来ちゃったの!?」

「かのっ……かのかのかのっ……じょ！」

　ぼふんっ！

　祈のセリフ、その一部の単語にアリスベルは頭から噴火みたいな湯気を出す。

「お、お兄ちゃんと一緒にいていいのは祈だけなの、あんなアイジンを入れちゃめーなの！」

「あああああ愛人っ……!?　聞き捨てなりませんよ！」

　カノジョだのアイジンだのという単語がＮＧワードらしいアリスベルは、ぶちいっ！

　血管のキレる音が聞こえそうな勢いでマジギレし──

「こわいようお兄ちゃんっ」

　と俺に体全体で抱きつく祈に、お得意の暴力で摑つかみかかろうと踏み出してきた。

　や、やる気だぞアリスベル。か弱い祈に対して……！

「よ、よせって！　よく分からんが大人げないぞアリスベルっ、中学生相手に！」

　俺が叫ぶと同時に──

　服を着た貘ばくが現れ、がしっ！　慌あわてた手つきで背後からアリスベルを羽交い締めにする。

「あ、アイジン２人目ぇー！」

　祈がムンクの『叫び』みたいなポーズで悲鳴を上げる前で──

「──戦うなアリスベル、ＥＳＰを怒らせてはいけない！　お前も知っているだろう、魔女はＥＳＰと相性が悪いのだ！　戦うとなったら覚悟がいるぞっ！」

「うるさい！　こっこっこのタヌキ目女は、私をせっせっ静刃君の愛人呼ばわりしたのです！　思い知らせてやります！　モーレツに！」

　ば、貘に従わないアリスベルを初めて見た。

　ここまでキレてると、もう何が飛び出すか分からないぞ。

　となると俺も危険だ。今、妖よう刕とうも黒套コクドもないんだからな。

　だが何だ。いま貘も何か妙な事を言った。ＥＳＰがどうのって。

　ＥＳＰとは──俺がゲームで聞きかじった記憶が正しければ、

（超能力者の事だぞ……!?）

　と、俺が祈に振り向くと──

「──魔女──？」

　祈いのりは、バッ。

　身を挺ていするように俺おれの前に出て、アリスベルをとおせんぼするように両手を広げた。

　そして、ぱっぱっ、とサッカーのシュートみたいにスリッパを射出してアリスベルの出足を止めてから──

「──んっ！」

　アリスベルにおでこを向けて、何か力むような仕草をする。

　その瞬しゆん間かん、ばしっ！

　アリスベルが、のけぞった。見えない棒で顔面を突かれたように。

「～～～～！」

　赤くなった顔、鼻血の出た鼻を押さえ、アリスベルは再び祈の方へ突進しようとしたが──

「んっ！　……んっ！」

　ロングの黒髪を揺らす祈がおでこを突き出すたび、ばし、ばし、ばしっ！

　後退させられている。今度はボディーを殴なぐられたような感じで。

　そして、のし、のし。

　ふんわりした毛糸のソックスをはいた祈の足が、前進し始める。

「パルスニードル……！　逃げろ、それは防げない！　身を守るすべが無いぞアリスベル！」

　アリスベルに置いていかれた貘ばくが、手メガホンで叫んでる。

　な、何かを、しているのだ。祈が。目には見えない、何らかの攻撃を。

　ビビやアリスベルとは系統が違う、何らかの技で。

（──い、祈も、異能だったってのかよ……!?）

　入学前夜から驚おどろき慣れてきた俺だが、これには改めて愕がく然ぜんとしてしまう。

「相手が異能なら！　使用が、無制限に許可されてるんだもんッ……んんんーっ！」

　祈が力むと、びしびしっ！　がたんっ！　ばきっ！

　廊下の壁かべに亀き裂れつが入り、絵が落ち、床板も割れ出した。ひとりでに。

「や、やはり……異能！　ならば容よう赦しやしませんよ！　私は静せい刃じ君と盟友の契ちぎりを結んだ身！　彼の元を去るいわれはありませんッ！」

「ち、っ、ちぎ、りっ……か、れっ!?」

　祈にも何らかのＮＧワードがあったらしく、ずるっ。ぺたん。

　腰が抜けたようになって、その場にその大きめのオシリを落としてる。

「刺激するなアリスベルっ！　念動爆発イヤボーンが来るぞ！」

　貘は祈を追って廊下に出た俺の足を払い、どたっ！　床に転ばせ、自分も俺の上に伏せた。

「──その前に仕留めますッ！　たァーッ！」

　ジャンプしたアリスベルが、祈めがけてクロスフライング・したクロス・両腕チヨツプを叩たたき込もうとした時──

「いやーーーーーッ！」

　──ボーーーーンンンンンンッッッ！

　と、祈いのりを中心に激しい衝しよう撃げきが周囲に飛び散った。

　それにバウンドしたように、アリスベルは──どんっ、ごろごろごろっ！

　祈を飛び越え、階段を２階まで上がるほど吹っ飛ばされた。

　俺おれと貘ばくの所にも衝撃が来て、伏せているにも拘かかわらず、ずずずっ。廊下を何ｍも滑らされる。

　あ、あのアリスベルが……！

　荷電粒子砲メビウス一発でビビを沈めた、人間砲台のアリスベルが……！

　や、やられた。祈に。

「……お、俺の妹が……こんなに強いわけがない……っ……！」

　呻うめく俺の目の前で、ごろごろごろっ！

　２階から、環かん剱けんが車輪のように階段を転がり落ちてきた。階段を破壊しながら。

　祈を真っ二つにするコースを転がった環剱は、ぎんっ！

　祈が一ひと睨にらみしただけで、見えない岩にぶつかったかのように方向を変え──ごすっ！

　玄関の扉を半分ほど貫通したところで、止まった。

「やっぱり──こないだ、お兄ちゃんの前頭葉フロンタル・ロープ正中部・センターから出てたFmθシータ波で見えた──予備自衛官と私闘した魔女、『魔ま剱けん』！　資料にあったのと同じ特徴の女だぁ！」

　現代アートみたいになった扉を背に、祈はワケの分からない事を喚わめいている。

「な、何なんだよこの状況は……！」

「静せい刃じ、あれは──」

　伏せた俺の顔の横で、ようやく説明口調になった貘がシリアスに話し始める。

「──アリスベルがウルトラマンの『八つ裂き光輪』にヒントを得て編み出した技だ」

「そんな事じゃねえよ知りたいのは！」

「私の留守中に……この、お兄ちゃん泥棒、ハイエナ女……！」

　えっ……？

　階段の上を睨む祈の口から出た、祈らしからぬ罵ば倒とう語に我が耳を疑っていると──

　ぱき。ぱき。ぱきき。

　環剱が、扉のところで半円の弧こになり、それがさらに最小サイズまで分割されていく。

　玄関の、空中で。

　そして、びゅんびゅんびゅん！

　階段を降りてきていたアリスベルめがけて、飛んでいく。

「動体ＰＫアクテイブだけでなく静止ＰＫスタテイツクも使いますか、このタヌキ目女！　その不気味な異能を隠して、静刃君に気に入られようとしていたのでしょう！　あたたたた！」

　ばしばしばし！

　自分めがけて飛んできた自分の剣のパーツを、アリスベルはカンフーみたいな掌しよう底ていや裏うら拳けんの連打でどんどん捌さばいていく。弾はじかれた刃やいばがどんどん刺さる。壁かべに。階段に。床に。

　ごすっ！　とそのうち１つが目の前の床に刺さったので、俺おれと貘ばくは顔を見合わせ──

　──ダッシュで逃げ出した。とりあえず避難しないと、巻き添えで殺されちまう。

　祈いのり。祈。あの可愛かわいくておとなしかったお前とは何だったのか。




　俺と獏はダイニングルームの床にある四角いマンホールみたいな扉を開け、今は使ってない地下のワインセラーへ緊急避難した。

　狭いので獏のグラマーな体が密着して困るが、外は戦場。追い出すワケにもいかん。

「安心しろ静せい刃じ。魔女もＥＳＰも、きちんと準備せずに戦えばすぐ『腹減り』──エネルギー切れになる。しばらく待とう」

　哀かなしいかな、ＥＳＰとはうちの妹のことらしい。

「……どういうことだよ……祈の、あれは……」

「祈というのか。あの少女、相当な能力者だな。おそらく生まれつきの超能力者で、早くから訓練されてきたのだろう。お前の妹を名乗ってるようだが……おそらく国家の手先だ。お前の監視役だな」

「マ、マジかよ……」

　たしかに、祈がうちにやってきた時──

　その自己紹介は不自然だった。不自然窮きわまりなかった。

　だが、アリスベルのように性格がトゲトゲしかったワケでもないので……

　俺は割とすんなり、祈を家に引き入れてしまっている。

　戸こ籍せきは見せてくれたが、そもそもそれを管理しているのは地方自治体。国、法務省民事局の息が掛かった機関だ。

　先週までなら、今みたいな貘の話なんか一笑に付してただろうが……

　今じゃすんなり考えられるようになったもんだ。慣れとは恐ろしいもんだな。




「………」

　ソーッ……と、上の扉を開き、地上の破壊音がやんだ事を確かめてから……

　俺と貘はジャンケンして、負けた俺が頭を出して様子を窺うかがった。潜水艦の潜望鏡みたいに。

（だ、大丈夫そうだな……）

　警戒しつつキッチンから廊下に出て、玄関の様子を見ると──

　──いた。アリスベルと、祈が。

　だが、もう双方、魔術だの超能力だのは使っていない。

　貘が言うとおり、ガス欠になったのだろう。

「……お兄ちゃんドロボー……ハイエナ女……！　いたっ……いたた！」

「……このッ、ブリッコダヌキ……！　や、やめなさいっ！　このっ！」

　倒れたまま髪を引っ張り合い、アリスベルはスリッパで、祈いのりは玄関に飾ってあった赤べこで、お互いの顔面やら後頭部やらを叩たたいてる。

　うにゅん、と双方苦く悶もんの表情で位置を変えたかと思うと、今度はアリスベルが祈の首を絞め、祈がアリスベルの手に嚙かみつくなど、見るに堪たえない攻防が続いている。

「……お、おい。２人とも。もうよせって」

　異能うんぬん以前の問題として、俺おれはケンカの仲裁に入るが……

　祈もアリスベルも、闘志が尽きてない。

「ど、ど、はひゅぅー、ドロボー女に、ぐぇぅー、降参なんかしない、もん！」

「制服、破けてるぞ。祈……」

「い、い、痛く、痛くないですよこんなのぉー！　キィー！」

「目が潤うるんでるぞアリスベル」

　──どうすりゃいいんだよ、この２人。もう放ほっとこうか？




　とも思ったが放っておくワケにもいかないので、俺が祈を、貘ばくがアリスベルをそれぞれ反対向きに引っ張ってなんとか引っぺがした。

　その後、アリスベルは貘に……昔の客室・旧１０３号室へと、しょっぴかれていく。

「ここで少し頭を冷やすのだ、アリスベル」

　と、貘がドアを閉める際──

「………ギリギリギリギリ………」

　アリスベルは祈を睨にらんで、ここが森なら野生動物が全すべて逃げ出すような恐ろしい歯ぎしりの音を立てていた。美少女がしていい顔じゃないぞそれ。

　一方の祈は、俺の腕に抱きついてさめざめ泣いてる。タレ目の周りに見事な青タンができて、アリスベルが言ってた通り本当にタヌキみたいだ。




　俺と貘は祈をリビングのテーブルにつかせ、尋じん問もんっぽいムードで話し合う事になった。

「さて、一つ教えてやろう。静せい刃じ」

　今までのあらましを祈に一通り語った貘が、ティーカップを片手に俺に語りかけてくる。

「私は、お前の妹を名乗るその少女を見た事がある。違法に、それも写真で、だがな」

「……何っ？」

「彼女は防衛省防衛研究所・精神科学開発センター、首席のＥＳＰ少女だ。原はら田だ祈──旧姓・桃もも井い祈よ。これ以上のプロフィールも、私から話すべきかな？」

「……」

　祈はその黒目がちな瞳ひとみで、貘をちょっと見る。

　そして……しゅん、と、顔を俯うつむかせた。

「これは私のスケジュールを作った、保安委員会のミスだったよ。私も油断してた。居鳳いのう高は最初のうち、生徒に異能の話をしないし……生徒同士も、しばらく様子を見ると思ってた」

　い……祈いのりが、否定しない。今の、貘ばくの話を。

　本当なのかよ。

　お前、本当に防衛省ナントカセンターから来たのか。

「いままで騙だましてて……ゴメンね……お兄ちゃん……私は、いま、そこの人が言った通り……防衛事務次官の特命で派遣されてきた……お兄ちゃんの見張り役だったの」

　祈は、ぽろぽろ。涙を流しながら、そう告白してくる。

「ま、マジかよ……」

　次々……明らかになるな。

　学校。同級生。妹まで……俺おれの身の回りに、実は異能がウヨウヨいたって事実が。

「中学の合宿、っていうのも、ウソ……あのね、詳細はⅡ種国家機密だから言えないんだけど、お国の問題を解決するのに、どうしても私の力が必要って……市いちヶが谷や駐ちゆう屯とん地ちに呼ばれてたの。お兄ちゃんが入学する大事な時期だから、って何度も断ったけど……どうしてもって言われて……でも安心してね。ちょっとした国難は未然に防いだから」

　うぉ……

　なんかもう、ついていけないな。

　そこまでの女の子が、俺の妹にされてたなんて。

「──アリスベルのことだが」

　貘が、ティーカップを静かに傾けた。

「いま程度ならむしろ良いのだが、祈との対立が行きすぎると私にとってもよくない。困る」

「いま程度で何がいいんだ。俺は既すでに困りきってるぞ。なんとかしろ」

「方法はある。今しばらく、お前と祈は『実の兄妹きようだい』という事にしておけば良い。血縁者が共に異能というのは、よくある話だしな」

「実の、兄妹……？　そうすると何でアリスベルが落ち着くんだよ」

「案ずるな。それが乙女心というものだ。祈も良いな？　このままお前とアリスベルが派手に戦い続ければ静せい刃じの願いの成じよう就じゆにも差し障さわるし、静刃の身にも危険が及ぶ。よいか、これは静刃のためなのだ。もう一度言う。これは、静刃のためなのだ」

　既に危険が及びまくってるだろ、と、しかめっ面つらをする俺の横で……祈は、

「……好きにすれば」

　あれ。思ったより簡単に折れたな。

　よく分からんが……コイツも、貘の話術に言いくるめられたってワケかな。




　トラの檻おりみたいなムードの漂う旧１０３号室に、貘ばくが１人で入り……

　しばらくして出てきたアリスベルは──まだ眉まゆはツリ上げたままだったが、おお。

　たしかに冷静になってる。さすが口の上う手まさには定評のある貘。口先だけで何とかしたか。

「静せい刃じ君」

　組んだ腕の上に載る胸を、ぐいっと突き出したアリスベルは──

「静刃君は私の盟友。祈いのりさんは、その妹さんとのこと。であれば戦いはしません。仲間の妹は、私の妹も同然ですから」

　と、俺おれの横でソッポを向いている祈を見下ろしつつ──妹、妹と連呼してる。

「静刃君。妹さんは、妹さんですよね」

「あ、ああ。妹は、妹だ」

　言わされた感はあるが、まあ、実際そうだしな。言葉として。妹＝妹。

「であれば、その、と、当然、わきまえていますよね。妹がどんなに懐なつこうと、兄として」

「……？　あ、ああ。わきまえてる」

　何の話なのか分からないが、否定できないムードなので──うなずいておこう。

　するとアリスベルは、にっこり。

　まだ眉はツリ上げたままだが笑顔になって、祈を見た。

「妹さん、私は立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル。お兄さんの同級生です。お兄さんとはプライベートな理由により、異能同士おつきあいさせていただいてます。どうぞよろしく」

　ちょこん、とスカートの前をつまんで楚そ々そとお辞儀したアリスベルに、

「……こンのォ……雌めギツネがァ……」

　祈がノドの奥で呟つぶやいたような気がしたので、

「な、何？」

　今の、祈が言ったのか？　ホントに？　と、俺は目をぱちくりさせてしまう。

　だがアリスベルはどこ吹く風で、

「その理由のため、私と貘はここに逗とう留りゆうしています。つまり私は、お兄さんの客人なのです。ご理解いただけましたね？」

　ニコニコと、祈に追い打ちをかけるようなムードで言っている。

「………勝手にすれば……？」

　胃液でも沸ふつ騰とうしてるのか、口から煙のようなものを出しつつだが……ここも折れたな。祈が。

　まあ、凄すごい目でアリスベルを前髪の下から睨にらんでるけど。

「よし、話は纏まとまったな。みんな仲良くするべし」

「半笑いで言うなよ貘……」

　剣けん吞のんな空気の中、貘だけが何だか妙に嬉うれしそうだった。
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　教会に戻り、恋レン函カンを見れば……

　おお。ハート形をしたチョコレートが、２種類ある。

　確信は無かったが、今回のもやはり正しい恋心の発はつ露ろなのだな。

「よし、よし……！」

　こちらのセミスイートは、アリスベルの恋心。

　そしてこちらのハイミルクチョコは、あの祈いのりという乙女の恋心だろう。

　私は再び喜き悦えつのダンスを舞いつつ衣服をストリップし──

　耳とシッポの出た獣けもの人びとの姿に戻り、２つの恋心の包装紙を剝むき……放り上げ、口に入れた。

　うまい、うまい……！　食べられる……！

「これが、修羅場の味……！　甘苦くて、いいものだ……！」

　あまりの美う味まさにしゃがみ込んだ私は、シッポをぱたぱたさせてしまう。

　過去の契約で、私が喰くえるのは──

　立たち花ばな家の乙女を起点とした、２恋れん等とうの乙女の恋心までとされている。

　つまり私が喰える恋心は、アリスベルと、彼女の恋のライバルのものまで。

　私は人間ではないので、恋というものが何なのか本質的にはよく分からない。

　だから、この契約のもとでいかに効率よく恋心を増産するのかは難問だった。しかし──

（知識はあるのだ。どうすれば恋が増えるのか、しっかり予習したのだからな）

　私は数々の学習教材の中から、ライトノベルという書しよ籍せきを取り出す。

「これでいう、ハーレムというものを作れば良いのだ……！」

　そうすれば──長期に亘わたって、複数の乙女たちが恋の果実を実らせ続けるだろう。

　今回のように、ある程度の修しゆ羅ら場ばもどんどん起きるハズだ。

　それらはこの、適度な苦味がクセになりそうなチョコレートになる。

「静せい刃じ。お前は本当に、私にとって理想の男だよ」

　あの男は異性を後回しにして、自分の目的を優先する性さががある。武士もののふに多かったタイプだ。

　実に、恋心を横取りしやすい。

　だから、手放しはしないぞ。静刃を。精いっぱい守ろう。

　武具を与えるという、私なりのやり方で。

「だが、次の装備を産むには……まだ栄養が足りないか……」

　黒套コクドを産んで、少し腹を減らしすぎたな。あれも極めて高性能だからな。

　しかし深く考えることはないだろう。今は。

　だって私はいま、毎日ごちそうを食べられているのだから……！
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　結局、一息もつけなかった週末が終わり……月曜日。

　キラキラしつつも頑丈そうな居鳳いのう高の校門をくぐり、俺おれは恐る恐る登校する。なぜか笑顔のアリスベルと一緒に。

「……」

　この学校は──こうやって見回してる分には、ただのお嬢様学校にも見える。

　だがこう見えて、ここは異能の巣そう窟くつ。

　自覚の有無はあれど、異能を持つ生徒たちが集つどう学園なのだ。

　貘ばくにしつこく言われた事もあり、包帯で隠しつつ持ってきたが……

　確かに必要だな。妖よう刕とうは。ここじゃ。

（ビビの時みたいに、誰だれにどんな理由でいきなり襲われるか分からないんだからな……）

　と、歩いていると……俺はこの学校では３人しかいない男子とあって、どの女子もすれ違いざまにこっちをチラチラ見てくる。

　数人のグループになってる女子とかは、ヒソヒソキャッキャッと何やら声を潜ひそめて……だが、明らかに俺の事を話題にしてる。

　不愉快だな、こういうの。ストレスで胃がキリキリする。

（それでなくても、今日は朝から恐怖に苛さいなまれたってのに……）

　というのも、家を出る時──制服を新調したアリスベルが俺の真横に立ち、背後にニヤニヤするから俺も振り返ったら……

　ドアの隙すき間まから、祈いのりがアリスベルを睨にらんでギリギリと歯ぎしりしてたのだ。

　目の下に思いっきりクマができた状態で。

　だが祈は俺と目が合うと、くるっ。

　顔面を取り替えたかのように、一いつ瞬しゆんでいつものおっとりした顔になり、

「いってらっしゃい、お兄ちゃん。何かあったらすぐ電話してね。祈、すぐ行くから」

　などと忠誠度の高いことを言ってきた。

「あ、ああ……」

　と苦笑いして背を向けると今度は、ブツブツ……なんか、呪じゆ詛そのような声が祈から聞こえてきたので……こっそり妖刕の鞘さやに触れてセリフを表示させたら……

『にがさないからね』

　とかいう表示が出た。出すんじゃなかった。

　なお、アリスベルと祈に壊された我が家のあちこちは、昨夜ゆうべの内に修しゆう繕ぜんされている。

　祈曰いわく行政機関の人が来てやってくれたそうだが、詳しく聞きたくない方面の話だったので……それ以上は、聞かないことにしている。




　俺おれは痛む胃を押さえつつ、新校舎の前でⅣ組マツキのアリスベルと別れ、古めかしい旧校舎に入る。

「……」

　がら、と木のドアを開けてＸ組を見渡すと……あれ。

　誰だれもいない。

　これ以上悩ましい現実に直面したくないので、山やま之の内うちナオ・ユウの双子が来てなかったのは全く構わないんだが……あの無口な京きよう菱びしキリコも、初日から欠席だった桃もも井い矢や子こも来てない。

　登校してる俺が逆にヘンみたいで、イヤだな。

「おーう、授業やるでぇー」

　背後から掛けられたハスキーな声に振り返ると──

　タンクトップにカットジーンズという、露ろ出しゆつ度どの高い女性がいた。

「ウチはＸ組副担任の八や九く藻もや。セアラやないからガッカリしたか？」

　にい、と白い歯を見せて明るく笑った八九藻先生は……

　普通に、国語や日本史の教科書を持ってる。
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　ちょっとラフな感じはするし、生足が付け根まで丸出しなのは教職者としていかがなものかと思ったが……まあ、普通人に見える。うちの学校のコンセプトから考えると。

　だが八九藻先生は、

「──セアラに聞いた通り、いいもん持っとるやんけ。やっぱり捨てへんかったな」

　俺おれの妖よう刕とうにデコピンして、小声で耳打ちしてきた。

　知ってるんだ。彼女は。どこまでかは知らないが、この刀の事を。

　先生も、異能──やっぱり、この学校はそういう学校なんだな。

　しかも今の発言から考えて、あの森もりセアラ先生もこっち側の人ってことか。

「……」

　俺は少し用心しつつ教室に入り、席につき……刀を、左隣の机に置いた。

　妖刕がそうしろと、小さい表示をしたからだ。

　ああ、なるほど。左隣に置けば、すぐ左手で鞘さやを摑つかんで右手で抜けるからか。

　……って、カンベンしてくれよほんとにもう。

　なんで先生にまで警戒しなきゃならねーんだ、この学校。




　朝の１時間目から、昼休み前の４時間目まで──

　授業は全部、八や九く藻も先生がマンツーマンでしてくれた。まるで家庭教師みたいに。

　現代文、日本史、現社……どれも、至って普通の授業だ。

　教え方は少し大ざっぱだが、それは八九藻先生の性格による事らしく、不自然な所はない。

「ほんじゃ前半は以上。文系と体育はアタシが、理系と英語は午後にセアラがやるからなー。セアラ、さっき『今日は原はら田だ君だけだから』とかって、厚化粧しとったぞ」

　化粧がどうのって話の主しゆ旨しはよく分からないが……

　副担任の割には、主担任のセアラ先生に対する尊敬の念は薄いみたいだな。八九藻先生は。




　で、昼休みになると──

「静せい刃じ君。ランチの時間です。学食に行きましょう」

　アリスベルが、わざわざ旧校舎までやってきた。

　そしてＸ組に女子がいないことを確認して、晴れ晴れした表情になる。なんでだ？

「なんで昼メシまでお前と一緒に食わなきゃならないんだ。少しは１人にしてくれよ」

「ダメです。静刃君は女子の着衣を盗んだりしますから、被害者が出たらいけません」

　ぴ、と指を立てて言うアリスベルは……

　脱衣所で下着を盗とられた（という誤解の）事、まだ怒ってんのか。根に持つタイプだな。

　などと内心考えつつ、学食に行く道すがらＸ組の状況について話すと──

「Ｘ組は、特進クラスのようなものではないでしょうか。現状、特待生ばかりのようですし」

　アリスベルは自分の頰ほおに指を当てて考えながら、そんな事を言う。

「逆じゃないのか？　俺は自分がその……こっち系の人間だった事すら、知らなかったんだ」

　あの無口女の京きよう菱びしキリコも、ちょっと難ありの児童っぽかったしな。

「どうでしょう。でも、欠席率が高いのは……」

　と、アリスベルは背を伸ばし、俺おれに耳打ちするような手つきをした。

　身長差が頭１個分あるので、俺は首を傾けて耳を寄せる。

「祈いのりのように既すでに国家と結びついてる生徒もいて、何らかの任務をこなしているケースも考えられますよ。そもそもそういう機関から進学してきた子もいるようですから」

　なんだかイチゴみたいな甘い香りの息で、そんな事をヒソヒソ言ってくる。なぜか祈を急に呼び捨てにしつつ。

　そんな聞きたくない話を聞いて入った、学食で──

「……」

　ワイワイとランチをとっている女子たちを、俺は、改めて見回す。

　俺とアリスベルに気がついた女子たちが、また例のヒソヒソキャッキャをやるが……

　その中にも何人か、そういう子がいるのかもしれないな。

　ただの学生のフリをしつつ、異能として生き──何らかの戦いを、この社会の暗部で戦っている生徒。彼女らは自分の異能を、みだりに見せたりはしないんだろう。

　要するに、サムライと同じ。刀は帯びているが、それを不用意には抜かない。

　貘ばくの言葉じゃないが、手札を見られたら不利になるのが異能の戦いなんだろうしな。




　午後は化学、英語と、森もりセアラ先生による授業が２時間あった。

　彼女はたびたび教きよう壇だんを降り、俺の横に来て教えてくれたが──そのたび、欧米サイズの胸が顔の真横に来て気まずかったな。化粧品なのか香水なのか、やたら女っぽいニオイがしたし。

　なんであんな色っぽい人が先生なんだ。

　ほとんど女子校の学校で良かったな。じゃなけりゃ、いつか問題が起きるぞ。

「どうでしたか、授業は。あと、先生は」

　放課後になるとまた素早く現れたアリスベルは教室のニオイをフンフンと嗅かぎ、そんな事を聞いてくる。先生について聞いてくるあたり、カンがいいな。

「……教科によっては、いきなりけっこうレベルが高かった」

　セアラ先生に対する感想は伏せつつ、思った通りを言うと──

　アリスベルは黒板に残る英文を見て「この程度で？」と眉まゆを寄せ、俺を図書館に連行した。

　広く清潔な図書館は、これも至って普通の学校っぽかったが……

　魔術や超能力に関する本が、比較的多い。さもありなんだな。

　で、横長の机に俺がつくと──

「では静せい刃じ君の授業があった教科を中心に、復習しましょう」

　アリスベルが、真横に座ってきた。

　しかも、ずり。ちょっとイスを俺の方に寄せてくる。

　って、なんで真っ隣に座るんだよ。俺おれのボディーガードでもしてるつもりなのかもしれんが、普通正面とかだろ、座るなら。男子と女子なんだし。

　不自然だろ、離れろよ、と言いかけた俺の横でアリスベルは……かちゃ。

　あ。メガネかけた。持ってたのか。

　そして……なんだよ。

　無言で、俺の方を向いてお澄まし顔をしてる。

　何その、感想を言いなさい的なプレッシャー……

「……お前、目悪いのか？」

「い、いいえ。そうではなくて。これはその……そうですね、この方が集中力が高まるので。ダテです。で、その、どうですか。印象が変わりましたか。似合わないですか？」

　なんだか真顔で聞いてくるので、

「似合わなくはないぞ」

　と、二重否定文で返す。

　実際、美人はメガネをかけても美人だしな。

　俺の回答になぜかニコニコし、ハイテンション気味に鞄かばんから教科書とノートを出したアリスベルは……おっ、マジメだなー。

　教科書には付ふ箋せんがしてあるし、ノートの字もペン習字の見本にできるぐらいキレイだぞ。

「キレイだな」

　俺が言うと、

「えっえっ」

　ぼふ、と頭から湯気を出して顔を赤らめてる。

　なにやら誤解をしてるようなので、

「字。上じよう手ずだな」

　と補足すると、「あ、ああ、字。ええ。昔、書道を習ってましたもので」などと嚙かみ嚙みで返してきた。

「じゃ、じゃあ英語から始めましょうか」

「何テンパってんだよ。ズレてるぞメガネ」

「最初の単元は中学の復習も含んでいますが、文章を読みながら進めましょう。Hi Bob, What's up?...Nothing special...」

　やたらキレイな発音で教科書を読み始めたアリスベル、その向こうから……

「Ⅳ組の立たち花ばなさんだよあれ」「手が早いね」「一緒に登校してたよ」「原はら田だ君、狙ねらってたのに」

　などと、本棚の陰のあちこちからヒソヒソ声が聞こえてきた。

　なんだ？　とそっちを見ると、みんなしてアリスベルを睨にらんでた女子たちは、さささささ。言い合わせたかのように、次々と微笑ほほえみ顔になる。今け朝さの祈いのりと同じように。

　何なんだよ、あの女子の習性は。腹立つな。言いたい事があるならハッキリ言えよ。

（ていうか……狙ねらう……って言ったな。どいつか知らんが）

　その狙い方が、ビビ的な狙い方でない──部活への勧誘とか、そういうのである事を祈るぜ。

　暴力的な意味で狙われたら、命にかかわるんだからな。うちの学校じゃ。

　などと、女子たちを警戒して見回していると──

　ぐいっ。

「いてっ！」

　アリスベルにほっぺたを摘つままれて、顔の向きをアリスベル側に戻された。

「聞いてるんですか。私が教えてあげてるのに。かわいい女子でもいたんですか」

　ぐぎ、ぐぎぎ。

　な、なんだこの超握力……！　頰ほほ肉にくが引きちぎられそうだ！

「痛い痛いッ！　はなにふすんだ！」

「質問に答えられないのであれば、あなたのここに、口の穴をもう一つ作りましょうか？」

「聞いてる聞いてる！　聞いてるってッ！　な、なんでそんなに怒るっ！」

「別に怒ってないです」

　ぱ、と手を離したアリスベルは──

「ほら。静せい刃じ君のノート。構文を間違えて書いてますよ。集中力が無いせいです」

　俺おれのノートの上に身を乗り出し、『ここがちがう』『ここは定冠詞Theが必要』『ここも』『ここにも』『ここも。あなたはバカですか？』などと、勝手に赤ペンで書き加え始めた。

　頰ほおをさすり、口こう腔こうが増えてない事を確認した俺の視界に……

「……っ……！」

　アリスベルのセーラー服、その白く眩まぶしい胸元の肌が見えてしまっている。

　ひ、開いてる。かなり。アリスベルが体をかなり前傾させてるせいで、ブラウス内の重量物というか発育良好な胸によって押し広げられた襟えり元もとが。

　またチラッと見えちまったよ。イチゴ柄。お前はそれしか持ってないのか。

「ところで、急ですが」

　俺のノートをサディスティックに添てん削さくしたアリスベルは、くい。

　メガネをしたまま、上うわ目め遣づかいで俺の顔を見上げてきた。

「な、なんだよ」

「食生活に提言があります。集中力が無いのは、栄養が偏かたよってるせいもあるかと」

「ほんとに急だな」

「食品棚にカップ麵めんがたくさんありました。静刃君は１人だとあればかり食べてるのでしょう。それに今け朝さ、祈いのりが作った朝食も異常です。あの女は、なぜ朝からハンバーグを作るのですか。モーレツに高カロリーすぎです。これみよがしにハート形にまでして……」

　あの女、とは、祈いのりの事らしい。

「あれは……俺おれが一度ハンバーグが好きだって言ったら、そればっか作るようになったんだ」

「あの女、私には土つち粥がゆを出したんですよ」

「なんだよ土粥って」

「土を入れて量をごまかしたお粥です。飢き饉きんの時、農村で食べられていたものです」

　祈は祈で、なんでアリスベルに土を食わせようとするのか。

　朝食を思い出したらしいアリスベルはまた美少女が見せてはいけない憤ふん怒ぬの形相に一いつ瞬しゆんなり、

『今後、静せい刃じ君が生き延びるためには』

　と、ノートにシャーペンで書いて、サッサッ、と消しゴムで消し、

「健康第一です。なので今夜は私が作る高タンパク低カロリーのローストビーフ、香草添えを食べてもらいます。内モモ丸肉は低温調理オーブンでじっくり12時間炙あぶる必要がありますので、留守中は貘ばくに任せつつ、今も58度で保温しています」

「は、はあ……」

　こんな美少女が、俺のために料理をしてくれる。これはギャルゲー等では夢と希望をもって描えがかれていた出来事だが……それが『生き延びるため』とか、現実は夢も希望もないな。

「今夜７時には焼き上がりますから、７時にダイニングに来るように。約束ですよ」

「あ、ああ。分かった」

「ちなみに昨晩、出刃包丁を持って私の寝室に侵入してきた祈と──」

「そんなことがあったのか!?」

「そんなに心配そうな顔をされなくても大丈夫です。私もそうくるだろうなと思ってカッターナイフを拝借し、枕まくらの下に忍ばせてありましたから」

「………」

「その祈と平和的に話し合って決めたのですが」

「包丁とカッター持ってどう平和的に話せるんだお前たちは」

「静刃君の夕食は、これから当番制で作ります。今夜は私の番なのです」

　まだ４時だが、アリスベルは料理が気になるのか……

　ちょっとワクワクした顔つきで、手首の内側につけた小さな腕時計をチラチラ見てる。

「おいしいですよ。私の得意料理なんです」

「好きだぞ」

「えっえっ」

「ローストビーフ。俺も」

「あっ、あ、ええ。そうでしょう。そうだろうと思って作ったのです」

　などと未いまだに微妙なテンポの意思疎そ通つうをする俺たちの前に──

「なにイチャコラしてんのよ。みんな怒って見てるわよ」

　──！

　俺おれとアリスベルは、揃そろって目を丸くする。

「……ビビ……！」

　呆あきれ顔の、[image: ]まゆずみ美び々び──ビビが、現れたのだ。

　俺たちの机に、スッ、と座ったビビは……

　居鳳いのう高の制服、そのチェックのプリーツスカートから伸びる脚を組む。

　そして腕も組み、無言で窓の外に視線を向けた。

　ので、俺たちも窓の外を見ると……

　外の駐車場には、黒塗りのリムジンが止まっていた。

　そのホイールには、菱ひし形がたをした京きよう菱びし重工のエンブレムが金色に輝いていて──

「先端科学兵装ノイエ・エンジエの、京菱キリコ……！」

　アリスベルが、その名を呟つぶやく。

　車の前には、学校指定の通学鞄かばんを……背が小さいのでランドセルのような雰囲気で背負った、キリコがいたのだ。

　キリコはカメラのように無表情な目で、こっちを注視している。

　まるで、俺たちを観察するかのように。

「あんたらが自分たちばっか見て気づいてなかったから、あたしもアイツに姿を見せたのよ。大丈夫。この戦力にＰパＡツＤド──パーソナル・アーセナル・ドレスも無しで仕掛けてくるほど、キリコもバカじゃないわ」

　と言って、碧あおい瞳ひとみをキリコに向けるビビだが──

　この戦力、というのは、アリスベル・俺、それにビビ自身も含めての事らしいな。

　そして発言の文脈から判断して、ＰＡＤとかいう単語は……

　最初俺が夢かと思っていた、あの夜のビビ対キリコ戦でキリコが着ていたメカの略称らしい。

　個人運用Personalの・武器弾薬庫Arsenalのような・艤装Dress……で、ＰＡＤってことか。

　──しばらくこっちを不気味な目で見ていたキリコは、くるり。

　居鳳高のスカートを少し広げつつ１８０度ターンして、リムジンの方を向いた。

　すると、車のドアが宇宙船のハッチのように開いていく。翼つばさを広げるように、上へ。

　あれはガルウィングという、通常の車とは異なるドア機構だ。

　キリコが乗り込んでいく車内は広く、王侯貴族でも乗るかのような豪華な内装がされてある。

（……京菱キリコ……）

　珍しい苗みよう字じだから、そうかもなとは思ってたが……

　日本屈指の大だい財ざい閥ばつ・京菱グループのご令嬢だったんだな。あいつ。




　ビビに先導されて、俺たちは人目のない図書館の２階バルコニーに移動する。

　そこで紙パックのジュースを買う俺おれに、

「静せい刃じ君。キリコも、鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨの参戦者なのですよ。彼女は欠片カラツトを９つも持っています」

　アリスベルがそんな事を言ってきた。

「何……？」

「だからこないだ、あたしと戦ってたのよ。見てたでしょ、静刃も」

　入学式の前夜、ビビはキリコと居鳳いのう海岸で戦っていたが……

　あれも、鳳おおとりの欠片カラツトを奪いあっての事だったのか。

「あ、ああ。見た。ていうかお前らのせいで、俺はいっぺん死んでるんだからな。一生恨うらむぞ。で、どっちが勝ったんだ？　あの時は」

　発言も異能的になってきた俺がビビに訊きくと、

「……欠片は取られなかったから引き分け。と言いたいところだけど、あたしの負けだったわ。逃げたのよ、キリコから。序盤は押してたんだけどね。最後は命からがらだった」

　このビビを……撃退するほどの、戦力か。

「ビビ、さっきの件にお礼を言います。私たちは不用心でした」

　ぺこり。律りち儀ぎに頭を下げたアリスベルに、ビビはちょっと赤くなって腕組みし──

「べっ別に、あんたたちを助けたわけじゃないわよ」

　ふん、と、金髪ツインテールを揺らしてそっぽを向いた。

「でも、あたしも身の振り方を考えなきゃいけないでしょ。欠片カラツト、もう無いんだし」

　身の振り方……？

「──アリスベル。あたしを雇いなさい。キリコをやっつけるまで力を貸してあげる。報ほう酬しゆうは願い１個でいいわ」

　ビビは……なるほど。そういう腹で俺たちを助けたわけか。

　アリスベルは、とこ、とこ。顎あごに手をあて、考えながら中庭を歩く。そして……

「考えておきましょう。今夜、貘ばくと相談します」

　割と前向きな回答をした。

（それにしても……）

　あれだけ１人である事にこだわっていたビビだが、何か心境の変化でもあったのかな？

　自分から仲間になるとか言い出した。

　まあ、そういう協調性を身につけたのはいい事だと思うけどな。個人的には。

　と思ったのもつかの間、

「ま、さっきみたいにスキだらけの状態が続くようだったら──キリコじゃなくても、あんたらを襲っちゃうかもしれないけどね。フェニックス復活なんて到とう底ていムリだろうし。あ、あと、そいつをよこしなさいよ」

　ビビは俺を指さして、自分勝手なムードで条件を付け足してきた。

「は？」

　アリスベルが、口をへの字にする。ダースベイダーみたいに。

「大体、静せい刃じに先に手をつけたのはあたしだったのよ？　それをなに横取りしてんのよ。魔法少女には遣つかい魔が要いるの。静刃はあたしの遣い魔にする」

　遣い魔、って。

　あれか？　アニメの魔法少女が１匹は飼ってる、ヘンな珍ちん獣じゆうのことか？　バカにしやがって。

　気分を害した俺おれの横で──

「ビビ。静刃君は私の道具として今、強化を始めたところです。あなたに譲ゆずる事はできません。というわけで、ほら、帰りますよ道具」

　俺を珍獣どころか物扱いするアリスベルが、俺の袖そでを摑つかんで館内に戻っていく。

　引っ張られた俺が、アリスベルと共に階段を下りていくと……

　ビビは１階までついてきて、

「ずいぶん気に入ってるのね。でもそいつ、スケベよ？　エロガッパよ？」

　などと、聞き捨てならん事をアリスベルに言ってる。

　貸し出しカウンターにいた図書委員の女子たちが、こっちに振り向いてきた。

「は……？」

　赤くなって振り向くアリスベルに、

「気をつけなさいよアリスベル。うちの制服は、胸元に隙すき間まできやすいから。さっき、静刃が思いっきりブラ見てたわよ」

　ビビのヤツ……何で……いちいち、そんな事を報告すんだよ……！

「お、思いっきりは見てねえよ！」

　つい抗議してしまってから、俺は『つまり見てはいた』と自白してしまった事に気づく。

　息を吞のむ俺の横で、アリスベルは「モーレツ……！」と、セーラー服の胸元を引っ張り上げ、

「──静刃君！　どうしてあなたは私の下着に興味を持つのですか！」

　どかん！　と両手を振り下ろしてお怒りになられた。

「大声でヘンなこと言うなって！　み、みんなこっち見てるだろっ」

「こ、こ、この間も気がついたら下着をコッソリ盗んでたし……！」

　アリスベルは赤面してスカート前面を押さえ、先週の脱衣所での件をまた持ち出してきた。

「え。静刃あんたアリスベルのパンツ盗んだの」

　その発言にはビビもドン引きして後ずさり、自分のスカートを押さえてる。

　俺がアリスベルとビビのどっちに先に弁解しようかと逡しゆん巡じゆんした、その直後──

「コソコソしないで、見たいなら見たい、欲しいなら欲しいと正々堂々言いなさい！」

　アリスベルは何だか分からない怒り方で、ツインテールを逆立てて怒鳴ってきた。

「え。じゃああんた、パンツくれって言われたらどうすんのよ」

　ビビはビビで、トンチンカンな事をアリスベルに聞いてやがる。

「言わねえよ！」

　と俺おれは叫ぶが、

「え、え」

　と、アリスベルはその空恐ろしいシチュエーションを脳内で想像している様子だ。

　そして……ぶん、と拳こぶしを振りかぶり、

「きっちりお断りします！　このヘンタイ！」

　ぼか！

　公衆の面前で、俺の顔面にパンチをくれるのであった。

　これがまたとんでもない怪力で、俺は後ろに尻しりもちをついてしまう。

　カツカツカツ、と、怒っていても姿勢正しく去っていくアリスベルを見送りつつ……

「痛いってえ……ふ、不条理だろ……！　どう考えても、今の暴力は……」

　俺は哀かなしいかな、本人がいない所で文句を言いつつ立ち上がった。

　すると……あれ？

　ビビが、その場に残っている。

「……案外簡単だったわね、撒まくの」

　などと呟つぶやいたビビは腕組みして、トントン。指で自分の腕をタップして、何か考えてる。

　そして、チラッ、とこっちを見てきた。

「……？」

　俺が眉まゆを寄せると、

「……原はら田だ……くん」

「な、なんだよ。急に君付けすんなよ気持ち悪い」

「せ、静せい刃じ。あんた、お腹なかすいてる？」

　ビビは意を決したように、俺の方に向き直った。

「まあすいてる」

　と、正直に答えると──ビビは、ネコっぽい犬歯丸見せで嬉うれしそうな表情になった。

　そして、

「作りすぎちゃった余りがあるのよね。おべんとう」

　などと、どこからともなく小型のバスケットを出してきて……俺に押しつけてくる。

「何でそんな棒読みなんだ？」

　ぱか、と開けると……余りという割には、しっかり１食分ある。

　具がそれぞれちゃんと異なるサンドイッチと、ちゃんと切りそろえたオレンジと、タコさんウィンナーだ。ウィンナーには海の苔りでハチマキまでしてある。気合い入ってんな。

　俺は自分で言うのも何だが成長期なので、食べようと思えば何食でも食べれるんだが……

「あ、余り物だけどね。全部。で……どう思った？」

　ビビは腕組みし直してソッポを向き、チラッ、と俺おれの顔を横目で見てくる。

「どう……って。こんな手の込んだものを無計画に作って余らせたお前はバカだ」

　と、俺が思った通りを言うと──

　どっかーん！

　ビビは爆発しそうな勢いでツインテールを逆立たせて、犬歯を剝むき、俺を睨にらんだ。

　本日２人目のマジギレ女だ。もう……助けてください！

「この──超ちよう弩ど級きゆう鈍感男！　ツンデレの文法ぐらい知っとけ！　腹切って死ね！」

　物もの凄すごい剣幕のビビは、ぶぅん、がっし！

　俺の側頭部に、見えない軌道のロシアンフックを炸さく裂れつさせてくるのだった。

　また倒された俺は……あいつらが味方なのか敵なのか、分からなくなってきたよ。本気で。
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　機械は最強である。

　それは幼児でも理解できる、この世の真理だ。

　国家が擁ようする軍隊も、その力の本質は兵器という機械。

　アニメでも、ロボット──すなわち機械が最強。

　人間はその操作をする意思に過ぎない。

　つまり強さとは、『その人間がどれだけ優れた機械を有するか』で決まる。

「──キリコ。かりそめの生業なりわいがどうあれ、京きよう菱びしは古いにしえより国家の有事に備える工こう廠しようが真の御お役やく。学校でも、ゆめゆめ忘れぬようにするのですよ」

「心得ました」

　私は車載ディスプレーで、お母様と映像通信をする。

「お前は現代工学のその先を造り出せる、英才。防衛省もそれを高く評価してくださって──お前の希望した、居鳳いのう高への入学を手配して下さったのです」

「心得ました」

「異能共に敗れる事、相成りません。お前は、異能共の力を軍事に転用しようと目もく論ろむ蒙もう昧まいな代議士たちに──先端科学兵装ノイエ・エンジエこそが最強であることを知らしめるべきです」

「心得ました」

　通信が終わり、車が学園の敷地から出ていく。

　通学路を、居鳳高の女子生徒たちが歩いている。

「……」

　お母様の意思は、私の意思と乖かい離りしている。

　私は異能たちを斃たおす。

　しかしそれは、お母様の意思──私が造る兵器のデモンストレーションとして、ではない。

　結果的にはそうなろうと、私の意思は別の所にある。

　私の意思とは、人間の『心』への知識欲だ。

（私には、心が無い）

　医者達は私を統とう合ごう失しつ調ちよう症しよう、無む為い自じ閉へい、感情鈍どん磨ま、更さらにサヴァン症候群などと診断した。

　そして、現代医学では私に普通人と同じ心を与える事はできないとも。

（……心とは、何か）

　私は、それに興味がある。

　その興味が願いに変わった頃、私は、どんな願いでも叶かなえる『火の鳥』の話を聞いた。

（私は火の鳥を復活させ、心を獲かく得とくする）

　異能たちとの、この戦争は──

　私にとって、そのためのものである。

　その実現も強くさえあれば可能だ。怪盗と称する武装者、北きた朝ちよう鮮せんの超能力諜報員ＥＳＰＹ、悪魔を名乗る異い形ぎようの生物……彼らが持っていた欠片かけらも、私がＰＡＤシヤノンで強襲すれば、簡単に手に入った。取り逃がしても、再攻撃することで仕留めてきた。

（この学校にも、いる。欠片カラツトを持つ異能が）

　立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル。

　私という国は、彼女という国と、戦争をする。

　[image: ]まゆずみ美び々び。原はら田だ静せい刃じ。彼女と同盟関係にある２国も、蹂じゆう躙りんする。

　これは自衛の戦争ではない。私に必要な資源を獲得するための、侵略戦争である。
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「みぃ。みぃみぃ。みぃみぃ」

　くるりん、くるりん、くるりろりん。

　ミラーハウスの絶ぜつ界かいに入ると、体が勝手に踊ってしまうじょ。

　あまりの自分の……かわいさに！

　赤毛のふさふさしたリアルネコミミ＆ネコシッポ。キャラ立ちしまくりのキバ。

「んー、鵺ぬゑはホントにかわいいんだじょ。びょびょびょ」

　ひらっひらの魔法少女ドレス。玉飾りのついたソックス。

　あえて毛先をあちこち跳ねさせたツインテール。それを留めるどでかいリボン。

　ピンクのランドセルにはリコーダーをさして、青と赤のカスタネットも増設してるんだじょ。

　シューズはおっきめにして、相対的に体がちっこく見えるようにしてるんだじょ。

「鵺は見る人が見たら泣いて喜ぶ、ちみっこキャラなんだじょー！　みぃー！」

　ウィンクから星を飛ばして、ぴこっ！

　あちこちにある鏡の１つをピコピコハンマーで叩たたけば──

　──学校でダンスの練習をしてる、ビビが見えてきた、きたきたじょ。

「んー、久しぶりだじょ。ビビ」

　でも最近のお前は芸能活動が疎おろそかで、パフェの盛りが貧弱なんだじょ。

「だがしかし！　おもしろい事になってるじょ！」

　ビビ──

　少し唆そそのかしただけで、ずいぶんとフェニックスに近づいてたんだじょ。お前、よく働いた。

　フェニックスの欠片カラツトをいっぺんに失ったけど──そこで、

「こいつだぁ！　ビビ、ちょっといいヤツと会ってたんだじょー！」

　ぴこっ！　っとピコハンで鏡を叩けば、見える見える。丸見えだじょ。

　そう、居鳳いのう町ちように住みついた──貘ばく！

「貘！　びょびょびょ！　あいかわらず栄養状態の悪そうな顔してるんだじょ！　さらに鵺ぬゑがイジワルしてやるんだじょ。びょびょっ！」

　おえかき帳にクレヨンで……うん……しょ。かきかきするじょ。

「ほい！」

　アゲハチョウを描かいて、ちゅっ。

　投げキッスすれば、絵から飛び出してくるんだじょ……！

　鵺たんお手製の──『離別セパラシオン』の呪のろいを運ぶ、名付けて『リア充じゆう殺しのアゲハ』が。

「──恋！　恋！　恋はいけないものだじょ！」

　人間ども。憎み合え、憎み合え。妬ねたみ、嫉そねみ、恨うらみ合え。鵺はそれを食べるんだじょ。

　決して、断じて、恋なんかしちゃダメだじょ。

　だからどんどん、この呪いの蝶ちようを量産してやるんだじょ。

「男女の仲、裂けろ裂けろ。どんどん裂けろ。リア充爆発しろ！」

　でてきたでてきた。アゲハ、いっぱいでてきたじょ。

「よぉーし！　戦争起こす勢いで行けぇー！　全軍突撃だじょー！」

　鵺の命令で、アゲハたちが鏡の中に飛び込んでいくんだじょ。

　お前ら、貘が栽培してる恋をせっせとぶちこわしてくるんだじょ。

　あいつが立てたフラグなんか、ばっきばきに折ってこいこい！
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　アリスベルは校門で俺おれを待ち伏せしており、帰り道で俺をフケツだのバイキンだのと大批判。辟へき易えきした俺はアリスベルの口に何か入れて黙らせようと、商店街の松まつ本もと屋とかいう和菓子屋に寄り道してイチゴ大だい福ふくを３つ買い与えた。

　するとこれが効果覿てき面めん。

　最初は俺おれに渡された菓子の包みに「せ、静せい刃じ君が私に自発的にプレゼントを……！」などとやたらテンパったアリスベルだったが、その後、店先の赤い和風ベンチに座って……

　あむあむ。足をぱたぱたさせつつ、あむあむあむ。子供みたいな笑顔で、瞬しゆん時じに平らげた。

　で、その後──すっかりご機嫌、と、相成られた。

「静刃君、静刃君」

「何だよ」

「なんでもないです。呼んでみただけです」

「なんだよそれ……」

　などとグダグダの会話をしつつ帰宅する間も、アリスベルはずっとニコニコ顔。

　これは貴重な発見をしたな。イチゴ大だい福ふくでアリスベルのテンションは操縦できるのだ。

　あとでメモしておこう。今後の我が身の安全のために。などと考えつつ家に入ると、

「……ふふん……ふんふん……♪」

　奥のリビングから、調子っ外れな鼻歌が聞こえてきた。貘ばくだ。

　オンチは鼻歌もオンチなんだな。

「おい貘。お前ジャイアンといい勝負だな」

　と、俺がリビングに入ると──あっ、貘め。また高そうなチョコを１人で食べてやがる。

「んっ。へいひ静刃、はりふへるアリスベル。おかえり」

　貘は口元を手で隠しつつ、ちょっと焦あせるような手つきで──ぞろっとしたドレスを整えた。

　その服はまるで、さっきまで脱いでたような乱れ方だ。まさか脱ぎ癖ぐせでもあるのか。

（貘は……人前ではキリッとしてるくせに、１人だと気を抜くタイプなのかもな）

　一方、そそくさとキッチンに入ったアリスベルは──

　オーブン前で、でかいローストビーフの様子をチェックしてる。

　肉に一いつ旦たん刺して抜いた鉄てつ串ぐしを指にあて、内部の温度を確認したり……ハケで蜂はち蜜みつを塗ったりしてるな。女の子らしい、丁てい寧ねいな手つきで。

「もうすぐですね。いい感じです。７時に出しますね。妹さんにも分けてあげましょう」

　なんだこの、アリスベルの余裕ありげな顔。『妹』と発言するたび、祈いのりとの何らかの勝負にそもそも勝っている自分を再認識し、優越感に浸ひたっているような表情だ。わけがわからないよ。




　挙動不審な居い候そうろう２名はさておき、自室へ戻った俺は──

　鞄かばんを落とし、目を丸くしてしまった。

「──祈!?」

　そこでは──祈が、倒れていたのだ。

　俺のベッドに上半身を伏せるようにして。

　掃除をしていたのだろう。祈は胸の部分がハート形になっているヒラヒラの白エプロンをし、ピンク色のマイクロファイバーモップを床に倒していた。

「お、おいッ！　祈いのり！　大丈夫か!?」

　駆け寄ると……祈は、熱にうかされたような感じになっている。

　その背から、ひらり。

　一いつ瞬しゆんリボンと錯さつ覚かくしたアゲハチョウが飛び立って、開け放たれていた窓から出ていく。

「……お、お兄ちゃん、ごめんね。お掃除してたら、急に、熱が出てきたみたいで……」

　顔を上げた祈は、ふら……と立ち上がってきて、またよろめく。

　そして、ぽふっ。

　その柔らかくて、甘い香りのする体で……俺おれの胸に、寄りかかってきた。

　祈の手が……俺の背に、回される。

「……祈？」

　抱きついているのだ。祈が。

　俺の胸に顔をうずめた祈は、急に──

「お兄ちゃん、祈は、祈は……この前、貘ばくが言ってた通り……政府から送られてきた子……」

　すんっ……ぐすんっ……

　──泣いて、いた。

「でも、信じて。祈は……祈は、ただお兄ちゃんを監視しようとして来たんじゃないの。祈は、ここに来る前からずっと、お兄ちゃんと一緒にいたかったんだよ……」

　俺と、一緒に……？　何の話だ？　どういう事だ？

　祈は俺と会う前から、俺の事を知ってたのか？

「だからお兄ちゃんは、祈を、祈だけを……ずっとそばにおいて。そのためなら、祈は何でもするよ。お兄ちゃんがしたい事なら、いつでも、なんでも祈にしていいんだよ……」

　その声には、次第に何やら色っぽいムードが混じってきている。

「な、なんでもってお前……何言ってんだ」

「だって、祈は……いずれ、お兄ちゃんと……け、結婚しろって言われて、来た子だから」

　……な、何だって……？

「最初はもちろん、そんな大それたこと……考えが追いつかなかったけど……でも、この家でお兄ちゃんと一緒に暮らしてたら……もう、少し離れてただけでも、さびしくて……」

「ど……どうしちまったんだよ、祈。さっきから……！」

　お、おかしいぞ。今日の祈は。

　と、俺が眉まゆを寄せると──

「お兄ちゃん。アリスベルを追い出して」

　祈は急に鋭く、潜ひそめるような声で呟つぶやいた。

「──アリスベルがいけないの。アリスベルを、お兄ちゃんから遠ざけたい……！　あの子と付き合ってると、お兄ちゃんはどんどん巻き込まれていく──異能の、世界に」

　祈いのりが、その眉まゆを吊つり上げている。

（アリスベルが、俺おれを異能の世界に……それは……確かに、祈の言う通りだが……）

　だが、なんで今その話なんだ。

　ていうか、そもそもどうして俺は祈に抱きつかれてるんだよ……!?

「鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨ。異能同士の局地戦。お兄ちゃんが居鳳いのう高に入るのは、お国の偉い人が決めた事だけど……いきなりそんなⅢ種規模・レベル４級の継続的シリアル戦闘行為コンフリクトに巻き込まれてたなんて──上にとっても想定外だよ、きっと」

　一部よく分からない単語を交えつつも、祈は真剣な面持ちで俺に語る。

「祈は、お兄ちゃんを守りたい。だからちゃんと、偉い人にこの事態を報告するよ。そしたらきっと、お兄ちゃんを居鳳高で隔離教育する事案は──改案してもらえる」

「……何……？」

　その話に、俺は目を見開いた。

　祈は……国家と繫つながりのある少女だ。

　俺は貘ばくの口車に乗せられて、今後も居鳳高に通う道しかないように思いこんでいたが──

　この生活が国に仕組まれたものだとすれば、国に働きかけて変えさせるという道もありえるのかもしれない。祈の力を、借りれば……！

「祈……」

　俺が祈と見つめ合っていると──ひら、ひらら。

　さっき出ていったチョウが、また窓から入ってきた。

「っ……？」

　目の前を飛ばれて、俺は反射的にチョウを避よけようとしてしまい……

　ふらついていた祈と、２人揃そろってよろけてしまう。

　そして、足と足が絡からまり──どさっ。

「……！」

　俺は……祈を、押し倒したような体勢になってしまっていた。自分の、ベッドに。

「お、お兄ちゃん……」

　祈は──俺を押しのけるでもなく、ただ、仰あお向むけのまま俺を見上げてくるだけだ。

　階下から、柱時計の鐘かねの音が聞こえてくる。

　数は、７つ。

（……午後７時……）

　何か、用事があったような気がするんだが……

　チョウを見てから、その辺の記憶が曖あい昧まいだ。

　何だ、この、頭に靄もやがかかったような感覚は。

「お兄ちゃん。祈いのり、切ないの……」

　俺おれがそれを思い出すのを阻そ害がいするようなタイミングで、祈が甘く囁ささやいてくる。

「い、祈……？」

　俺の心臓、その鼓こ動どうが、時計の鐘かねのように体の中で大きく鳴っているのが分かる。

　どうしたんだ。起き上がれよ静せい刃じ。コイツは自分の……書類上とはいえ、妹だぞ。

　ダメだろう。こんな……こんなにべったり、くっついてたら……！

「お兄ちゃん……もっと、ちかくにきて……」

「な、何言ってんだ。いいか、俺とお前はその……兄と妹で……」

「じゃあ……おでこで、お熱、計って……？」

「な、なんでそうなるんだよっ」

「おねがい。そうしてくれたら、祈……それ以上の事は、今日はもうお願いしないから……」

　今日は、という部分が少し引っかかったが──

　とりあえずこの急場を凌しのがないと、と思った俺は、清きよ水みずの舞台から飛び降りる気分で、こつ。

　祈のおでこに、自分の額をくっつけた。

　するとすぐ祈が顔を上げてきたので、鼻と鼻もくっついてしまう。

　く、口と口も、３cmぐらいの距離にあるぞ。
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「──っ……！」

　祈いのりも祈で、清きよ水みずの舞台から後追いダイブするような表情で──はしっ。

　俺おれの後頭部を、腕で抱いてきた。そして、３cmの距離を２cm、１cm、と詰めさせてくる。

　こ、こらっ……何すんだお前、さっきと話が違うだろっ……！

「お兄ちゃん」

　シュガーミルクみたいに甘い、祈の息が香る。俺の口の、すぐ前から。

「……祈と、アリスベル……どっちかを追い出すなら、どっち……？」

　ず、ズルいだろここでその質問は……！

　そんな潤うるんだ目をされて、こんなに密着して……

　祈の目の前で、祈とは、言えないじゃないか。

　だが……実際、正直……本音で言えば……

　──危険なんだ、アリスベルは。危険すぎる。

　一緒に行動してたら、本当にどこかで命を落としかねない。

　だから、俺は──

「祈じゃ、ないよね……？　アリスベルを追い出したいよね。もしそうだったら……何も答えなくていいから。ただ、こうしていて……」

　祈は、ぐいっ……と俺の頭を抱き寄せ──あわや口と口がくっつきそうだったが、ギリギリあと０・１mmの所で寸止めにした。一応、さっき自分が言った事は守ってくれたらしい。

　──その時、廊下の方で──

　……がちゃん……ッ！

　皿が割れる音が、鳴り響ひびいた。

「……!?」

　振り返ると、部屋のドアが開いており……

　ツリ目をまん丸に見開いたアリスベルが、立っていて。

　その足あし下もとの廊下に、ローストビーフを乗せた皿が落ちて──割れていた。

「……！」

　７時──７時！

　そうだ、アリスベルの料理が出来上がる時刻だったんだ。俺はそれを食べる約束をしていた。

　なんでこんな事を忘れていたんだ。忘れるような事じゃないハズなのに！

（アリスベル……！）

　祈の腕の中から振り返った俺と、目が合ったアリスベルは──つかつかつかッ。

　眉まゆを吊つり上げて、俺の部屋に踏み込んできた。

　そして──ぱしいっ！

　体を起こした俺の頰ほおを、ビンタしてきた。それも裏うら拳けんビンタで。

「……あっ……！」

　叩たたいてから、ついやってしまったという顔をしたアリスベルは──

　潤うるんだ目を再び、ぎんっ！　とツリ上げる。

「やっぱり……噓うそだったんですね！　祈いのりは、静せい刃じ君の妹じゃない！」

　まだ俺おれに触れていた祈の手を、アリスベルが乱暴にねじり上げた時──

　ハッ、と……

　それまで何かにうかされていたようだった祈が、白昼夢から醒さめたような表情をした。

　今まで自分が何をしていたのか、いま何が起きているのか、分からないという顔だ。

「えっ……お兄ちゃん、アリスベル？　な、なに？　痛いよう……！」

　熱も急に引いたらしく、明めい瞭りような喋しやべり方をしている。

　だがその変化に気づく由よしもないアリスベルは、わなわな、と震えながら俺の方を見て──

「祈は、祈は──静刃君の、内縁の妻！」

　昼ドラみたいな単語を出して、ばしんっ！　抵抗しない祈の手を、ベッドに振り落とす。

「な、内縁の妻っ!?　何言ってんだお前っ」

「だってキスしてたじゃないですか！　私がお料理してる隙すきに！」

「し、してねえよ！」

「噓つき！　私、私、見ましたもん！　静刃君はモーレツに噓つきです！　私、私っ……！　作りたてを食べてもらおうと思って、お料理、一生懸命作って、持ってきたのに……！」

「話を聞け！　今のは、その……」

「話してもらわなくて結構です！　どうせ噓ですから！　噓つきは大嫌いですッ！　もう……静刃君の顔なんか、見たくありませんっ！　あなたは私を追い出したいのでしょう!?　お望み通り、出ていきますから！」

　そ、そこも聞いてたのか。地獄耳だなッ。

「あれは祈が──」

「モーレツに問答無用です！」

　パン！

　もう一発、俺に平手打ちを喰くらわせて──

　アリスベルはスカートを翻ひるがえしてターンし、この場から逃げていく。

　部屋には俺と……目をキョトンと丸くしている祈だけが残された。

（アリスベル、あいつ……！）

　なんで……なんであんなにまで、ヒステリーを起こすんだ。

　あの怒り方は──食事の約束や、追い出す云うん々ぬんの話だけが原因じゃない。

　アリスベルはもっと重大な何かに傷ついて、怒ったのだ。

　それは、『俺と祈が近づいていた姿を見た事』なのだろう。

　さっきの発言からそこまでは分かる。

　だが……だが。

　仮に、本当に、俺おれと祈いのりがそういう関係だったとしても──どうしてアリスベルがそれに怒り、あそこまで悲しむ必要があるんだ。

　──そこが、分からない。俺には。

　いや、何か簡単で明確な理由があるハズなんだ。そこには。

　だが、本来分かるハズの事が分からない。日に日に分からなくなっていくような気さえする。

　アリスベルから伝わってくるべき何か重要な情報が、俺には伝わってこないのだ。

　まるで何者かに、アリスベルからの手紙を盗まれているかのように。
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　──本当は、最初から分かっていたのです。

　祈という少女を見た時に、まずい、と思ったのです。女の直感のようなもので。

　男性はみんな、ああいう女の子らしい、優しそうな女の子が好きなのです。

　サムライガールと呼ばれる私のような、男勝まさりの、魔女狩がり魔女なんか……

（なのに……静せい刃じ君が……静刃君が、私を女扱いするから……！）

　私は勝手に、１人で舞い上がってた。

　それだけだったのです。

　それだけの、ことだったのです。

　でも、なのに、ああ……

　どうして、涙が出るのですか。こんなにも。

　黒雲のように、自じ暴ぼう自じ棄きな感情が心の中に湧わいていくのが分かります。

（もう──何もかも、どうでもいい……）

　私は静刃君の前であれだけ取り乱し、彼を叩たたいてしまった。２度も。

　生まれて初めて、嫌われたくないと願った人に──もう確実に嫌われてしまったのですから。

　だからもう、何もかも、どうでもいいのです。

　やはり私はサムライガール。戦う事しかできない、アリスベルなのです。

　昔も、今も。これからも。




　　　　[image: ]




「お兄ちゃん……？」

　キョトン、と俺を見上げてくる祈の症状は──終始、不可解なものだった。

　さっきは一時的に……心の奥底にあった思考を、まるで自白剤を打たれたように支し離り滅めつ裂れつに喋しやべっていた。そんな感じだった。そして今は、いつも通りの祈に戻っている。

　だがそれに戸惑うヒマすら無く、俺の耳に……どさっ、という音が階下から聞こえてきた。

　続けて、ティーカップが転がる音もする。──貘ばくか？

　イヤな予感に弾はじかれるようにして、リビングまで走ると──

　今度は祈いのりの代わりに貘が倒れていた。床に伏せるようにして。

　どういう事だ。何が起きてるんだ。この家に……！

「……お、おいッ……！」

　慌あわてて抱え起こすと、貘は両腕も首もだらんと垂らしてしまう状態だ。

　全身から、力が抜けている。元々色白な顔が、もっと真っ白だ。

　さっきの祈とは症状が違う。もっと重症に思える。

　これは本当に病気か何かだぞ。

「どうしたんだ貘！　おい、聞こえるかッ！」

　ソファーに寝かせて呼びかけると、

「……ど……毒……を、食べてしまった、ようだ……」

「毒？　何を食べた。お前、アレルギーか何かあるのか」

「……諍いさかった……な？　……静せい刃じ。アリスベルと……」

　朦もう朧ろうとしているのか、貘は俺おれの質問に答えない。

「う……迂う闊かつだった。せ、静刃。室内に……毒物が、あったワケではない。私が勝手に収しゆう穫かくし、勝手に──誤って、食べてしまったのだ。『離別セパラシオン』の毒を……夫婦喧げん嘩かは、い、犬も食わない。別れの味は、私にとって、猛毒……だが恋レン函カンは、その区別ができず、収穫してしまう……」

「ワカレ？　レンカン？　一体なにを食ったんだ。教えろ。救急車を呼ぶから」

「……お、おしえられない、お前たちに、意識させたくない……」

　どうやら貘は、会話が成り立たない状態らしい。言っている事の意味が分からない。

「分かった。分かったから。おとなしく横になってろ。どこが痛い。症状を言え」

「に、人間で言えば──溶よう血けつ性せい貧血のような、ものだ。いままで食べてきたものが、そ、相そう殺さいされて、しまったのだ」

「貧血の薬ならある、漢方薬だけどな。ちょっと待ってろ」

　と、薬箱を取りにいこうとした俺の手を──貘が力なく摑つかんできた。

「……ムダだ。これは、薬では治らない。食べないと……治らないのだ……」

「でも、お前の食べ物は人間の食べ物と違うんだろ？　何を食いたいんだ、教えてくれよ」

　俺が真剣に聞いても……貘は、首を横に振る。どうしても教えたくないらしい。

　そして……

「せ、静刃。アリスベルと……頼む……な、仲直りを……仲良く……」

　よほどアリスベルの事が気がかりらしい。こんな状態なのに、そんな事を言ってきた。

　やはり貘は、彼女の保護者のような存在なのだろう。

「あれは、その……アイツが急にキレたんだ。俺も悪かったんだが……」

「乙女同士、ケンカする程度は大丈夫と思っていたが……そこにつけ込まれた。離別秘術ヴイドウヴエサナを遣つかい魔か何かに乗せて……の、呪のろわれたのだ。おそらく、祈いのりが」

「呪われた……？　いま祈がおかしくなったのは──誰だれかが異能の力を使ったっていうのか」

「そうだ……呪いとは、異能の遠隔攻撃……」

「貘ばくもそれにやられたのか」

「間接的には、そうだ……静せい刃じ……私は人間ではない、だから、人の情に訴えるようなことは上う手まくないのだが……頼む。き、聞いてくれ……アリスベルの、ことを……」

　貘は力を振り絞るように、俺おれの胸元を摑つかんできた。

　そしてなぜか、語りだしたのだ。訥とつ々とつと。

「あの娘は──生まれは高貴だが、不幸な子なのだ……」

　アリスベルの、過去を。
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　居鳳いのう海岸は岩場や崖がけが多いものの、その合間に少しばかりの砂浜があります。

　私はそこで膝ひざを抱えて座り、薄い夜よ霧ぎりの中で月夜の海を眺ながめていました。

　海に来ると──思い出してしまいます。

　あの、辛つらい旅の記憶を。

　そう……私はこの海を渡って、たった１人、この国へ来たのです。




　私は、香港ホンコンに拠点を置く日本人の一族、旧華か族ぞく・立たち花ばな家の一人娘でした。

　香港ではかつての宗主国・イギリスの習慣に従い、東洋人の名に英名を加えます。

　私の場合は、それが『アリスベルAlicebell』──両親が付けて下さった、大切な、この名前なのです。

　香港は昔から中国本土と異なり、先進的な高層ビルが建ち並ぶ大都会でしたが……お父様の資産はかの地でも指折りで、幼い頃の私は『小公主プリンセス』などと呼ばれていました。

　実際、治世が治世なら、香港の姫になっていたかもしれません。

　その暮らしには何一つ不自由はなく、日本人として、日本語での初等教育も受けていました。

　そんな、ある冬の日。

　お母様に連れられたパーティーの帰り道で──

　私はロールスロイスの窓から、九龍ガウロン地区の一角でゴミ箱を漁あさる女の子を見かけました。

　げっそりと瘦やせた少女は、寒風の中、薄汚れた穴だらけの服を着ていました。

「まあお母様。あの子は私と同じぐらいの年なのに、かわいそうです」

　幼い私は運転手に命じて車を停とめさせ……

　持っていた栗子月餅ロツチーユツベンを、少女に手渡したのを覚えています。

「このお菓子をあなたに恵みます。それと、これも」

　と、私は自分がドレスの上から掛けていたウサギの毛皮のマフラーもあげました。

　決して悪気はなく、ただ、本当にかわいそうだと思ったから。




　お父様は九州のご出身で、香港ホンコンには天才的な占い師に助言をもらいに来た旅行者でした。

　かの地で風ふう水すい術を会え得とくしたその占い師もまた、沖おき縄なわ出身の日本人でしたが……彼女は、彼と恋に落ち……やがて、私のお母様となったのです。

　お母様は異能であり、その血を引いた私は幼い頃から基礎的な式しきを教わりました。

　そのお稽けい古この中で、ある時──お母様は、こんな事を仰おつしやったのです。

「アリスベル。もしあなたが１人ぼっちになってしまうような事があったら……日本の沖縄、首しゆ里り城に行きなさい。今は観光地となっていますが、そのお城の地下にはご先祖さまが封じた『貘ばく』という生き物がいます。貘は立たち花ばな家の嫡ちやく女じよの味方をする、守り神。何でもできる異能の獣けものなのです。いずれきっと、アリスベルの力になることでしょう」

　お母様はその時、何かを予感されていたのかもしれません。

　未来予知を能よくする異能は、何とはなしに──自分の死期を、悟るものですから。




　──藍幇ランパン──

　その名を思い出すだけでも、身の毛がよだちます。激しい、怒りで。

　上海シヤンハイに本部を持つ、大陸の黑社會マフイア。数多あまたの異能を擁ようする、無法者たち。

　彼らの一派が、資産を乗っ取る目的で……私のお父様とお母様を、殺あやめたのです。

　フィギュアスケートのレッスンで外出中だった私だけが難を逃れ──

　香港警務処ＨＫＰＦの遺体安置所で、変わり果てたお二人と引き合わされました。

　ですが、亡なきがらと別れを惜しむ間すら私にはありませんでした。

　善良な警官の方が、密ひそかになにがしかのお金を下さると共に教えてくださったのです。

「逃げなさい──この手口は、藍幇の仕し業わざだ」

　そして警務処の上層部にも、藍幇の構成員は潜ひそんでいると。

　実際、私の両親の事件は正しく捜査されることなく、すぐに迷宮入りとされたのです。




　その日から、私は路頭に迷いました。

　朝にはお姫様と呼ばれて暮らしていた立花のビルにも、夜にはもう入れませんでした。警官に紛れて、藍幇の構成員が侵入しているおそれがあったからです。

　お気に入りだった純銀の食器も、日本から取り寄せたお人形も、クローゼットをいっぱいにしていたドレスも、天てん蓋がいつきのベッドも、もう私のものではなくなりました。

　メイドたちも、執事たちも、優しかった運転手とも、二度と会う事ができませんでした。

　厳重なセキュリティーがされた立花のビルに侵入し、私の両親を殺めた藍幇──その手先が立たち花ばなの使用人の中に紛れていた事は、幼い私の頭でも分かるほどに明白だったからです。

　大通りを歩く事すら、ためらわれました。どこに藍幇ランパンの目があるか分からない。




　私は九龍ガウロン北部の貧ス民ラ窟ムに隠れて……生まれて初めて道ばたで眠り、起きた時、所持していたお金が全すべて無くなっている事に気づきました。

　捨ててあった子供服を拾い、着の身着のままだったドレスを古着屋に売り払い……

　生きるためには、翌日から働かなければなりませんでした。

　しかし身よりのない子供ができる仕事など、まずありません。

　あったとしても、日給は日本円にして１００円程度。それは私が入浴時に使っていた香油、その１滴分にも満たない額だったのです。

　みるみるうちに瘦やせ、汚れ、私は幽霊のように廃車置き場で寝起きし……

　ある夏、残り物を恵んでもらいに行った餐館レストランから蹴けり出され、片かた膝ひざをケガしてヨロヨロと道を歩いてたところに──１台の高級車が停とまりました。

　そして車のドアが開き、中から、私と同い年ぐらいの制服姿の少女が降りてきて……

「私と同い年ぐらいなのに、かわいそうな子。これをどうぞ」

　と、餅乾ビスケツトをくれました。

　その場ですぐ食べたい衝しよう動どうを堪こらえる私に、彼女は微笑ほほえんで──

　裕福そうな両親の待つ車内へと、戻っていきました。

「良いことをしました。さあ、早く学校に行かなきゃ」

　笑顔で母親に甘える彼女を見て……

　私は、両親を失ってから初めて、泣きました。声をあげて。

　でも誰だれも、私に救いの手をさしのべる人はいませんでした。

　みんなうるさそうに、飢うえた汚らしい少女に侮ぶ蔑べつの視線を投げただけです。




　その餅乾ビスケツトすら、市場でもっと量の多い雑ざつ穀こくと取り替えてもらった私は……

　最後の力を振り絞り、ある決心をしました。

『アリスベル。もしあなたが１人ぼっちになってしまうような事があったら……日本の沖おき縄なわ、首しゆ里り城に行きなさい』

　お母様の言葉を思い出したのです。

　日本。

　行ったことはない、私の祖国。

　そこにいるという、私の味方。

　その生き物に、会う──私にはもう、それしか頼れるものがなかったのです。

　私は生まれ育った香港ホンコンを離れる決意をし、深夜、水も食糧も無しで貨物船に忍び込みました。

　季節は、夏。

　昼間は40度を超す灼しやく熱ねつの船内で、意識を何度も失いながら──着いた先の台北タイペイ、その路上で体調を整え、また別の貨物船で密航しました。それで、そこから更さらに北へ。

　あと少しで沖おき縄なわというところで船員に発見されて、海へ飛び込み、必死に泳ぎ……

　私は命からがら、沖縄本島にたどり着いたのです。

　日本に行けばなんとかなる。その一心で。




　暑さと人目を避けるため、私は夜に歩き、歩き──那な覇はの首しゆ里り城に着きました。

　そしてそこで地下羅針ダウジングの式しきを使い、近くの亀甲墓カミヌクーから、おそらく誰だれも知らない横穴を通ってお城の地下に入りました。

　拾い物のライターを灯あかりとして、迷路のような遺跡を進み……そこで、私は……

　土つち壁かべに背をつけて立ったまま眠る、美女を見つけたのです。

　彼女は華やかな和服を身に纏まとい、しかし、その胸を古い軍刀で貫つらぬかれていました。

　その軍刀が、彼女を背後の土壁に縫ぬいつけていたのです。

「……ん……」

　私の訪れと共に、眠りから覚めた女は──藍玉石アクアマリンのように美しい、その目を開きました。

　生きている。胸を貫かれているのに。

　その異常な光景に、私はむしろ喜びを覚えました。

　彼女は、尋じん常じようの世界の者ではない。お母様が仰おつしやっていた生き物に違いない、と。

「あなたが、貘ばくさんなのですね」

　語りかけると、女は賢かしこそうな目で私を見み据すえて……

　一いつ瞬しゆんで、いろんな事を理解したような顔をしました。

「立たち花ばなの息女か。一目で分かったぞ。立花右う京きよう少しよう納な言ごん、立花松まつ之の丞じよう、そして──ここで私と見まみえた立花律りつ中佐とも、よく似ているからな。いかにも、私は貘。妖あやかしの官かん女じよよ」

「私は立花・氷焰ビーニヤン・アリスベル。あなたがいることを信じて、ここまできました」

「氷焰ビーニヤン？　アリスベル……？　帝国は戦いくさに敗れたのか。日本はまだあるのか？」

「……帝国……？　よくは分かりませんが、日本はここです」

「それはそれは。では勝っての事か。お前の名を聞いて、もう神しん州しゆうは夷い狄てきの領土になったかと案じたぞ。どうも、酷ひどい戦のようだったからな」

　壁かべ際ぎわでホッとしたような顔をした貘は……

「世は糾あざなえる縄の如ごとし。一族が凋ちよう落らくし、私を頼りにきたか？　立花の娘よ」

　なんだか難しい事を言いました。

　よく分からないながらも、私が頷うなずくと──

「今は皇こう紀き何年だ。二六二〇年あたりまでは眠りながら計っていたのだが」

「コウキ……？」

「昭和でも良い。何年かと聞いている」

「今は平成二〇年です。昭和は過去の年号です」

　と答えると、貘ばくは力なく、しかし見とれるように美しい仕草で溜ため息いきをつきました。

「そうか……ずいぶんと眠っていたのだな。ではアリスベル。この刀を抜いてはくれまいか。私は空腹でな。このままではあと数年しかもたぬだろうと、半ば諦あきらめていたところだ」

「お腹なかがすいているのですね。私もです」

「かわいそうに。その歳としで飢うえを知ったか。では共にここを出て、食事としよう」

　食事、という言葉に全すべてを忘れかけましたが……

　私は一応、最後に確認しておこうと思いました。

「貘さん。あなたは、刀剣……つまり、武器によってここに封じられたように見えます」

「その通りだ」

「私のご先祖様が刺したのですか」

「そうだ」

「では、そんな残ざん酷こくなことをした私の一族を恨うらんでいるでしょう。これを抜いたら、とたんに私を食べたりはしませんか」

「前者は過去、是ぜだった。後者は否いなだ」

「……？」

「前者──私をここに縫ぬった立たち花ばなはとっくに死んだから、恨む対象がいない。後者──お前を食べるなど、とんでもない。殺したら、私も共倒れだからな」

　謎なぞめいた事を言う貘ですが……ウソをついている目には、見えませんでした。

「ではもう一つ問います。私は罪つみ科とがもない両親を殺されました。あなたは、お二人を甦よみがえらせることができますか。どうすればそれができるか、知っていますか」

「前者は否。後者は是だ。私にはできないが、できる方法は知っている」

「……！」

「では交渉だ。詳しく知りたければ、この刀を抜いてもらってから話そう」

　そこで……

　私は軍刀に手をかけ、少し力を入れると──するっ。

　簡単に、刀は取れました。

「……ありがとう。アリスベル」

　貘が自分の胸に手で触れ、すっ……とその手を離すと、傷は跡形もなく消えていました。

　そして貘は私を抱きしめ──ふわ、と、彼女の胸から若草のような香りがして……

「多くは語らなくてもよい。その姿を見れば分かる。辛つらかったろう。苦しかったろう。だが、もう大丈夫。お前にはこれより、貘がついているからな」

　その優しい腕に、お母様を思い出してしまった私は……

　……こみ上げる涙をこらえ切れず、ぽろ、ぽろと流しながら、こくこく頷うなずいていました。

「はは。泣き顔も愛らしい。では、何か食べに行こう。まずはお前が元気になってくれないと、私も元気の出しようがないからな」

　と、私をおんぶしてくれた貘ばくは──

　本当に、頼りになる人でした。まず貝かい殻がらを拾い、わらしべ長者の要領で次々と金目のものを手に入れていったのです。貘はとにかく口がうまくて、物々交換に応じた人はみなさん喜んでいました。私はそれから彼女の庇ひ護ごのもと、たくさんの食べ物、清潔な衣服、住居には那な覇はのリゾートハウスを得て──そこで貘から、『鳳おおとり』の話を聞きました。

　鳳なら、私の両親を甦よみがえらせる事ができる、と。

　私はそれから鳳の欠片かけらを集めるため、貘から攻撃的な式しきを習い……それらを自ら発展させ、本土に渡り、鳳の欠片を持つ、あるいはそれに繫つながる異能たちを狙ねらって戦い始めました。

　そして、今──……




　夜の居鳳いのう海岸、その砂浜に書いた『静せい刃じ君』の文字が──波に消えていきます。

　そうです。消してください。

　覚悟が、鈍るから。

　私は命がけで戦ってきた。目的のためなら、命を危険に晒さらすことなど怖おそれない。その覚悟と引き替えに、自らの強さを急造してきたのです。

　その死を怖れない覚悟が、鈍る気がしてしまうのです。静刃君の事を考えると、なぜか。

　──私は、これからも戦います。

　鳳の欠片を集めきるまで。命がけで。

（お父様。お母様。奪われたお二人の命を、私は取り戻します）

　そう心に誓い──

　私は立ち上がり、スカートについた砂を払いました。

　そして霧きりの海を眺ながめたまま独り言するように、

「なぜここにしたか、分かりますか」

　自分の背後、その頭上に語りかけました。

「ここは、いつも人がいないからです」

　──私が背を向けている、崖がけの上──

　そこに先端科学兵装ノイエ・エンジエのキリコがいる事には、とっくに気がついています。

　むしろ、私は彼女をここに誘い込んだ。

　ここなら、人も動物も少ない。夜だから人目もありません。

　私は絶ぜつ界かいを展開せずとも、全すべての式力ちからを戦闘行為に使えることでしょう。

　京きよう菱びし重工のトラックが……森を回り込むようにして、崖がけのそばに回ってくる音がしました。

「立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベル」

　崖の上から、キリコの抑よく揚ようのない声がします。

「キリコという国は、アリスベルという国に、宣戦を布告する」

「あなたも変わった人ですね」

　私は立ち上がりながら砂浜で５４０度スピンして、しゃんっ……！

　魔法陣環剱サークルエツジ──環かん剱けんを抜きました。

「キリコは、欠片カラツトを９つ持っている」

　振り仰あおぐと、崖の上に立って私を見下ろす白いスクール水着姿のキリコが──

　──その手に、アクリルケースに入れた鳳おおとりの欠片を持っていました。

「私も持っています。これが、欠片10個を統合したものです」

　と、私も胸の間からペンダントを取り出して見せます。

「敗戦国は、戦勝国に欠片を接収される。また、アリスベルが降伏した場合も欠片を接収し、身柄は銃殺刑に処し、同盟国の貘ばく・静せい刃じ・ビビも同刑に処する」

「あなたの比ひ喩ゆはよく分かりませんが、欠片を賭かけた決闘という事でよろしいですね」

　私が言うと、キリコは──こくり。

　機械人形のように、うなずきました。

「では決めましょう。魔術と科学、どちらが強いか」

「ナンセンス。それはもう答えが出ている。キリコはそれを繰り返しに来ただけ」

　──ビビの事を、言っているのでしょうね。

「同じ答えが出るとは限りませんよ」

「ナンセンス。同条件の実験結果は変わらない。キリコは、お前たちを知っている」

　鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨ、私の第８戦目は──先端科学の少女、キリコとの戦いとなりました。

　彼女が手て強ごわい事は分かっています。

　ここで死ぬかもしれないことも。

（──でも……）

　でも、これなら。

　巻き込まずに済む。静刃君を。

「お言葉を返すようですが、私もあなたのＰパＡツＤドは先日観測しています。言っておきますけど、全力の私はモーレツですよ」

「全そ力れでいい。戦争とは国と国が全すべてを懸けるもの。アリスベルも全力で抗あらがうべき。キリコも、アリスベルがビビを倒した事は状況から判断した。従って、今日は少し厚着の準備をした」

　と言うキリコから、少し離れた所で──

　崖がけ際ぎわに見えていた京菱重工のトラック、そのコンテナが開花するように開いて……

「ＰパＡツＤド・レタ＝デルオロ──アロケーション」

　そこから、両腕を広げたキリコの背、胸、肩、腰に──

　キラキラと、自律して飛ひ翔しようする機械が幾つも着装されていきます。

　表出しているのはキリコの顔・腹部から下腹部・太もも──そこまでは同じなのですが──

（──違う……！）

　前に見た白い機体とは、違う。色もシルエットも。あれを修理してくると思っていたのに。

　ハーネスが動いてキリコの体にフィットしていく、そのＰＡＤは──

　黄おう金ごん色、を、していたのです。そして、大きい。全幅は５ｍ、全高も３ｍはある。

「これは『レタ＝デルオロ』のテスト機。金きん鍍金めつきによる伝導性を活いかし、機体表面に塗布した角運動粒子デイーン・ビツトの揚よう力りよくを15％アップさせてある」

　ゆっくりと浮かび上がったキリコを──私は環かん剱けんを構え、睨にらみ上げます。

「──テスト機で決闘に来られるとは、私も甘く見られたものですね」

「ナンセンス。アリスベルは無知だ。『メカはテスト機が一番強い』のが王道」
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　……何の王道でしょう。

　ゴッ、ゴゴッ──と、断続的な噴射音を鳴らして──

　どうやら武器庫アーセナルだったらしい京きよう菱びし重工のトラック上空を通過したキリコは、腕形のパーツマニピユレーターで武器を２つ巧みに取っていきます。

　片方は、束ね式の機関砲。それも、前回見たものより大きい。

　もう片方は……既き存そんのものではありません。

　現代的なデザインの、３ｍはあろうかという近接兵器──大剣です。

「減装20mm無反動バルカン砲──Ｍ61改。こっちは平ひら賀が文あやが設計した、アプリスカ缶切り。あらゆる主力戦車ＭＢＴの装甲を、缶詰を開けるように切り裂く事ができる。シャトル・トラック、退避」

　キリコが喋しやべる、その間に……３つ、４つ……

「……？」

　闇やみを縫ぬって、私の体のあちこちに、小さな赤いドットのような光が照射されてきました。

　それが６つ、７つ……と、増えていきます。

　私が自分の体を見回していると──

「それはレーザーサイト。アリスベルはもう、自律飛行するＵＡＶドローンビットに包囲されている。動くな」

　機体のあちこちでチカチカとアクセスランプを点滅させるレタ＝デルオロ……

　その中央から、キリコが無感情な目で私を見下ろしつつ告げてきます。

「動くな……？　それはこっちのセリフですよ、キリコ」

　やむを得ず、私も２つの式しきを同時に展開します。

　１つは、重力レンズ。防御の魔法陣。その力場を周囲に展開していくと、レーザーサイトが屈折していくのが視覚的にも分かります。

「アリスベルに最後通告する。無条件降伏し、欠片カラツトを渡せ」

　そしてもう一つの式を──

「それも私のセリフです」

　環かん剱けんの上に、滑らせ始めます。ぐる、ぐると。

　現代科学では未知の素粒子、換価重力子マス・グラビトン。それを魔法陣環剱の上で集束・加速させて放つ式。

　一撃必殺の狙そ撃げき魔法。私の固有技。

「──荷電粒子砲メビウス──」

　そう。

　私は、戦ってきたのです。

　私は、私と同じ魔女とも、魔法少女とも、巫み女こ、超ス能テ力ル者ス、武Ｄ偵Ａ、吸血鬼や自衛官とも対たい峙じしてきました。先端科学の鎧よろいで武装したこの少女も、難敵となるでしょう。

　──それら異能の内、どれが最も強いのか？

　その問いに現在、明確な答えはまだありません。

　だから、今夜決めましょう。魔女と兵器。私とキリコの、どちらが強いか。
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　貘ばくが語ったアリスベルの過去に、愕がく然ぜんとしていた俺おれに──電話が、かかってきた。知らない番号から。

　出ると、

「静せい刃じ。あたしよ」

　どこかで俺の番号を知ったらしい、ビビからだ。

「──落ち着いて聞いて。今、アリスベルとキリコが戦おうとしてるわ。もうすぐ始まる」

「何っ……!?」

「場所は前にあたしがキリコと戦やった所よ。あたしも見に来たけど、不利そうだわ。キリコは新しいＰパＡツＤドを運用してるの。あたしが戦やったシャノンより巨大なヤツ。悪いけど、あたしは逃げさせてもらうわ。キリコをサポートしてる京きよう菱びしの社員達にも見つかってるし、キリコはアリスベルを殺したら、次はあたしを──しにくる。今──で充電してるけど──」

　しばらくビビの話を聞いていると、携帯からは急に雑音しか聞こえなくなった。

　耳が痛くなるような、酷ひどいノイズだ。

　今ビビが言ってた京菱の社員達が、キリコの支援として妨ぼう害がい電波を出したのか。

「貘ッ、アリスベルがキリコと……！」

　ビビの話を伝えようと思って、ソファーに横たわる貘を見るが──

　息をするのも辛つらそうにしてる。相談できる状態じゃない。

　じゃあ、どうしたら……

（どうしたらいいんだ、俺は……！）

　祈いのりは俺に、もうアリスベルとは関かかわるなと言った。俺の命を危険にさらさないために。

　そのアリスベルが今、キリコと戦おうとしている。不利な状況下で、命がけで。

　──道は２つ。

　１つは、このまま「何もしない」道。

　もう１つは──今、「何かをする」道。

　図らずも俺は、同じ選択を迫られているのだ。あの夜と。

　衝しよう動どう的にアリスベルを助けてしまった──あの夜と……！

　お前はどっちの道を選ぶんだ……静刃。

　──静刃！







【　Episode 04　鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨ　】
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「セットアップ、フォーマット・チェック、イニシャル・ローディング──オールグリーン。目標コード、アリスベル。３次元位相ＤＰレーダーで捕ロツク・捉オン・中トウー。βログ自動記録開始。アプリスカ缶切り、左腕マニピュレーターにて運用。ＵＡＶドローンビット展開率１００％。ＰパＡツＤド・レタ＝デルオロ──ショータイム」

　まさに実験でも始めるような口調で、キリコが独り言しています。

　そのキリコを見上げる私に、四方八方の空中にいたＵＡＶドローンビット……自律飛行兵器から、

　──ヒュンヒュンッ──

　という音と共に、黄色く細長い光の矢が殺到しました。

　発光の様態・形状から見て、あれは重イオン・バリスタの矢。

　電磁の外場で重イオンを励れい起き状態にし、光熱エネルギーを帯びた矢弾として撃つ兵器です。

「──んっ……！」

　私が重力レンズの盾たてでそれらを屈折させ──

　──ドドドドドドドッ……！

　逸それた光の矢が岩を打ち、砂さ塵じんを巻き上げていきます。

　砂煙で相手が見えなくなってしまったので、やむなく荷電粒子砲メビウスを中断し……

　私は構えた環かん剱けんをフラフープのように回し、その位置を上げ、高く掲げた腕の先から──

　ぶんっ、と、回転速度を一気に上げつつ自分の頭上に放ちました。

　環剱は私の上で、大きな天使の輪のように滞空し……

　私の体が、ふわり。

　環剱の下に生じた揚よう力りよく場ばに入って、空中を泳ぐように浮かび上がる。

　この飛び方は『回転翼ローター』。

　ビビ戦では使わなかった、速度は出るものの式力ちからの消費が激しい式しきです。

　空中戦は不得手ですが、地対空でキリコの高火力に空襲されてはかないません。

　だからまずは空で敵の飛ひ翔しよう能力を奪い、地上戦に持ち込み──

（そして、荷電粒子砲メビウスで仕留める……！）

　機械には、回復がない。

　なので序盤は出し惜しみせず、ＰＡＤの機能を可能な限り破壊してしまうべきです。

　そう考え、煙から後退し、水しぶきを上げて海面スレスレを飛ぶ私の行く手を──

　四方八方から、ＵＡＶドローンビットの重イオン・バリスタが追ってきます。

　私が飛びながら躱かわすその射撃線に、レタ＝デルオロのバルカン砲が実弾も織り交ぜてくる。

（……時間を稼がせないつもりですね）

　燃料タンクと思われるものを切パりー離ジして洋上を追跡してきたキリコを、私は振り返ります。

　荷電粒子砲メビウスを使うのには13秒間の『溜めチヤージ』が必要であることを、知っているのでしょう。

　追撃されながらの私は、背後のキリコに向けて──

「換価重力子マス・グラビトン──速射砲ウラヌス！」

　パパパッ！　と、３連射３点バーストの光弾をそれぞれ環剱加速リボルビング１周のみで射出します。

　威い力りよくは弱いものの、ほとんど溜ためが要いらないこの技で──

　まずは敵機のレーダーやスタビライザーと思われる箇か所しよ、急所を破損させようとしたのです。

　すると──

　レタ＝デルオロの前面に、半透明の、長方形を重ねたような黄色い力場フイールドが生じました。

　そこで私の光弾が３つとも、爆発してしまう。

　あれはおそらく……片道力場アシンメトリツクと呼ばれる、先端科学の盾たて。

　こちらから向こう側へのみ、波や質量を過度に通さないメタマテリアルの防ぼう壁へきです。
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　その時──キリコの方から、音楽が聞こえてきました。これは……

　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーベン。交こう響きよう曲きよく第九番──第４楽章、『歓喜の歌An die Freude』。

（……異能妨害ステルスジヤマー……！　そんな事まで知ってるなんて……！）

　聖せい歌かや神楽かぐら歌うたなど、人々が神聖な想おもいを込めて歌う歌には──

　私たち魔女が操る力を、妨ぼう害がいする効果があるのです。

　キリコはレタ＝デルオロに搭載したスピーカーから、それを流している。音響兵器スクリームのように。

　次の瞬しゆん間かん、ガキン！　という金属音がして──

　レタ＝デルオロの背部から肩けん部ぶへ、発射筒と思われるものが迫せり出てきました。

　そして間髪を入れず、そこから何かが飛んで来ます。

「……！」

　見る間に音速付近まで加速したその兵器を、私は予測より危険な距離で躱していました。

　機動力が落ちているのです。レタ＝デルオロの流す歌で。

　擦すれ違う瞬間に確認した、そのミサイルは──FGM-148ジヤベリン。

　対人用に改造されたらしいそれが、私を追い越したすぐ先で自爆します。

「くっ……！」

　その破片を防ぎきれず、私は頭上げ側転バレルロールしつつ重力レンズを大おお盤ばん振る舞いせざるを得ません。

　序盤戦で圧おす──という、私の想定とは異なる展開となってしまいました。むしろ逆です。

　飛ぶだけでもどんどん消費している力を……さらに、防御に使ってしまっている……！
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　本当は、心の片隅では分かってたんだ。ずっと。

　命にすら関かかわるほど危険で、やりたくない──

　戦いが、迫っている事を。

　昔の俺おれはそれを避けるため、程ほど々ほどの俺であり続けた。

　戦いに巻き込まれないために、交友範囲もあまり広げなかった。

　特に、女は入念に遠ざけたつもりだった。微かすかに覚えてるが、誰だれかに言われたんだ。『女に近づくな、それが危険を招く』って。実際、その通りになっちまった。

　──おそらくこれが、最後の選択肢。

　ゲームなら状況を要約して『祈いのりを選ぶか、アリスベルを選ぶか』という二択が出る所だ。

　それなら簡単な話だ。片方を選び、結果が気に入らなければやり直して、もう片方を選べばいい。かかるのは時間だけだ。

　だがこれは現実だ。やり直しはきかない。

　だがこれは現実だ。懸かっているのは、命。

　俺は生なま唾つばを飲み、リビングチェストの上に置いてある妖よう刕とうを見た。

「……ッ……」

　額から、脂あぶら汗あせが流れていく。

　正常な神経をもって、理屈で考えるなら──

　何もしない、方がいい。

　戦わない。今は息を潜ひそめ、後で祈と逃げる。

　それからは国に監視されて、行動を制限されるかもしれない。だから祈と２人、特別な事、目立つ事は何もしないで静かに暮らす。

　だが、それは俺にとって不都合な事じゃない。

　俺は大それた夢や希望なんか、持ってないから。

　俺にはこれといって優れたところはない。勉強にもスポーツにも、やる気はしない。そんな自分への見切りはとっくにつけた。

　それが身の丈を知るってこと。冷静な大人になるってことだろ？

　だから将来は──そこそこ適当に働いて、他の時間はのんびり平穏に、誰にも迷惑をかけず、自分の好きなように楽しく、静かに生きていきたい。俺は、それでいいんだ。

（……でも……）

　その道を選ぼうとする正常な神経を、阻そ害がいするものがある。

　──アリスベル。

　俺は出会ってしまった。あいつに。

　アイツの事を思うと。

　アイツの涙を思い出すと。

　アイツの……笑顔を、思い出すと……！

「ダメだ。なんでだよ。なんでなんだよ……静せい刃じ！　よせ……！」

　俺おれは自分に自分で毒突いてしまう。

　この感情は、なんなんだ。

　きっと、分かるべきなんだろう。でも、分からない……何らかの、感情がある。俺の中に。

　その感情が──正しいハズの理屈を、凌りよう駕がしてしまうのだ。

　アリスベルは今、戦っている。

　相手はアリスベルを追い詰めたビビすら圧倒する、キリコだ。

　異能と異能の戦いは、殺し合い。放っておけばアリスベルは殺されるだろう。多分、すぐに。

　何もしなければ、そのアリスベルを見殺しにする事になる。

「『何もしない』なら、何の問題も起きないハズなのに……！」

　ああ、いま、気づかされたが──

　何もしない、という事が、後悔を伴うことがあるらしい。人生には。

　何もしないではいられない瞬しゆん間かんが、あるらしい。人間には。

　それはきっと、誰だれかのために──何かしないと、いけない時。

『何もしない』では、自分が自分を許せない時。そういう、時が、あるんだ……！

　だから俺は、「何もしない」ことを──やめてしまった。

　そういう判断をしてしまった。

　たった今。

「……バカヤロー……！」

　アリスベルと、自分自身にそう言いながら……

　俺は、摑つかんでいたのだ。

　──妖よう刕とう、を。

　終わったな。俺は。

　この瞬間、滑り落ちた。正常で安全だった、『何もしない』人生から。

　そして、命にすら関かかわるほど危険で、面倒くさくて、やりたくなかった──

『戦う』道を、選んでしまったのだ。

　さらに黒套コクドを着てベルトを締め、妖刕を手に家を出ようとする俺に、

「お兄ちゃん、どこへ行くの……!?」

　追ってきた祈いのりが、すがるように訊きいてきた。

　だが、俺は何も答えない。

　振り向く事もできなかった。そうすると、覚悟が鈍る気がするから。

「……静せい刃じ。ありがとう──わ、私も向かうぞッ……」

　その祈いのりを追い越すようにして、歩くのすら精いっぱいの貘ばくが俺おれの横に立った。

「お、おい」

　倒れかけた貘に俺が肩を貸すと、

「急げ……こ、これを……使え……ッ」

　と、貘は震える指で２０００ＧＴのキーを渡してくるのだった。




　──もちろん、車の運転なんかした事はない。

　だが妖よう刕とうさえあれば、それも可能だった。リッジレーサー、グランツーリスモと同じ表示が出るんだからな。

　絶対ついていくと言い張った貘を、仕方なく助手席に乗せつつ──国道を走る。

「飛ばすぞ……！」

　４速フオースから５速トツプに入れて……他に車の少ない道だ。悪いが、スピード違反させてもらう。

「──貘。何か手は無いか。行きながら考えるのもヘンな話だがな」

「あの先端科学兵装ノイエ・エンジエの少女は、強い。私も今はこの有様で、戦力にはなれないだろう……だが、い、行けばッ……お前が行けば、何とか、なる、かもしれん……」

「何がどう何とかなるんだ」

「……あいが……きせき、を……」

　貘は……喘あえぐような声でよく分からない事を言ってる。

　普段は頼りになる仲間だが、今回はダメだろう。

「……」

　結局、何の手も思い浮かばないまま夜の国道を走り──走り──

（──見えた……！）

　俺は向こうに勘かん付づかれないよう、車の格納式リトラクタブルライトを消灯する。

　居鳳いのう海岸──沖合の海上で、光の明滅が見える。

　あれがアリスベルとキリコの戦いだろう。絶ぜつ界かいは張ってないようだ。

　月光の下、京きよう菱びし重工のトラックが森のそばに停車してる。その周囲で、一様に同じ制服を着た若い女たちが戦闘を観測しているのが見えた。

　あれは京菱の社員、キリコのピットクルーみたいなヤツらだろう。

　まだ、俺には気づいていないようだが……

　あまり近づくと発見され、キリコに連絡が行ってアリスベルの足を引っ張りかねない。

　なので、俺はアリスベルたちから少し離れた見晴らしのいい高台辺りで車を停とめた。

　奇くしくもそこは、入学式の前夜、俺が初めてアリスベルを目撃した場所だった。

　だが、ここまで来たはいいが……あんな戦いにどう割り込む。

「い、行けッ」

　貘ばくは車から降りる事もできず、俺おれの背に言う。

「──考えるな、走れえッ！」

　最後の力を振り絞るように叫んだ貘に、弾はじかれるようにして──

　俺は一つ頷うなずいてから、走った。黒套コクドを翻ひるがえして。

　仕方ない。

　そうするしかないんだ。そうするさ。

　あんな戦闘ヘリみたいなＰパＡツＤドに日本刀ナガドス１本で挑むなんて、正気の沙さ汰たじゃないが……

　キリコが低空飛行になったあたりで、木や崖がけから飛びかかったりする手もあるかもしれない。

　そうさ。大丈夫だ。俺には妖よう刕とうと黒套コクドがあるんだからな。

　妖刕さえあれば、その１撃で決着をつける事だってできるかもしれない。

　黒套コクドさえあれば、撃たれようが斬きられようが身を守れる。

　俺は首を守るため、黒套コクドのフードを引き上げ──

「待ってろよ、アリスベル……！」

　ガードレールを飛び越え、森に駆け込んだ。

　──妖刕の潜在能力開放オープンアクトは、３分しか使えない。

　ギリギリまで我慢して、イザという時まで温存しなくてはならない。

　だから俺は妖刕を抜かず、背に納めた状態で走った。普段の、何でもない俺のままで。暗いので低木に体を引っかけたり、何度か岩から滑り落ちながら。

　そうして、土と汗に汚れた状態で──

　荒い息をつきながら、崖へと走る。アリスベルの、ために。
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　水面効果を得るためか、海面スレスレを飛んで機体の左右に水柱を上げたキリコに──

「──速射砲ウラヌスッ……！」

　私は見越し角をつけて、上空から光弾を放ちます。

　でも……私の光弾はキリコの前方に水しぶきを上げただけ。

「──急制動。目標、アリスベル。視界内インサイトに再捕捉中リ・ロツク」

　また、躱かわされたのです。

　大きく股またを広げて、スカート状のフィンをオープンし、空中で姿勢を制御したキリコに。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　飛びすぎで息が切れてきた私が──くらっ、とした時。

　ぶんっ！　と、目の前を鉄てつ塊かいが飛びました。

　なんとか躱した、それは──

（バルカン砲……!?）

　撃たなくなったと思ったら、弾切れだったのですね。捨てる際に投とう擲てきしてくるなんて──

「──!?」

　ハッ、と気がついた時には、もう遅かった。

　バルカン砲は──細いワイヤーで、レタ＝デルオロと接続されていたのです。まだ。

　キリコはそれをウインチで引っ張り寄せるようにして、私が予測した放物線を描えがかせません。

　私の上空から、ハンマーと化したバルカン砲本体がＵターンしてきて──

　環かん剱けんと、私に──衝しよう突とつ──……！
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　やっとの思いで森から崖がけに出ると、そこには……

「アリスベル……！」

　黄金色のメカに頭を摑つかまれ、空中に吊つり下げられた、アリスベルの姿があった。

　キリコはとっくに俺おれの存在に気づいており、目の前に先回りしてきていたのだ。

　メカが背のフックにブラ下げている環剱が……２人の決着が既すでについた事を物語っていた。

「せ、静せい刃じ……くんっ……!?」

　頭をギリギリと握られているアリスベルは、それでも俺に気づく。

　そしてキリコが俺の方を見た隙すきを突いて、自分のセーラー服の胸元に手を入れ──

　……キラッ……！

　俺の方に、細いチェーンを引きちぎったペンダントを投げてきた。

（……鳳おおとりの欠片カラツト……！）

　俺がファイヤー・オパールのようなそれをキャッチすると、キリコが──

「原はら田だ静刃。何をしにきた」

　レンズのように無感情な目で、こっちを見る。ターゲットを切り替えたかのように。

「この状況で、それを聞くか？」

　と、俺は欠片カラツトを……黒套コクドの内側、ワイシャツの胸ポケットに収めた。

　そして、背に差していた妖よう刕とう、３分しか使えない異能の刀に──ここで、手を掛ける。

　ここが、勝負所。そう判断したからだ。

　予想外に早い接触だったが、いいぞ。いい距離だ。

　届く。妖刕の潜在能力開放オープンアクトがあれば、飛びかかれる……！

「ナンセンス。レタ＝デルオロは警戒信号を出していない。静刃は、取るに足らない国」

　キリコの動きと連動して、マニピュレーターが指で『来い来い』と仕草してる。

　……ナメやがって。そのＰパＡツＤドとやらを、一刀両断にしてやる。

　と、俺は刀の鯉こい口ぐちを切る──

（……？）

　だが……

　おかしい。表示が、出ない。

　僅わずかとはいえ俺おれが抜刀したその瞬しゆん間かん──バババババババッ！

　キリコは、メカの腰に据すえられた小型のガトリング銃──ＸＭ２１４マイクロガンで威い嚇かく射撃してきた。

　5.56mmNATO弾が俺の足あし下もとで岩を砕き、細かい破片を飛び散らせる。

「欠片カラツトを飛散させたくはない。静せい刃じ。即時提出しろ」

「──！」

　足に走った痛みに、目を見開く。

　今、その岩の破片が……黒套コクドに守られているハズの俺の足を、傷つけたのだ。

　見下ろせば、黒套コクドに穴が開いている。引き裂かれたのだ。岩の破片で。

（──機能していない……!?）

　妖よう刕とうも、黒套コクドも、機能していない……！

　ただの刀と、ただのコートになっちまってる。

「……！」

　どういうことだ。どうしてなんだ。これじゃあ──

　息を吞のんだ俺の体、その横から──ドッ──！

　背骨を折りそうな勢いで、何かがタックルしてきた。

「──!?」

　そのまま俺を、空中に押し上げたのは──

「……ビビ……！」

　鱗りん粉ぷんみたいな光の尾を曳ひいて飛ぶ、魔法少女姿のビビだった。

　ビビは額に冷や汗をかきつつ水平飛行に移り、

「逃げるわよッ！」

　まっすぐ、地平線を見据えた。キリコとアリスベルに背を向けて。

「あのＰパＡツＤドの速度は見たわ。あたしの全速力なら、あんたを抱えてでもなんとか逃げれる。欠片を落とさないようにしなさい」

「な……何言ってんだ！　アリスベルを見捨てるのか！」

「──あたしだって悔しいわよ！」

　俺の方を見ずに叫んだビビが、キバみたいな犬歯を剝むく。

「でもあんた戦えないでしょ！　一目で分かったわよ！　あたし１人じゃキリコには勝てないわ！　アリスベルのバカっ……なんで暴走して、突っかけたのよ……！」

「いいから下ろせッ！　俺は、俺は……！」

　と、策も無く言う俺の頭の中に直接──

『静せい刃じ君』

　アリスベルの声が聞こえてきた。

「ア、アリスベル……!?」

「アリスベルが……言いたい事がある、っていうから」

　ビビが、どうやら──テレパシーのようなものを中継してくれているらしい。

『静刃君。来てくれて……ありがとうございました。でも、もう、いいんです』

　……アリスベル……！

　俺おれはビビに摑つかまれたまま、遠ざかってしまったアリスベルの方を見る。

　キリコは追ってこない。ビビは一度キリコから逃げている。今もビビの速度を見て、やはり追えないと判断したのだろう。

「なに言ってんだアリスベル！　お前が……キリコと１対１になっちまったのは……俺のせいなんだぞ！　俺は……お前に謝らなきゃいけないッ、そのためにもここに──」

　聞こえるかどうかは分からなかったが、俺はそう喚わめく。

　その声は、ビビを中継してアリスベルに届いたらしく──

『謝るのは私の方です。私は鳳おおとりの力欲しさにあなたを利用しようとした、悪い女でした』

「アリスベル……！」

『逃げて下さい。せめてものお詫わびに、欠片カラツトは差し上げます。ビビ、今後はあなたが静刃君と共に戦ってあげて下さい。私の願いは貘ばくが知っていますので……あなた方を信じて、託します。キリコは──焉弾メガデスで、片付けます。欠片は高温でも燃えませんから、後で、海中からキリコの所有していた欠片を回収してください』

　という、決然としたアリスベルの声に……

　ビビが、顔をしかめた。悔しそうな表情で。

「ど、どういう事だ。焉弾メガデスって何だ、ビビ……！」

「……自爆の式しきよ。純エネルギー量は超小型の戦術核兵器ＴＮＷに匹ひつ敵てきするわ」

「──バ、バカ……！　よせ、アリスベルッ！」

「落ち着いて静刃！　鳳さえ甦よみがえらせられれば、アリスベルも生き返らせられるのよ！」

　死なせてから生き返らせる？　狂気の沙さ汰ただろ、そんなの！

　それに俺たちが鳳を復活させられる保証なんてどこにもない！

「アリスベル！　なんでお前、そんなに自じ暴ぼう自じ棄きになってるんだよ……！」

　頭に血が上り、何も考えられなくなりそうだ。

　しかし、俺がキレても事態が好転しない事は明白だ。何にもならないだろう。

　俺なんか、何の役にも立たないんだ。妖よう刕とうも黒套コクドも機能しない状態じゃ。

　でも──

　だけど。叫ばずには、いられないんだ……！

『私は……私は……だって、もう静せい刃じ君に……ううん、もう、いいんです……』

　さっきまで決然としていたアリスベルの声が、涙ぐむような声に変わっている。

　──アリスベル！

「噓うそをつくなッ！　お前の言葉は全部、本音じゃない！」

　アリスベルは噓をついている。

　成り行きとはいえ何日も一緒に過ごしたから、そのぐらいもう分かるんだ。俺おれには。

「俺は貘ばくから聞いたんだッ、お前が何のために戦ってきたか──何のために戦って、戦って、傷つきながら生き抜いてきたのか！　お前の願いを……こんな所で諦あきらめるな！　それに──」

　だから俺は、促うながす。

　アリスベルが本当に言うべき言葉を。

「お前……さっき俺に言ったろ！　噓つきは大嫌いだって！　俺だって、こんな土ど壇たん場ばで噓をつくヤツなんか大嫌いだ！　──本当のことを言え！」

　俺が今、本当に言われるべき言葉を──！

『……静刃君……』

　ぐすんっ、と、アリスベルが啜すすり泣く声がする。

　そして、数秒、沈黙が流れた後──




『……助けて……！』




　よし。

　よく言った。アリスベル……！

　それでいいんだ。

　今、俺に、正当な理由ができた。戦う理由が。

　その理由とは、俺の心の奥底──誰だれに聞いたのかすら思い出せない、しかしなぜか魂たましいに深く刻まれている、あの言葉で表す事ができる。

「──ビビ。降ろしてくれ。お前は逃げろ」

「お前は……って何よ？　静刃、あんたも……」

「降ろせ」

　そう命令して、ただの刀になってしまったとはいえ鋭い妖よう刕とうを抜いて──

　ビビに、刃やいばを見せつける。

　そして、アリスベルのために語りかけた。

「アリスベル。お前も知っての通り、俺は男だ」

『……？』

「男にはたとえ死んでも、戦わなきゃいけない時が１つだけある。今が、その時なんだ」

「ど、どんな時よ！」

　ビビがヒステリックに叫ぶ。

「──女を守る時だッ！」

　俺おれがそう叫んでから、心臓が１鼓こ動どうするぐらいの時間の後──

　──キラッ……

　……と……

　もう暗くて見えない、アリスベルのいた海岸辺りから……

　──彗すい星せいのように、ピンクゴールドの光が天を翔かける──
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「お、おお……！」

　奇跡、としか言いようがない。

　この戦いくさ場ばから──来た。こんな時でも。

　見み紛まがうハズもない。

　あれは──恋心！

「……！」

　私はこのオープンカーに乗せていた恋レン函カンを頭上に掲げ、そのピンクゴールドの光を取り込む。

　錬れん成せいは刹せつ那なの間に終わり……ああ、あの馨かぐわしい香りが、恋函から漂ってくる。

　セミスイート──アリスベル特有の、少し気取ったチョコレートの香りが。

　恋函から出し、包装を破るのもそこそこに、私はそれに齧かじり付く。

　すぐに──全身に、力が行き渡る。甦よみがえる。漲みなぎる。私に、力が……！

「はは……はははは……ははははははは！」

　助手席の上に、私は立ち上がる。

　うまい。今までで最も強い恋心の結晶だ。過か剰じようなまでの力を感じるぞ。

　静せい刃じよ、アリスベルよ。

　お前たちには聞こえていないだろう。

　ならばせめて、この月に聴かせるとするか。私の、回生の名乗りを。

「我が名は、貘ばく──！　恋心を喰くらい、殺あやめの武具を産む、妖あやかしの官かん女じよよ！」

　さあ産んでやろう。今すぐ、静刃に……！

　力む私の胸から、レースの下着と、絹のドレスを引き裂いて──

　切っ先が、出てくる。

「……はっ……あ……！」

　胸がはだけてしまうが、これも月しか見ていない。気にする事はあるまい。

「静刃。お前は──やがて妖よう刕とうの静刃となる……！」

　出てきたのは、妖刕。

　そう。

　第二の妖刕だ。

　静せい刃じ。お前は知らないだろうが……

　今のお前はまだ、不完全。

　なぜ妖よう刕とうの刀かたなが刕かたなみつつなのか。その意味をやがて知れ。

　私は自らが産んだ刀を、続けて産んだ鞘さやに収める。

　まだ、力は有り余っている。ああ、今のアリスベルの恋心の、なんという強さか。

（これなら、充式も出来よう……！）

　私の武具は、私からの充式──電気製品で言えば、充電で機能する。

　先日の妖刕・黒套コクドはそもそも充式率１％でしか産めなかった。

　私無しではいつ式し力き切れに陥おちいるかも分からない、不安定な物だったのだ。

　だが、この妖刕にはデフォルトで30％も充式できている。

　もう１本の妖刕、さらに黒套コクドにも……ここからすぐ、遠隔でも式力を与えられるだろう。

「静刃よ、この刀を取れ！　そして──」

　私は、新たな妖刕を腰溜だめに振りかぶる。

　この構えは戦国時代、戦いくさ場ばでは当たり前に行われていた託刀術──刃じん抛ほう。刀剣を投とう擲てきして味方に渡す技だ。２km近いこの距離でやれるのは、異能の者だけだがな。

「──アリスベルを、救えッ！」

　気流を読みつつ、全身の力を込め、私は──

　ドンッ！　という空気を引き裂く音を上げ、妖刕を投げた。静刃めがけて。
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　その変化には、俺おれより先にビビが気づいた。

「……静刃……!?」

　碧あおい瞳ひとみを俺に向け、驚おどろいたような声を上げている。

（……！）

　俺の視界に、『表示』が甦よみがえっていく。

　さっき引き裂かれた黒套コクドの裾すそが、生き物のように蠢うごめいて自動修復していく。

　何らかの理由で──力が甦ってきたのだ。異能の、力が。

『Restarting再起動中──3percent──5percent──7percent──10percent──』

　聞こえてくる。妖刕の声が。

　俺の体から、バキッ、バキバキ……と、音が上がり始めた。

　これは筋きん繊せん維いが強化され、生ゴムを圧縮するように引き絞られていく音だ。

　体が、力んでいく。力が漲みなぎる。それが止まらない。どこまでも。どこまでも。

『Self-Repairing Finished自己修復完了……Receiving energy from blacksmith鍛冶からの式力を受信中……Boosting急速……』

　別の声だ。これは、黒套コクドの声。それも分かる。意識が、異能の武具たちと繫つながっている。

『……Prana defender emanation防性式気力場放出……Strength/unit area+1強度・第１段階……Starting開始……』

　黒套コクドからは、まるで黒い炎が立ち上るように──薄く、陽炎かげろうのような力場が放出され始めた。

　それこそゲームやアニメにある、オーラみたいな光だ。こんな赤黒くて凶まが々まがしいのは見た事ないけどな。だが視覚的・感覚的に分かる。どうやら黒套コクドも、やる気になってきたようだぞ。

「──！」

　その時ビビが、息を吞のんだ。

　ブーメランのように回転しながら飛んできて、俺おれの掌てのひらにバシッと握られたのは──

「……！」

　妖よう刕とう。

　今右手に握っている妖刕と、瓜うり二つの刀だった。

　驚おどろいた。

　妖刕が２本存在していたことにでも、それがどこからともなく飛んできたことにでもない。

　俺が……おそらく実は、

　本来、二刀流だった事に、だ。

　２本の妖刕を左右の手に握るのは、俺にとって実に自然な事だった。

　まるで元々こうだった俺が、今まで刀が足りず、やむなく１刀で戦っていたように。

　そう。今まで片手でＰＣのキーボードを打っていたような事だったのだ。俺にとって、１刀だったということは。

「……左右のバランスが大事なのは、お前らだけじゃなかったみたいだな」

　ビビに呟つぶやきつつ、俺は第二の妖刕を背に差し、すぐ抜刀する。

　双刀になった俺の潜在能力開放オープンアクトは値を上げ、20％──30％──43％にもなった。ビビ戦では21％だったから、あの時の約２倍。常人の20倍以上の力を発揮できるという意味だ。

　そしてそれに確信が持てる。体が、頭脳が、神経が、全すべて別物のようだ。

「……っ……」

　そんな俺を驚いて見ていたビビは──

　いつの間にか減速し、空中を緩やかに旋回していた。

「お前も異能なら分かるだろう、ビビ。俺は、もう戦える」

　俺が向けた視線がまるで別人のように鋭かったのだろう。

　ビビは緊張したのか少し赤くなり、こくり、と頷うなずいた。

「聞け」

　キリコが指向性ハイパーカー集音器デイオイドを使っている事が予測される──的な事が、表示ガイドに出ていたので……

　俺おれはビビの肩を腕で抱え込むようにして、耳元に口を寄せた。

　俺に抱かれるような体勢になったビビは、わあ、と言うような口をして慌あわてたが──

　表示が、これはビビにとって嫌けん忌きするような事ではないと教えてくれる。

「お前にも一役買ってもらうぞ」

　と、俺はビビに作戦を囁ささやく。

『ビビ攻略のヒント』などという妖よう刕とうのおせっかいな表示によれば、押しの強いビビは、逆に押されると弱いんだそうだ。

　ギャルゲー的な表示には普段イラッとするが、今回はそれに助けられたな。

　有無を言わさず、コイツに一仕事させることができそうだ。
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「３次元位相ＤＰレーダーに──感かん」

　きゅいんっ、と……

　そのキリコが頭部に着装している機器──キツネの耳のような形をした、集音器と思われる装置が動きました。まるで本物の、動物の耳のように。

　頭を摑つかまれたままの私が、キリコの様子を見上げると──

「第Ⅱ種空襲警報。ビビが爆撃機ボンバー、静せい刃じが寄パ生ラ戦サ闘イ機トの戦術と判断。ナンセンス」

　ブツブツと、何か呟つぶやいています。

　キリコの視線の先を見て、意識を集中させると──

（……っ……！）

　か、感じます。魔法少女の気配、ビビの式し気きを。

　それと、この感じは……

（せ、静刃君……!?）

　ぐるんっ、と、レタ＝デルオロが上方に向きを変え──カカカカッ──

　肩に備えたミサイルランチャー、そのハッチを全すべて開放しました。

「……！」

　肉眼でも、見えてきました。

　月を背にし、高空を飛ぶビビが──

　静刃君を吊つり下げるようにしたまま、森の上空へと戻ってきている。

　そして、静刃君を切り離したのです。遥はるか、上空から。

　ドンッ！　と、キリコの翼つばさのようなパーツから放たれた砲声に続き、

「衝撃信管インパクト、軽ＭＡＴ全弾斉せい射しや」

　──バシュバシュバシュバシュッ──！　という音が連なり、肩けん部ぶユニットから白煙の尾を曳ひいてミサイルが飛んでいく。落下してくる静刃君めがけて。

　対し、パッ、パパッ……！　上空のビビが、光るボールを投げるように──

　迎撃の赤い電離弾プラズマを何発も放つのが見えました。

「……！」

　夜よ闇やみの中で、何発かのミサイルがその電離弾に撃ち抜かれて深しん紅くの炎を上げ……

　生き残ったミサイルが、静せい刃じ君に肉薄します。

（静刃君っ！）

　真まっ青さおになった私の目に、見えたのは──

　自分めがけて群がる小型ミサイルの横腹を蹴けり、刀の柄つか頭がしらで殴なぐり、あるいは躱かわしながら落下してくる静刃君の姿。何度か、ミサイルは擦すれ違いざまに爆発し──彼はその爆風で加速しながら、なおもこっちへ迫ってきます。

　緋ひ色いろに輝く彼の右みぎ眼めは、バーミリオンの瞳ひとみ。

　そしてその手には、妖よう刕とうが２本──!?

「第１防衛ライン無力化。25・４mm滑かつ腔こう砲、切離投棄パージアウト。第２防衛ライン戦へ移行」

　キリコがそう呟つぶやき、バラララララララララッ！

　無数の薬やつ莢きようを撒まき散らし、左右の腰ユニットに据すえたガトリング銃で弾幕を張ります。

　静刃君は空中で身を捻ひねりながらそれを──

「……！」

　自分に命中しそうな弾丸だけ、２本の妖刕で次々と薙なぎ払っていく。

　なんていうことでしょう。あの人は弾丸を刀身に当てて、逸そらしている。

　でも……その防御は完全ではない事が分かります。

　何発かは防ぎきれず、被弾している。あの、貘ばくが織ったという──黒套コクドに。

　弾切れになったキリコがマニピュレーターの手を伸ばし、ロケット推進で次々と撃ち出した機械の指先も、静刃君は空中で叩たたき切っていきます。

　そして聞こえてきた、

「──アリスベルを放せッ！」

　静刃君の、その声に。

　……ドキッ！　と──

　私の胸の中で──心臓が跳とびはねました。

　みるみるうちに、自分の顔が赤くなっていくのが分かります。

　静刃君。静刃君。ああ、もうそれしか考えられない。こんな時だというのに。恥ずかしい。
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　俺おれはミサイルの破片を背に受け、腹には銃弾を受けた。

　だが、陽炎かげろうのような黒炎を放出する黒套コクドがそのダメージを和らげてくれている。

　完全にノーダメージってワケじゃないが、貫通はしないし、即死させられる事もない。

　さらに黒套コクドは広げた裾すそを航空機のフラップのようにして、俺おれの落下方向を修正している。

　目指すキリコは、音声による操縦でもしてるのか終始喋しやべっていて──

「制御器リミツター解除、出力１２７％で格闘機動準備。アプリスカ缶切り、ナックルバンカー、同調シンクロ展開」

　妖よう刕とうが拾ったキリコのセリフに続き、ジャコンッ──！

　と、メカの左手が巨大な剣を構える。俺を狙ねらって。

　メカの右手にブラ下げられたままのアリスベルは、俺を見上げて目をまん丸に見開いている。

（待ってろよ。今、助けてやる……！）

　落下する俺に突き出されてきたキリコの大剣、続けて鉄杭打ち機パイルバンカー──

　その２連撃を俺は左の妖刕で受けつつ、右の妖刕で大剣の剣身を串くし刺しにしてブラ下がった。

　イメージ以上の切れ味に振り仰あおいで見ると、妖刕は切っ先や刃やいばの部分を緋ひ色いろに光らせていた。

　輻ふく射しや熱ねつで分かる。赤熱化しているのだ。金属であるこの敵を溶断するために、自らの判断で。

「ようキリコ」

　ようやく零ゼロ距離になれたな。

　貘ばく曰いわく、俺は近距離攻撃型ゼロレンジの個体ユニツトとやらだ。

　ここから、俺のターンだぜ。

『キリコ機　レタ＝デルオロ』

　という表示が見える。それがこの機体の名前か。

　歓喜の歌An die Freudeを流す五う月る蠅さいスピーカーを妖刕で刺し、姿勢を変え、俺は機械の腕マニピユレーターに降り立つ。

　そこで、妖刕の表示が切り替わる。空ではエースコンバットのような表示だったが、今度は自分より遥はるかに巨大な相手との戦い──モンスターハンターみたいな表示だ。

　いいぜ。得意なゲームだったんだ、そいつは。
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　バーミリオンの瞳ひとみを光らせ、猛もう獣じゆうのように咆ほう吼こうした静せい刃じ君が──

　キリコのレタ＝デルオロの左腕を、抜きはなった２本の妖刕で破壊していきます。

　キリコも応戦しますが、黄金の左腕は装甲の薄い部分を的確に壊されていき──

「第二排熱フィン破損。左腕レフトアームユニット、機能０％」

　という彼女の呟つぶやきと共に──バキッ！

　とうとう、切断されました。

　森へ落下していく機械の腕と、それが握ったままの大剣を見送る間もなく──

　──バララララララッ！

　機内に格納していた個人防御火器ＰＤＷ・短機関銃FN P90によるキリコのフルオート射撃音が上がります。

　弾丸を何発も黒套コクドに受けた静刃君は──それでも、レタ＝デルオロにしがみついている。

　でも、でも、黒套コクドは全すべてのダメージを無化するものではないのです。

　静せい刃じ君の口から、血が……！

「──うおおおおおおおおおッ！」

「高度低下中、現在海抜50ｍ──ＵＡＶドローンビットから応答無し。ビビによる攻撃と認む」

　静刃君とキリコは至近距離で、目も当てられないような恐ろしい戦いを繰り広げていきます。

　多種多様なキリコの科学兵器と、繰り返される静刃君の斬ざん撃げき。

　それはまさに機械と生身の、削けずり合い……！

「電磁鞭スタンウイツプ展開準備。レタ＝デルオロ、均分機能87％に低下。格闘機動継続」

　その削り合いは、静刃君が優勢──

　レタ＝デルオロが、妖よう刕とうにどんどん破壊されていく。

　腕や肩、翼つばさが壊れ、装甲が破壊され、内臓が剝むき出しになったかのようになっていく。

　キリコが片目だけにかけた半透明のＨヘツドＭマウントＤデイスプレイに浮かぶステータス表示も、さっきまで緑色だった光が次々と赤になっていきます。

　静刃君の攻撃を受けて、ＰパＡツＤドの機能がどんどん低下しているのです。

「キリコっ！　アリスベルを……放せッ！」

　でも、でも、静刃君の体もどんどん傷ついていく。

　そのベルトで締められた黒套コクドの隙すき間まから、隠しきれなくなった血しぶきが溢あふれています。

　頭部や顔面にも、傷が生じています。次々と……！

　私の胸の中で、私自身が呟つぶやく。

（静刃君が……わ……私のために……戦っている……！）

　こんな時なのに……私は、隠しようもないぐらい真まっ赤かになっているのでしょう。

　ドキドキという胸の鼓こ動どうが、自分にも聞こえてくる。その耳に──

　──リリッ・リリッ・リリッ──！

　静刃君の妖刕から、警報音のようなものが響ひびき始めました。鍔つばが、赤く明滅している。

　あれは恐らく『断絶警報インデイケーター』。かつて似た魔具を使う魔女がいました。

　静刃君が戦える時間が、残り少ないのです。

　おそらくは、あと１分を切った……！

　その時──レタ＝デルオロの背部フックが壊れ、環かん剱けんが転落しました。

　そしてその次の瞬しゆん間かん、私を縛いましめていたマニピュレーター、その肘ひじも妖刕に破壊され──

「右腕ライトアームユニット断損」

　キリコの呟きと共に、私は黄金の右腕ごと転落しました。眼下の、森へと。
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　アリスベルが転落した。それには息を吞のんだが──

　さすがは、百戦錬れん磨まの魔女。動力を失った機械の腕を振り払ったアリスベルは空中で環かん剱けんを取って……なんとか、森へと軟着陸していった。

　そして、落下しながらの『了解です、静せい刃じ君』と言うような目。

　一目で伝わったらしいな。俺おれに、作戦があることが。

　まあ、アリスベルと一緒に戦うのも初めてじゃないからな。息が合ってきたってやつか。

「レタ＝デルオロの角粒子揚力、49％に低下。スタビライザー破損。飛行困難。地上戦に移行。Ⅱ種ユニット、全個切り離しパージ」

　俺が壊しながら立っていた肩けん部ぶユニットを切り離し──つまり、ついに俺を振り払いながら──キリコも、森へ降下していく。自分で言ってたが、地上戦に切り替えるつもりらしい。

　ペッ、と口から血の混じったツバを吐いた俺は、自由落下するしかないが──

　森の木にガサガサと妖よう刕とうを当てて減速しつつ、ドンッ、と両脚で土の地面に着地した。

　30ｍ程ほどの落下だったが、何ともない。ビルから飛び降りた時より全然マシだぜ。

　黒套コクドはそこで一息つくかのように、息を潜ひそめるかのように、黒い陽炎かげろうの放出を止めた。

　鬱うつ蒼そうと茂る森は──静かだ。

　リリッリリッリリッ……という、テンポを速めた断絶警報インデイケーターだけが手元から聞こえてくる。

　これは妖刕の機能停止まで、あと30秒ってアラートだそうだ。表示によれば。

　双刀になっても、抜刀から機能停止までは３分なんだな。２本になったから６分になるとか、逆に１分半になるとか、そういう仕組みじゃないらしい。
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　異能との戦闘は、７％の確率で想定外の展開となる。

　そこにはおそらく、私にとって未知である『心』が関与していると考えられる。

　特に静刃とアリスベルの間には、何らかの『心』を介したシステムがあると推察する。

　しかしその解明より、火の鳥の欠片カラツトの入手の方が優先事案である。

「３次元位相ＤＰレーダー、アリスベルを発見。レタ＝デルオロの前方──60ｍ。時速３・３kmで移動中。レタ＝デルオロとは最大で４ｍまで接近する予見。静刃を発見。後方１００ｍより、レタ＝デルオロ方向へ移動中」

　茂みを歩くアリスベルは、環剱を持っていない。

　森林では動作の障害となると考えて、スカート内に収刀したと推察する。

「電磁鞭スタンウイツプ、展オ開ン──」

　スターライト・スコープで目視確認。アリスベルは、索敵しながら──

　消灯して岩陰に潜むレタ＝デルオロの方に、歩いてきた。

「──!?」

　ハッ、とアリスベルがこっちに振り向いた時──

　──既すでに捕ほ縛ばく準備をしていたレタ＝デルオロの電磁鞭むちで、脚を搦からめ取る。

「捕ほ獲かく。電圧50万ボルトで通電」

　バチバチバチッ！　と電磁鞭が光り、アリスベルの体に電流が流れる。

「あぐっ……！」

　アリスベルは地面に倒れ、

「あッ……！　うううッ……！　くっ……ひン……！」

　両眼を強く閉じ、舌を出し、無様に悶もだえ苦しんでいる。

　だが、藻も搔がいてもムダだ。この電磁鞭は工業用重機でも無い限り断ち切れない。

「アリスベル……！」

　ガサガサ、と低木を搔かき分けて──

　後方から、静せい刃じが現れた。

「静刃。無条件降伏し、武装解除しろ。さもなくば、電磁鞭スタンウイツプの電圧を倍に上げる」

　状況を理解したらしく……静刃は、私の命令に従った。

　２本の刀を地面に突き刺し、両手を挙げている。

「アリスベル。無条件降伏し、ビビを呼べ」

「た、戦いなさいッ、静刃君……！」

　のたうつアリスベルの制服が、電流による衝しよう撃げきで破れていく。

　虫食いのようになったセーラーブラウスの内側、下着も、小さく裂け出した。

「男子の前で裸にされる事は嫌けん悪おすると推察する。アリスベル。ビビを呼び、降伏を促うながせ」

「こっ……こんな……卑劣な手に……！　く、屈するもんですか……！」

「ナンセンス」

　私は電圧を１００万ボルトに上げる。常人なら即死レベルだ。

「きゃああああああ…………！」

　アリスベルの声が、森に響ひびく。

「アリスベル……！」

　静刃が、アリスベルの方に一歩出る。

「アリスベル。再度、通告する。このまま死ぬか、それとも……」

　……？

　私は発話を中断する。

　仰あお向むけになって苦しんでいたアリスベルが、笑っている。その理由が不明だ。

「い、いい事を教えてあげましょう、キリコ……」

「？」

　ＨヘツドＭマウントＤデイスプレイに、警報。

「魔法少女は、どんな職業、どんな人にも変身できるのよ」

　アリスベルが出した、この声は──

　──ビビ。

「こないだの借りは、これで返させてもらった事にするわ。キリコ」

　急に饒じよう舌ぜつになり、立ち上がったアリスベルが……

　魔力によると思われる光に覆おおわれ、ビビに、変わっていく。

　今まで……ビビがアリスベルの姿を模写していたと判断する。

「充電ありがと」

　電磁鞭むちを摑つかんで、笑顔を見せたビビに対する警報──それに、更さらなる警報が加わる。

　振り返ると、静せい刃じの横に──

「……！」

　アリスベル……！

　本物のアリスベルが、環かん剱けんを浮き輪のように構え──

　その輪の上を、集束した素粒子が回っている。もう既すでに、かなりの量と速度で。

「──荷電粒子砲メビウス──」

　その声を聞いて、私は機内に隠し持っていた拳けん銃じゆう・ベレッタＭ９３Ｒを出す。

　だが、即座に──静刃が投げた刀が、銃に突き立った。

　銃は刀と共に落下した。銃身バレルが切断され、薬室チエンバーが開いてしまっている。発砲は不能。

　──もう武器は無い。

　となれば、取るべき道は１つ。

　何も考える必要はない。

　こういう時、私は、あの人に聞いた言葉を思い出す。

　──私は一発の銃弾。

　銃弾は人の心を持たない。故ゆえに、何も考えない。

　ただ、目的に向かって飛ぶだけ──
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　──コッ……！　ゴゴゴゴッ──！

　レタ＝デルオロは背部バツクユニットでまだ生き残っていたジェットパックに点火し、突とつ如じよ──

　飛び上がりました。

　私から離れるために……いえ、逃げるために。

　最後の最後まで、合理的な判断をする子ですね。キリコ。

　空で荷電粒子砲を避ける──その道に、僅わずかな望みを賭かけたのでしょう。

　少しでも加速するためか、レタ＝デルオロは装甲を投とう棄きし、機体をシャープに変形させつつ飛んでいきます。

　でも、それはムダなことですよ。キリコ。その機体の機動力は、もう静せい刃じ君が奪った。

　あなたの機械は強かった。でも、機械にはどうにもできない事もあったようですね。

　それは、人と人との絆きずな。

　私たちの絆に、あなたは勝てなかった。

「今夜は、特にモーレツですよ」

　私は夜空をフラフラと飛ぶレタ＝デルオロに狙ねらいを定めて……

　──パッ──

　閃せん光こうと共に、荷電粒子砲メビウスを放ちました。
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　納刀しての準潜在能力開放セミオープンアクトでも視力は少し強化されるので、決着の詳細は見えた。

　最も早はやこの場は逃げるしかないと判断したらしいキリコを、荷電粒子砲の光る砲弾が追い……

　……バッ……！

　と、レタ＝デルオロに空中で命中したのだ。

「……！」

　ビビの時と同様、キリコの体表面からは外側に虹にじのような光が四方八方へ広がり──

　バッ！　バリバリッ……！

　と、レタ＝デルオロがバラバラの破片になって空中に飛び散っていく。

（……ってオイ……！）

　そこで俺おれの目玉が飛び出しそうになる。

　レタ＝デルオロが強制排除エジエクシヨンしたキリコが着ていた水着も──ビリビリと、破けてるぞ……！

　だがキリコは最後の最後まで不思議なヤツで、水着の下に下着を着ていた。

　遠目にも分かるほど色気のない、ガキっぽいデザインの白い下着をな。

（あ、あれも破けるんじゃ……）

　という俺は焦あせったが、そうはならず……

　キリコは自分と一心同体だったレタ＝デルオロ──その残ざん骸がいと共に、国道へと墜つい落らくしていく。

　それはまるで黄金色の破片が流星群となって、キリコと共に空を流れるような光景だった。

「……過激な技ね、改めて思うけど」

　強制ストリップ状態だったキリコの姿に、自身も元被害者のビビが赤くなって呟つぶやく。

「だから、いつも前置きしているじゃないですか」

　アリスベルは環かん剱けんを、ぐるん。

　フラフープのように回し、ぐるん、ぐるん、と太ももの下まで回しつつ下ろし──

「モーレツですよ、って」

　しゃららららんっ……と、手で触れず巧たくみにスカート内へと分割・収納していくのだった。




　アスファルトの道路には、中央分離帯の辺りにクレーターが出来ていた。

　レタ＝デルオロの部品が落下して、爆発したらしい。

　キリコはその、土が剝むき出しになった中央付近で……

　ヘソ下にピンクの小さなリボンがある他に何の飾りもない白下着姿で、仰あお向むけに倒れていた。

「殺しちゃった……かしら？」

　ビビは土で汚れたキリコの横でしゃがみ、銀髪ツインテールの片方をつまみ上げたりしてる。

　キリコを自分で撃墜したアリスベルも、心配そうにキリコの方へと歩み寄ってる。

「……」

　準潜在能力開放セミオープンアクトなので外見的には普段と変わらなくなった俺も、眠るように倒れるキリコを覗のぞきこんだ……その時。

　──ぱち。

　むくり。

　うぉっ。機械仕掛けみたいに目を開けて、上半身を起こしてきた。キリコが。

　そして……ごそ、ごそごそ。

「……」

　部分的に残っていた、レタ＝デルオロのシート──その裏から、居鳳高うちのセーラー服と鞄かばん、それと黒いストラップシューズを取り出してるぞ。

　……何……やってんの……？

　と、俺おれたち３人はキリコの奇行を呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかない。

　ただ、まあ……生きてはいるな。フラフラしちゃいるが。

　そもそもアリスベルの荷電粒子砲メビウスは相手の武装を破壊し、心身の力を活動最低限まで抜く非殺傷技だしな。

　で、キリコは俺たちの目の前で制服を着て、靴くつをはき直し、鞄かばんを持ち……

「……」

　ひょこ。ひょこ。

　足を引きずりつつ、居鳳いのう町ちよう方向へと、歩き始めた。

　俺たちの存在なんか、全く無視して。

　俺は、アリスベル・ビビと顔を見合わせてから……

　３人を代表して、話しかけた。

「どこ行くんだ、キリコ」

「塾」

　……は？

「塾……って？」

「学習塾」

「い、今からか？」

「キリコは現代文の成績が悪いため、受講が必要。現在、受講の30分前」

　き、京きよう菱びしキリコ……

　ほんと、一筋縄じゃいかねえクラスメートだな。コイツは。

　少し後を追ったアリスベルに、キリコは、

「キリコが敗戦したので、賠ばい償しようとしてこれを渡す。アリスベルにはキリコを処刑、または身柄拘こう束そくする意思が無いと判断されるので、後日、戦後条約締結に向けた会議を開催する」

　なんだか調子のいい事を言いつつ、アクリルケースに入った鳳おおとりの欠片カラツトを手渡している。

　だがその表情には、悔しいとかそういう感情が一切見受けられない。つくづくヘンなヤツだ。

「え、えっと……はい」

　このキリコの非人間っぽさには、さすがのアリスベルも面食らってるよ。

　そして、国道をヨタヨタ立ち去っていくキリコを見送った後で──くら。

　立ちくらみを起こしたように、アリスベルは頭を揺らした。

　すかさず妖よう刕とうが──表示を、出す。

　ああ分かったよ妖刕。仕方ねえなあ。

　ふら。ふらり。

　緊張の糸が切れたのか、ここでちょうど力尽きたのか、アリスベルが倒れ──かけたところで、俺おれがその小柄な身体からだをキャッチする。

　妖よう刕とうの鞘さやを持ったままなので……右腕で背中、左腕で両りよう膝ひざ裏うらを支えるように抱き上げた。

　すると、

「あー……」

　ビビが、なぜか非難するように俺を睨にらんでくる。

　何だよ。しょうがないだろこれは。自分では歩けなさそうなんだし。

「静せい刃じ君……」

　俺の腕の中から、アリスベルが小さな声で呼んでくる。

「さっきは……ごめんなさい。私、静刃君を叩たたいちゃって……２度も……」

「……いいよ、もう。俺も悪かったからな」

　実際そう思っていたので、俺も謝ると……

　アリスベルは目元を前髪で隠すように、ちょっとうつむいて──今度は、その頰ほおを赤らめた。

「あ、あの……これ……お姫様抱っこ……私、『小公主プリンセス』に、また、なれた……」

　何だ？　ゴニョゴニョ小声で言うからよく聞こえんぞ。

　と、耳を寄せると──ぎゅ。

　アリスベルは甘える子供みたいに、俺の黒套コクドの胸元を摑つかんできた。

「……静刃君……」

「あー……もう勝手にいなくなるなよ？　これからは俺が──」

　と言いかけて、なぜかビビが凄すごいツリ上げ目で俺を睨んでる事に気づき……

「いや、俺たちがいるんだ」

　と、アリスベルに言っておく。

　ビビは引き続き、何か言いたげにこっちを睨んでるので……

　一度は逃げようとしたものの、最終的には囮おとり役をやってくれたビビにも、

「ビビ。ありがとう。お前が仲間でいてくれたから勝てたよ、今夜は」

　俺は正面を向いて、きちんと礼を言っておくことにした。

　正面から俺に見られたビビは、きゅ、と胸元にゆるく握った両手を上げてから──

　その両手を左右の腰にあて直し、いつものビビらしい仁王立ちのポーズを取った。

「な、なによそれ。礼を言われる筋合いなんかないわ。あたしは状況に応じて、自分の目的に一番有益な行動をしたの。それだけよ。これからもそうするからね」

　ツンツンと、ビビらしい事を言ってきたよ。相変わらず。

「アリスベルも、だらしないわよ。そんなになるまで力を使うなんて、先が思いやられるわ」

「そうですね……すみませんでした。あなたのことも、危険な目に遭あわせてしまって……」

「なっなによ。張り合いがないアリスベルなんかキライよ。だから、その──今日は休んで、早く元気になりなさいっ」

　ぷい。と、腕組みして俺おれたちに背を向けたビビは──

「でも、まあ……ありがと、２人とも。おかげでさっき、忘れかけてた事を思い出したわ」

　ヒラヒラと自分の周囲に空港のピクトグラムを舞わせ始めながら、背中越しに言ってきた。

「……何をだ？」

「──魔法少女は、正義の味方」

　と、ビビは碧あおい瞳ひとみで月を見上げ、

「無法者とはいえ、あたしも魔法少女の端くれだからね。悪者の味方はしない。まあ、今回のあんたらは……ストーリー的にもイイ者、主人公側っぽかったから。良しとしとくわ」

　そう言って、消えていった。
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　翌朝は──ぱら、ぱら、と、お天気雨が少しだけ降っていました。

　私は早朝、熟睡していた静せい刃じ君には何も言わず家を出てきています。

　そして、この──桜の森へ来た。

　ここは数日前、私と静刃君が初めて手を組んだ……思い出の場所。

　私は今日で退学する居鳳いのう高の校舎を背に、桜の木を眺ながめます。

（さようなら、静刃君）

　静刃君はあの日、『普通に暮らしたい』と言っていました。

　だから、これ以上巻き込みたくはない。

　ビビ、キリコの他に──欠片カラツトを持つ者の存在は、もう居鳳高には感じられません。

　だから私は……次の所有者を探しに行きます。

「本当に良いのか？　アリスベル」

　桜吹雪ふぶきの中、貘ばくが私を見つめてきます。

「はい。お別れを言うと、淋さびしくなりますから」

　静刃君──『静刃君の異能を消し去る』。

　その願いも、必ず鳳おおとりに伝えますからね。

　私は携帯を出し、このあいだ静刃君が買ってくれたアルパカのストラップを撫なでました。

　私が居鳳にいる意味があったのは、たったの５日間。

　でも、この５日間は、今までの鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨとは違って……険しくも、どこか幸せな日々でした。

　私はこの５日間を──短かったけれど彼と共に戦えた日々を、誇りに思います。

　桜のトンネルをくぐって、歩いていくと──少し進んだ道の左右に、

「……」

　制服を着た、キリコと……

「別に止めないけど。流れとはいえ、あたしは協力したんだからね。願いは１個もらうから。フェニックスを甦よみがえらせる時には、呼びなさいよ？」

　枝に腰掛けて横を向いたまま、そう言ってくるビビの姿がありました。

「はい。２人とも、見送りに来てくれて……ありがとうございました」

　私はお辞儀をして、彼女たちの間を通り過ぎ──

　桜のトンネルを、進んでいきます。

　鬱うつ蒼そうと茂る枝のアーチで、周囲は暗くなり……私は闇やみの中を、その向こうへと歩む。

「──アリスベル。作戦の提案があるのだが」

　私の少し後ろを歩く貘ばくが、暗闇から声をかけてきました。

　少し……含み笑いするような声なのは、なぜでしょう。

「作戦？」

　歩きながら訊たずねた私に──

「お前はもう19個も欠片かけらを集めた。これからは黙っていても、敵が寄ってくるだろう。その際、アウェーよりホームの方がやりやすい。拠点を作り、そこに戦力を集つどわせて立て籠こもるのだ」

　貘の言葉を「拠点……？」と背中で聞きながら──明るいところへ歩み出ていくと──

「……っ……」

　私の胸の中で、ぴょん。心臓が跳はねました。

　鏡を見なくても、自分の顔がどんどん赤くなっていくのが分かります。

　いつの間にか──静せい刃じ君が、歩いていたのです。

　私の、となりを。

「貘。その話、乗ってやってもいいぞ。俺おれはどの道しばらく、居鳳いのうを出られないんだしな」

　制服の背中越しに貘に語る静刃君は──腰に２本の妖よう刕とうを差していました。

「となると場所も決まったな。居鳳高を、我らの拠点としよう」

　孔く雀じやくの扇を広げる貘のそばで、私は足を止め、口元に手を寄せて……

「せいじ……くんっ……」

　ど、どうしよう。

　今日、私、あんまりきちんとお化粧してないのに。

　でも静刃くんはそんな事、あまり気にしてないようです。

「言ったろアリスベル。勝手にいなくなるな、って。俺も、女を１人で戦わせたくはない」

　こっちを向いて言ってきた静刃君に──

　わ、私、どうしよう。何も答えられない。
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　ほんとに、こいつアリスベルからピカピカ出て貘の方に飛んでいくこの光は何なんだろうな？

　などと思いつつ、見ていると……

　アリスベルは口をあわあわさせて、黙ってこっちを見上げているだけだ。

　じゃあ、特に異存は無いと判断させてもらうぞ。

　我ながら多少強引だが、そう考えた俺おれはハナっから本題を切り出すことにした。

「──そこで、交渉だ。俺に分配する鳳おおとりへの願いを、２つにしろ」

「……な、何を願うのですか。新たに」

　なんとか平静を装よそおって、アリスベルが聞いてくる。

「鳳が復活するまで言わない。貘ばく、お前にも言わないからな。それと、この願いは叶かなえさせる順番にも指定がある。８番目──最後の、願いだ。それを俺によこせ」

「……」

　アリスベルは──黙って、考えている。

　アリスベル。貘。

　そして後ろで聞き耳を立ててるビビ。あと、キリコ。

　お前たちを見て、俺には新たな願いが出来た。

　お前たちには言えない、俺の新たな願い──それは──

　鳳。

　どんなヤツかは知らないが、お前の死だ。

　俺は誰だれも殺したくない。だが、お前は別だ。お前に自分の願いを叶えさせつつ、そんな事をさらに願うのも──ハッキリとした矛む盾じゆん、身勝手だ。それは分かってる。

　だが、お前がいるせいで、人類はこんなバカげた争いを繰り返してきたそうじゃないか。

　何十年、何百年に１度の事なのかは知らないが……鳳の力を巡って人々が争い、未来永えい劫ごう殺し合うようなことは、もう俺の代で終わらせてやる。

　終わらせるんだ、こんな争いのシステムは。

「お約束はできません」

　アリスベルがそう答える事も、ある程度は予測済みだったので──

「それなら、お前は復活した鳳を前に俺と戦うことになるぞ」

　妖よう刕とうをポンと叩たたいて、俺は不敵に笑ってみせた。

「まあ。私に勝てるつもりなのですか？」

　驚おどろくようにそのツリ目を見開いたアリスベルを──

「さあな。だが、俺は２つの願いをどちらも叶えたい。どうしてもだ」

　強い意思を込めて、見下ろすと……

　にこっ……

　アリスベルが、笑った。

「いいですよ。戦いにならない事を願いますが、その時は受けて立ちます」

　その笑顔に──

　今度は俺おれが、黙ってしまった。

　反則だろう。こいつ。普段あんなにキリッとしてるくせに──こういう笑顔……

　か、かわいいよ。すごく。




　その日も俺は、ちゃんと学校に行った。

　護身のため、ちゃんと妖よう刕とうを持って。

　俺とキリコしかいないＸ組で、授業前に携帯のニュースサイトをチェックすると……昨晩は絶ぜつ界かいも張らずにドンパチやったのに、どのサイトにも何も載ってない。

　横よこ須す賀か市役所のＨＰにのみ、小さく……キリコが墜つい落らくして壊した国道について『光ケーブル敷設工事のため、一車線通行となっております』などと書かれていただけだ。

（隠蔽……されてるんだな）

　こういうのは、今まで──

　俺が、知らないで生きてきただけなのかもしれない。

　東京に住んでた頃にも、何の意味があるのか分からない工事で道路はよく穿ほり返されていた。

　あれも、異能同士の戦いの痕こん跡せきを消す……国こつ交こう省の差し金だったのかもしれない。

　いや、きっとそうだったんだろう。

　と、思考回路も異能らしくなってきた俺が携帯を閉じた時、

「おはようございまぁー…す」

　がら、と教室のドアを開けて、セアラ先生が入ってきた。

　今日もバッチリお化粧をしてるが……あれ？

　なんか、ご機嫌斜めだな。

「えーっと。今日は本人希望によりＸ組にクラス替えした女子を２名、ご紹介します」

　……な、何……？

　と、たじろぐヒマもなく──

　黒板の前に、その２人が並んで立った。

「立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベルです」

「[image: ]まゆずみ美び々びよ」

「おおおおおい！」

　イスから滑り落ちる俺の横で──キリコだけが、いつも通りボケーっと無表情顔をしてるのであった。




　その後の、昼休み──

　俺たちはかつてアリスベルとビビが対たい峙じした屋上で、話し合う事にした。ビビが持ってきたピクニックシートを敷いて車座になりながら。

「お前ら、なんでＸ組に入ってきたんだよ……」

　購買のハムサンドを手に、あぐらをかいた俺おれが『そもそも論』を聞くと──

「今け朝さあたしとアリスベルが携帯で話してたら、コイツが通話に割り込んできてね」

　と、人魚姫座りのビビがフォークでキリコを指す。

「鳳おおとりの件とは別に……何かみんな狙ねらいが同じみたいだから、共同戦線コミユニテイを張る事にしたのよ」

「狙い……？」

　俺が眉まゆを寄せると、ビビは赤くなったアリスベルに睨にらまれて、

「あー、それは女子会だけのヒミツ。ていうか静せい刃じ、あんたがこのコミュの中心。リーダーよ。あたしらの中で最強なんだから。しっかりしなさいよね」

　勝手に俺をリーダー呼ばわりしてきたビビに、

「お前の方が強いだろ」

　と、ボヤくと……

「イヤミのつもり？　分かってないわね。あんたが本気出したら、あたしよりずっと格上よ。完全に戦闘特化型の異能じゃない。あんたなら、都市１つ丸ごと殺さつ戮りくできるわ。この学校でももう何人かは気づいてて、あんたに一目置いてるわ。気をつけなさいよ」

　聞きたくない話を聞かされた。

　ので、聞かなかった事にしつつ……

「みんな狙いが……とか言ってたけど、キリコ。なんでお前が俺を狙う。もう、戦ったりする意味はないだろ」

　キリコに話を振る。

　ちょこーんと正座して、自前の深皿に盛ったシリアルにミルクをかけていたキリコは……

「ナンセンス。キリコは静刃と戦わない。ただし、静刃はキリコにとって初めて──不可解な意識を抱かせた。火の鳥が復活しなかった場合に備え、静刃を『心』の予備学習教材とする」

　何言ってるのかビタ一文分からん。

　コイツに振った俺がバカだった。

「なんにせよです。今朝、貘ばくが言っていた通り──」

　と、こちらも正座のアリスベルが仕切り直す。

「鳳の力を求める異能たちは、欠片カラツトを持ってこの学園に集まってくる事でしょう。キリコとも、キリコの願いを１つ叶かなえるという契約で盟友になりました。私たちはこれから居鳳いのう高を根城に、群がり来る敵を倒し、鳳を復活させるのです。はい鬨ときの声」

　えい・えい・おー！

　と、アリスベルと、報ほう酬しゆう目当てのビビとキリコが唱和する中……俺は１人、うなだれる。

　魔女、魔法少女、ＰパＡツＤド女、あと家で待ってる妖よう怪かい女。

　マトモな人間は１人もいないじゃねえか、この共同戦線コミユニテイとやら。

　──いかがなものか、と思うぜ？
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「ええんですか。あの２人、Ｘ組に入れて」

　午後の授業から、八や九く藻もちゃんが職員室に帰ってきた。

「有能な生徒の希望があれば編入する、っていうのが校長先生の方針だから」

　あーあ。溜ため息いきが出ちゃう。

　アリスベルちゃんもビビちゃんも、すっごく可愛かわいいんだもの。ライバル急増だわ。

「あんなん狙ねらわれますよ、外部から。徒党を組んで何かやってるみたいやけど……ザコばっかやないですか、４人とも。危なっかしくて見てられんですよ」

　ガリガリ、とボールペンのオシリで頭を搔かきながら、八九藻ちゃんが言う。

「そうね。まあ、ぱたぱた死んじゃうでしょうね。ていうか今日、あの子たちの仲間内で──１人死ぬわ。絶対。私の託札タロツトにそう出たもの」

「あーあ。カワイソ」

「でもね、八九藻ちゃん」

　私は職員室の窓辺に腰掛けて、下校していく生徒たちを眺ながめる。

　いたいた。かわいい静せい刃じ君。それとメスガキ３匹。

「あの子たちは、１つの目標に向かって力を合わせて努力してる。その向こう側に何があったとしても、それは──教師として、見守ってあげるべきじゃないかしら」

「……」

「あらあら、そんな顔しちゃって。学校って、本来そういう場所でしょ？」

　私は、クスクスと笑い──

　八九藻ちゃんは、私を怖い人なのか優しい人なのか分からない、という表情で見てきたわ。

　うふふ。答えは、どっちも。な・の・よ。

「──居鳳いのうのＸは、異能のＸ。異能たちの交差点なのよ。代々ね」

「まあ、生徒達にはハードな日々になりますな。これから。今年は当たり年みたいで、どれも才能はありそうやのに……死んじゃうのかあ。もったいな」

「ハード？　当たり年？」

　くすっ、と、笑いがこぼれちゃう。

「まだまだ小粒揃ぞろいよ。世紀末──１９９９年に在学してた、私たち世代に比べたら」

　そう。私も──異能のＸだったの、あの頃は。だからＯＢなのよね。あの子たちの。

　それに……死んじゃったら死んじゃったで、また集めてくればいいでしょ？

　なんたって日本には、現役・ＯＢ、覚かく醒せい済ずみ・未覚醒を含めて──

　人口の約５％──およそ、６００万人もの異能がいるんだから。







【　Allure　絶対アブソリユ零度ート・ゼロ　】
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　何もかも、うまくいっている。

　うまくいきすぎて怖いぐらいだ。

　私は恋レン函カンから、アリスベルと彼女のライバルたちの──

　本人たちの意識・無意識はともかくとしての、多様な恋心のチョコレートを満腹まで食べる。

　腹一杯になるとしばらく……意識が、まどろむ。注意力が散漫になる。

「……ううん……」

　私は獣けもの人びとの姿のまま、札束のベッドに寝ころび──

　ボンヤリした意識の奥で、考えていた。私にしては珍しい、悩み事のようなことを。

「キリコに勝った時の……静せい刃じとアリスベルの絆きずなは、美しかった……」

　人間ではない私には、人間の恋というものの本質が分からない。

　だからそれを食べる事にも何ら、良心の呵か責しやくは無かった。今までは。

　だが、あの美しい絆が……もし、恋の紡つむぎ出した絆なのだとしたら──

「では、それを横から喰くらう、私とは……貘ばくの、存在理由とは……」

　……いや、よそう。考えるまい。

　この半ば眠ったような頭では、良い結論は導けなさそうだしな。

　なんにせよ、鳳おおとりの復活までだ。

　鳳が甦よみがえれば、私のこの忌いま々いましい契約も満了となる。そういう契約だからな。

　その後は、食べる恋心の取捨選択もしよう。

　アリスベルの恋心を横取りするのも、やめよう。

　そうなれば……いずれ、あの２人は私から離れ……そう……

「やがて魔ま剱けんのアリスベルと、妖よう刕とうの静せい刃じは──愛し合う」

　それがこの鳳凰戦役フエニケ・ロワイヨに於おける……

　私の、ゴール。

　なのだろう。

「ノン、ノン。やがて魔剱のアリスベルと、妖刕の静刃は──殺し合う」

　──!?

　声に、飛び起きる。

　この声。覚えがある。明治時代、鹿ろく鳴めい館かんで聞いた。

（……鵺ぬゑッ……？）

　──しまった。

　この教会が、既すでに……絶ぜつ界かいに包まれている。

　窓の外に、見るもおぞましい百鬼夜行の光景が渦巻いている。

　ぱき、ぱきぱき、と、その窓が凍り付き──冷気が天井や床を伝って、空間を包んでいく。

　下がる。気温が。どんどんと。もうこの室内は氷点下になっている。

「……！」

　バラや時計を象かたどった光が空中に現れ……ふわり。

　そこに、フリルで縁取られた日ひ傘がさを持った……鵺が、現れた……！

「貘。この傷の借り、返しにきたじょ」

　ヒラヒラの衣装を着た鵺が──自分の首、タトゥーで隠した傷跡を親指で示す。

　そして私に投げキッスし、

「──うっっっびょおおおおおおおおおおおおおおおおーーーーーーーーー!!」

　叫んだ。嬉うれしそうに。

　──下がる。下がる。室温が下がっていく。なんというペースだ。

　空気中の水分が、氷の結晶になって舞い落ち始める。ダイヤモンドダスト現象だ。

（……絶対零アプソリユ度の式ート・ゼロ……！）

　気づいた時には、もう手遅れだった。

　私の足あし下もとが凍り付いて、動けない。

　もう、氷点下50度を下回っている……！

「貘ばく。生の象徴たる恋心を喰くらい、死の象徴たる武具を産む──この世に仇あだなす、魔の妖よう獣じゆう。永遠の死の生産者。お前は、この世に害為なす生き物だじょ」

　さ、下がっていく……氷点下、１００度……！

　耐えても耐えても凍り付いていく、私の角膜に──

　う、映る。指向性エネルギー砲を準備する鵺ぬゑの右目が、赤い輝きを強めていくのが。

「ようやく油断したんで、世のため人のため、殺しにきたじょ。鵺は昔っからお前が気にくわなかったんだじょ。貘は人を騙だまし、凶器を与えて争わせるくせに、自分は人間の味方ですって顔してる偽ぎ善ぜん者しやだじょ。びょお！」

　さ、さがる……！

　ひょ、氷点下……１５０度……２００……度……！

　凍り付いていく脳で、

　私は最後の最後に、気づく。

　これから、どう殺されるか。

（……鵺ッ……！）

　ぱあッ──！

　レーザー光にも似た緋ひ色いろの光が、教会を翔かけた。

　私の両腕が、断たれて落ちた。凍いてつく床に落ち、粉々に砕けた。

　両脚を、断たれた。私の胴体が足を砕きながら床に落ち、大きく割れた。

　わたしが、わたしが、粉々に、なっていく。のが、分かる。

　さらに、胴を、胸を、断たれ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首が、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　落ちて、




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしの




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたまが




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　だ　け　た。





── Love & Warfare Continues ──









　　　あとがき




　この本であなたとの出会いを果たした、立たち花ばな・氷焰ビーニヤン・アリスベルは現代の魔女。

　フラフープのような剣を加速器にした、荷電粒子砲メビウスという必殺技を持つ美少女です。

　ちょっと気の強いところはあるものの、誰だれにでも敬語で喋しやべる育ちの良い女の子。小柄なのに巨乳で、長い黒髪をツインテールに結い、イチゴ大だい福ふくが好物で世間知らずという、アリスベルかわいいよアリスベル的な少女なのですが……

　──彼女は重い運命の十字架を背負い、戦いの世界に足を踏み入れていきます。

　そんなアリスベルと戦うのは、過去にトラウマを持つツンデレ魔法少女・ビビ。先端科学のメカ鎧よろいを着た無口系少女・キリコ。主人公のヤンデレ妹で超能力少女の祈いのり。

　それぞれ個性と異能力を持つ彼女らとの争いに……アリスベル側がわに立って力を貸すのは、まず絶世の美女に化けた貘ばく。恋を食べ、武具を産み出す妖よう怪かい。

　そして──この物語の主人公、静せい刃じです。

　あなたには静刃の視点から、この恋と戦いの物語を見守っていただければ幸いです。




　フィクションの世界には、様々な『強い』キャラクターが登場します。

　己おのれの肉体を鍛きたえ上げ、武器と一心同体になった人間。超能力者や魔法使いといった、超常の存在。ロボットが無敵の存在として君臨する物語もある。

　では、それらがメタ的に戦ったらどうなるのか？　最強は誰なのか？

　この作品ではその答えに私なり、ライトノベルなりの迫り方をしていこうと思います。

　国策校・居鳳いのう高に、普通ではない力を持つ生徒が秘密裏に集つどい……時に戦い、時に手を組み、各おの々おのの目的のために戦う。さらに学園モノならではのラブコメや日常シーンを書いてたら……私が書いているもう一つの小説・『緋ひ弾だんのアリア』同様、ずいぶん賑にぎやかな物語になりました。

　デビュー４年目にして気づいたのですが、これが私の作風なのかもしれませんね。




（『緋弾のアリア』の読者さんはお気づきかもしれませんが、この作品の世界は、あの小説の世界と繫つながっています。ご愛読御おん礼れいのお楽しみ要素として、リンク点を探してみてくださいね。それがいずれ、大きな意味を持つ時が来るかもしれません……！）




　Love & Warfare Continues.

　この小説の最後の一行に込めた願いが叶かない、本作が皆さんと共に永く、永くあれますように。





２０１２年９月吉日　赤あか松まつ中ちゆう学がく
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赤あか松まつ中ちゅう学がく

生年月日、年齢、出身地、現住所に至るまで全てが不明の覆面作家。座右の銘は"Nothing is impossible"。代表作に『緋弾のアリア』、『緋弾のアリアＡＡ』。
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イラスト／閏うるう月げっ戈か

色々と足りていないへたれイラストレーター。

不足があるから満足を目指せると信じて生きています。
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